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1 日 20 分 、4 週間 で 勉強 で きま す 。 
* 文字 ・ 語 役 ・ 文 法 の 各 分 野 を バラ ンス よく 学習 する こと で 、 総 合 
カカ が アッ プ で きま す 。 
* 苦手 な 分 野 だ け 、 集 中 的 に 勉強 する こと も で きま す 。 


そ て 


日 本 語 に 「 習 う よ り 慣れ ろ ] と いう こと ば が あり ます 。 ど ん どん 問 


kk ほん 


題 を 解い て 、 日 本 語 の 力 を つけ まし ょ う 。 


だ い 


2015 年 4 月 
松本 紀子 ・ 佐 る 木 伝 了 


This book: 


* IS for students planning to take the Japanese Language Proficiency Test levels N1. 
* lakes 20 minutes a day for four weeks to finish. 
* Can help you improve your Japanese language skills in all areas, including writing, vocabulary, 
and grammar. 
* enables you to focus on studying just your weakest areas . 
As one Japanese saying goes, "getting used to something is more important than learning it”, so 
Please strive to improve your Japanese by practicing the many exercises in this book. 
April, 2015 
Noriko Matsumoto / Hitoko Sasaki 


此 束 特 点 


* ぽ 旋 参加 日 知能 力 考 直 N] 的 考 生 設 辻 。 
* 衣 天 学 忌 20 分 外 、4 周 学 完 
mW 可 通 直 此 合理 肥 掌握 文字 ・ 週 江 ・ 短 法 各部 分 的 内 容 、 提 井 銀 合 能力 。 
W 可 通 比 針 対 薄弱 部 分 集中 希 妃 。 
目 購 中 有 "買う より 慣れ る " 的 災 法 , 也 就 是 熟 能生 巧 的 意思 。 辻 我 伯 通 辻 不 断 矯 応 , 提 高 日 造 水平 。 
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《 資 料 》 Materials / 資料 / 入 呈 
* 漢字 リス ト 


Kanji List / 泊 字 表 / 召 旬 時 早 ceceveseeessarerreesesreseertersereeeretreereereeeerreeeeeet' 282 


* 品詞 別 語 工 リ スト 


Vocabulary List Arranged by Parts of Speech 
名 河 美 週 江 表 / 普 Al 当 01 着 号 時 meeseerereeseetnmreranerasesascerasereststeeestetsteeeeeeeee 285 


* 文型 ・ 文 法 項 目 リ スト 


Sentence Patterns, Grammar List 
名 型 ・ 駐 法 表 / 足 幸 ・ 吐 四半 号 合 呈 ii 29 1 


この 本 の 使い 方 と to use this book / 本 幸 使 用 方 法 / 0| | 析 
* 1 ペー ジ は 3 つの 段 に 分 か れ て いま す 。 いち ば ん 上 の 段 は 文字 、 真 ん 中 の 
段 は 語 集 、 い ちば ん 下 の 段 は 文法 の 問題 で す 。 


Each page is divided into three sections. The top section is for learning letters, the middle section is for 
learning vocabulary, and the bottom section is for learning grammar. 


毎 本 分 成 3 部 分 。 上 部 文字 同 題 , 中 部 力 河 江 向 題 , 下部 刃 造 法 同 題 。 
名 本 0|7 挟 3 品 弄 中 け 司 0] 釣 合 口 . 刑 昼 所 慎 号 量 外 , 2 ト 富 本 中 0] 民 、 刊 泊 OH で H 足 軸 星香 ロ f. 


* 総合 力 を つけ る に は 、 問 題 番 号 の 順に 解い て いく と いい で し ょ う 。 
1 日 5 ペー ジ 、15 問 (3 問 x 5 ペー ジ ) ずつ 問題 を 解き ます 。 1 日 目 か 
ら 6 日 目 ま で で 、 文 字 30 問 、 語 焦 30 問 、 文 法 30 問 、 計 90 問 あり ます 。 
7 目 目 は 、 文 字 12 問 、 語 梨 12 問 、 文 法 1 1 問 、 計 35 問 あり ます 。1 週 
が 終わ っ た ら 、 各 週 の 最初 の ペー ジ に ある 集計 表 に 記入 し まし ょ う 。 


We recommend that you go through the questions in the book jn 記入 例 
numeric order to help gauge your overall progress. Try to do five Rt [伴い 
pages (15 questions) a day. Over the course of the first six days, Example / 中 景 方 法 容 例 / 2|9al dll 


y9u should be able to complete 90 questions from all sections: 30 
questions on writing, 30 questions on vocabulary, and 30 questions 
Qn grammar. On the seventh day, complete the 12 writing questions, (ふく し ゅ う ) 
12 vocabulary questions, and 11 grammar questions. At the end of 
he week, please fill in the chart on the first page of that week, 


交 提 四 祭 合 能力 , 可 捧 照 同 題 鍋 号 順序 逐 項 回 答 。1 天 完成 5 項 , 即 
15 期 (3 題 x5 頂 )。 人 第 1 天 到 第 6 天 可 完成 文字 30 題 、 週 江 30 題 、 
主 法 30 題 , 共 辻 90 題 。 第 7 天 完成 文字 12 題 、 週 江 12 題 、 租 法 11 
願 ,、 共 汁 35 大 。 整 周 学 尺 等 束 后 、 在 各 周 第 一 可 的 銃 汁 表 内 逃 行 江 忌 。 
寺 対 状 呈 2| 号 2| 選 昼 付記 呈 天 田 名 企 ら 足 立 0]H フ ト 四 衝 谷 員 叶 . 引 早 
I 5 列 9|| , 15 足利 (3 足利 x 5 模 0I| ) 対 足 矯 言 音 ロ ビ F、 1 紀 列 早 
信 6 劉 列 外 和 | , 足 介 30 足利 , 0] 刊 30 呈 利 , 中 軸 30 足 天 , 替 列 90 
量 列 2| 別 合 口 FI. 7 選別 記 , 足 丸 12 足 列 , 1 尋 12 量 天 , 足 軒 11 足 東 , 
信州 35 品 利 ト 汎 谷 品 叶 . 玉 季語 中 享 , 外科 弄 列 0| 和 Io 沢 王 始 刈 天 o フ | 列 寺 Al. 


分 野 別に 集中 的 に 問題 解い て いく の も いい で し ょ う 。 例え ば 、 問 是 
番号 順 で は な く 、 い ちば ん 上 の 段 (文字 ) ば か り を 先 に 解き 、 次 に 
真ん中 の 段 ( 語 集 ) ば か り を 解く と いう 勉強 の 仕方 も あり ます 。 
自分 の 弱点 を 強化 する よう な 使い 方 を し て くだ さい 。 


You are free to study each section more intensively one at a time if you prefer. For example, you could tackle 
he top section (writing) first, ignoring the order, and then move to the middle section (vocabulary). 
川 Wase use this book to focus on your weak points.. 


電 履 集中 打 応 某 一 部 分 , 例 如 : 不 投 照 同 題 第 号 回 答 , 面 是 先 銃 一 完成 上 部 的 (文字 ) 久 記 , 然 后 再 統一 完成 
由 師 的 ( 周 江 ) 久 志 等 。 宛 活 逃 拓 能 強化 自己 弱点 的 学 尺 方 式 。 

層間 語 司 傘 串 人 | 足 天 言 革 己 學 王 番 谷 中 叶 . 言 言 加 , 足 天 出 亡 本 0o| OH 中 叶 , 草 当 乳 慎 (貴久 ) 叫 
押出 釣 普 工 , 口 言 | フト 呈 可 叶 (] 憶 ) 本 号 羊 選 き 早 叶 田 丘 釣 合 口中 . 入信 引 時 居 語 す 枯 主 全 汎 思 
Mat NSE. 


・ 答え と 解説 は 問題 の 次 の ペー ジ 


に あり ます 。 


The answers and explanations are on the next page following the questions、 


答案 与 解 律 均 在 同 題 的 后 一 束 。 
副 冒 革 避 包 号 


呈 矯 9 呈 号 局 0|xjoll 昼 合 ビ 「. 


Ba 回 ce た ペー ジー 答え 


* これ は 前 の ペー ジ の 
答え と 解説 で す 。 
This is the answer and 
explanation for the previous 
page. 

六 里 対 前 一 柄 的 答案 作 解 笑 。 
| 記号 味 財 0| 和 | 引 財 填 部 名 選 


Hf. 


*1 行 目 に 正解 と 問題 文 


の 訳 が あり ます 。 - 


The answer and translation are 
on the first line- 


第 一 行 有 正 秦 答案 和 操 題 的 洋文 。 


烈 列 箸 9 妨 財 寺 足 列 引 足 谷 軸 
引 0| 吹 舎 FT. 


下 に 問題 に 関連 し た 
内 容 を 紹介 し て いま 


There are examples related to 
the questions below. 


以下 介 紹 与 向 題 有 美 験 的 内 容 。 


OH 中 引 呈 天 oll 斗 婁 連山 呈 合 全 
攻 引 世 選 合 ロト. 


37 4 私 は 、 策 分 や 塩分 を 控え た 食事 を 心がけ て いる 。 


T'm trying to eat things with less sugar and salt. 
我輩 力 保持 低 著 低 其 9 選 人 育 3 慣 。 / は 紀 呈 9IH 暫 穫 田邊 対人 基 百 店 eei9 選曲 


| 陵 | トウ +9 揚場 

| 控 | コウ: 控除 する ひか て ぇ る ) : 控え る ・ 控 え 室 
タイ: 計時 人 た ( ぇ る ) : 耐え る 

| 提 | と ら に ぇ る : 控え る 


38 2 耳 を 決ま し て 関 いて ご らん 。 CT3 傾け て 
Listen carefully / 基 戸 好 。 / 莉 還 2| 生 01 知 0| 中 民 
| 耳 を 決ま す | ゅ as lsten carefully / 件 、 邊 町 / (人 内 | 上 | 和 CIG 
| 耳 を 傾け る | ゅ as) listen to / 林 、 仔 虹 所 、 香 所 / 胡 2| 知 0I ロ 
| 了 を ふき ぐ | (ぁみ を な きぐ) Gover one' s ears / 増上 革 、 不 乱打 豚 芽 etct 

耳 を 妖 う | み ぁ を うた が 2) notbelleve one's ears / 科 以 箇 何 、 征 自 己 町 備 / 対 秋 引 財 


39 4 彼 の 態度 は 失礼 極まりない 。 CT3 失礼 価 ま る 


He is extremely rude. / 他 的 志度 元 礼 之 祝 。 / コ ヨ 弱 正 ど 視 着 還 2| コス | . 
| Na( な こと ) 極まりない | | A い こと 極まりない | | Na 極まる | 


(と て も だ) * 硬 い 表現 * 強 届 の 程度 が 激しい 


0 


・ あ の 事件 は 間 蛋 (な こと ) 往 ま りな か っ た 、( 間 全 作 まる ) 。 
・ そ の 少年 の 気性 は 測 し いこ と 橋 ま りな い 、 | 音 し nc と 答 必 


0 y 


右 ペ ー ジ 問題 


上 A [4 に し て きた 本 中 と 中 し ます 。 よろし く 
お 願い 致し ます 。」 
BT それ は ご 丁寧 に 、 あ り が とう ござ いま す 。」 


ce 


ちょ うだ い 

て いれ ねい 

て いち ょ う 

ちょ う て い 14 ロ ロロ 


と OM = 


~~ 


0 の 田邊 天然 次 源 に i 


| 
| 1 みす ぼら し い 


| 2 と ぼ ば し い 《⑫ 


9 いや し い ee 
4 むなしい 


~~ 
その エ k ゃ の まとい っ とら S 


あり は し な い 

な い 1 (W) 
ん 
ほぼ 
う 


ほか な い 
ほか な ら な い 


en = 


・ この 問題 の 答え は 次 の 


ページ に あり ます 。 

The answer for this question is 
on the next page. 

此 向 題 的 答案 在 后 一 本 。 


0| 旦 弄 引 組 宮 告 一 olxloll 約 
合 ロ CT. 


正解 し た ら チ ェ ッ ク 
を し まし ょ う 。 

Please put a checkmark on the 
answer if they are correct. 

如 回 答 正 秦 靖 打 惣 。 


呈 0| 時 逐語 叫 己 刊 ヨ 下 人 時 夫 
AIE. 


* 7 日 目 は 1 6 日 目 の 復習 で す 。 


The seventh day is for reviewing what you did the ⑯ 介 る と 有 誠 果て すか ら 。 舞 ちあ 間 い て 竹 華 し まし 』)。 本 

first six days. 1 あせ る 2 = げ 6 

第 7 天 訪 第 1~ 6 天 的 算 丸 。 i 側 
7 毛利 1 ご 6 選別 | 時 合名 cf. て ント Kb 


1 は ば む 2 い ど お 


* わか ら な いと き は 一 人 W の 問題 を nn 
見 て 確認 し まし ょ う 。 | us. war ) あ っ, Si し 


When you do not understand something, please | 1 3 さす 4 2 ひろ うけ て - (⑮) 
look at the ~@@Q question and check it out. 8 
不 理解 的 笑 午 看 ~ 的 同 題 。 
鶴 品 早 思 詞 * 介 2l 足 玉 言 品 斗 el 符 上 . 


* 答え は 次 の ペー ジ の 下 に 書い て あ 
り ま す 。 
The answer is at the bottom of the next page. 


答案 写 在 后 一 机 最 下面 。 
呈 号 口 言 本 0|x| oaHoll 到 別 谷 ロビ |. 


UEO HI CY EE | 


1 こだわ っ で 391 【・ 


Wo 性 を つけ て し まっ な た 。 者 介 せ ず に は 


1 を がら 2 いち る と も な て 


wo OO 0 0: OO: 


マー ク に つい て 
正解 に な る ほか の 表現 を 紹介 し て いま す 。 


This shows other posSible answers. 
此 邊 介 紹 除 了 答案 以外 其他 可 用 的 表 送 。 / 如 守 0| 罰 本 和書 , 正 CI 叶 正 習 富 全 州 引 エ 沢谷 Ht. 


反対 語 を 紹介 し て いま す 。 
This shows possible antonyms./ 此 外 介 色 其 反 叉 週 。 / FCHO] 量 全 | 習 口 ビ | . 
ほぼ 同じ 意味 の 表現 を 紹介 し て いま す 。 


This shows phrases that have almost the same meaning. 
此 邊 介 紹 意思 相 念 的 表 送 。 / | 引 守 豆 本 nlal 殖 番 全 2 村 以 合 時 - 


* 注意 点 や 説明 な ど を 紹介 し て いま す 。 


This shows explanations and points to be careful of. 
此処 介 紹 注意 事項 或 注 笑 聞 明 等 。 / 邊 引 計 械 久田 結語 全 2 引 共 昼 合 ロロ. 


よく ある 間違い を 示し て いま す 。 
使わ な いよ うに 、 注 意 し て くだ さい 。 


This shows common mistakes. Please be careful not to make any of them. 
此 外 介 紹 常 見 午 送 。 友情 提示 悠 不要 選 用 。 
土 る | 田 下 全 以 三 多 企 言 呈 d1 ネ エ 別 合 口中 . な | 縮 呈 時 李 引 藍 名 AIS . 


? 目 


第 1 周 


Week 1/ 第 1 周 / 誠 1 本 


@ 6 日 目 ま で 終わ っ た ら 、 正解 
の 数 を 数 えて 記入 し まし ょ 
う 。 

@ 正解 の 少な い 分 野 が あっ た 
ら 、 も う 一 度 や っ て か ら 7 日 
目 に 進み まし ょ う 。 


@ 7 日 目 は 復習 で す 。 終 わっ た 
ら 正 解 の 数 を 記入 し て 、 学習 
の 効果 を 確認 し まし ょ う 。 


* At the end of the first six days, count the 
number of questions that were correct. 

* If there is a section where you got only a few 
questions correct, please do it over before 
moving on to the seventh day. 

* The seventh day is for reviewing, When you 
are finished, fill in the number of the correct 
answers to see how you have improved. 


* 学 到 第 6 天 時 、 特 回 答 正 秦 的 題 数 叫 東 下 来 。 

* 正 克 率 炉 低 的 部 分 , 重 新 再 人 一 遍 以 后 再 学 刀 
第 7 天 的 内 容 。 

* 第 7 天罰 人 硫 尽 。 叙 完 后 燃 回 答 正 克 的 題 数 所 
kK 下 来 , 克 込 学 尺 政 果 。 


* 6 選別 | 中 謗 千 生 衝 量 人 lO] 2| 号 下旬 
Cf 

* 計時 キ フ ト 刻 記 星 oF2 ト % ら 本 AI 社 軸 天 
Wo 7 中 時 村人 IEI. 

* 7 避 天 記号 合名 Il. ロト 逢 幸 選曲 企 言 


居 札 , 計 合 喜 司 時 討 可 習 AIE ト . 


1 ~6 日 目 


30 問 


1 <B6 日 目 


30 問 


7 日 目 
(ふく し ゅ う ) 


7 日 目 
(ふく し ゅ う ) 


7 日 目 
(ふく し ゅ う ) 


11 問 


cd OS 


Sn ($ 


rt 


の こと ば を 、 漢 字 を ひら が な に 直し て 、 


正しい も の を 選択 肢 か ら 選 びな さい 。 


Choose the correct word from the multiple options after converting the underlined 
kanji word into hiragana. 


格 部 分 的 況 字 変 成 優 名 , 人 遊 項 中 輝 振 正 秦 的 。 
9 環 呈 午 外 所 外 可 フト LT 中 エ 午 , 時 明 玉 呈 付 ヒ 「 習 0] ユ 号 AI 。 


の と ころ に 何 を 入れ た ら よ いか 。 いち ば 
ん 適当 な も の を 選択 肢 か ら ー つ 選び な さい 。 


What is the right word to fit in the underlined space? Choose one correct Word out of 
the multiple options. 


中 皮 迄 填 入 仕 人 ? 人 逃 項 中 移 振 最 愉 当 的 。 
gl 早 員 量 刀 ら 本 和書 号 久 . フト 対 対 呈 入 到 言 対 村 習 9 人 | 引 H| ユ 号 II 呈 . 


の と ころ に 何 を 入れ た ら よ いか 。 いち ば 
ん 適当 な も の を 選択 肢 か ら ー つ 選び な さい 。 
て き と う せん た く し ひと えら 
What is the right word to fit in the underlined space? Choose one correct Word out of 
the multiple options. 
中 皮 竣 填 入 仕 色 ? 人 人 逃 項 中 輝 拝 最 愉 当 的 。 
中 | 早 只 語 思 己 加 番号 丸 . フト 計 対 叶 午 2 晴 付 F「 振 中 人] 計 け ユ 呈 AI. 


も ん だ い 


人 朋 全 を 的 め る の は 、 国民 の 義務 で す 。 


1 せめ る 
2 な が め る 6 
3 し め る も 
4 お さめ る 
1 ロロ 
絡 言葉 で 話し か け て くる 営業 マン に 、 注 意 
に 記 テ 、 
Ry ®) 
2 すがすがしい ご 
3 は な ば な し い 
4。 そう ぞ うい 
1 
a 態度 が 悪い の は あの 店 員 に こま が 
1 限る くう 
2 限ら な い 
3 限っ て に 
4 限っ た う 


1 


ドー コ 
ーー 


だ A 。 グ 


1 4 税金 を 納め る の は 、 国 民 の 義務 で す 。 


It is your obligation as a Ne pay taxeS. 


弧 重 税金 是 国民 的 文 各 。 / 旨 計 人 結 早 引 名 革 可 g| 引 早 中 中. 
3 納 | ノウ : 納 入 ・ 滞 納 ナッ : 納 得 お さ (まる /- ぬ る ) : 納まる ・ 納 め る 


は 冶 ツ | 攻 | コウ : 専攻 する ・ 攻 撃 す る せ ( ゅ る ) : 攻め る 
も | 眺 チョ ウ : 眺望 な が C ゅ る ) : 眺め る ・ 眺 め 
じ 贈 邊 し (まる /- ゅ る ) : 締まる ・ 取 り 締 まる ・ 締 め る ・ 締 め 切り 


2 1 な れ な れ し い 言葉 で 話し か け て くる 営業 マン に 、 注 意 し よう 。 


Be careful of 2 who try to talk to you in an overly filendly manner. 
対 聞 衝 嬉 皮 笑 股 不 拘 礼 苦 的 氏 儲 人 応 欠 予 警告 。 
知 守 因 対 習 時 富 詩 91E 王 骨 可 久 久 | 在 引 引 、 


すがすがしい | refreshing / 清 移 、 清 新 角 物 / 当 天 計 ロ 
華々 し い | (は な は な し い ) glorious / 年 証 、 豪 年 、 和 粘着 、 輝 爆 / 司 司 中 
腹 々 し い | (そう ぞう ぅ しい) noisy / 噴 奈 、 喧 器 、 員 / 人 | 習 中 


(の ) な れ な れ し い | overly friendly / 油 腔 油 週 、 嬉 皮 活 受 、 寺 分 革 明 / 叶 玖 習 災 
Pi 
い 


3 4 態度 が 悪い の は あの 店 員 に 限っ たこ と で は な い 。 


ltis not just that employee that has a bad attitude. 
井 不 是 只 有 那 不 店 員 赤 度 冶 劣 。 / 明正 フト け 漠 記号 味 娠 暫 ol| 邊 引 AlgHO| HH . 


N に 限る | (= ニ N が 一 番 い い ) 
* 寒 い 日 は 鍋 料理 に 限る 。 


な べり ょ う り か ぎ 


ん 
ほぼ N に 限っ た こと で は な い | (= N だ け で は な い ) 
* あの 人 が 約束 を 破る の は 今 日 に 限っ を と と で は な い 。 


きょう 
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1 
2 
3 
4 


Po MN = 


P00 DO 一 


り れ さき しょ 
Us 
られ き し ょ 
な れき し ま 


きっ ぱり 
すん な り 
が っ し り 
さっ か り 


か た わら 
反面 

る つの Oo8 

か の よう に 


@) ポート 、 多 放 証 、 大 歴 者 用 の 写真 撮影 は 当店 で 
どう そ 。 


2 


⑲ = ッ < ん は ロ 本 話 学 校 に 通う 、 ア ル バ イ ト 
で 学費 を 稼い で いる 。 


2 


こたえ 


4 1 パス ポー ト 、 人 免許 証 、 履 歴 書 用 の 写真 撮影 は 当店 で どう ぞ 。 


り hs し ょ よう じゃ つ えい 
Photos for passports, driver's licenses and resumes taken here. 
本 店 提供 抗 照 、 加 照 、 筒 訪 用 的 照 片 拍 撮 服 色 。 
QH 婦 , 本 結 短 , 0| 引 信号 引 AI 者 避 豆 入 局 始 茎 時 Q| 辻 叶 名 AI . 


(COO 語 EE: さと 
も まめ ぬか (れる ) : 免れ る *「 ま ぬ が れる 」 と も 読む 
じ | 証 | ショ ウ : 免 許 証 ・ 証 明 ・ 保 証 ・ 証 拠 

履 | リ : 履歴 草履 は (<) : ( 靴 を ) 履く 

撮 | サ ツ : 撮影 と て 9: 撮る 


5 2 その 法案 は 、 予 想 と 違っ て すん な り 通っ た 。 


The bill passed without much resistance, contrary to what was expected. 
和 預 想 不同 , 那 人 法案 順 利通 辻 了 。 / コ 田 eL 呈 中 人 本 辿 可 企 到 言 言 式 品 . 


| 6 すん な り | smoothly / 順 利 、 不 融 力 / を 和 ネ 詩 包 
| きっ ぱり | fatly / 断然 、 干 脆 / 串 村 村 列 
~~ 
cc 


が っ し り | * ゃ が っ し りす る firmly / ① 緊 密 、 志 密 ② 邊 固 、 筐 寄 / 評 言 き 


1 
し きっ か り | precisely / ① 正 好 、 整 @ 精 秦 、 清 呆 / 笠 枯 
6 1 ヨウ さん は 日 本 語学 校 に 通う か た わら 、 ア ル バ イト で 学費 を 稼 
いで いる 。 
| Yo-san is working part-time to pay his tuition fees while studying at a Japanese 
| language School. 
小 栃 一 辺 去 日 本 造 学校 上 逮 一 和 辺 打 工 振 学 預 。 
か ヾ 号 平 利 王 劉 曲 0] 計 喜 | FILI 三 逢 習 , O[ 号 Bo| 呈 呈 寺 中 量 当 エ エ 汎 叶 . 
層 | V る か た わら |]| N の か た わら 


つ * 友 人 は 花屋 を 営 お か た わら 、 花 の 写真 を 撮り 続け て いる 。 


ゆう じん は な や いと な 


* 姉 は 家事 の か た わら 、 ボ ラ ボラ ンティア 活動 を し て いる 。 
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も ん だ い 


ゆ - の 田 体 は 、 医 師 や 看護 師 を 海外 へ 洲 遺 し て いる 。 
その 活動 の 趣旨 に 徐 同 し て 寄付 を し た 。 


は た ん ⑳ 
も 
じ 


は けん 
は て ん 
は せん 


や の MN 一 


⑨ 朋 が 社 の 経営 状態 は 、 悪化 し て いる 。 

1 いち じ る し く 

2 わずらわし く ⑲) 
3 まず ら わし く に 
4 めざまし く < 


3LIHH 


@ レラ ン の テー タ は 、 紙 と 違っ て 保存 を 。 
が 最後 、 消 えて し まう 。 


芯 れ て 
忘れ た 


hy 4 


0 ® 
ほ 
う 


で や の MN = 


3 


で 
め 


ご 代 
回 


EE 


| 


7 


2 この 団体 は 、 医 師 や 看護 師 を 海外 へ 派遣 し て いる 。 その 活動 の 引 


の 


旨 に 賛同 し て 寄付 を し た 。 
This association sends doctors and nurses abroad. | liked the goal of this activity 
and made a donation. 


迄 介 団 体 向 国外 派遣 医 生 及 所 士 。 因 込 同 其 宗旨 所 以 所 款 了 。 
0| 紀 刑 記 A 慎 凶 久 言 大 lol| 式 妊 き 世 F ト 、 コ 習 写 本 判 和 IlOl| 千 告 叶 01 フ | 早 避 FI 。 


ゴ : 弁護 士 ・ 保 護 する ・ 介 護 する 
ハ : 派手 な ・ 立 派 な ・ へ 派 
ケン : 派遣 する つか に う ) : 小遣い ・ 無 駄 遣い 


シ : 要旨 ・ 趣 旨 


よう し し ゅ し 


8 1 我 が 社 の 経営 状態 は 、 著 し く 悪化 し て いる 。 


Our company 's financial condition is deteriorating drastically. 
我 休 公司 的 健 落 状況 呈 著 悪化 。 / 〒 避 到 人 | 絹 盆 旬 選 百 齋 き | 叶 計 回 エエ . 


著しい | (いち じ る し い ) significant / 早 著 、 明 品 / 乱入 店 FT 


類 わ し い |( ゎ ずら ゎ し い ) troublesome / 麻 類 、 繁 斑 / 軸 語 ロ 


(まぎらわしい ) Confusing / 容易 混 浦 、 模 聞 不 清 / 烈 合 引 叶 


紛らわしい | 
目覚 まし い | ぬき まし ぃ ) remarkable / 尽 人 、 昇 常 品 著 、 出 次 / 年 党 叫 青 0l 還 H 


3 パソ コン の デー タ は 、 紙 と 違っ て 保存 を 忘れ た が 最後 、 消 えて し 


に 

Computer data is different from data on paper because if you forget to save it, it is 
lost and there is no way of getting it back. 

和 無 制 版 的 不同 、 申 腕 数 据 如 果 忘 叫 保 存 就 完了 , 会 全部 消失 。 

妊 董 還 8| 名 0| 丁 記 香 0| 叶 結 相 中 寿 和 王 28 晴 見 01 国 中 思 コ 叶 入村 和田 婦 FI . 


once you do ~ , it is over / 一 旦 一 , 就 (完了 ) / 告 軸 ~ 引 本 , コ 湯 


V た が 最後 


* 会 話 で 「 こ た ら 最後 」 と も 言う 
・ 少 し で も 音 を 立て た が 最後 、 せっ か く 寝 付い た 赤ん坊 が 起き て し まう 。 


・ そ の 歌声 を 一 度 で も 聞い た が 最後 、 皆 忘れ られ な く な る 。 


も ん だ い 


OO 務 内 で 妹 が ら せ な どの 迷 剖 行為 を 行っ た 男 に 、 六 
金 が 科せ られ た 。 


1 めい わく こう ぎ GP 
2 めい わく < く こ うい も 
3 まま おく る が 5 ピ 
4。、 ま いわ くさ うま 
4[ILILI 
0 放電 話 が か か っ て き て 、 驚 いて 、 
切っ て し まっ た 。 
窓 本 桂 ) 
2 の NN _ 
3 も ろ に の 
て 2 っ 玉 0 ト 
4 ロロ ロ 
@ が が な い 。 悪い けど 、 散 上 買っ て き て 
くれ な い ? 
わざ わざ "4 
に 
か た が た 
4 ロロ ロ 


ーー 
c— 


a 


A 


10 2 機内 で 嫌がら せな どの 迷惑 行為 を 行っ た 男 に 、 禄 金 が 科せ られ た 。 


めい わく こう い 


The man who was harassing others on the airplane was fined. 
在 机 般 内 故意 尋 頻 山 事 的 男 人 , 被 印 款 了 。 
フ |uolA] 品 9| 公 91 王 名 号 号 弄 騙 刊 記 惜 告 言 填 可 AlOl2 澤 言 o| 辻 昼 烈 FI. 


六 | バ ツ : 


| 嫌 | ゲン : 機嫌 いや : 嫌 な ・ 嫌 が ら せ きら て うぅ ): 嫌 う ・ 嫌 いな 
恐 | ワク : 迷惑 ・ 疑 惑 ・ 惑 星 ま ど (うぅ) : 戸惑う 
イ : 行 


めい わく ぎ わく わく せい 


る + 
有 判例 ・ 還 する ・ 負 


11 4 英語 で 電話 が か か っ て き て 、 驚 いて 、 と っ さき に 切っ て し まっ た 。 


Someone called speaking English, so | panicked and hung up immediately. 
接 到 了 凶 英 造 的 申 笑 , 叶 了 一 跳 弓 上 捧 断 了 。 
婁 9] 吾 社 穫 フト 娠 可 中 | 手相 在 斗 守恒 避 01 時 羽目 . 
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18 


と っ さ に | 
や け に 
仮に 
_ も ろ に | 


promptly, instantly / 冷 不 防 、 剃 那 同 、 突然 、 立 刻 / 企 侍 詞 呈 
awfully / 非常 、 特別 / 早 和 

(か り に ) ① temporarily ② supposedly / ① 暫 時 ② 候 疫 / ① 包 Al 誠 ら 豆 ②2| 四 
completely / 全面 、 迎 面 / 詩 対 @ 豆 


1 あ 、 卵 が な い 。 悪い けど 、 散 歩 が て ら 買っ て き て くれ な い ? 


Oh no, there are no eggs. Could you pick some out, and maybe go for a walk while 
you are at it? 

" 喘 、 没 過重 了 。 不 好意 思 。 集 去 散歩 的 時 候 能 順 便 都 我 実 来 喝 ?" 

| , 釣 慎 0o| 守 . ロ ISls 了 | 叶 , 儲 弄 谷 0 ト | | 避 言 中 ? 


N/V が て ら | as well as N, as you V / 的 同時 碑 便 一 / N 挟 妊 入 人 | , V | 人 召 剖 計 
*V ま が て ら (ニー て の つい で (に )) 
*・ 伯 母さん 、 引 っ 越し た ん だ っ て 。 遊び が て ら 行っ て みよ うか 。 


* 先 日 は 、 


N か た が た | *「N が て ら ] の 改まっ た 言い 方 


た い へ ん 失礼 いた し まし た 。 お わび か た が た ご 挨拶 まで 。 


_ も ん だ い 


0 の テープ は 継 、 横 、 斜め に 伸 箱 する の で 
関節 な ど に 貼っ て も 自由 に 動か せま す 。 


Cd 3 


1 6 
2 は ば も 
じ 
3 は ま 
往き 
5[ [1 


0 を は 苦い と * に 、 体 を 壊し た 。 


1 台無し に し て 

2 無茶 を し て 692 
3 無理 に し て に 
4 無駄 を し て 


5 


9 信昌 の ラン チ は 今度 の 食事 会 の 下見 を 
あの 店 に 行っ iG みお 5) か 。」 


B「 そ うし よう 。」 () 

1 が て : ん 
* て ら 

2 か ね て 3 

3 か た が た 

4 か た わら 5HHH 


こたえ 


13 1 と の テー プ は 縦 、 横 、 斜 め に 伸縮 する の で 、 関 節 な ど に 貼っ て も 
自由 に 動か せま す 。 


| This tape can stretch vertically, horizontally and diagonally, so if you apply It to 
I your joints, you will still be able to move freely. 


I (a 肥 條 肢 布 可 横向 、 狼 向 、 斜 向 伸 筐 中 敷 二 共和 也 可 受 活 返 区 
CD ol 明 0| 到 所, フト, 村人 @ 豆 人 寺 0| %01 選 写 | 明生 言語 人 包 合 中 
| も - _ 
| GD 終 | ジュ ウ : 操 終 す る た て : 給 
符 | シャ : 傾斜 する ・ 斜 面 な な に め ) : 斜め 
| | 縮 | シュ ク : 短縮 する ・ 縮 小 する ・ 伸 縮 す る ちち に): 縮 お 
| 貼 | は で る : 貼る 


14 2 私 は 若い と き に 無茶 を し て 、 体 を 壊し た 。 (GT3 無理 を し て 


l ruined my health by neglecting it in my youth. 
我 年 経 的 時 候 乱 来 。 把 身体 摘 吉 了 。 / 財 挟 天 狼 号 味 早 可 言 避妊 作 言 避 烈 FH. 


「 詞 早 居 
| 無 菜 | ( ぉ ぁゃ) absurd / 乱 来 、 胡 来 / 正司 ol 1 早 司 岩 


ll > 台無し | (だ いな い waste / 白 屯 、 精 忠 、 一 場 棚 洲 / 引 叶 ol 吾 中 
に 無理 | ぉ り ) unreasonable, impossible / 勉強 、 硬 要 、 不 合 情 理 / 時 
し 無駄 | ( ぉ な) waste / 元 用 、 浪 費 、 徒 詩 / 倫 叫 列 呈 


| "15 2 A「 今 日 の ラン チ は 今度 の 食事 会 の 下見 を 兼ね て 、 あの 店 に 


ょ う し ょ く ピ た み 
| 行っ て みよ うか 。」 
| ご と 
| B「 そ うし よう 。」 
| A: “How about we go to that restaurant for lunch today while also checking it out 
ぶ for our next dinner party?" B: "Okay, let's go.” 


A: " 今 天 午 仮 也 順 便 入 下 次 的 乗 八 預 先 探 探 情況 、 去 那 家 店 只 叩 "B : “ 好 的 。 所 作 的 。" 
A 「 足 言 玉名 記 0| 団 人 人 [ 選 引 可 民 人 久富 妊 紅 人 齋 フ lO フト 暑 四  B 「 コ 習 刈 村 和 号 」 
う  [(Ni と )Nz を 兼ね て | (Ni と Nz 二 つの 目的 や 理由 で ) 


り ゆう 


・ 兄 は 、 起 味 と 実益 を 華 ね て ゴル フ 場 で 働い て いる 。 


し ゅ み じ つ え 


・ 語 学 の 勉強 を 兼ね て フラ ンス 料理 を 習う 。 (= 料理 と 語学 の 勉強 が 目的 で ) 


ご が く ぺん きょう か きょう 名 く て き 
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0 衝 の 公園 に 行き ませ ん か 。 博物 館 も ある し 、 堀 の 
周り の 桜 が き れい で す よ 。 


i だ 次 
語る 4 
3 ほり 
4 みぞ 


9 に っ つい て は 、 第 三 者 を 話し 合っ た 
ANN EE 2 


td 
隔て て 
連ね て 
添え て 


は 、 天 人 見 合わ せる か も し れ な い 。 
限り 

次 第 

いか ん で は 

に よる 


6 


(82 ) 


6 口 口 ロ 


ご 
い 


6 EO 


り 
ぶ 


| 16 3 城跡 の 公園 に 行き まま せん か 。 博物 館 も ある し 、 堀 の 周り の 桜 が 
| きれ いで す よ 。 


Would you like to go to a park built around the ruins of a castle? There IS a muse- 

ー um and the cherry blossoms around the moat are beautiful. 
(<) 我 休 去 成 述 公園 叩 。 那 里 又 有 博 物 念 , 城 壊 周 国 的 櫻花 世 入 漂 亮 。 
も 
じ 


包丁 フト 所 召 罰 9 フ IA| 登 烈 合 口 外 ? 時 言 辻 呈 抑 主 本 下田 引 因 敵 中 因 801 号 . (孝司 : 記 肖 時 
奏 9| 丘 剛 言 葉 財 量 富 本 2 計 甘 ) 


跡 セキ : 遺跡 あと : 跡 ・ 足 跡 ・ 城 中 
堀 | ほり : 堀 

博 | ハク : 博物 館 ・ 捕 士 * 博 十 
溝 | コウ : 側 革 み ぞ : 清 


17 1 それ に つい て は 、 第 三 者 を 交え て 話し 合っ た ほう が いい で し ょ う 。 


まじ は な 
lsuggest you discuss it with a third party. 
| 英二 送 介 。 最 好 有 第 三方 介入 共同 商 量 。 
| コ 2ol| 中 部 財 詞 利付 外 量 和 付 o1 0|I0 レ | 言 引 王 旭 0| 等 入谷 ビ | 


“Dn 交え る | (まじ ぇ る ) engage / 爽 奈 、 参 加 、 接 奈 / 人 叶 * 交 わる 
人 
い 


隔て る | へ た て る ) isolate / 隔 弁 、 同 隔 、 分 隔 、 高 同 / Akololl 中 
連ね る | (っ ら ね る ) Iink / 血 接 、 排 列 、 串 隊 / 仕え lO 刈 字 叶 * 連 な る 
添え る | ( そ ぇ る ) add / 附 加 、 添 / 選 早 引 器 


18 3 出発 は 、 天 修 い か ん で は 見 合わ せる か も し れ な い 。 
(73 天候 次 第 で は 天候 に よっ て は 

| (⑱ Our trip might be cancelled depending on the weather. 

| $§, 根 据 天 気 的 好 款 , 或 聞 会 推 返 出 皮 時 同 。 / 音 湖 包 結 刈 村 早 ol| 中 叶 ロ 量 和正 足 叶 

| 台 N (の ) い か ん (だ ) | | N (の ) い か ん に よる | ( 三 N 次 第 だ ) * 硬 い 表 現 

ん ・ 合 格 する か どう か は 君たち の 努力 いか ん だ 。 

う * ラ ン ナ ー の 体調 いか ん に よっ て は 出 場 中 止 ち や む を 得 な い 。 


た いち ょ う し ゅ つじ ょ うち ゅ う し 


*N( の ) い か ん に よら ず 〆N (の ) い か ん に か か わら ず ( 王 N に 関係 な く ) 


| 22 ] 


第 1 周 


0 の 戸棚 に は 向 計 や 上 計 梅干 し な ど 保存 食 が 


入っ て いま す 。 
1 と だ な 1 
2 こ だ な BR 
3 た だ ん すす 
4 ふすま 
7 CL 
@ 示 ち ゃ ん が 生ま れ て も 、 を 続け な いと 生活 
で きま せん 。 
1 共稼ぎ ) 
2 両 稼 ぎ 2 
3 共 就 業 
4 両 就業 
Y4 下 | 還 | 
1 上 の 2 テバ ー ト や 店 は 、 過剰 包装 の 6 
1 きら い だ ⑮) 
2 きら いで は な い ぶ 
3 きら い が あ る に 
4 きら い が な い う 
r4 国 | 固 | 較 | 


こたえ 


| "19 1 その 戸棚 に は 缶詰 や 瓶詰 、 梅 干し な ど 保存 食 が 入っ て いま す 。 
と だ な か ん づめ びん づめ うめ ほぼ ほ ぞ ん し ょ く は い 
| There are cans and jars of preserved foods like pickled ume in that cupboard. 


那 修 析 子 里 放 着 秩 皮 鐘 共 、 瓶 装 鈴 共 、 梅干 等 易 保存 食品 。 
コ 社 社 中 所 舎 到 習 寺 思 到 習 , 叫 信 谷 OH 号 中 短信 0| 言 01 鍋谷 叶 . 


| GD 棚 た な : 棚 ・ 本 棚 戸棚 

| も 向 カン : 告 ・ 笛 請 ・ 空 き 向 

| じ 剛 ン : 原 抽 

| 梅 | パイ: 析 十 を 析 還 うめ : 格 ・ 梅 し 


20 1 赤ちゃん が 生ま れ て も 、 共 稼ぎ を 続け な いと 生活 で きま せん 。 
| D3 共働き 


と も ば た ら 
We cannot make ends meet unless we both work even after the baby is born. 
| NN 就 算 生 了 了 入 子 , 也 要 夫 培 双方 都 工作 , 否 串 就 贅 法 稚 持 生活 。 
| の ) 0 レ |7 ト 団 O] 丘 時 財 0| 早 列 舎 詩人 | 議 加 信夫 圭 キネ フト 璧 舎 F ト 
< 
ご 
い 


共稼ぎ | (と も か せき ぎ ) both (husband and wife) working / 夫妻 双方 都 工作 / 只 四 0| 
(共働き ) 


と も ば た ら 


* 専 業 主婦 full-time homemaker / 全 孤 家庭 主婦 / 村 届 季 早 


| 21 3 日 本 の デパ ー ト や 店 は 、 過 剰 包装 の きら い が あ る 。 


人 Japanese stores in general have a tendency to over-wrap products. 
日 本 的 商 協和 商店 、 有 包装 直 剰 的 傾向 。 / 劉 量 引 日 慰 言 ol フト 挟 填 到 谷中 登 0| 以 . 


N の きら い が あ る | | V る きら い が あ る | * よ く な い 傾向 が ある 
・ 現 代 人 は 食べ 過ぎ の きら い が あ る 。 
・ 都 会 で は 隣 近所 と の 付き 合い が 薄れ る きら い が あ る 。 
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ん だ い 


9 作 は 学生 の 頃 、 い つも 新しい デザ イン を 考え て は 
手帳 に 描い て いま a 


え か い て 
あがい て 
か いて 
ひい て 


や の DO 一 


ct (BB 


8LILI 


(23 ) アパ ー ト の 家賃 の 支払 い が 、3 ヶ 月 。 
何と か し な く で (Re 


乱れ て いる 
怠っ て いる 
滞っ て いる 
費やし て いる 


選 の DO 一 


8 ロロ 


@ の 大 柄 な の 200 キロ 体 が 、 小 柄 な 
カ 士 に よっ て 投げ 飛ば され た 。 | 

か ら あ る ®⑤ 

か ら す る 6 
が ら も た で ぅ 
が な こそ 


P00O MM 一 


8 CC 
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(Go ) 


Cd 還 


23 


24 


26 


こたえ 


3 僕 は 学生 の 頃 、 い つも 新しい デザ イン を 考え て は 手帳 に 描い て 
いま し た 。 


When | was a student, | was always thinking up new designs and writing them in 
my notebook. 

我 在学 生 時 代 時 , 常 常 把 新 的 役 辻 想 法 画 在 自己 的 志 事 本 里 。 

丸 記 結 想 味 , 司 谷 介 足 富久 SIO| 人 8 オオ 上 四 全 呑 | コモ 廊 谷口 中. 


僕 | ボク : 僕 

頃 と の 湖 で 頃 近頃 日 頃 

[ 帳 | チョ ウ : 手 幅 通帳 ・ 九 帳面 な 

| 描 | ビョウ : 描写 する え が て <) : 描 く か に の: 描く 


3 アバ ー ト の 家賃 の 支払 い が 、3 ヶ月 滞 っ て いる 。 何と か し な く 
て は 。 


| fell three months behind in my rent. | have to do something about it. 
房 租 己 鍵 換 欠 三條 月 了 。 必須 想法 。/ ol 丁 三 時 伸 引 丈 量 0| 3 2| 販 拓司 名. 男 誕 王 蛋 OF 名 . 


滞る | と と < ぉ る ) fall behind / 措 延 、 措 欠 / 思 引 ロ | 

乱れ る | みた る) jumble / 乱 、 泰 乱 / 吉 忠 司 ス 上 * 乱 す 
怠る | ( ぉ と た る ) be negligent / 憶 情 、 怠 慢 、 破 候 / 本 gta 

| 費やす | (っ い ゃ す ) spend time or energy / 花 到 、 耗 器 / 人 Blal ロ | 


1 その 大 柄 な 力士 の 200 キロ か ら あ る 体 が 、 小 柄 な 力士 に よっ て 
投げ 飛ば され た 。 
A big sumo wrestler who was over 200 kg was thrown down by a small wrestler. 
那 條 起 奄 有 200 公 丘 的 大 頑 共 相 払 逃 手 被 小 人 芝 的 逃 手 拐 了 出 去 。 
コ 記 同和 | へ 豆 付 全 9| 200 習 豆 コ 習 OIL 到 記 号 0| , 革 号 同居 引 品 対 ll| 相 &l 叫 奴 胸 CI . 
て か ら あ る | * そ れ く らい 数 量 が 多い 
* 千 ペー ジ か ら あ る 本 を 1 日 で 読ん だ 。 
の ここ 人 たち よ 
~ か ら す る | * そ れ く らい 値段 が 高い 
* あ の 人 は 百 万 か ら す る 腕時計 を し て いる 。 
ひと お ゃ くま ん う で と けい 


や の DO 一 


⑳ も は 5 を に 


1 
2 
3 
4 


す も 
すもう 
すう も 
そう も 


反抗 し て 
抗議 し て 
抵抗 し て 
対抗 し て 


に 伴っ て 
と 相まって 
の だ の だ 

の か た わら 


、 新 製品 を 発表 し た 。 


9 - 2 沿 株 は 、 相 欄 の 国枝 館 や 問屋 街 な ど が あっ て 、 
江戸 情 籍 が 残っ て いる 。 


(G や ) 


ED 
も 
じ 


9 LE 


9LILH 


その 美しい 声 で 朗読 され る 詩 は 、 ピ アノ 演奏 
聴 愉 の に 梁 み た 。 


1 
2 
3 
4 


こたえ 


| 25 2 この 沿線 は 、 相撲 の 国 技 館 や 問屋 街 な ど が あっ て 、 江 戸 情緒 が 
| 残っ て いる 。 


| Along this railway line lies things like a sumo hall and wholesale stores that are 
I reminiscent of the spirit of Edo. 
I (a 送 条 沿 袋 上 有 相 払 国技 傘 、 批 商店 一 条 街 等 、 留 存 着 液 流 的 江戸 移 味 。 
0| 笠 殖 エ 付 台 , へ 品 型 A[ 谷 , 丘 叫 谷 フ ト 言 0| 01 人 | 9I 丘 人 IHSl 娠 刊 2 結 o ト 2 . 
エン : 沿線 ・ 沿 岸 そう ぅ ) : 沿う ・ 線 路 沿い 
えん せん えん が ん そ せん ろ ぞ 


| 接 * 相 撲 
街 


Cd 罰 


すもう 


ガイ : 市 街 ・ 商 店 街 ・ 街 頭 ・ 官 庁 街 まち: 街 ・ 街 


し が い し ょ うてん がい が いと う か ん ちょ うがい まち まち か ど 


|| 江 コウ : 注 東 区 え : 江 だ 


26 4 A 社 は B 社 に 対抗 し て 、 新 製品 を 発表 し た 。 


6 
Company A introduced a new product to compete with Company B. 


| A 公司 和 B 公司 抗 衡 、 肥 表 了 新 品 。 
I A 注 王 Bl 味 圭 屋 対 列 番 合 量 正 庵 FI . 


反抗 する | (は ん こう する ) resist / 反抗 / 時 lc 
抗議 する | (こぅ きす る ) protest / 抗 双 / 圭 glalFI 
抵抗 する | (て いと こう する) resist / 抵抗 / 広 土 sF 


ll S$ 対抗 する | (た いこ うす る ) oppose / 対抗 、 抗 衡 、 競争 / 本 寺 s ト 上 
3 
© 
い 


27 2 その 美しい 声 で 朗読 され る 詩 は 、 ビ アノ 演奏 と 相まって 聴衆 の 
| 心 に 染み た 。 
The audience was deeply moved by the beautiful recitation of the poem combined 
| with the piano music. 
I 被 佐美 的 嘆 音 妨 刀 道 来 的 待 , 与 折 琴 演奏 交 相 呼 応 , 池 入 了 果 次 的 心 田 。 
か ユ 0 早足 全 本 呈 忌 号 司 記 入 | 記 本 0 エ 本 衝 司 品 量 | 娠 村 引 史生 9 へ 村 号 狼 叶 . 
N と 相まって | combined with - / 与 ~ 互 相 配 合 / ~ 征 口 呈 9] 
I の z ー 
I 2 * 天 才 的 な プレ ー が ルッ クス の 良さ と 相まって 、 彼 は 一 躍 人 気 者 に な っ た 。 


| ・ こ の 商品 は 、 手 ご ろ な 値段 が 話題 性 と 相まって 、 爆発 的 に 売れ た 。 


HI や だ いせ い あい 


28 


あの 秋 な し の 忠 鐵 を か け て いる 人 は 、 弁護 士 さん 


で す 。 


rr (8 
えん も 
Sl 
えり 

10 LC 


交際 中 の 二 人 が 、 つい に 婚約 を 発表 し ま 


| まあ 
1 不意 に (692 
2 前 も っ て = 
は い 
3 あら か じ め 
4 か ね て より 
10 口 ロロ 
(30 本 54 、 連 絡 先 が わ か ら な い の で 、 でき 
NS 
vy 補 1 () 
0 る 
う ヾ 
る ぼ 
SC う 
4 し まい が 
10 [IL 


ご た え 。 グ 


28 1 あの 縁 な し の 眼鏡 を か け て いる 人 は 、 弁 護 士 さ ん で す 。 


The person with the rimless glasses is a lawyer. 
那 條 戴 着 元 辺 眼 簡 的 人 是 律 謝 。 / 広 et 放 印 フト 局 王 叶 妊 富 な 汎 王 人 | 習 号 軸 主 Al 外 口 ロ 「. 


8 
も 
じ 


鏡 | キョ ウ : 


縁 | エン : 縁 ・ 緑 談 ふち : 緑 
眼 | ガン : 近眼 ・ 眼 科 * 眼 鏡 


望遠 鏡 か が み : 鏡 * 眼 鏡 


弁 | ベン : 当 ・ 人 弁護士 ・ 弁論 ・ 弁 解す る 


29 4 か ね て より 交際 中 の 二 人 が 、 つ い に 婚 約 を 発表 し まし た 。 


They have Pee SR out i some time and have finally announced their engagement. 
早 就 交 往 的 西 人 , 供 千 宣布 尋 婚 了 。 / 0I 刀 早田 喜 和 Ll 呑 B| 時 Al 叶 0| 本 始 財 叶 喜 呈 豊 芋 烈 合 中 「. 


cn ( あ 


か ね て より 


| 不意 に 


前 も っ て 


あら か じ め 


for some time / 早 就 、 有一 隆子 / 0| 怒 早 四 
(ふい に ) abruptly, suddenly / 突如 其 来 、 意 想 不 到 、 準 不 防 / 笑 軒 gl 
(まえ も っ て ) ahead of time / 預 先 、 事 先 / ロ | 違 

beforehand / 預 先 、 提 前 / AI 


30 3 彼 に 連絡 し よう に も 、 連 絡 先 が わ か ら な い の で 、 で き な い 。 
lcould not contact him even if | wanted to because | do not have his contact info. 


因 旋 不知 道 険 系 方 式 , 就 算 是 想 隊 系 他 也 贅 法 隊 系 。 
コ 9l| 加計 言 計 相 剖 丘 名 村 球 褒 足 号 口外 習 全 WI 


@) 


ぶ 
ん 
IE 


UI 


30 


V よ うに も V ら れ な い | ( 三 V た いけ れ ど で き な い ) 


* 鍵 が 見 つか ら な く て 、 出かけ よう に も 出かけ られ な い 。 


V よ うに も … 


V る に も … | *… は V が で き な い 理由 


・ 引 っ 越 そう に も お 金 が な い 。 


6 系 攻 は 鉄道 に 奥 味 が ある の で 、 生 日 に 列車 の 
模型 を あげ よう と 思う 。 


1 SNR Gp) 
吉島 
3 こ 2 ま いい 
FR 

11 口 ロ ロロ 


@ < ん 4 に 仮 を な 医者 で も 、 生 きる を 
失っ た 思 者 を 治す こと は 難し い 。 
en ® 
> bk 
意欲 


意向 
意地 


や の DO 一 


11 LILLI 


6 用 傘 た ち は 人 に 夫 還 2 お 
始め て いた 。 


側 つく ® | 
2 放つ いた だ 人 | 
3 つが な い う 
と か 95 


11 | 


31 


32 


テ 


し 


ピス 


3 


こさ 】 


華 | ハイ : 先輩 ・ 後 
興 | キョ ウ : 興味 ・~ に 興じ る コウ : 復興 ・ 新 興 


詳 | タン : 義 生 目 ・ 芋 和 
横 


後輩 は 鉄道 に 興味 が ある の で 、 誕 生日 に 列車 の 模型 を あげ よう 
こう は い て っ どう きょう み た ん じょう び れ っ し ゃ も けい 

と 思う 。 

My subordinate is interested in trains, so | think | will give her a model train for her 
birthday. 

后 昔 対 鉄 路 入 感 炎 趣 , 他 生日 的 時 候 我 打算 送 火 年 模型 。 

享 明 挟 創 下 9 富 ロフ ト 居 己 口外 , 侍 錠 9| 販 知 豆 昼 富 本 可 ユ 娠 FI . 

後 番 


し ん こう じゅ うた く ち 


モ : 栓 様 ・ 可 ボ : 規 


どん な に 優秀 な 医者 で も 、 生 きる 意欲 を 失っ た 患者 を 治す こと 
は 難し い 。 


No matter how great a doctor you are, it will be difficult to successfully treat a 
patient who has lost the will to live. 

不 侯 是 多 人 信秀 的 医 生 也 入 誰 治 取 遂 失 了 生存 欲望 的 患者 。 

0 ト 叶 本 午 全 逢 引 Algl 丘 年 本 所 引 号 言 釧 号 召 穫 量 エ え |2| 三 0] 習 「. 


意欲 | ( い ょ <) will / 欲望 、 択 情 / 引 号 


意 区 


(いと ) intention / 意 園 / 本 ( 三 目 的 ) 


意向 | (いこ ぅ ) intention. wish / 意向 、 打 算 / gl 電 


意地 | (いじ ) pride / ① 伺 強 、 志 和 気 ② 心 木 、 心 念 / 居 


33 1 子供 た ち は 食卓 に つく が 早い か 、 も う 食べ 始め て いた 。 


The children started eating as soon as they sat down at the table. 
移 子 人 剛一 学 到 和 約 東 序 , 就 号 上 電路 了 。 / OHO| 告 豆 付 時 ol| 店 和 ロ II 細 対 本 フ | 和樹 引 Uf. 


V る が 早い か | (一 V る の と ほとん ど 同 時 に ) 
・ 危 な い 、 と 言う が 早い か 、 彼 は 車 の 前 に 飛び 出し て 老人 を 助け た 。 
・ 男 の 子 た ち は 服 を 脱ぎ 捨て る が 早い か 、 川 に 飛び 込ん だ 。 


5 ん だ い 


上 詳細 は 添付 し た ファ イル に ま と め ま し た 。 
作業 の 際 、 適 宜 ご 覧 くだ さい 。 


し よ す さい = 


1 6 
2。 よう さい じ 
3 めい さい 
4 そう ざい 

12 CC 


9 = の 症 品 は 、 ネ ッ ト で て こと が で きま す 。 


1 取り 寄せ る 
2 取り 混ぜ る 
3 取り 組む = 
4 取り 戻す 
12[ 
健康 な 体 の 趣味 や 仕事 で すか ら 、 無 理 を 


RR 
な く て に 
あっ て う 
あれ ば 


で OO DD 一 


34 1 詳細 は 添付 し た ファ イル に まとめ まし た 。 作業 の 際 、 適 宜 ご 臣 


34 


TI きい て で てき 


くだ さい 。 


The details are in the attached file. Please reference it when working. 
洋 細 内 容 江 各 在 附 件 内 。 突 孤 操作 時 、 遺 重 情 参考 。 
沿 刈 慎 久 号 否 早 慎 村 連 ol| 選 可 避 樹 ロビ F. 革 劉 土 思 , 否 居 | 時 下旬 . 


詳 | ショ ウ : 詳細 くわ しい: 詳しい 
添 | テン : 添付 する ・ 添 加 物 そう / ぇ ぁ : 付き 添う ・ 添 える 


デン 
宣 時 便宜 よろ (し ぃ ) : 宜しい 
覧 | ラン : 展会 ・ ご覧 くだ さい ・ 回 覧 する 


1 この 商品 は 、 ネ ッ ト で 取り 寄せ る こと が で きま す 。 


You can order this product online. 
送 條 商品 能 在 岡上 如 貨 。 / 0| 付 番 al 上 針 刺 中 対 在 号 品 溝 語 人 羽 谷口. 


取り 寄せ る | (と り ょ を せる) order something from somewhere / 江 貸 、 較 史 / 栓 忠誠 民 中 
取り 混ぜ る | (にとり ま せ る ) put together / 接 混 、 失 和 / 司 計 

取り 組む | (と り < ぉ ) focus on / 努力 、 奏 心 致 志 / 時 手引 

取り 戻す | (と り も と す ) make up for / 取 回 、 眉 劉 / 司 号 司 中 


3 健康 な 体 あ っ て の 趣味 や 仕事 で すか ら 、 無 理 を し な いで くだ さい 。 
けん こう (4 i し ゅ み し ご と も 9 り 
You cannot work or have fun unless you are healthy, so please take care of yourself. 


有 健 康 的 身体 オ 会 有 愛 好 和 工作 , 所 以 不 要 太 勉強 了 。 
妊 土 号 o| Ook 妊 可 上 外 合 詩 品 旭 , 早 可 き I| 中 介 AIE . 


Ni あっ て の Nz | * Ni が な けれ ば N2 は 成り 立た な い 
* 視 聴 者 あっ て の 番組 だ か ら 、 視聴 率 を 気 に す る わけ で す 。 


し ちょ うし ゃ 


* 我々 の 仕事 は 、 客 あ っ て の ビジ ネス だ 。 


i 


i だ % 投 区 た 
2 と ら え た 
は 7 さだ 

4 ひか えた 


(39 本 3 聞い て ご らん 。 


1 傾い て 
2 深 ま じ て 
さぶ ざき) 
4 疑っ て 


彼 の 態度 は 失礼 3 


1 極み な い 

2 極 ま ら な い 
3 極み で は な い 
極まりない 


、 糖分 や 塩分 を 控え た 食事 を 心がけ て いる 。 


(の ) 


13 HH 


13LILILI 


13LILHIH 


~~ 
< 


37 4 私 は 、 精 分 や 塩分 を 控え た 食事 を 心がけ て いる 。 


38 


39 


ふ 
ほ 
52 


36 


I'm trying to eat things with less sugar and salt. 
我 努力 保持 低 糖 低 其 的 傘 食 尻 慣 。 / し 記号 呈 0| 上 | 加 是 言 音 el 人 A 言 村 可 エエ 汗 FT, 
糖 | トウ : 砂糖 ・ 糖 分 
き と う と うぶ ん 
控 | コウ : 控除 する ひか ( ぇ る : 控え る ・ 搾 え 室 
耐 | タイ : 忍耐 ・ 耐 久 性 た (C ぇ る ) : 耐え る 


に ん た い た いき ゅ う せ い 


提 と らし える ) : 捉え る 


2 耳 を 澄まし て 聞い て ご らん 。 ET3 條 け て 


Listen carefully. / 租 込 真 叫 好 。 / 梶 早 2| 詰 9 言 O| 兄 習 . 


耳 を 澄 ま す | (みみ を すま す ) listen carefully / 傾 叫 、 込 真 叫 / ( 付記 号 居 千 | ) 半量 2| 量 0|FH 
耳 を 傾け る | (みみ を か た も ける ) listen to / 傾 叫 、 仔 引 所 、 際 所 / 季 量 2| 呈 0ll 

耳 を ふさ ぐ | みみ を ふさ ぐ ) cover one's ears / 増上 耳 朱 、 不 想 叫 / 和 言 可 FI 

_ 耳 を 疑う | (みみ を うた が う ) notbelieve one's ears / 准 以 軒 信 、 作 疑 自己 嘱 / 和 早 引 付き | 


4 彼 の 能 度 は 失礼 森 ま りな い 。 COT3 和 枯 ま る 
He is extremely rude. / 他 的 恋 度 元 礼 之 概 。 / コ 引 還 正 選 久本 司 2| コス l 遇 FI 
Na( な こと ) 極まりない | | A い こと 極まりない | | Na 極まる 
( 三 と て も だ) * 硬 い 表 現 * 強調 の 程度 が 激しい 
・ あ の 事件 は 悲惨 (な と と ) 極 ま り な か っ た 。 (= 悲惨 極まる ) 


・ そ の 少年 の 気性 は 激しい と と 極まりない 。 


0 [ 隣 に 越し て きた 田中 と 申し ます 。 よろ し く 
お 願い 致し ます 。」 
B「 そ れ は ご 丁寧 に 、 あ り が とう ご ざい ます 。」 


(so) ) 
6 
1 な 下す だ WN も 
じ 
2、 そい % 松 い 
0 て NEE 
4 ちょ う て い i 
月 が 国 は 、 天 然 資源 に 
1 みす ぼら し い 
の RR 602 
ARR ざ ご 
い 
4 むなしい 
14 ロロ 
[42 】 その 工芸 品 の 見 事 さ と いっ た ら c 
1 あり は し な い g) 
の 。 
mm 
3 は の 名 
4 ほか な ら な い うう 
14 口 ロロ 
37 


こたえ 


40 2 A「 隣 に 越し て きた 田中 と 申し ます 。 よろ し く お 願 い 致し ます 。」 
B「 そ れ は ご 丁寧 に 、 あ り が と う ご ざ いま す 。」 


や) 
6 
も 
じ 


41 


a 
い 


A: “My name is Tanaka。 ljust moved jn 9 door.” B: “Well, thank you for coming over." 


A : “* 我 較 搬 到 隔 壁 。 我 叫 田 中 、 遺 多 茨 照 。 B: " 叙 太 客 気 了 , 導 導 。" 
A「 記 局 O| 0IAI 色 ロロ ロラ HE 昔 F「. 人 HH -B「 刀 寺 き 2 SIAIZII 中 條 AIFHH , 召 人 


習 中 」 

開 | リン : 障 となり: 用 
明月 
| 裸 | ネイ : 丁寧 な 

| 致 | チ : 一 致す る ・ 合 致す る いた て ず ) : 致す 


2 我が国 は 、 天 然 資源 に 乏しい 。 
わ くに て ん ね 4 し げん 円 
Natural resources are Scarce in this country. 
我国 的 自然 資源 視 随 乏 。 / 早 引 中 所 笠 村 外史 0| 早 夫 FT . 


乏しい (と ぼ し い ) poor / 苦 乏 、 鉄 乏 、 不 足 / 早 吾 中 
みす ぼら し い | shabby / 破 旧 、 寒 夏 / 引き ICH 

卑しい ( い ゃ し い ) greedy / 可 部 、 下 作 、 狼 現 / 妊 き tc 

むなしい empty / 空虚 、 


徒然 / 早 村 FI 


42 2 その 工芸 品 の 見 事 さ と いっ た ら な い 。 


The handicrafts were extremely beautiful 
那 條 工 を 品 別 提 多 多 妙 了 。 / コ ざ 可 苦 引 誰 早計 ol 選 ol 時 周 革 本 測 


| ee 
つ 


38 


・ そ の 旦 の 富士山 は 美しい 


こと いっ た ら な い | ( 三 あり 得 な い ほ ど と て も 一 だ ) 
と いっ た ら な か っ た 。 


こと いっ た ら あ り は し な い | 


て (と い ) っ た ら あ りゃ し な い | 


* 耕 定 的 な こと に 使う 


< 選挙 カ ー の 声 が うる さい (と い ) っ た ら あ りゃ し な い 。 


6 人 凡 は 許 に 算 が 降り て いま し た 。 

し も 

らい (⑮) 
き リ 
つゆ 


や の 6 DD 一 


上 】 国 | 回 | 男 


0 グイ エッ ト に 成功 し た の は いい が 、 ズボン が 
に な っ た 。 
ぴち び ぴち ' 6 
3 に 
oi ld = 
な が な が 
だ ぶ だ ぶ 


Po DD = 


15 口 


@ £0 、 約 東 の 時 間 に 間 に 合っ た こと が 
な いん だ か ら …。 


1 と きた ら 
ほ 
う 


の に 
3 と みた ら 


に 
15 CC 


se(⑳ 


ー テ 
< 


1 今朝 は 庭 に 箸 が 降り て いま し た 。 


There was frost on the lawn this morning. 
今 天 早 展 , 院 子 里 下 号 了 。 / 舎 0[ 乱 己 召 包 oH 付 可 フト 出 居 舎 中 . 


名 | し る : 直 
雷 | ライ : 雷雨 か みな り : 雷 , 

到 ] ム : 濃 杉 きり : 肥 

露 | ロ : 暴露 する ・ 暇 骨 な ・ 起 天 風呂 ロウ : 披露 する つゆ 


44 4 ダイ エッ ト に 成功 し た の は いい が 、 ス ボン が だ ぶ だ ぷに な つっ た 。 


The diet was effective but now my pants are way too big. 
成功 減 肥 遇 然 是 好 事 , 但 徐 子 又 肥 又 大 了 。 
と ト ol9] 堅 ol 付 避 店 26 台 衝 和 中 BII2 ト 習 習 久 習 蛋 麗 F. 


だ ぶ だ ぶ | loose, baggy / 衣服 察 着 不 合身 , 又 肥 又 大 的 様子 / 《 受 号 ol ロ 早 言 品 9 
(= ぶ か ぶ か ) 

| ぴち び ち | * ぴ ちび ちの ジー ンズ very tight jeans / 中 細 着 的 生 他社 / 守 村 寺 直 | 
つく づく | really, utterly / 痛切 、 深 切 / 和 昌 


45 1 あの 人 と きた ら 、 約 束 の 時 間 に 間 に 合っ た こと と が な いん だ か ら … 


40 


That person has never Shown up on time-. 
那 介 人 咽 , 以 没 接 釣 定時 同 准 時 到 辻 .…。 / 丸 人 | 財 0| 避 中 叶 令 Al?Fol| 中 否 0| 沿 ら 日 … 


N と きた ら | *N に つい て の 不満 や 批判 を 言う 
・ あ の 店 員 と きた ら 、 無愛想 で 失礼 だ 。 


て ん いん 


・ 妹 と きた ら 、 遊 ん で ば か り で ちっ と も 家 の 手 伝い を し な い 。 


いも うと 


長 々 | な が な が ) interminably / 冗長 / 包 避 旨 e 
© 


0 < の 富 自 の 義 飾 は 党 く ほど 見 事 だ っ た 。 

ぐう で ん 1 

K ぐい 
4 信 (ep/ 
きゅう で ん も 
さき 6 6 


た の DO = 


@ っ ば に っ い ょ カバ ダネ 琵 人 名 ンド の まず に 
輝い て いる 。 

1 と げ (⑯ 
必ず る ご 
る 


4 つぼ み 
16 ロロ ロ 


江 こ 〕 いう 問題 が 浮上 する と は 、 予想 だ に る 


1 な か っ た 
用 。 生 た 

き し な か っ た 
4 あっ た 


16 | 


こたえ 


46 3 その 宮 典 の 装飾 は 驚 く ほ ど 見 事 だ っ た 。 


48 


そう し ょ く 
The GONE in the palace were breathtaking. 
那 人 宮殿 的 装 休 和美 得 辻 人 昼 吸 。 / ユ 言 守 al 付 宮 等 崇 本 言 童 言 就 FI . 


そう し ょ く 


キョ ウ : 驚異 お どろ (-</- か す ) : 驚く ・ 驚か す 


お どろ 


宮 | キュ ウ : 高殿 ダグ ウ : 神 富 ク 室内 店 

殿 | デン : 宮殿 ・ 神 典 テン : 御殿 と の : 典 様 どの : 
飾 | ショ ク : 装飾 する か ざさ る): 飾る 

MS 


2 葉っぱ に つい た 滴 が 、 ダ イヤ モン ド の よう に 輝い て いる 。 


Dew on the leaves is Sparkling like a diamond. 
叶 子 上 的 超 珠 , 像 千石 一 梓 囚 囚 六 光 。 / oll 量 呈 同時 詰 0| ビ FOIO 呈 己 刊 習 日 婦 %FF, 


| 滴 | (し ず <) drop/ 雷 珠 、 水 滴 / 量 居 呈 
と げ | prickle. thorn / 刺 /2I 
茎 | (< き ) stem/ 茎 、 杵 / 香 2| 
つぼ み | bud/ 花 募 / 芸 慎 呈 


3 こう いう 問題 が 浮上 する と は 、 予 想 だ に し な か っ た 。 


Inever expected such a problem to arise. 
間 然 会 出現 六 欄 的 身 題 , 逢 想 都 没 想 辻 。 / | 召 足 刊 フト 早 司 計 ビ FH| , 9 付 至 丸 る | 呈 部 F「. 


ー だ に | (= ニー だけ で も ノー で きえ ) 
・ あ な た に お 会 いで きる な ん て 、 夢 だ に 思い ませ ん で し た 。 (一 夢 で さえ ) 
* 戦 争 な ん て 考 える だ に 恐ろし い 。( 三 考え る だ け で も ) 


か ん が 


* こ ん な 賞 を も ら え る な ん て 、 想 像 だ に し な か っ た 。( 三 想像 さえ ) 
じょう ーー そう ぞう 


ん だ い 


9 - れ は 半 の 内 です 。 


| 

9 (©) 
ww き も 

きぐ .E あ ち ド 

4 ひび つじ 


17 HH 


@) デー ル テ ン ッ ウイーク も 終わ り 、 また 忙し い 


女 日 が 始ま っ た 。 


1 そっ け な く (⑯ 
2 あっ け な く < ロ 
3 お っ か な くさく 
4 みっ と も な く 
⑰ 印加 回 
| 
ゴキ ブリ め 、 一 匹 逃がさ な い ぞ | 

1 か ぎり ⑤) 

_-I | 
の な 0 な 同 
3 か さら ず & 
4 た り て も う 


® 


こたえ 


49 4 これ は 羊 の 肉 で す 。 


This is mutton. / 送 是 羊肉 。 / QI2 号 2| 凡 口中 


ヨウ : 羊毛 ひつ じ : 羊 
よう もう ひつ じ 


半 
豚 | ぶた : 豚 
鵜 | ケイ : 鶏肉 *「 と り に く 」 と も 読む 


に わ と り : 鶏 


に わ ね わ とり 


鯨 | ダイ: 捕鯨 くじ ら : 鯨 


50 2 ゴー ルデン ウイ ー ク も あっ け な く 終わ り 、 ま た 忙し い 毎日 が 始 


し 


テア 


51 
ぶ 
ん 
ほ 
つ 


44 


Sy fa 


Golden Week was over before | knew it, and now it is back to my usual hectic 


Schedule. 
近 没 尽 ※ 黄 金 周 就 穫 束 了 , 又 弁 始 了 緊 忙 的 毎 一 天 。 
叶 国 別 ヨ フ ト 91019 メ ol 召 け エ 叶 時 岩 可 選 ol 和 穫 先 村 . 


あっ け な い | disappointing / 没 意思 、 不 尽 ※ / 99| 局 中 


素っ気 な い | (そっ りな ぃ ) blunt, unfriendly / 冷淡 、 不 客 気 / 崇 骨 中 l 


お っ か な い | *「 恐 ろ し い ] の くだ けた 言い 方 


みっ と も な い | shameful / 不 像 粒 、 不 体面 、 寺 /2 昔 引 F[ 


2 ゴキ ブリ め 、 一 匹 た り と も 逃がさ な い ぞ ! 


1am not going to let one single cockroach get away. 
臭 暗 卿 , 一 只 也 不 会 放 捧 的 。 / B ト 羽 細 相 加計 , 針 ロ Il 中 守 え IA| 名 時 包 o 


N た り と も … な い | ( 三 N で も /N さ え ) 


*N= 最 小 の 数 量 (に 且 、 こ 痛 、 こ 分 、 こ 司 な と) 

* 水 不足 の 折 、 一 滴 た り と も 無駄 に で き な い 。 

* こ の 作業 は 危険 だ か ら 、 一 騨 た り と も 気 を 抜け な い 。 
N な り と (も ) | _even ~, whatever - / 不 管 N/ Nol 加 < 


。 多 少な り と も (= 少し は ) * 何 な り と (= 何で も ) すわ な い / 
人 5 ーー すこ ーーー な ん 


9 可 京 は コル フ コ ン ペ て で 優勝 し 、 要 華 な 質 品 を 械 得 
に る 


は > Go 
1l 陣 孤 三 ) 成 / 6 
に 村 も 
< じ 
< 
4 ぜいたく 
18 口 口 ロ 


人 6) そこ の ラー メン 、 みん な は お いし いと いう けれ ど 、 
し すぎ て いて 私 の 好み で は な い 。 


KC つっ (⑯) 
の が っ ぐり ご 
い 
3 て っ きり 
SE 
18 口 ロ ロロ 
彼女 は 、 店 の 前 を し て 、 中 に 入る の を 
た め ら っ て いた 。 
1 行き つ 戻 りつ 
)] 
行こ う が 行 < く まい が ん 
の ーー こし E3 
RR う 
4 行く か 行か な いか 


18 LIL 


Cd 較 


る た を 


52 1 同僚 は ゴル フ コ ン べ で 優勝 し 、 豪 華 な 賞品 を 獲得 し た 。 
どう りょう ゆう しょう ご う か し ょ う ひ ん か く と く 
My colleague won a golf competition and received a luxurious prize. 


| 同 事 在 高 氷 夫 比 褒 中 検 肝 、 得 到 了 非常 裏 年 的 閉 品 。 
富 足 詞書 芋 2| 中 到 qI 人 | 早 合 太 記紀 品 呈 盆 普 呈 天守 訓 FI. 


A) [| 僚 | リョウ: 同僚 ・ 官 僚 


どう りょう か ん りょう 


案 | コウ: 人 
華 | カ : 豪華 な は な : 華 や か な ・ 華 々 し い 
| 獲 | カク : 獲得 する ・ 捕 獲 す る えて (てる): 獲物 


53 4 あそこ と の ラー メン 、 み ん な は お いし いと いう けれ ど 、 こ っ て り し 
すぎ て いて 私 の 好み で は な い 。 


Everyone says that ramen shop is good, but the taste is a little too rich for me. 


(< か 那 時 的 拉 面 人 人 都 聞 好 忠 。 但 千 手 小生 不 合 我 的 品 味 。 
ツノ 対 天 | 中 回 選 ヒ 「 言 9%AFIY る II 品 早 to| 玉吉 人 | 山 利 寺 0| OILIF. 
| さ こっ て り | * ご っ て り し て いる thick, rich / 味道 湾 重 、 油 乃 / 2| 言 和 tol 
| い ら る あっ さり し て いる 
| ぐっ た り | * ぐ っ た りす る be completely exhausted / 精 疲 力 尽 / 生 主 フ | 局 中 
が っ くり | * が っ くり する be disappointed / 突然 療 乏 元 力 、 疾 到 / 本 ol| 叫 和 IF 
て っ きり | * て っ きり ~ と 思う certainly beyond a doubt / 必定 、 到 疑 / 呈 司 0| ~ 


引 エ 信人 lsFCI 


54 1 彼女 は 、 店 の 前 を 行き つ 戻り つ し て 、 中 に 入る の を た め ら っ て いた 。 


な か 


| She was walking back and forth in front of the store hesitating to go in. 
好 在 店 前 走 辻 来 走 辻 去 , 狗 駒 是 否 送 去 。 
| コロ モ 2 悦 営 フレ 1 上 | 告 0I や ルト 引 相 , St 富 01 フ ト 三 2 久 号 叶 委 0 エ 以 F . 


Vi つ Vz つ | *※V 圭 寺 まつ ( 三 Vi た り Vs た り ) 
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や ま だ せん し ゅ ゆう し ょ う 


・ デ バー ト の セー ル に 行っ た が 、 押 し つ 押さ れつ の 大 混雑 だ っ た 。 


* 先 日 の マラ ソン 大 会 で は 、 抜 きつ 抜か れつ の 大 接戦 の 未 、 山 田 選手 が 優勝 し た 。 
せん じ つ た いか い の こそ フタ な すん た 


@ の 和 は 茂 し い 経費 前 小 を 迫 ら れ て いる 。 


UE 
RC 2 
きき が しい も 
じ 
4 めざまし い 
19 品 ロロ 
(56) あれ は 、 ス ピー ド 違 反 の カメ ラ の よう だ 。 
1 取引 し ち べ 
2 取り ひき (⑯ 
3 取り あつ か い 
4 取り し まり 
19 ロロ ロ 
| 
少年 は 、 天使 微笑 を 浮か べ て いた 。 
の ⑱) 
vs が Ko ん 
4 か の よう 5 ' 


19 1 


こたえ | 


55 3 この 業界 は 厳し い 経費 削減 を 所 られ て いる 。 


This industry is aig forced to cut ots 
込 介 行 下 被 迫 光 行 産 格 的 勾 導 削 減 。/ ol 避 刈 フト 84 王 H| 舎 全 91 到 加 硬 中 。 


(EN 厳 | ゲン : 厳重 な ・ 厳 密 な ・ 厳 守 す る 
6 きび に し い : 厳し い お ご そ ( か : 厳か な 
も | 削 サク : 削 除 す る ・ 削 減 す る けず て る ): 削 る 
し 角 | ハク : 圧迫 する ・ 田 迫 す る せま る): 迫る 
激 | ゲキ : 感激 する ・ 刺 激 する ・ 激 励 す る は げに し いり : 激しい 


56 4 あれ は 、 ス ピー ド 違反 取り 締まり の カメ ラ の よう だ 。 


That must be a camera for caiching speeding cars. 
那 好 像 是 管制 超速 的 撮像 共 。 / 入 応 宮 合 丘 外 軒 串 舎 ヲ IlgFSI2 谷 「 


取り 締まり | (と り し まり ) crackdown / 管制 、 取 穫 、 約束 、 由 管 / 串 信 
取り 調べ | (と り し 5 べ ) Investigation / 週 査 、 車 迄 / そ 入 
取り 引き | (と uo き ) deal/ 交易 、 仙 表 秦 人 き 
取り 扱い | (と り ぁ っ か ぃ ) handling / 対 待 、 操 作 、 処 理 / 判 言 


| (る 


57 1 少年 は 、 天 使 の ご と き 微笑 を 浮か べ て いた 。 GT3 天使 の よう な 
The boy was smiling like an angel. 
少年 的 面 府 浮 現 出 天使 般 的 微笑 。 / 條 回忌 娠 人 召 呈 全量 財 以 以 F「 

Ni の ご と き Nz| ( 三 Ni の よう な N2) 


* 空 の と と き 広 い 必 と 、 海 の と と き 深 い 愛 を 持ち た い 。 


と と ろ 


と と く V (= N の よう に V) + 硬い 表現 


ひょう げん 


0 気分 は 羽 の と と く 軽 く な っ た 。 
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P00 MN 一 Po MN = 


た の MN = 


RR 
じ ゆ 人 か た い 
で いた ゆい 
ちん た い 


し ょ っ ちゅ う 
ひたすら 

Pe っ WE) 
TC 


) を は ぁゃ の を 半 落 し て : 


か ね ませ ん 
や み ま せ ん 
さき ませ 
な り ま せん 


お金 の 帰省 ラッ シュ で 道路 は 渋 浴 し 、 徐行 運転 が 


続 \ Pc 


20 LIL 


6 - の と に 2 残業 続き で 疲れ て いた の で 、 昨 日 の 
休日 は 寝 て 過ごし た 。 


Tn 


20 LL 


20 1 


| こたえ 


58 2 お 盆 の 帰省 ラッ シュ で 道路 は 渋滞 し 、 徐 行 運 転 が 続 いた 。 


うた い 
The highways were backed up with all the cars heading out of the city for the Bon 
ll holidays, and the traffic continued to be very slow. 
l 由 千 十 芸 盆 症 的 返 多 高峰 , 路上 塔 年 , 一 真 是 慢 行 。 


| 渋 | ジュ ウ : 渋滞 する し ぶ て の: 渋い 
| 滞 | タイ : 滞在 する ・ 停 浅 す る ・ 滞 約 す る と どこ お (る ): 滞る 
| 徐 | ジョ : 徐々 に ・ 徐 行 する 


| (5) 時 (本 人 | ) 中 巴 人 本 人 中 呈 記 旭 加 件 O| OO 区 . 
| ER | 金 | ポン : 盆 ・ ね お盆 ・ 盆 地 
お 盆 ぼん ち 
| 
じ 


59 2 この と と 2 残業 続き で 疲れ て いた の で 、 昨 日 の 休日 は ひたすら 
1 寝 て 過ごし た 。 


| Because | had recently been so worn out from working overtime, | took a day off 
I 6 yesterday and spent the whole day sleeping. / 最近 持 伏 加 斑 非常 疲 意 , 昨 天 的 休息 日 
= 
< ご 


光 睡 党 了 。 / 忌 介 呈 往 暫 | ol91 玖 本選 訓 対 9 天理 尻 宮 足 足 | 回 | 局 ト . 


ひたすら (to do only one thing for a prolonged period〉 / 光 仙 、 一 味 地 仙 、 只 管 、 
只 願 / 忌 号 | コ 2 叫 刀 品 合 


HI 
| し 
| し ょ っ ちゅ う | always, incessantly / 鍵 常 、 怠 是 / 人 | き 

| こと ご と く | every single one / 所 有 、 一 切 / AIAH2131 


- 


まし て moreover, still more, needless to say / 何 況 、 更 加 、 更 是 、 不 用 聞 / 包 
2 ト , 曰 富 0| , 貫 畠 旭 正 ol 


60 2 私 は あの 方 を 尊敬 し て や み ま せ ん 。 
[II ltruly respect him./ 我 非常 尊敬 那 介 人 。 / 由記 広 是 言 友引 ロ | 品 モビ | . 


EC | V て や まな い | (= と て も V て いる ) * 硬 い 表 現 
ぶ 
ん 
ぼ 
つ 


\ 強 い 気持 ち が 続く 様子 を 表す 


よう す あら わ 


・ こ の 絵 は 見 る 人 を ひき つけ て や まな い 。 
・ 粉 争 の 終結 と 平和 を 願っ て や まな い 。 
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0 信 味 は 俳人 や 詩 を 作る こと 、 それに 漫画 も 描い た 
り し ます 。 


W。 才 ま サ 導 A 
2 し ゅ み も 
3 きゅう み は 
4 ちゅ み 
21LILILI 
【62) を こぼす 相手 を 間違え る と 、 誤 解 を 招く 


の で 所 を つけ まう 。 
本 音 《) 
3 [1 


ぐも い 


た の 0 の MN 一 


21LILIL] 


これ は 度 益 科 の 医師 が 落 め て いる 、 肌 に 
優し い 石 けん だ 。 


1 

2 あっ て の 
3 (と に あ 7 た っ て 
4 と あれ ば 


と あっ て (⑱) 
ぶ 
上 
う 


21LL 唱 


| こたえ 


61 2 趣味 は 俳句 や 詩 を 作る こと 、 そ れ に 漫画 も 描い た り し ます 。 
My hobbies are writing haiku and poems, and | also draw manga. 


愛好 是 写 俳句 、 写 圭 , 也 画 画 漫画 。 
剤 器 三 引 0| 生 (俳句 ) 財 角野 4 人 , コロ | ユ 中 〒 コ ョ は 桂 品 時. 


| 趣 | シュ : 門 味 ・ 村 還 お も むき: 直 
も 
じ 


俳 | ハイ : 俳優 ・ 俳 句 


は いく 


詩 | シ : 詩 ・ 詩 人 
| 浸 | マン : 漫画 


62 3 愚痴 を こぼす 相 手 を 間違え る と 、 誤 解 を 招く の で 気 を つけ よう 。 


| Be careful about who you complain to as you may cause trouble. 
ll 如果 摘 穫 了 皮 宇 孔 的 対象 , 会 招致 江 解 , 一 定 要 注 意 。 
| 量 習 言 時 中 万 付 叶 量 人 時 詩 引 下 豆 症 時 早 豆 2| 叶 呈 ol 本 外 言 引 久 . 


| | | 愚痴 | < ぉ ) complaint / 宇 下 / 量 習 * 愚痴 を と ぼ す 
| = 本 音 |( ほ ん ね ) true intention, true feeling / 真 活 、 真心 笑 / 呈 本 号 
| 呈 | お 世 攻 | (st) fattery/ 共 上 本店 中 
建前 | た て ま ぇ ) principle / ⑪ 協 面 舌 ② 原 則 、 主 尿 / 貞 号 


( 


きわ な \/ 


1 これ は 皮膚 科 の 医師 が 薦め て いる と あっ て 、 肌 に 優し い 石けん だ 。 
This soap is recommended by dermatologists and is very gentle on your Skin. 
因 涼 送 是 皮 逐 科 医 生 推 其 的 , 是 対 皮 逐 入 柔和 的 香 思 。 
| 記号 事 早 知人 フ ト 季 奴 引 豆 吐 言 本 早 gI 早 己 本 濾 時 Ol 上. 

N と あっ て || V る と あっ て | (ニー こと いう わけ で ノー と いう 状 況 な の で ) 

< 円 高 と あっ て 、 海 外 か ら の 旅行 者 は 少な く な っ た 。 
えん だ か か い が い りり ょ こう し ゃ すく 


こと あれ ば | (ニー て と いう わけ な ら プ こと いう 状 況 な ら ば ) 
< 気温 が 26 度 と あれ ば 、 半袖 を 着る の も わか る 。 
i 


も ん だ い 


0 潮 暇 も 人 なく 寒 と 職場 を 往復 する 符 日 だ が 、 


仕事 仲間 が いる の で 寂し く は な い 。 


に ゆう 3 ふく も 
Sa じ 
3 DNS を 
4 ちょ eX 
22 口 口 
@ 役 の きこ と な の で 、 返 事 を し な か っ た 。 
1 気 に さ わっ た 
2 生え wa (⑯) 
3 気 に か けた に ] 
4 気 に と め た 


22 [LIL] 


こち ら は 日 中 は 暖か く 、 コ ー ト は 要ら な い _ ーー 


本 YE 


らし 
を きた 
と いっ た 
と あっ た 


や の DO = 


64 


Cd 鯉 9 


54 


こたえ 


1 遊ぶ 暇 も な く 、 寮 と 職場 を 往復 する 毎日 だ が 、 仕 事 仲間 が いる 
の で 寂し く は な い 。 


lam so busy, all | do everyday is go back and forth between the dorm and my 
workplace, but | am not lonely because | have qood colleagueS. 

没有 玩 的 時 同 , 毎日 往 返 千 宿舎 和 単 位 之 同 , 不 赴 因 刃 有 工 作 似 伴 , 井 不 寂 覧 。 

富 1 富丘 吉 0| 2| 会 AHgH 応 社 号 習 号 本 品 司 0| 和 II 営 谷 0| 引 挟 千足 フト 昼 ] 人 | 相 言 和 | 党 ロ . 


中 | カ : 休暇 余暇 ひま : 厩 
察 | リョ ウ : 寮 

住 | オウ : 徒 復 ・ 和 

寂 | さび (し の) : 寂し い 


1 彼 の 言う こと が 気 に 障 っ た の で 、 返 事 を し な か っ た 。 
(CT3 気 に 食 わな い 


1did not respond because what he said upset me. 
因 和 妨 他 好 的 笑 惹 我 不 高 ※ 了 , 所 以 没有 回 答 。 / コト 加 引 挟 婦 9| 是 列 本 人 印 叶 言 引 え | 壁 誠 FH. 


気 に 障 る 
気 に 食 わな い 


( き に さわ る ) upSet / 使 . 不 高 ※、 得 罪 / 量 殖 中 
( き に くわ な い ) ( 三 気 に 入ら な い ) 


not to one's liking, unable to stomach / 不 称 心 、 不 中 意 / ロト 
合 oll eF 記 叶 


( き に か ける ) Care about / 放 在 心 上 、 介 意 / 相 合 
( き に と め る ) pay attention to / 介 意 、 留意 / 号 引 scl ( 三 心 に 留め る ) 


気 に か ける 
気 に 留 め る 


号 AE 


3 こち ら は 日 中 は 暖か く 、 コ ー ト は 要ら な いと いっ た と ころ で す 。 
lt is warm enough here that you do not need a coat during the day. 
六 辺 白 天 暖 和 , 也 就 差 不 多 是 不用 究 大 衣 的 程度 。 
0| 天 号 喘 号 呈 突 副 人 | 呈 盾 記 型 呈 堆 呈 区 百 本 年 居 正 居 品 | . 

こと いう と ころ だ || こと いっ た と ころ だ 


* 状 況 や 程度 、 内 容 に つい て 説明 する 


ょ うき ょ う 


* ご こち ら の 桜 は 3 分 咲き と いう と ころ で す 。 
* よ く 売 れ て いる 色 は 、 黒 、 グレ ー。 茶 と いっ た と ころ で ある 。 


や の DO = 


の 

、 や ) 
は 基 すり () 
いな か も 
CN 


23 CC 


6 用 の ホ ち ゃ ん が 生ま れ た が 、 次 の 日 に 死ん で 


Pw の DD = 


復旧 


Po MN = 


し まっ た 。 命 だ っ た 。 
あぁ や うい () 
は か な い 
だ ] 
は AA | 
23[ 曲 
| 
まだ ず イ ヤ 人 は 大 で いま すす 。 

し た と あっ て | 
し た と いっ た 
し た だ たり どる & 
し た と は いえ う 


23 口 口 口 
」 


67 3 来 月 の 下旬 に 田舎 に 帰り ます 。 
い つ D し いな か 
1am going back to my hometown at the end of next month. 
下 全 月 的 下旬 回 考 家 。/ 中 言 引 引 在 ol エエ 二 9| 言 0 ト 召 ロ |. 


 /\ 国 ジ ュ ン : 初 角 ・ 志 旬 ・ 吊 角 ・ 下 急 
S/ | 舎 | シャ: 松村 

| も | 郷 | キョウ: 故郷 ・ 郷 圭 
” 主 Dgs 


68 2 馬 の 赤 ちゃ ん が 生ま れ た が 、 次 の 日 に 死ん で し まっ た 。 は か な い 
命 だ っ た 。 


The calf died the day after it was born. Such a short life! 
小三 約 出 生 了 , 但 第 二天 就 死 了 。 真 是 短 困 脆 弱 的 生命 。 


| (⑯ 細 可 0 ワレ ト 引 9 以 lg ロ 語 語 9 等] 田 悪 . 史 吉 王 信 村 0I 以 FT- 
< 


| は か な い | fleeting, short-lived / 短 暫 、 到 常 、 脆弱 / 囚 昼 中 
し 危う い | (ぁゃ うい troubled / 危 隆 / 紀 居 tt (一 危な い ) 
| た や すい | easy / 容易 、 経 易 / cl ( 三 容易 な ) 

素早 い | す ば ゃ い ) quick / 迅速 、 快 速 、 麻 利 / 天王 中 


ー フ 


復旧 し た と は いえ 、 ま だ ダイ ヤ は 乱れ て いま す 。 


Although the trains have started moving again, they are all off schedule. 
最 逆 翼 了 , 但 行 年 時 刻 表 述 不正 常 。 


| 時 〒 避 [て 部 丘 0|3 時 割 人 |2| 下 呈 足 吉 | 品 合 中 |. 
| 
| ~ と は いえ ( 三 確 か に ~ だ が 、 し か し …) 


| ぷ 請 還 困難 だ と は いえ 、 こ の 問題 を 避け て は 通れ な い 。 


(ll ん を 6 と 
| 上 + 忙し いと は いえ 、 先週 ほど で は な い 。 


る 効果 も ある そう だ 。 


じ よ る 
よき ん 
じ よ さん 
ちょ きん 


や の DD 一 


な か っ た 。 


ね だ っ た 
TT 
ね っ た 

ね ば っ た 


や の MN = 


彼 は 言っ た 。 


べき 
こそ 
な り 
た る 


た の DO = 


@⑨ 5 り に 行っ て 6 半 曽 も 


6 暗 は 洗 剤 の 代わ りや 除 菌 に 使え る ほか 、 束 を よ け 


(SP) 


も 
じ 


24 CC 


が 、 一 匹 も 釣れ 


の 


い 


24 EC 


兄 者 は 人 前 で 涙 を 見 せな いも の だ 、 と 


24LILIL TI 


70 1 酢 は 洗剤 の 代わ りや 除 菌 に 使え る ほか 、 殿 を よ け る 効果 も ある 
そう だ 。 
It seems that vinegar is not only used for cleaning and disinfection, but also for 
keeping mosquitoes away. 


GO 酷 除 了 可 用 来 代替 洗 光 剤 除 菌 以 外 、 及 有 更 到 的 致 果 。 
| 久生 狼 利 呈 人 IOI| 天 走 OI 外 号 替 條 釣 式 , コ gl 中 219| 忌 呈 届き 再 半 中 %I エ tC. 
| も に と | 
| し EC 
| 刑 ザイ 洗剤 ・ 殺虫 剤 ・ 接 せっ ちゃ 着 剤 


| キン 章 ・ 相 較 ・ ば い 間際 
天 が: 下り 電 


た 


71 4 魚釣り に 行っ て 6 時 間 も 粘っ た が 、 一 匹 も 釣れ な か っ た 。 


1 went fishing. Although | persisted for six hours, | did not catch a single fish. 
去 釣 急 , 堅持 了 6 不 小 時 , 可 一 祭 分 都 没有 的 到 。 
呈 和 ll| フト | 6 Al? ト OIL 国 尿 玉串 土 ロ al 丘 社 引 | 堂 光 FF. 


| 
| | 2 粘る | (ね ば る ) ① stick ② be persistent / ① 眉 持 、 接 性 好 @② 過 粘 、 粘性 好 / 四 可 避 
ies 
い 


| ね だ る | pester / 衛 着 要求 / 友紀 上 
ね た む | be jealous / 巡 妨 、 辺 恨 / 人 IF 
練る | ゎ ) * 粉 を 練る knead dough / 挫 拝 粉末 / フ 時 時 時 震 引 中 
* 計 画 を 練る Work on a plan / 計 本 辻 区 / 剤 居 号 玉 品 


72 4 男 た る 者 は 人 前 で 涙 を 見 せな いも の だ 、 と 彼 は 言っ た 。 
He said men should never show their tears in public. / 他 競 , 作 刃 男 人 不能 在 別人 面 
前 流 泊 。 / 呈 和 語詞 丸 己 時 lt 人 征 量 号 呈 OI| 引 挟 玉 0I ヒ II コモ 時 列 . 


| N: た る (N2) | Ni と も あろ う (N2) 
| (= Ni の 立場 に ある Nz Ni の 資格 が ある Nz は ) 
の *「N た る 者 ] の 形 で よく 使わ れる 


コ * 寺本 た る 者 司 た る 者 は 、 部 下 の 失 敗 の 責任 を 取ら ね ば な ら な い 。 


*N と も あろ う 者 
* 教 師 と も ある ろう 者 が そん な と と も わか ら な いと は 恥 す か し い 。 


きょう し 


58 


すぎ 
さく ら 
に 訂 
まつ 


や の DD 一 


1. 疹 ま 補 計 秋 ば 
2 歩 ま な けれ ば 
3 慎 ま な けれ ば 
4 弾 ま な けれ ば 


ツ 
7 え 


ら 後 悔し た 


こる に 
し < 
と ころ が 
と ころ を 


や の 6 DD = 


9 5 の て 作ら れ た 人 形 を 見 に 行っ た 。 


、 も うう 遅い 。 


Cd 魚 


25 


@②@ その ょ うな 々 行 る は 、 試 全て で は な ら な い 。 


し 
い 


25 EC 


こたえ 


73 3 菊 の 花 で 作ら れ た 人 形 を 見 に 行っ た 。 
きく そ こ し ん 
| went to see the dolls made out of chrysanthemums. 
去 首 了 用 菊花 働 的 玩具 姓 姓 。/ 革 計 舌 ら 呈 叶 足 el 習 呈 中 本 区 叶 . 


< | 第 キタ: 区 

広 | 秘 | す き : 杉 
| も | 要 き < ら 5: 楼 

” 。 身 紀 


74 3 その よう な 行為 は 、 試 合 で は 慎 ま な けれ ば な ら な い 。 


| You should refrain from such conduct during a match. 
| 在 比 故 中 , 那 梓 的 行 敗 一 定 要 策 制 。 / ユ 針 召 呈 選別 呈 人 | 替 O] 詞 侍 フ ト ズ | 名 選 村 中 連中. 


| 慎む | っ っ し t) be careful abstain / 運 慎 、 和 制 | 
| 営む | いと な t) carry on / 筆 落 、 菅 造 / 3 計 叶 
歩む | ぁ ゅ ws) walk / 走 、 前 導 中 
し | 弾む | (は すず 6) bounce /① 出 手 大 方 、 盆 概 @ 高 滋 、 起 効 ③ 反 弾 7 時 


~ 


75 2 今さら 後悔 し た と ころ で 、 も う 遅 い 。 
There is no point in regretting it noW. 
事 到 如 今 就 算 是 后 悔 也 晩 了 。 / | 言 9 叶 4] 旬 到 圭 ロ エ 纏 中 , 0I ロ | 圧 F. 
V た と ころ で | (=V て も (仕方 が な い )) 
< 賠償 金 を も ら っ た と ころ で 、 元 の 生活 に 戻れ る わけ で は な い 。 


ん ・ 友 達 の 宿題 を 写し た と と ろ で 、 勉 強 し な けれ ば 何 の 役 に も 立た な い 。 


し ゅ くだ い 。 ララ 


| | so 


も ん だ い 


や の DD 一 


や の DO 一 


や の DD 一 


て ん お うう 
で ん て うり 
CV 
て ん の う ) 


いか に 

ゅ いか に も 
2 に か 
どう や ら 


区 導 あの 人 が うそ を つい て いた 
信じ られ ませ ん 。 


さえ 
らら 
ど 付 
も の 


|) 拓 中 大 両 陸 下 は 、 宮内 主催 の 早 携 会 に 出席 
さ れ た 。 


26 


悪 そ うな 少年 た ち が 、 コ ン ビ ニ の 前 で 
00 を 9 うる 


26 LC 


EE 


ば ん まき ん か い 
Their Majesties the Emperor and Empress attended a banquet held by the Imperi- 
UN al Household Agency. 
天皇 及 皇 后 西 位 陸 下 , 出席 了 宮 内 庁 挙 か 的 晩 宴 。 
知 土 媒 享 大 引 叶 ざ 山 妊 在 到 | 中 和 誠 ol 香 付 引 久 叶 . 


| 76 4 天皇 企 后 両 際 下 は 、 宮 内 庁 主催 の 晩 的 会 に 出席 され た 。 


G3 
在 | オウ : 潜 箇 * 天 時 コワ: 自選 人 
6 回: 再 
| 陣 へ イ : 護 ド 
催 | サイ : 催促 ・ 開 催す る ・ 主 催す る も よ お て ?): 催す ・ 催 し 


77 2 いか に も 悪 そう な 少年 た ち が 、 コ ン ピ ニ の 前 で タバ コ を 吸っ て 
いる 。 


Some mean-looking boys are smoking in front of the convenience store. 


看 上 去 品 行 不 端的 少年 休 在 便利 店 前 吸 畑 。 
始 慎 宮中 忠生 慎 全 器 言 0| 習 引 翌 時 9 人 | 呈 昌 量 本 〒〒 FI. 


| いか に も | ① truly @ very likely / ① 的 秦 ② 看 上 去 、 好 像 /① 刀 品 呈 ② 入 明 
| いか に | (=① ど の よう に ② ど ん な に ) 

| どう に か | one way or another / ① 想 か 法 @ 忠 算 、 好 夕 / 0] 婁 | 記 
どう や ら | (=① な ん だ か ② ど うに か が ) 


78 3 あの 人 が うそ を つい て いた と は 、 い まだ に 信じ られ ませ ん 。 


lstill cannot believe he was lying. 
那 條 人 殴 然 会 撤 流 、 至 今 依然 元 法相 信 。 / 広 人 [ 衣 0| 1 列 叶 計 敦 FIH , | 言 丘 思 詰 本 久 倫 H ト . 


こと は | (=~ な ん て ) * 驚き を 表す 
ぶ が 。。・ あ れ ほ ど 熱 心 だ っ た 人 が 辞め て し まう と は 、 何 か 事情 が ある の だ ろう 。 
ほ < 日 本 語 の 勉強 が 、 こ ん な に お も し ろか っ た と は 今 ま で 気付 か な か っ た 。 
に 


の 信和 較 で は ウサ キ を 仙 っ て いま す 


1 a 
2 に 
3 や も が っ て も 
Pd 
27 ロ ロロ 
QO i に は 、 どう すれ ば いい で し ょ うか 。 
1 勝る 
2 耐え る () 
3 攻め る 
4 紛れ る 
27 口 ロ ロ 
旅行 ON グ を 持っ て 通勤 
な ん て で きま せん 。 
WW か ら あ る ろ る 
近い る ル 邊 2 】 人 
ECS う 
4 じゃ ある まい し 


こたえ 


79 2 この 幼稚 園 で は ウサ ギ を 飼っ て いま す 。 


This kindergarten keeps rabbits. 
六 條 幼 介 図 里 葬 着 梨 子 。/ 0| 党 穫 久 ol| 和 記号 言 人 [ 号 引 エ 選 合 |. 


チ : 幼稚 な ・ 幼 稚 園 

か うぅ) : 飼う 

つ (る ) : 釣る ・ 釣 り ・ お 釣り 

| 褒 | ヨウ : 栄養 ・ 休 養 する ・ 教 養 ・ 養 成す る ・ 扶 養 する 


きゅう よう 


や し な (うぅ ) : 養う 


や し な 


ご 能 


80 2 孤独 に 耐え る に は 、 どう ずれ ば いい いで し よう が か 。 


What should | do to help me endure this loneliness? 
訪 起 梓 働 才 能 忍 愛 孤独 蛇 ? / 生 口 娠 言 企 汎 2| 別 恒 付 挟 91 田 旭 引 本 岬 IS ? 


VN 耐え る | (た ぇ る ) endure / 忍 愛 、 筆 得 住 / 社 叶 
2 勝る | まさ る ) be superior (to) / 用 店 、 強 直 / 0|2IF[ 
< 
い 


攻め る | (w ぁ る ) attack / 攻 瑞 、 活 攻 / き 放 引 F[ 
* 責 め る condemn / 昔 理 、 丈 各 、 静 進 / まる 結 


紛れ る | (まき れる ) * 人 ご み に 紛 れる disappear in the crowd / 混色 人 群 中 / al 生 ol 人 9 
呈 ? 明 引 刈 避 引 


* 気 が 紛 れる be distracted by / 排 遣 、 解 周 、 消 衣 / 言語 思 叶 


81 4 旅行 じゃ ある まい し 、 こ ん な 大 きい バッ グ を 持っ て 通勤 な ん て 


で きま せん 。 3 
lcannot go to work with such a huge bag. It is not like | am not going on a trip 
anyway. 
3 又 不 是 去 旅行 、 我 不能 便 着 六 色 大 的 包 去 上 班 。 
ぶ 可 征 丘 0HH エ , 0| 思 2 言 フト 叶 言 フス | エ 晴 忌 雨 企 避 谷 叶 . 


ー | N で は ある まい し || N じ ゃ ある まい し | ( 三 N じ ゃ な いん だ か ら ) 
う * 子 供 で は ある まい し 、 い い 加 減 機嫌 を 直し て ほし い 。 
・ お 相撲 さん じゃ ある まい し 、 ん から を たく さん 食べ られ ませ ん 。 
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9 同 や 狐 下 、 化 粧 室 に は 暖房 が な い の で 寒い 。 


な ん ぼう 
な ん ぼう 
だ ん ぼう 
だ ん ぼう 


選 の DO 一 


28 LIL 


9 入ら の 放 苦 は 、 の 違い が 原因 だ そう だ 。 
1 慣れ 


2 し っ け ) 
= 
い 


3 放ち 
4 生ま れつ き 


28[ 


@ から へ は 、 大 統 6 ID カー ド を 提示 
せ ず に は 入れ ませ ん 。 


1 を ど UVv う 3 も の ) 
の NE ん 
3 と ど とき たら ほ 
4 


と 思い いき 


28 [| 


こたえ 


82 4 玄関 や 廊下 、 化 粧 室 に は 暖房 が な い の で 寒い 。 
げん か ん ろう か げ し ょ うし つ だ ん ほう さむ 
The entrance, hallways and restrooms are cold because there is no heater. 
玄 甘 、 走 廊 、 洗 手 同 里 没有 暖気 所以 入浴 。 / 習 寺 ol 号 呈 , 居 始 人 | 王 時 0| 昼 O1 人 4 香 「. 


の | 玄 | ダン : 雪 剛 


8 万 | ロウ : 廊下 
も 粧 ショ ウ : 化 装 ・ 人 工 間 化 相 


| 房 | ボウ : 暖房 ・ 冷 房 ・ 文 房 具 ・ 


83 3 彼ら の 離婚 は 、 育 ちの 違い が 原因 だ そう だ 。 
l hear their different upbringings led to their divorce. 


所 沈 他 人 昨 因 刃 出身 背景 的 差 昇 面 高 婚 的 。 
ココ 号外 0| 吾 台 付 社 習 引 | 言 0| 折 elol 引 克 圭 F. 


慣れ | なれ) getting used to / 丸 慣 / 谷 圭 
し つけ discipline / 教 圧 、 教 育 / 中軸 入 まし つけ る 
生ま れつ き | ほ ま れ っ き ) naturally, something one is born with / 天性 、 天 生 / 本 記入 串 


RA 育ち | (を たち) upbringing / 成長 、 出 身 、 教 育 、 孝 間 / 人 4 (百姓 ) 
<> = 
[a 
い 


84 2 ここ か ら 中 へ は 、 大 統領 と いえ ども ID カー ド を 提示 せ ず に は 入 
れ ま せん 。 


Everyone including the President will need to show their ID cards when entering here. 
信 六 里 往 里 , 就 算 是 療 銃 、 如 果 不 出 示 身 傍 本 , 也 不 能 入 内 。 
2| 早 本 tol 所 呈 晴 翌 0Ig 芯 一 呈 ID 入 下 量 天外 | 倒 工 記 言 12 ス | 品 | 


か [こと いえ ども | (= でも) * 硬 い 表現 


ひょう げん 


ぼ ・ 彼 は 中 学生 と いえ ども 、 大 人 に 劣ら ぬ 判 断 力 が ある 。 


ちゅ う が く せい 


・ 夫 婦 と いえ ども 、 互 い に 言え な いこ と は ある 。 
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も ん だ い 


9 「 京 休ん き キチ だ っ た の で 、 客 訳 の 仕事 を 選び まし た 。」 
“< A 氏 は 語っ た 。 


ほん や く “2 


1 3 
の 8 
が AS 
4 へ ん 人 やく 

29 ロロ ロ 


0 & 了 は 社 き 人 に な っ て か ら 自 党 が で き て 、 


も 変わ っ た 。 
1 体つき ( 
2 手 ぶ り 8 
3 顔つき 
4 身 ぶ リ り 
29 JC] 
し 67 EP 、 和 失礼 いた し まし た 。 

eg 
3 か ぎり に ん 

ほ 
4 も の の う 


29 [CC 


こたえ 。 グ 


85 1 「 聴 解 が 苦手 だ っ た の で 、 翻訳 の 仕事 を 選び ま し た 。」 と A 氏 は 
語 つた 。 


"SInce my listening comprehension is weak, | chose to be a translator,” said Mr. A. 
A 好 : 因 入 思 力 不 好 , Me 


6 「 笠 旨 ノ | 人 4 早 訪 フ | 唱 呈 ol 名 所 滞 言 刺 谷口 叶 .」 相 刀 A 久世 時 誠 FI. 
も | 生 | チョ ウ : 聴覚 ・ 聴 診 器 ・ 聴 講 す る ・ 聴 解 
じ | 訳 | ヤク: 翻訳 する ・ 通 訳す る ・ 訳 ・ 訳 す 


わけ : 訳 ・ 申 し 訳 ・ 言 い 訳 ・ 内 


わけ も う わけ わけ うち わけ 
絡 | ホン : 翻訳 

ほん や く 
氏 | シ : < 氏 ・ 氏 名 

し し めい 


86 3 皿 子 は 社会 人 に な っ て か ら 自 覚 が で き て 、 顔 つき も 変わ っ た 。 


Since he started working my son has become more self-aware and his Counte- 
nance has changed as well. 

ルル 子 歩 入社 会 后 変 自 党 了 , 科 神 情 都 変 了 。 

O[ 重 台 人 | 記 SI0| 司 世 早 上 政和 0o| 氏 正 天 田 交 F . 


顔つき | の ぉ っ き ) look / 相 貌 、 神 情 / 到 ( 三 表情) 
体つき | ゅ 5 た っ き ) figure / 体格 、 体 形 / 矯 3 ( 三 体格 ) 
手振り | (て ぶり ) hand gesture / 手勢 / を 


| 身振り | ぁ ぶ り ) gesture / 姿 赤 、 称 作 / 昌久 


ce(3 


87 1 知ら ぬこ と と て 、 失礼 いた し まし た 。 
(GT3 知ら ぬこ と と は 言う も の の / 知 ら ぬ と と と は 言い な が ら 
| could not have known. lam sorry. 
くう 由 竹 孤 随 究 周 、 剛 オオ 失礼 了 。 / 品詞 20|「 , 人 可 悪 谷 叶 . 


mm ~ こ と と て | (=~ だ か ら ( す み ま せ ん )) * や や 古い 表現 


ひょう げん 


9 * 初 め て の こと と て 大 目 に 見 て くだ さい 。 rs 
る = 知ら 新 こ と と て 
う ・ 子 供 の 言っ た と と と て 、 お 許し くだ さい 。 

きわ な い / 
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や OO NO 一 


や の DO 一 


や の DDO 一 


そま っ た ら 
さわ っ た ら 
か か っ た ら 
さき さ っ た ら 


a 
PP 
a 
ジャ ン ル 


か ら と いっ て 
か ら に は 

か ら と いう も の 
か らし て 


30 口 品 


30 


30 


は | 冗談 の つも り だ っ た けど 、 気 に 障 っ た ら ご めん 。」 
彼 は 素直 に 謝っ た 。 


Cd 鱗 


6 は 音楽 な ら な ん で も 好き で 、 あら ゆる 
の も の を 聞き ます 。 


(90 を 合い 始め て 、 す っ か り 生 活 ス タイ ル 
が 変わ っ た 。 


画 画 | 画 


男 | 圧 | 


(SP ) 


こたえ 
88 2「 冗 談 の つも り だ っ た けど 、 気 に 障 っ た ら こ めん 。] 彼 は 素直 に 
謝 っ た 。 


“| was just joking, but I'm sorry if | hurt you.” He apologized sincerely. 


| 2 * 我 本 来 只 是 想 弄 條 玩 笑 、 如 果 惹 便 生気 了 , 那 真 対 不 起 。" 他 坦 率 地 道 了 款 。 
| (6 「 告 呈 ら 中 逢 240| 紀 王 印 , 召 召 舎 谷村 | 至上 本 llal .」 コモ 合計 引 刈 人 芽 訓 
も 元 | ジョ ウ : 冗談 
じ 障 | ショ ウ : 故 子 ・ 保 障 す る さわ に る ) : 障る 
こ し ょ う し ょ うがい し ょ う じ ほ し ょ う さわ 
素 | ソ : 要素 ・ 素 材 ・ 元 素 ス : 素直 ・ 素 顔 * 素 人 
= よう を そ ざい げん そ す な お す が お し る うと 
謝 | シャ : 感 ・ 謝 罪 あや ま (る ) : 謝る 
か ん し ゃ げっ し ゃ し ゃ ざし あや ま 


89 4 私 は 音楽 な ら な ん で も 好き で 、 あ ら ゆ る ジャ ン ル の も の を 聞き 
ます 。 


When it comes to music, | like everything and | listen to all genres. 
(< ぬ ) 只 要 是 音 打 的 活 我 都 喜 次 , 所 有 敗 格 我 都 叫 。 
| LA 王 当 村 ol 引 下 味 巨 | 午 0 ト SH , 豆 号 社 弓 量 住谷 唱 叶 . 
ed, 
tS 
い 


ジャ ン ル | genre / 以 格 、 衝 美 、 流 派 / き = ( 三 分 野 ) 
ケー ス | case/① 事 件 、 情 況 ② 高 子 、 奏 子 /a〒 ( 三 場 合 ) 
フォ ー ム | form / 形式 、 梓 式 / 時 人 

| コー ス | course / 束 程 、 奏 携 / ヨ ベ 


90 3 犬 を 飼い 始め て か ら と いう も の 、 す っ か り 生活 スタ イル が 変 


わっ た 。 
Since | got a dog, my Ilifestyle has completely changed. 
自信 漠 始 姜 狗 后 , 生活 模式 完全 変 了 。 / 省 言 2| 豆 2| Al 穫 四 人 時 対 引 信人 三里 錠 0| 時 判 以 革 
記 |V て か ら と いう も の | (==V て 以来 (変わ っ た )) 


に * デ パー ト が 閉鎖 され て か ら と いう も の 、 駅 前 ます っ か りさ びれ て し まっ た 。 


へ い さき 


つ [この / こ こ ) N と いう も の | (=N の 間 ず っ と ) *N ニ = 期間 
・ と の 1 ヶ月 と いう も の (= 1 ヶ月 の 間 ず っ と ) 
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ーーーー…ーーーーーーー 


' (91 】 この 旅館 は 趣 の ある 廃 や 建物 が 自慢 だ 。 -・@ 


1 か た むき 2 お も むき 
1 ロロ ロ 3) 
3 セー ター を 4 き し た ら 、 逢 ん で し まっ た 。 ー@ 8 
1 ち ぢ ん て で 2 し ずん で 


2[ 
(9 今 の 職場 は 、 人 間 関 係 が 、 ス トレ ス が 多い 。 っ @ 


1 わずらわし く < 2 めざまし く < 
1 ロロ ロ ) 


ご 
の 中 学生 の 頃 、 親 に 、 家 出し た こと が ある 。…@ 語 
1 対抗 し て 2 反抗 し て 


2LH 


[95 ss; ち に お 礼 、 ご 挨 移 に 伺 お うと 思っ て いま 


す 。ー@ 
ro 2 か た が た (⑱ 
1 口 口 ロ 
の 田舎 の 両親 の こと は 、 一 日 と も 忘れ た こと は な & 
い 。 一 @ う 
1 だ る 2 た り 


2 EC 


も ん だ い 。 


(97 】 作業 が 進ま ず 、 滞 っ て いる 。 一 人 


ZS SS お soa 2) だ まっ 区 
3 
も ee) go 
し 皇居 で マラ ソン 大 会 が 行わ れ た 。 一 ⑲ 
Rk し に な: が ・ 
4 


の を 参り な いで 、 素 直 に 謝っ た ほう が いい よ 。 一 供 


1 意地 2 意図 
6 3 ロロ 
bp 
い OO uhm 、 勉 強し 続け る こと が 重要 だ 。 …@ 
1 滞 ら じ ず に 2 急 ら ず に 


0 きき は see て a き と し て 師 ? 、 研 究 を 続け て いる 。 


ー ぺ 
1 か た わら 2 が て ら 
ぶ 3 
ほ 0 役 太 は ロ 本 文化 を 受 し て 。ー@ 
「 4 2 の な さく の AI ま ME 
ロ 


© 線路 に 沿っ て 行け ば 、 隣 町 に 着き ます 。 @ 
i 訴 っ み 。 下っ で 


5 ロロ Mg 
悪口 や 中 傷 な どの 書き 込み は 削除 し ます 。 っ に 
+ XE 2 さく じ ょ ( 
6 [II 
0 侍 和 の お か し 人 な 判定 の せい で 、 試 今 が な っ た 。 つ @ 
1 台無し に 2 無茶 に 
5 ロロ ロ ) 
0 の 区 治 表 の 。。 よう な 発言 で 、 国 会 は 大 きく 混乱 し 操 
た 。 …@ 
1 理 を 覆う 2 也 を 傾け る 


07 :s き し 、 聞 く よ う な 人 で は な い 。 一 信 


Ex 2 どき だ 必 の 
5[ 「- 
0 分 が こういう 仕事 を する な ん て 、 電 人 し な が 5 較 識 
た 。 … 和 き う 
< A Ce 
GEE-JE] 


も ん だ い 。 ご 


OO) 欠 の た め 、 徐行 運転 を する 。 
1 き リ 2 っ ゅ 


89 7 ロロ 
も 
じ 


お 盆 と 正月 に 田舎 へ 帰る 。 一 往 


1 お ぶん 2 お ぼん 


と は 恐ろし いも の で 、 引 っ 越し て きた ころ 、 あ ん 
な に うる さか っ た 電車 の 音 が 、 今 で は 気 に な ら な い 。 一 


1 育ち 2 慣れ 
② pa 


に 4 
ID 0) ョ た の 電車 の 混 状 は 、 な ら な いも の か 。 の 
1 どう に か 2 どう や ら 
81 | 
0 の 導 司 の 散ら か り よう な い 。 っ 
2 SE 2 いか ん で は 
か 7 
ほ 0 一 人 っ チ は 、 せ や か され る が ある 。 一 の 
う 
1 次 第 2 きら い 
8 LIL 


n moo OOOO OOO 


(115) ここ は 上 致 が 多い 。⑳ 


1 は え 2 か 
sn 8 
(0 バー ル に ファ イル を 浴 人 し ます 。 っ BE 
1 あま 959 2 て ん ぷ 
10 CL 
ki 独身 だ と 思っ て いた ら 、 結 婚 し て いて 驚い 
た 。 一 @ | 
1 が っ くり 2 て っ きり 
9 ロロ ロ (⑳⑯) 
ご 
(118) 危険 物 の に は 十分 に 注意 し て くだ さい 。ー⑧ い 
1 取り 締まり 2 取り 扱い 
10 CC 


、 座 席 を 確保 し た 。 一 


(119) 彼女 は 電車 に 乗り 込む 


1 が 早い か 2 が 最後 人 
EA ぶ 
(120) こと と て 、 ご 容赦 くだ さい 。ー@ ほ 
- う 
1 慣れ ず 2 慣れ ぬ 
10LILILI 


も ん だ い 


(3) る 倫 邊 場 を チェ ッ ク す る 。 
1 た め せ 2 か わせ 


仙 
ED 11 CL 


he (122) ここ か ら の 眺め は 素晴らし い 。 っ @ 


1 な が め 2 な な め 
12 口 
仕事 、 恋 愛 と も 順調 な の に 、 克 日 が 。 感じ る の は な 
ぜ だ ろう 。 一 側 
⑯) 1 あっ け な く 2 お な し < 
f 口 
い の 我が家 の 犬 は 、 褒め る と 必ず お や つ を _ _  。 一 科 
1 ね ば る 2 ね だ る 
12 
| (125) 日 本 へ 来 て 。 、 国 の 料理 を ロ に し て いな い 。 一 価 


1 か ら と いう も の かち. に ' 民 


1 
ぶ 


| 76 前 の 3 ©@- ©:0:0z: O10: 


し し ゆ う 


Week 2/ 第 2 周 / 東 2 衝 


0 6 日 目 ま で 終わ っ た ら 、 正 解 
の 数 を 数 えて 記入 し まし ょ 
う 。 

@ 正解 の 少な い 分 野 が あっ た 
ら 、 も う 一 度 や っ て か ら 7 日 
目 に 進み まし ょ う 。 


@ 7 日 目 は 復習 で す 。 終 わっ た 
ら 正 解 の 数 を 記入 し て 、 学習 
の 効果 を 確認 し まし ょ う 。 


* At the end of the first six days, count the 
number of questions that were correct. 

* Ifthere is a section where you got only a few 
questions correct, please do it over before 
moving on to the seventh day. 

* The seventh day is for reviewing. When you 
are finished, fill in the number of the correct 
answers to see how you have improved. 


・ 学 到 策 6 天 時 析 回 答 正 秦 的 且 数 志 以 下 来 。 

・ 正 友 率 埋 低 的 部 分 、 重 新 再 仙一 仙 以 后 再 学 
第 7 天 的 内 容 。 

・ 第 7 天久 算 羽 。 修 完 后 格 回 答 正 秦 的 題 数 刀 

最 下 来 , 秦 込 学 羽 贅 果 。 

6 包 史 | BI 選 時 全 早 人 |0| 2| 時 土 角 

上 

社 上 ネト 対 呈 旦 0 レ ト % ら 可 HAI 井 四 井 

辛 O 7 習 邊 量 IF 

7 中 列記 号 合 折 中村. 中村 幸 枯 紳 條 

訪 ユ 大谷 各 李 時 習 紀 習 AlH。 


て 


2 


* 
ny 


前 の ペー ジ の 答え 2 2 大 


7 日 目 
1 9 昌明 しゅう 


7 日 目 
PH し) 


32 間 


Cd O88 


cn (る 


Vi St (0) 


の こと ば を 、 漢 字 を ひら が な に 直し て 、 
正しい も の を 選択 肢 か ら 選 びな さい 。 


Choose the correct word from the multiple options after converting the underlined 
kanji word into hiragana. 

特 部 分 的 況 字 変成 優 名 , 人 逃 項 中 逃 採 正 碑 的 。 

引 言語 妹 詞 吉 フ HL 呈 エ 刊 , B[ 号 旭 言 計 叶 習 人 エ 号 AI 、 


の と ころ に 何 を 入れ た ら よ いか 。 いち ば 
ん 適当 な も の を 選択 肢 か ら ー つ 選び な さい 。 


What is the right word to fit in the underlined space? Choose one correct word out of 
the multiple options. 
中 記 竣 填 入 仕 色 ? 信 逃 項 中 逃 拝 最 愉 当 的 。 


0l 早 言 司 忌 本 番号 2. フト 記 呈 土 久 号 付 叶 玉串 対生 中 如 互角 2. 


の と ころ に 何 を 入れ た ら よ いか 。 いち ば 
ん 適当 な も の を 選択 肢 か ら ー つ 選び な さい 。 


What is the right word to fit in the underlined space? Choose one correct word out of 
the multiple options. 


中 皮 竣 填 入 仕 色 ? 人 逃 項 中 逃 採 最 愉 当 的 。 
| 早 言 婦 ら 相 委 豆 | フト 対 詩 計 因 営 付 叶 習 付 本 呈 人 II. 


も ん だ い 


0 他 に は 、 ビ アノ を 弾く と き 唇 を と が ら せ る 妙 な 所 


が ある 。 
「 G9 
に 3 
2 か せ も 
3 か べ 
4 < せ 
1HHH 
書き に 、 術 以外 に 助かる は な いと 
言わ れ た 。 
a ® 
2 カ に 
い 
3 用 
4 行い 
1 
@) も ま な ん 、 ご SC で は こさ の ルー ル 
に 従っ て も らい ます 。 
Ye ® 
2 で あぁ り ン で あり ん 
3 に っ け ノ に つけ 5 
届け つい さき 


1LILILI 


・ = 一 


こたえ 


126 4 娘 に は 、 ビ アノ を 弾く と き 唇 を と が ら せ る 妙 な 癖 が ある 。 
My daughter has a weird habit of puckering her lips when playing the piano. 


女 有 條 奇怪 的 叉 慢 , 就 是 弾 制 琴 時 走 愛 振 嗜 。 
蛋 記 李 Ol エ 言 居 思 名 査 言 万 号 封 田 受 0| 昼 F「. 


Gy 

RD 
も 
じ 


弾 | ダン : 弾力 ・ 爆 弾 ひ に の : 弾 く は ず ( ゃ ) : 弾 お た ま : 弾 
大 | くち びる : 唇 

炒 ミ ョ ウ 3 妙 な っ 奇妙 な : 微妙 な 巧妙 な 

癖 | くせ : 癖 


127 1 医者 に 、 手 術 以外 に 助かる 道 は な いと 言わ れ た 。 


| was told by the doctor that surgery is my only hope. 
医 生 逆 除 了 手 木 之 外 没有 其他 か 法 可以 得 救 。 / 引 AIl 企 舎 0ISIQl| 盆 召 号 宙 ト 克 言 避 


首 
用 | 
= 


(みち ) (一 方 法 、 手段 ) 


人 ほう し ゅ だ ん 


(よう ) task, business / ① 用 邊 、 用 途 ② 事 情 / き 早 ( 三 用 事 ) 
(お こない ) behavior, deed / ① 行 妨 、 行 効 ② 挙 止 、 品 行 / 詩 名 


128 1 社長 で あれ な ん で あれ 、 ここ で は ここ の ルー ル に 従っ て も らい 
ます 。 


Whether you are the head of a company or not, we expect you to follow our rules. 
不 侯 是 社 胡 述 昨 別 的 仕 色 人 , 在 六 里 都 要 遵 守 規則 。 
人 [ 付 0| 忌 挟 了 〒 号 , 12 付記 0H フ 1 回 量 9I 相 可 和 相 伸 避 . 
| Ni で あれ Nz で あれ | | Ni で あろ うと Nz で あろ うと | ( 三 Ni で も Nz で も 何で も ) 
・ 男 で あれ 女 で あれ 、 無 事 に 生ま れ て くれ れ ば それ で いい 。 
a 


* 雪 で あれ 風 で あれ 、 どう し て も 行か な けれ ば な ら な い 。 


80 


何で あれ | | 何で あろ うと ( 三 何で も ) 


も ん だ い 


人 分 に は 、「 鬼 は 外 、 福 は 内 」 と きっ て 豆 を まく 。 
うめ 
まめ (Cp) 


も も 
いも 


Pw の 0 DO = 
Cd 合 


2LIL 唱 


0 の 馬 明 は 、 ど ん な イン テリ ア に も 
デザ イン で す 。 
混同 する %) 
共存 する こ 
合併 する 4 
調和 する 


た oO MM = 


2 ロロ 


0 陸 に 座 っ た 人 た ちの 会 話 を 、 と も な く 開 いて 


\ \ た 。 
聞か な い 
ん 
ぽ 
う 


1 

2 聞き 

3 聞い た 

4 聞く 

2 


3 。 プ 


129 2 節分 に は 、「 鬼 は 外 、 福 は 内 」 と 言っ て 豆 を まく 。 


cd (8 


We throw beans saying "In with good fortune! Out with bad spirits!” on Setsubun day. 
基 分 那 天 , 辺 聞 : " 鬼 出 去 , 福光 来 " 辺 撤 豆 子 。 


伸二 是 詞 「 選 対馬 時 , 号 号 9H」 II 細 引 刃 君 富 周 慎 . 


鬼 | お に : 鬼 
征 || いも : 芋 
豆 トウ : 豆腐 ズ : 大 豆 まめ : 豆 * 小 豆 
桃 | も も : 桃 


130 4 この 照明 は 、 ど ん な イン テリ ア に も 調和 する デザ イ ンプ G す 。 


と (9 


This lighting goes well with any kind of interior. 
送 條 照明 役 辻 得 能 和 任 何 室内 装 休 協 週 起 来 。 
0| 友 因 号 1 回 @ 還 01Ol 王 天 居 フト 避 記 IISI 避 HIFT . 


| 調和 する | ぁ ょ うぅ ゎ する ) harmonize / 坊 週 、 和 潜 / 和 邊 呈 叶 


混同 する | と ん と ぅ する ) mix up / 混 潜 、 混 刃 一 大 / 和 言 中 FI 


共存 する | (きょう ぞ ん す る ) coexist / 共存 / きき FI 


合併 する | (が っ いす る ) merge / 合 井 / 革 軸 slcH 


131 4 隣 に 座っ た 人 た ちの 会 話 を 、 聞 く と も な く 聞 いて いた 。 


ぶ 


ん 
ほ 
つ 


82 


| was just listening to the conversation taking place among the people beside me. 
光 意 同 叫 到 了 都 座 人 的 送 笑 。 / 選 喘 己 人 [ 習 言 中 居 慎 量 言 可 エエ II 避 及 IL 言 就 FI 


V る と も な く | | V る と も な し に | * は っ きり し た 意味 や 目的 が な く V す る 
・ 何 を 見 る と も な く 、 ぼんやり 外 を 眺め て いた 。 


な に み 


* どこ か ら と も な く (一 ど こと か ら か は っ きり わか ら な い が ) 
・ ど こ か ら と も な く 、 生 暖か い 風 が 吹い て きた 。 


6 注 痢 て 傷 の 痛み は 治まっ た が 、 お な か が 痛く 
な っ て 、 胃腸 薬 を 一 錠 飲 ん だ 。 


Ny 6 
2。 か な も 
2 し じ 

3 いる 
4 いっ ぼう 

3 EE 

(竹生 叶 代 は 柔道 に 、 現 在 は ブル フ に 3 

1 追い 込ん で 
2 放り 込ん で ( 
3 打ち 込ん で < 
4 割り 込ん で 

3[ 


0 先 > は 何 度 別 れ て も 出会っ て し まう 。 こ れ が 宿 人 


oO 


の きら い が あ る 
ん 
う 


で な て で て な ん だ ろう 
きわ まり な い 
な が ど あ り は も な を ない 


た oO MN = 


注射 で 傷 の 痛み は 治まっ た が 、 お な か が 痛く な っ て 、 胃 腸 薬 を 
一 錠 飲 ん だ 。 


で ぁ b ょ うぅ の 
The painkiller injection stopped the pain from the cut, but | got a stomachache, so 


ltook a stomach pill. 
注射 后 傍 口 止 痛 了 , 但 是 肝 子 又 療 了 , 史 了 ー 片 脇 軒 菊 。 
柱 Al 呈 台 利 引 0o} ト 番 宮 思 絢 和 I 中 , 時 フ ト 0 人選 告 時計 幸 営 可 沢 叶 . 


シャ : 注射 ・ 発射 する ・ 反射 する いて る ) : 射る 


射 
傷 2 pk 中 傷 する きず : 傷 ・ 傷 つく ・ 傷 つけ る 
腸 | 


チョ ウ : 腸 ・ 


胃 ちょ う 


錠 | > ジョ ウ : 手錠 団 剤 OM = 敵 … 


じょう 


学生 時 代 は 柔道 に 、 現在 は ゴル フ に 打ち 込ん で いま す 。 


lput my heart and 8 into judo in my school 0 and now into golfing. 
学生 時 代 的 京王 柔道 、 現 在 吾 喪 二 高 思 夫 。 
下 凡 人 入選 富丘 , 習 列 王 書 芋 O| 販 き 引 エ 久本 FT. 


追い 込む | ぉ いと ぉ ) corner (put someone in a difficult situation) / 挫 入 、 衣 入 、 使 階 入 / 


明正 避 F ト 


CA) 打ち 込む | ( ぅ ちと ぉ ) put one' s heart and soul into / の ① 缶 理 ② 打 送 、 投 入 / 記 寺 sFI 
ここ ニー ン 
と っ 
い 


| 放り 込む | ( ほ ぅ りこ ぉ ) throw in / 投入 、 哲 逃 去 / 私] 思 中 


割り 込む | ゎぉ りこ ぉ ) break in, cut in / ① 拉 逃 、 加 塞 ル ル ② 挿 噛 / 外 o| 結 叶 


彼ら は 何 度 別れ て も 出会っ て し まう 。 これ が 宿命 で な く て な ん 
だ ろう 。 


No matter how many times they break up, they always get back together. If this is 
not destiny, | do not know what is. 

他 休 西 人 不 秘 分 別 多 少 次 都会 相 遇 。 六 不 是 宿命 是 仕 色 叫 。 

コ 言 己 連 還 ol 避 91 丸 呈 叶 上 2 計 叶 . 0|230| 樹 思 0| OL エ 早 維 当 外 . 


N で な く て な ん だ ろう | ( 三 N 以 外 の も の で は な い ) ※* 強 調 を 表す 


よう ちょ う あら ね わ 
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・ 寝 て も 覚め て も 彼女 を 思う 。 と れ が 恋 で な く て な ん だ ろう 。 
・ 男 は 何 度 も 彼女 に いや らし い メ ー ル を 送っ た 。 これが 、 セ クハ ラ で な く て な 
ん だ ろう 。 


ん だ い 


5 人 活 理 中 の 交 的 な 女優 が うわ さ の 相手 に つい て 
尋ね られ 、 緊張 し た 様子 で 答え て いた 。 


1 きん ちゃう 人 
2 じ だ みろ よう) も 
3 選ん ちょ う 
4 けん ちょ う 
4 ロロ ロ 
(0 で き な く て も 構い ませ ん よ 。 必ず で きる 
ご うに な か なり ます か ら 。 
*。 次 信 6 
る の 茹 に ご 
< りこ の 
4 一 概 に 
4[ 
立地 条件 間取り 、 最高 の 物件 だ 。 
Sl (@) 
の だり 539 
か 
3 NU NA NN ん 
4 な り ノ な り 回 


4LILILI 


こたえ ノン 


135 1 


ct 


今 、 活 躍 中 の 魅力 的 な 女優 が うわ さ の 相手 に つい て 尋ね られ 、 
緊張 し た 様子 で 答え て いた 。 


きん ちょ う 

Now, an attractive and popular actress was questioned about her rumored Iover 
and was nervously answering the question. 

目前 正当 鑑 的 魅力 女 星 被 回 到 排 同 男 友 時 , 表情 此 引 地 回 答 着 。 

和 言 , 革 SH 知 el 可 韻 GL 01 早 フ | 全 早 知 SI 付 叶 0|| 民 誠 足 富 時 , | 対 詩 足 谷 選 品 器 避 村 AA , 


| 躍 | ヤク : 活躍 する 

震 ミ : 旧 カ 

穫 | た ず (- ぉ る ) : 尋ね る 
緊 キン : 緊張 する ・ 緊 急 


今 で き な く て も 一 向 に 構い ませ ん よ 。 必ず で きる よう に な り ま 
すか ら 。 
Don't worry about it at all for now. You will be able to do it someday for sure. 


就 算 現在 不 会 , 也 根本 不用 在 意 、 衣 定 能 学会 。 
| 言 呆 避 足 司 媒 准 OH . 中 | 玉 全 名 司 口 7 . 


一 向 に こない | (いっ = うに - な い ) ( 三 全く こない ) 


ー 挙 に (いっ き ょ に ) at once / 一 挙 、 一 下 子 / 知久 ol ( 三 一 気 に ) 


ー 心 に (いっ し ん に ) wholeheartedly / 集中 精力 / 中 号 号 村主 入 呑 人 旭 


一 概 に て な い | (いち が い に - な い ) Cannot say - as a rule / 不能 一 概 / 早 玉 婦 一 き 失 | 避 


137 3 


基地 索 伯 と いい 間取り と いい 、 最 高 の 御 人 だ 。 


The location and the floor plan of the property are perfect. 
不 管 是 地理 位置 玉 是 房 同 布 局 、 六 房子 都 是 最 好 的 了 。 
紀和 | 生計 OIL 時 明知 到 エ エ 引 早 等 社 OIFT 


| | Ni と いい Ns と いい | ( 三 Ni、Nz を 取り 上 げ て も ) 


* 


E3 
う 
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この 生地 は 色 と い い 柄 と いい 、 申 し 分 な い 。 
あの タレ ント は し ゃ べり 方 と いい 内 容 と いい 、 品 が な い 。 


えん じ ょ 
は いり ょ 
9 本 ま 
えん り ょ 


や の DO 一 


(139) この 商品 は 非常 に 
RS 


し ぶ い 
も ろ い 
だ る い 


kycbih 


で や の 6 MN 一 


人 @) 中 キ か ム ら バッ シン グ さ れる に 
重大 さ を 認識 し て いな い 。 


わた っ て も 
あたっ て も 
し た っ て も 
いた っ て も 


P00 DO 一 


0 仲 は お 年 寄り や 体 の 不 自由 な 人 に 譲り 、 提 帯電 話 の 
電源 を 切る 。 それ 以外 の 場所 で も 通話 は 和央 する こと 。 


(cP ) 


9 
も 
じ 


5LILILI 


の で 、 取り 扱い に 注意 


5 CC 


、 彼 は 事 の 


5LILILI 


138 4 優先 席 は お 年 寄り や 体 の 不 自由 な 人 に 譲り 、 携 帯電 話 の 電源 を 
切る 。 それ 以外 の 場所 で も 通話 は 遠慮 する こと 。 


Please allow the elderly and people with disabilities sit in the priority seating sec- 
tion, and turn your cell phones off near priority seating. In all other areas, please 


(ap) refrain from talking on the phone. / 愛 心 き 座 汁 倫 老 人 、 残 障 人 土 等 使用 , 在 那 附近 需 甘 
ED 賠 手 机 邊 源 。 除 此 以 外 的 区 域 也 不要 打 申 医 。 / 平作 人 lO|L 号 0| 量 習 知 AI 習 912 時 
も 品 計 理香 | 入 計 号 斉 呈 叶 . コ gl9l 守 全 OH 財 合 桂 時 本. 

じ 


4 


ジョ ウ : 譲歩 する ゆず (る ) : 譲る 
ケイ : 携帯 する た ず さ (わる /- え る ) : RP? ・ 携 える 
| ゲン : 資源 ・ 起源 ・ 電 源 みな も と : 


し げん き げん げん 


リョ : 選 慮 する ・ 考慮 する ・ 配慮 する 


139 2 この 商品 は 非常 に も ちろ い の で 、 取 り 扱 い に 注意 し て くだ さい 。 


This glass is very fragile, so please handle it with care. 
此 商品 概 易 損 束 、 遺 小心 使用 。 / ol 人 普 如 中 早 書記 || 中 判 言 Ol 本 引 引 介 AlI . 


TN も ろ い | fragile / 易 二 、 脆弱 / 9FsICI 
の 渋い | (Ls) * 渋 い お 茶 bitter tea / 泥 某 / 田 選 入 


Ca * 液 い 色 subdued color / 古 朴 素 稚 的 顔色 / 人 
い だ る い | feel heavy / 須 供 、 元 力 / 中 時 計 上 


鈍い | (に ぶ ぃ ) dull / 返 節 / 中 引 lc * 鈍 い 痛み dull pain / 鈍痛 / 足守 0 番 
* 運動 神経 が 鈍い have slow reflexes / 迄 監 神 筆 授 純 / 千村 刀 0o| 中 tc 


うん どう し ん けい 


140 4 国 中 か ら バ ッ シ ン グ さ れる に 至っ て も 、 彼 は 事 の 重大 さ を 誰 識 
し て いな い 。 


| Although he is being criticized all over the country, he still does not seem to real- 
ize the seriousness of what he did. 


都 己 盆 炎 展 到 遭 到 全 国 打 市 的 地歩 , 但 他 依然 没有 意 払 到 事 恋 的 下 重 性 。 
ぶ ヒト HolA| 引合 財 呈 9 0| 豆 昼 村 下 コモ 所 9 侍 呈 末富 | 佑 き | 野寺 F 


ー に 至る || ~ に 至る まで || こ に 至っ て (は / も ) | 
う 範囲 (まで) ②④ そ の 段階 ・ 場 合 で 
* 生 まれ て か ら 現 在 に 至る まで 、 こ の 町 を 出 た こと が な い 。 
う 生 た る いて CE ーー ーー コ まち で 
*・ 事 態 が こと に 至っ て は 修復 の し よう が な い 。 


1 
2 
3 
4 


た の 0 の DO 一 


1 
2 
3 
4 


は ば まれ た り 
EE EE) 
ふま れ た り 

くやま れ た り 


@ 移入 っ て いた だ け て 、 


何より 
何 な り 
何だ か 
何と ぞ 


な り に 

と あっ て 
人 
VE 


で す 。 


(9 ぁ れ だ け 優 移 な 彼 落ち る の だ か ら 、 
いか に その 試験 の 難し いこ と か 。 


0) 人 参 は 、 慣 れ な い 満 中 電車 で 己 に 挟ま れ た り 、 足 を 
踏ま れ た り 、 大 変 で し た 。 


ce 人 


6 CC 


6LILLI 


こたえ 


141 3 今朝 は 、 企 れ な い 満員 電車 で 扉 に 挟ま れ た り 、 足 を 踏ま れ た り 、 
大 変 で し た 。 


た まい へ ん 
This morning was awful: | got caught in the doors and even had my foot stepped 
on on the crowded morning trains | never could get used to. 


GO 今 天 早 展 、 在 不 刀 尼 的 満 史 中 年 里 補 ] 丈 住 了 , 之 被 人 中 了 脚 、 真 是 修 惨 的 。 
59 @ 岳 ol 補 呈 9! 舎 引 | 中 中 別 計 計 9I 和 | 足 9l| 21 上 | 還 呈 時 邊 2|SlA| 0 全局 年 %iF|. 
も Se 

じ と びら : 選 


尾 
踏 | トウ : 舞踏 会 ふ C ぉ / ま ぇ る ) : 踏む ・ 踏 み 切り ・ 踏 み 込む ・ 踏 まえ る 


阻 | ソ : 阻止 する は ば て $): 阻 む 
悔 | カイ : 後悔 する く (- ゃ e) : 悔やむ お く や (いり: 悔し い 


142 1 気に入っ て いた だ け て 、 何より で す 。 


Im glad you like it. / 候 能 喜 区 , 六 是 最 好 的 了 。 7 相 呈 | 豆 付 Eh 2 細目 . 


| 何より | な に ょ り ) more than anything / 再 好 不 辻 了 / 呈 量 早 9 足下 等 豆 6 
| ・ 何 より の プレ ゼン ト を あり が と う ご ざ いま す 。 
何 な り と | な ん な り と ) whatever / 贅 小 仕 久 、 不 管 仕 久 / 早 9o|】 ( 三 ど ん な こと で も ) 
い 。 | 何と ぞ | ecco ・ 価 と ぞ よ ろ し く お 願 いし ます 。 


Thank you in advance. / 清 多 多 美 照 。 / 早計 早 是 替 品 ヒ | . 


143 3 あれ だ け 優 秀 な 彼 に し て 落ち る の だ か ら 、 い か に その 試験 の 難 


ゆう し ゅ う し けん 
| し し \ と cc と か 。 
| It shows how difficult it is to pass the exam when someone as sharp as he is fails. 
| 就 科 那 久信 秀 的 他 都 没有 考 辻 , 那 考 直 会 多 鈴 叶 。 
丸 昼 四 千 企 圭 コ 村 正田 0] 居 層 呈 , 販 ロ コ 人 | 社 0| 1 結党 249l フ ト . 


ra N に し て | (一 N の 段階 や その レベ ル で ) 
< 今 に し て 思え ば 、 あ の 時 の 苦労 な ど 大 し た こと と は な か っ た 。 


・ と の 年 に し て 初め て 親 の あり が た み が わ か っ た 。 
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や の MN 一 


に 7。 


た oO DO 一 


⑳) |[ 先 夫 人 祭 の 基 春 知識 」 と いう 本 で 差 参り の 作法 に 
2 \ て 勉強 し ee 


ほか 
ぼ ち 
は か 
きち 


cd 


7 HHH 


(9 その 店 は 、 客 を 取り 戻す た め に 値下げ を 


大 ま か な 
大 胆 な 


As ® 
< 
い 


7 CC 


、 来 る な 背 を 向け た 。 


と ば か り に 

と 思い き や 
と いえ ども ん 
と も な し に ま 


7 CC 


144 3 「 冠 婚 葬祭 の 基礎 知識 | と いう 本 で 墓参 り の 作法 に つい て 勉強 し た 。 


か ん こん そう さい 
l study about how to properly perform bg yisit from the book “Basic Knowleddge 
of Important Ceremonial Occasions." 
看 了 《 婚 充 応 吊 似 式 的 基 硫 知 辺 》 一 事 。 学 コ 了 持 墓 的 規 池 。 
「 弐 竹材 利 可 フ | 季 丸久 」 0| 選 所 天 ら 呈 , 人 豆 引 l 玉 | 名 き 早 避 FI . 


(GO の ) 
SS | 誰 | カン : 宛 妖 葬祭 ・ 王 冠 ・ 冠 詞 か ん お り : 
も 閉 ソ ツク: ほう cs: 葬る 

礎 ] ソ : 基礎 

基 ボ : 事 地 は か : 募 ・ 募 り 


145 3 その 店 は 、 客 を 取り 戻す た め に 大 胆 な 値下げ を じ た 。 


だ い た ん 


The store brought down the price significantly in order to bring back its customers. 


那 家 店 泡 了 守 回 客 源 、 実施 了 大 胆 的 降 俊 。 
ユラ ト | 会 紀 語 本 黄 フ | 相 呈 印 叶 桂 フト 4 la[ 言 訓 FF, 


| () 大 胆 な | (だ いた 4 ん な) fearless / 大 胆 / 本 号証 ( 三 思い 切っ た ) 
も 


陰気 な | (いん き な ) gloomy / 局 郁 、 明 激 / 言 和 寺 (一 うつ と うし い ) 
し 大 ま か な | ( ぉ ぉ ま か な ) rough, approximate / 粗 枝 大 叶 、 粗 略 / 村 


| (お く び ょ うな ) timid / 胆 小 / 召 呈 


ーー 


146 1 彼 は 、 来 る な と ば か り に 背 を 向け た 。 
He turned his back on me to indicate that he did not want me to come. 
他 押 辻 身 子 , 像 是 在 聞 不要 辻 来 。 / コモ 足 え l ロ lg[ 詞 実 0| 号 呈 井 庵 F「 


| | こと ば か り に | こと 言わ ん ば か り に | (ニー と 言っ て いる よう に ) 
| 記 ・ 私 が テレ ビ を つけ た ら 、 兄 は よう る さい と ば か り に 部 屋 を 出 て 行っ た 。 


ロ * 父親 は 息子 の 決意 に 反対 だ と 言わ ん ば か り に 首 を 横 に ふっ た 。 
う 
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も ん だ い 


@ 上 な ヴァ イオ リ ニ ス ト の 素晴らし い 演奏 に 拍手 
が 織り 止ま なか か っ た 。 


i 居 に 尿 信和 :, に 
2 あく し ゅ 8 
3 ば くし ゅ 
OE ; 
8 LILHI 
(0 人 た ちの 成長 を 願っ て いま す 。 
1 すこ や か な 
2 し と や か な ) 
3 ゆる や か な こ 
4 あざ や か な 
8 [IL 


上 一 随 に し て 筆 を 持っ た と いう この 子 は 、 


生ま れ の 書道 家 な の だ ろう 。 

o° か 
ME ig 8 
3 な が ら う 
59) 


こたえ 


147 1 素敵 な ヴァ イオ リ ニ スト の 素晴らし い 演奏 に 拍手 が 鳴り 止ま な 


えん そう せく 
が っ た: 

The amazing violinist's performance was so wonderful that the audience kept 
applauding. 


那 位 出色 的 小 提 琴 家 精 彩 的 演奏 赴 掌 声 久 久 不 止 。 
思 和 | HF0l 呈 司 品 研 忠相 全 叶 桂 本 | 慎 才 フト コ 和 | 店 逐 ト . 


テキ : 敵 ・ 素 敵 な 


ソウ : 演奏 する ・ 史 奏楽 


ハク : 拍手 する ヒョウ : 拍子 


ひょう し 


貢 | 敬 妃 


アク : 所 手 す る ・ 把握 する に ぎる ) : 握る 


148 1 子供 た ちの 健やか な 成長 を 願っ て いま す 。 


co 人 の 


We wish for the wel- -being of the children. 
希望 徹子 休 能 健 壮 成長 。 / OHQ| 言 引 婦 叶 信 千 言 Ba 吹 舎 FI. 


健やか な | は こ ゃ か な ) healthy / 健 壮 / ] 二 (ご 健康 な 健全 な ) 
し と や か な | gentle, modest / 安 洋 、 端 店 、 婚 激 / 器 和 寺 


緩やか な | (上 る や ゃ かな) * 緩やか な 坂 gentle slope / 銀 城 / Lelsl dl 是 避 


* 緩 や か な 規則 lenient rules / 寛 松 的 規則 / 避 引 | 司 選 〒 到 


鮮やか な | ( ぁ さ ゃ か な ) bright / 鮮明 / 計 過 二 


149 3 一 歳 に し て 筆 を 持っ た と いう この 子 は 、 生 まれ な が ら の 書道 家 
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し ょ どう か 
な の だ ろう 。 
This child that has taken up the brush at the age of one must have been born to be 
a calligrapher. 


返 條 技 子 オー 逐 就 能 便 筐 、 也 交 是 天 生 的 吾 法 家 。 
1 久 9| 長 呈 言 絢 中 モ ol OHOI 印 OIL 還付 早 回 得 フ ト SI フト 足 F ト 


| VN な が ら (に / の ) || V な が ら に し て | *V ま 地 な が ら (ニー の 状態 で ) 


・ 帰 人 は 生活 の 羅 状 を 、 涙 な が ら に 訴え た 。 
・ そ の 僧 は 生き な が ら に し て 埋葬 され て ミイ ラ に な っ た と 言わ れ て いま す 。 


1 
2 
3 
4 


いき お い 
ER 
うる お い 
うれ い 


、 政権 は 維持 で き な い 。 


を と わ ず 
に a に 
か ちら こそ 


(0) ※ の 偽り を な くし 、 十 分 な 本 虐 を と っ て 、 潤 い の 
ある 生活 を し まし ょ う 。 


C9 


6889 
も 
じ 


9 HH 


9 


© 


い 


較 | 


dmes 8) 


9LILI 


| 1s0 3 栄養 の 偶 り を な くし 、 二 分 な 隊 過 を と っ て 、 潤 い の あ る 生活 を 
| し まし ょ う 。 


Eat balanced meals, sleep well and live a better life. 
消除 曹 例 不 均衡 , 保 邊 充分 的 腫 眠 、 辻 我 休 的 生活 充満 情 趣 。 


6 lel 習 人 号 9 大 時 人 思 登 逢 引 区 本 ol 1 答 フ | みみ 作 千寿 AI 
も  [ 全 ヘン: 介 ・ 介 仁 か た よ て る: 但 る ・ 介 り 
じ 嘩 スィ: 
潤 | ジュ ン : 利潤 うる お (うぅ / す ) : 潤う ・ 潤 い ・ 潤 す 
| 愛 | ユウ : 憂鬱 な うれ ( い ) : 胡 い うれ (ae) : 夏 え る 


、 151 4 面接 で お ど お ど し な いよ うに 、 十 分 な 準備 を し まし ょ う 。 


| Be well-prepared so that you will not get too nervous during the interview. 
| 泡 了 避 免 面 示 中 緊 湖 。 依 好 充 分 的 准 各 叩 。 / 加入 olA] 畠 連 田 え | 器 呈 号 書 量 き | 金 禁 人 IF. 


VN お ど お ど する | feel nervous / 緊 消 、 提 心 吊 胆 / 当 当 還 ロ 
Sy ぼ つ ぼ つ | litte by littie / 稀 笑 落 落 地 / 全 合 ( 三 そ ろ そ ろ ) 
Ce 
い 


* ぼ つ ぼ つ 帰ろ うか 。 
丸々 * 丸々 太っ た 赤 ち や ん chubby baby / 脱 得 岡 鼓 鼓 的 珍 子 / 中信 恒久 盆 


る | o じ | 


152 1 国民 の 信頼 な くし て は 、 政 権 は 維持 で き な い 。 


You cannot maintain political power without the people's trust. 
如果 没有 国民 的 信任 , 就 五 法 維 持 政 松 。 / 寺本 引 信司 悦 0| 三 局 局 台 常 え | 久本 昼 叶 . 


| | N な くし て は |「 N な し に は | (一 N が な か っ た ら ) 


ぶ * あの 日 々 の 苦し みな く し て は 、 今 の 私 は な い 。 
に * 住民 の 協 カ な し に は 、 イ ベン ト の 成功 は あり 得 な い 。 


じゅ うみ ん きょう り ょ く 
| 


も ん だ い 


十分 な 可 眠 は 成長 ホル モン の 分 決 を 促す 。 


ド 』 国 | 還 | 較 | 


1 か くす ] 
2 か も す 
3 も た ら す も 
4 うな が す 
ド 』 国 | 国男 
(154 の ある 学生 だ か ら 、 社 会 に 出 て も 
成功 する だ ろう 。 
1 見 通し  ⑯) 
2 見 晴らし に 
3 見 込み 
4 見 積もり 
9 
) - の # 科 時 、 仲 間 割 れ し て いる 場合 で は 
Na 
ながら に 
0 ぷ 
tt ね 
3 に あっ て う 
4 で あろ うと 


こたえ 


153 4 十分 な 睡眠 は 成長 ホル モン の 分 泌 を 促す 。 


Proper sleep encourages the flow of growth hormone. 
充足 的 睡眠 能 促 光生 藤 激 素 的 分 泌 。 / 千 量 寺 企 思 己 名 穴 記号 足 H| 早 香 き t と ト . 


| 湊 | ヒ : 泌尿 器 科 


GO ひ にょ うき か 
6 ヒ ツ : 分 泌 *「 ぶ ん び 」 と も 読む 
TE 促 | ソ ク : 催促 ・ 促進 する うな が に す : 促す 


隠 | イン : 隠居 する か く に れる / す ) : 隠れ る ・ 隠 す 


KN 


醸 | ジョ ウ : 醸造 洒 か も - す ) : 醸し 出す 


154 3 彼 は 見 込み の ある 学生 だ か ら 、 社 会 に 出 て も 成功 する だ ろう 。 
Since he is such a promising student, he will likely succeed in life as well. 


他 是 有 前 途 的 学生 、 所 以 歩 入 社会 后 也 会 成功 史 。 
コモ 年 ol 史記 年 引 o| 品 外 久居 ol フト 下 名 如 赤 旭 01 ビ 「 


SsS 見 込み | みこ ぁみ ) promise, probability / 希望 、 預 辻 / | 叶 人 
ニテ 

Fe 

い 


| 見 通し | @EL) * 見 通 し の いし \ 交 差 点 intersection with a clear view / 視野 弁 彫 
ぐ 的 十字 路 口 / 村 叶 ol| 季 台 葉 入 宇 


* 見 通 し が つく have good prospects / 預 料 到 / 玉 叶 0| 中 
見 晴らし | (みはら し ) view / 眺望 串 
見 積もり | (みっ も り ) estimate / 佑 辻 、 預 佑 / 記入 


155 3 この 非常 時 に あっ て 、 仲間割れ し て いる 場合 で は な い 。 


In the middle of an emergency like this is no time to be fighting. 
因 該 手 非 常時 期 , 可 不 是 散 似 的 時 候 。 / ol 引 盆 人 lOl| 祭 足 量 習 司 0] 居 01 付 記 SL 周 F「. 


N に あっ て | (=N の 状況 で ) 


ぶ ・ 食 糧 危機 が ささ や か れる 時 代 に あっ て は 、 自 給 


・ 彼 ら は 、 苦 境 に あっ て も 希望 を 失わ な か っ た 。 
う 


自足 に 関心 が 及ぶ 。 


そく か ん し ん 


| @) A 「 基 張 っ て も 無駄 だ よ 。」 
B「 大 丈夫 だ よ 、 挑 戦 し て みよ う よ 。] 


ちょ う せ ん 
と う せ ん 
ちゅ う せ ん 
さん せん 
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た oO DO 一 


11 CL 


(157 衝 強 が 一 和 時 間 帯 は 、 個 人 に よっ て 違う 。 
は か どる 


あり ふれ る ) 
ご 


が 林 ニ 
に きわ う 


や OO DO 一 


11LLILI 


花見 シー ズン 、 こ の 辺 は に ぎ や か に な り 
ます すす 。 


を ちる が し も に 
と も な る と 
と いう も の 
と いえ ども 


mm 8) 


Po MN 一 


11 CL 


こ た 


記 


156 1 A「 頑 張っ て も 無駄 だ よ 。」 
| B「 大 丈夫 だ よ 、 挑 戦 し て みよ う よ 。」 


| ちょ う せ ん 
I A: “ltis no good no matter how hard | try.” B: “It is okay, let's try it.” 


2 A : " 再 努力 也 没 用 的 。"B : ' 没 基 系 、 要 江 着 挑 研一 下 。" 
| (CN A「OHAH 丘 el 時 2 」B「 民 0[, 中村 吉 呈 」 
6 
も 
じ 


駄 | タ 上 な ・ 押 な 揚陸 人 
天 | ジョウ: ま 夫 ・ 大 二 夫 た け : 
| 挑 | チョ ウ : 挑戦 する い ど C ゃ ): 挑 む 


157 1 勉強 が 一 番 は か どる 時 間 帯 は 、 個 人 に よっ て 違う 。 

ぺん きょう いち ば ん じ か ん た い こ じん ち が 
The most productive time of the day for studying varies from individual to individual. 
学 騙 最 有 章 展 的 時 同 段 因 人 面 昇 。 / 早 2 ト フト 対 符 本 記 人 l?FI 記 HClol| 還 可 中 号 F「 

VN は か どる | be productive / 光 展 / 居 中 中 

| Ed, あり ふれ る | be common / 常 見 、 常 有 、 不 稀 礎 / 寺 計 CI 

ご 廃れ る | づな たれ る ) be out of fashion / 成 度 物 、 落 后 、 被 混 湊 / 人 生 lcl G 流 行 る 

| に ぎわ う | ①be crowded ② flourish / 裁 同 、 繁 年 、 ※ 星 / 田 民 中 


158 2 花見 シー ズン と も な る と 、 こ の 辺 は に ぎ や か に な り ま す よ 。 


When the cherry blossoms bloom, it gets quite crowded with people comind to do 
flower viewing around here. 
一 色 賞 花 的 季 抹 , 送 一 帯 会 特別 熱 缶 。 / 舌 〒 刈 百 0| 本 ぴ 加 0| 早 豆 急 外 細 ol 豆 0 呈 純 包 久 口 F|. 


こと も な る と || こと も な れ ば | (=~ に な る と ) 
・5 人 の 子供 の 母親 と も な る と 、 い ちい ち 小 さい こと と に と だ わっ て いる 余 挫 は 
3 な し は は お 


・ 年 収 1 億 を 稼ぐ と も な れ ば 、 乗 っ て いる 車 も 違う も の だ 。 


ね ん し ゅ う お く 
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| (6) 疾 社 の 今期 の 売上 高 及 び 営 業 利益 は 周夫 最高 と 


RE ST 


1 わが し ゃ 
の きだ も 
© 
< 
4 お ん し ゃ 
1 胞 回 回 回 
@ 態度 は 、 誤 解 を 招く か ら や め ま し ょ 3 う 。 
| 1 あや ふ や な 
2 きち ょ うめ ん な PD 
3 か すか な = 
4 すみ や か な 
12LILILI 
こち ら に も 非 が で も な か っ た が 、 どう 考 


PW の MN 一 


えて も 先方 に 責任 が あっ た 。 


の が 
な いも の に 
CU の 提 う 


12 | 


_101 


ご た だ 入 。 


159 3 弊社 の 今期 の 売上 高 及び 営業 利益 は 過去 最高 と な り ま し た 。 


へ い て で Le 
The NE we have made this term are the highest in the company's history. 


弊 公 司 本 期 的 落下 額 及 落 SA 
弄 人 | 0| 思 量 フ ll 可 舎 工 時 加 名 0I 引 台 斗 2 九 刃 フト 選 以 谷口 F. 


も キュ ウ : 追及 する ・ 普 及 する 
じ お よめ : 及ぶ お よ (-O) : 及び お よ (ほす ) : 及ぼ す 


えき し ゅ うえ き め う 


ガ : 我慢 する われ : 我 ・ 我 々 わ : 我 が 家 ・ 我 が 還 


や わ くに 


弊 
及 
益 | エキ : 利益 ・ 収益 ・ 有益 な 
EZ4 


160 1 あや ふ や な 態度 は 、 誤 解 を 招く か ら や め ま し ょ う 。 


Dontbe so indecisive because it causes misunderstandind. 
含 和 棚 不 清 的 恋 度 会 招致 選 解 , 迷 是 不要 六 欄 了 。/ OHgl 印 下記 史 蛋 量 早 可 ら | コ 串 生 人. 


あや ふ や な | vague.indecisive / 含 航 不 清 / ofajat ( 二 あい まい な ) 
八 帳 面 な |( き ちょ うめ ん な ) meticulous / 起 知 、 末 遂 、 一 多 不 荷 / 召 習 中 
か すか な | faint / 微 層 、 略 徴 / gl 和 
速やか な | (すみ ぁゃ か な ) prompt / 快速 、 及 時 / 串 早 


sul 


161 3 こち ら に も 非 が な いも の で も な か っ た が 、 どう 考え て も 先方 に 


せん ぼう 

| 責任 が あっ た 。 
| We may be partly responsible, but they are the ones who should ultimately take 
| responsibility. 
| 井 不 昨 我 作 没 有 妙 , 但 不 迄 門 公 想 , 青 任 都 在 対 方 。 

か 9| 頑 中 王 符 胃 0| 就 モ 罰 号 oh 汎 lgF, OF 早 訓 侍 介 旨 丘 侍 名 時 dl| 利 避 0| FI. 
| V な い (もの) で も な い | ( 三 V な いこ と も な い /V な くも な い ) 
| 3 ・ 条 件 に よっ て は 引き 受け な いも の で も な い 。 


| < 担当 者 の 返事 は わか ら な いで も な か っ た が 、 何 か す っ きり し な か っ た 。 


た ん と うし ゃ 
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厳か に 行わ れ た 。 


\ る 。 


つま お 
むし る 
つね る 
めく る 


こん な 雑誌 は 、 お金 を 出し て 買う 


いい 


WW に 天沢 
2 に 足り な い 
3 に 池 球 
4 に 足 さ な い 


、 梅雨 に な る 前 に 、 庭 の 草 を 


入社 で 、 矢 を 的 に 射 て 新年 の 吉 居 を 上 う 儀式 が 


cw 


13 LC 


を 


Sn (る 


13 LIL 日 


も の で 


Ui @) 
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らら だ え = ノ 


162 2 神社 で 、 矢 を 的 に 射 て 新年 の 吉凶 を 占う 儀式 が 厳か が に 行わ れ た 。 
じん じゃ や ま と い し ん ね ん る っ きょう 。 うち な ぎ も を お こそ お こ な 
The ritual of shooting arrows at targets to determine whether it will be a good year 
or bad year took place in a sober manner at a shrine on New Year's. 


在 神社 , 把 箇 射 向 琉 子 来 占 ト 新年 吉凶 的 付 式 被 庄 産 挙行 。 


ンー AIAHOHA] 信号 丁 貞 0 oF Idg| 婦 斉 号 和 和 王 IO| 避 信 | 埋 引 烈 F「. 
(G ) 
2 | 矢 | や : 矢 ・ 矢 印 
も 固 : 朝 - 博 キツ : 不 吉 な 
ーー 
| 届 キョ ウ 凶作 eg 
儀 ギ 儀式 礼儀 ・ 行 儀 ・ お 辞 儀 
し き れい ぎ ぎょ う ぎ じ ぎ 


163 2 毎年 、 梅 雨 に な る 前 に 、 庭 の 草 を むし る よう に し て いる 。 


Every year, | try to weed the garden before rainy season arrives. 
毎年 梅雨 之 前 都会 尽 量 把 院 子 里 的 草 扱 揮 。 
時貞 舎 ロワ ト 司 フ | 祝 9| 時 | 番 呈 肖 丘 号 計 エ 以 F 


の むし る | pluck pul/ 抜 、 将 / 普 中 * 草 お し り 
い 


つま む * 鼻 を つま む hold your nose / 提 鼻 子 / 呈 早 会 フト 時 ら 呈 社 目 

* お 菓子 を つま ず お snack / 折 点 心 味 呈 和 9| 村上 

つね る | pinch / 指 、 持 / 豆 避 ヒ 

めく る | * カ レン ダー を めく る turn over the page of a calendar / 翻 日 廊 / 辿 引 合 回 2| 器 
* ふ と ん を めく る pull the futon off / 掲 弄 被子 / ol 量 呈 弄る 


164 1 こん な 雑誌 は 、 お 金 を 出し て 買う に 足る も の で は な い 。 


This magazine is not worth buying. 
六 梓 的 奈 志 , 不 値 得 拘 銭 去 実 。 / 0I 愉 | 記 記 言 由 八 侍 フス | フト 以 詞 60| 0IH 叶 . 


V る に 足る | * そ の 価値 が ある 、 ふ さわ し い 
*・ 国 民 は 信頼 する に 足る 政治 家 を 求め て いる 。 
V る に 足り な い 
う * 取 る に 足り な い 意 見 ( 三 取 り 上 げ る 価値 の な い ) 

・ そ れ は 、 悪 れる に 足り な い 。 (一 稔 れる 必要 が な い ) 
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ER 


| も ん だ い 


| - の 梓 庄 に は 、 人 加 ・ 組 織 ・ 企 業 の 情報 が 掲載 
る で いる 


1 そう し き (© 
2 そし き も 
’ じ 
3 くみ お り 
4 くみ あい 
14 LIL 
0 大 企業 に 癌 職 で きれ ば 一 生 安 と いう の は 、 
過去 の 話 で ある 。 
1 あえ て ⑯) 
の だ ち 語 
39、 し いで 「 
4 も は や 
14LILILI 
(5) 区 舞 夜 は 、 日 本 の 伝統 芸能 で す 。 
Rs §) 
3 な ら で は ん 
4 な が ら う 
14 | 


こたえ 


165 2 この 雑誌 に は 、 人 事 ・ 組 織 ・ 企 業 の 情報 が 掲載 され て いる 。 
さっ し じん し エ し き き ぎょ う じょう ほう けい さい 
This journal publishes information on personnel, corporate structures, and busi- 


ness enterprises. 
六 本 奈 志 上 登載 了 人 事 、 得 包 格 成 、 企 並 的 信息 。 


ol 千世 IAI・ 到 到 ・ フ | 可 引 殖 呈 フト 弄 列 司 0| FE . 
織 | シキ : 組織 おる): 織る ・ 織 物 
じ | 邊 | キ : 企 業 ・ 企 画す る 
掲 | ケイ : 掲示 する ・ 掲 載 する か か (- ゅ る ): 掲げ る 
載 | サイ : 記載 の (る / ゃ る ) : 載る ・ 載 せる 


166 4 大 企業 に 就職 で きれ ば 一 生 安心 と いう の は 、 も は や 過去 の 話 で 
ある 。 


The idea that you can stay with a large corporation for the rest of your life is no 
longer true. 

只 要 能 在 大 企 並 就 恥 一 弄 子 就 能 放心 、 六 巳 経 是 辻 去 的 事 了 。 

Fl2Igol| 利 天 土 克己 四 久 旬 l 信 ol 相 三 2 号 0I 刊 寺 有 8 0I0 レ 9IEH. 


5 (る ' 


も は や | no longer / 巳 笛 / ol 矯 

あえ て | ( 三 (し な く て も いい こと を ) わざ わ さ 、 無 理 に ) 

や た ら | excessively、 at random / 胡 乱 、 随 便 、 辻 分 / 玉 早 豆 

強い て | (いて) * 強 いて 言え ば ifyou may asK me / 硬 要 的 笑 / | 叶 計 | 四 


167 3 歌舞 伎 は 、 日 本 な ら で は の 伝統 芸能 で す 。 
Kabuki is a traditional performance art that is native to Japan. 
歌舞 伎 是 日 本 特有 的 人 令 表 演 を 木 。 / フト 早世 包 足 量 宇 引 居 崇 中 言 加 FT. 


N な ら で は (の ) | (=N だ か ら と そ ) *N を 強調 


志  ・ 下 子 な ら で は の 息 の あっ た 演技 だ っ た 。 


・ こ の 土地 な ら で は の お 士 産 を 買い た い 。 


106 


、 ) 「 半 導 の た め 新年 の 挨 拶 を 失礼 する ] と いう の は 、 年 内 に 
身内 が 亡くな っ た の で 年 賀 状 を 出さ な いと いう こと だ 。 


1 お ちゃ ゅ う 6 
2 ぼ ち ゅ う も 
3 さち ゅ う ド 
4 も ちゅ う 

15 LILILI 

D 徹 は の < の に な っ て くれ る 、 大 切な 
友人 で す 。 

1 催し (⑫) 
2 区 sd 
3 効き 目 の 
4 償い 

15 [1L 


誰 で も 若い と き に は 年 寄り の 気持 ち が わ か ら な い 


も の だ 。 反 る に は 。 
1 いた ら な い 
2 あたら な い ん 
3 きた ら な い う 
4 か た ら な い 


15 


ーー 
< 


た え ニニ ニー 。 


168 4 「 要 中 の た め 新年 の 挨拶 を 失礼 する ] と いう の は 、 年 内 に 身内 が 


cd O88 


亡くな っ た の で 年 賀 状 を 出さ な いと いう こと だ 。 


By “Please forgive the absence of our New Year's greeting as We are in mourn- 
ing.”, they mean that they will not be sending New Year's greeting cards out, as 
one of their relatives passed away this past year. / “ 因 在 服 疫 中 , 新年 就 不 貴人 婦 道 稚 了 。" 
送 句 活 的 意思 是 因 年 内 家中 有 孤 事 , 所 以 不 寄 祝 年 了 。 /「 仙 知 0| フ | 叶 呈 ol| 人] al 邊 書 人 HI 
村 F[」 世 2A 号 , HOI| 乱 利 0| 牌 0 フト 対 2| 叫 足 O 可 引 侍 富 早出 | 避 詞 串 記 2401 目 . 


喪 | ソウ : 避 失 も : 可 服 ・ 喪 中 


も ちゅ う 


挨 | アイ : 挨拶 


あい さ つ 


拶 | サ ツ : 挨拶 


あい さ つ 


ーーー ね ん が じょう し ゅ く 


賀 | ガ : 年賀状 ・ 祝 賀 会 


169 2 彼 は 私 の 心 の 支え を に な っ て くれ る 、 大 切な 友人 で す 。 


cu 


ゆう じん 
He is a special friend who supports me emotionally. 
他 是 成 罰 我 的 精神 支柱 的 重要 朋友 。 / コモ 上 9| 中 号 呈 時 午 下記 全 大 中 知名 中 FH . 


支え | ささ ぇ ) support/ 支 操 、 支 柱 / 叶 召 * 支 える 


催し | も ょ ぉ し ) event/ 簿 羊 、 挙 か / 羽入 


効き 目 | (きき ぁ ) effect/ 数 果 、 邊 引 / 寺 芽 


償い | っ < な ぃ ) compensation / 祝儀 、 賠 供 / 足 舎 * 償 う 


170 2 誰 で も 若い と き に は 年 寄り の 気持 ち が わ か ら な いも の だ 。 怒る 


me 
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に は 当たら な い 。 
あ 
Young people have a hard time understanding old people's feelings. It is nothing 
to get upset over. 
任 何人 年 経 的 時 候 都 不 理解 老年 人 的 心情 。 没 必要 生気 。 
〒〒 可 丘 副 纏 語 叶 挟 エ SIS| フ | 是 富 足 言 FF. 中 寺 久仁 局 FI. 


V る に (は ) 当 た ら な い | ( 三 V る の は 適当 で は な い ) 


・ 人 の や り 方 が 自分 と 違う か ら と いっ て 、 非難 する に は 当たら な い 。 
・ こ の くら い の ダ ン サ ー は いく ら で も いる 。 驚 くに は 当たら な い 。 


| (0 胞 陸 較 第 で 堂 の 生態 に つい て 調べ て みた 。 


tC 

69 
2 せみ 6 
3 か まき り も 

じ 
4 ほたる 

16 LILLI 
172 記 9 よう 、 身 の 部 屋 に 置い て あり ます 。 

1 人 目 に つか な い 
2 人 気 が な い の 
3 人 目 を 気 に し な い に 
4 人 気 を 感じ な い 


16 [ 


|( 才 涼 っ て 友人 の カメ ラ を 壊し て yy ic 
に まだ の 


か か わる 
ぽ 
う 


と も な る と 
RN 
し な いで は 


で oO MN = 


こたえ 


171 4 曳 虫 図鑑 で 蛍 の 生態 に つい て 調べ て みた 。 


[read up on fireflies in an illustrated insect guide. 
在 昆 虫 国枝 上 査 看 曹 火 虫 的 生 恋 。 / 忌 圧 定 gl 人] 中 多量 引 引 村 oll Fl 和久 店 量 約 叶 . 


| 人 あ ) 軸 ヨ ン ン 5 時 「 怒 
| パ 序 | 鑑 | カン : 鑑賞 する ・ 図 鑑 ・ 年 鑑 ・ 印 鑑 
| も 衣 職 ケイ : 蛍光 ほたる : 党 


172 1 金庫 は 人 目 に つか な いよ う 、 奥 の 部 屋 に 置い て あり ます 。 
The safe is in the back room so that it less likely to be noticed. 


泳 了 不 被 人 看 見 、 保 際 箱 放 在 里 面 的 屋 子 里 。 
入ら | 言詞 叶 量 人 [中 記 l| 名 | 合 呈 富 et 符 加 9| 年 エエ 釣 舎 ロト , 


人 目 | ひと ゅ ) * 人目 に つ く attract public attention / 被 人 看 到 / ヒ 記 外周 呈 l| 回 ビ | . 
* 人 目 を 気 に す る avoid attention / 介 意 世 人 的 眼光 / ヒ [ 記 人 [ 習 下品 人 婦 ロ 
人 気 | ひと ゅ * 人気 が な い deserted, empty/ 没有 人 影 / e!2| 穫 | 避 


SC S 


173 4 誤っ て 友人 の カメ ラ を 壊し て し まっ た 。 弁償 し な いで は すま な 
い だ ろ う 。 


laccidentally broke my friend's camera. | cannot just not pay him back for it. 


不 小心 把 朋 友 的 相 机 弄 束 了 。 不 賠 倍 就 心 里 直 不 去 。 
人 久生 村 9 入 〒〒 引 ラ ト 村 量 エ 合 田 庵 | 田谷 る I| 品 忘 召 け | 品 言 IF . 


V な いで は すま な い || V ず に は すま な い 
(= V な いで 終わ ら せ る こと は で き な い ) 
・ こ の 企画 が 失敗 し た ら 、 部 長 は 辞職 せ ず に は すま な い だ ろ う 。 
| < 必 は 店 言わ ず に は すま な い 性 格 だ 。 


ひと と と い 


| ーー 
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1 
2 
3 
4 


は も の 
ゆみ や 
か た な 
つる ぎ 


(2 析 内 へ の 刃物 の 持ち 込み は 禁止 され て いま す 。 


(の ) 


6 
も 
じ 


17 HH 口 


⑯ 最 、 パ ソコ ン に 押 中 し て 、 家 事 が な っ て 


いる 。 


Po DO 一 


で OO DD 一 


な め ら か ! 
か ご か 1 
お ろ そ か に 
きよ ら か に 


4 


お か な い 
お き な い 
お け な い 
お こない 


17 HH 


彼女 の 並外れ た 美しい 容姿 は 、 すれ違う 人 々 を 
振り 返ら せ ず に は 0 


17 HL 


こたえ 


174 1 機内 へ の 刃物 の 持ち 込み は 禁止 され て いま す 。 


は も の 
You cannot take knives on a plane. 
禁止 携帯 刀 具 送 入 机 船 。 / 2IHHol| 妊 言 言 人 | 千 引 挟 忘 号 言 入 司 0| 納谷 中 . 


EN 
8 | ラ | ゆみ : 弓 ・ 弓 矢 
Rr グ か た な 1 か た な 
千 7 ; 真剣 な ド 剣道 つる ぎ 秘 


175 3 最近 、 パ ソコ ン に 熱中 し て 、 家 事 が お る ろ そ か に な っ て いる 。 


| have recently been neglecting my housework because | have been absorbed in 
my computer. 
最近 吉 裏 干 山 胸 、 家 径 活 没有 込 真 干 。 / 到 忌 娠 天田 ol| 連 震 避 人 詩 l 留 呈 引 隼 引 1| 引 刃 中 . 


お ろ そ か な | negligent / 門 、 不 込 真 / 語 舎 叶 2 
滑ら か な | なめ ら か な ) Smooth / 光 滑 / 早 己 本 中 
和やか な | な と ゃ か な ) peaceful / 平静 、 和 閣 / 台 叶 填 
清らか な | ( き ょ ら か な ) pure / 清 激 、 洗 浄 / 紀 英 寺 


cu (る 


176 1 彼女 の 並外れ た 美しい 容姿 は 、 す れ 違 う 人 々 を 振り 返ら せ ず に 


は お か な い 。 
Because of her exceptional beauty, people on the street always do a double-take. 
好 那 出 次 的 美貌 , 青 定 会 下 擦 帳面 店 的 行人 妨 不 住 回 状 看 。 
コ H 引 員 o1c O ト 言 F[ 錠 丸 印 記 和え | 王 人 [ 習 言 言 千 時 Oo ト 見 入 | 器量 全局 午 FH. 
mw 


V ず に は お か な い | (自然 と た V し て し まう ) 
ほぼ ・ そ の 壮大 な 挟 倒 は 、 防 れる 人 々 を 感動 させ ず に は お か な い だ ろ う 。 
・ 今 日 の 退屈 な 講演 は 、 聴 系 の 眠気 を 誘わ ず に は お か な か っ た 。 
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5 ん だ い 


人 洗 太 き を 付 選 の アダ プター で 蛇口 に 取り 付け れ ば 
水 の 濁り が と れ ま す 。 


(ES 
1 ぬめり @ 
1 | も 
| ” 
4 の め り 
18 LC] 


⑳ A さん と 信二 り し ょ うと 思い 、B 君 に 相談 し た ら 、 
余計 に し ま っ た 。 


1 こじ れ て 2 
2 の 宮 だ お わら っ て 8 
3 こり て 

4 ここ ろ み て 


18 LIL 


今回 だ まめ だ っ た ら 、 ま た 挑戦 する だ 。 


や 
だ ん 
と は 1 


や OO DO 一 


( 


| 


い 


ぶ 
ん 
ほ 
ウリ 


177 3 浄水 器 を 付属 の アダ プター で 蛇口 に 取り 付け れ ば 、 水 の 濁り が 


と れ ま す 。 


The water will come out clean if you put the water purifier on the faucet usind the 
attached adaptor. 

只 要 用 附属 的 接 共 格 浄水 器 安 装 在 水 到 共 上 就 能 去 除 水中 的 汚 垢 。 

早 舎 名 田中 嬉 2| 書 企 正 出 lo 早 入 寺下 量 可 早 寺 0| 届 ] 司 F|. 


ジョ ウ : 浄水 器 ・ 洗 浄 す る 


ゾク : 金属 ・ 必 する ・ 付 属 ・ 所 属す る 


きん ぞ く し ょ ぞ 


ジャ : 蛇口 へ び : 蛇 


じゃ ぐち へ び 


是 計 | 束 


ダク : 清 濁 に ご (る /-$) : 濁る ・ 濁 り ・ 濁 す 


178 1 A さ ん と 仲直り し よう と 思い 、 B 君 に 相談 し た ら 、 余計 に と じ れ 


0 い 


ミウ ま き 


In order to reconcile with Mr. A, | consulted Mr. B. Somehow it made things more 
complicated. / 想 和 A 和 好 , 千 是 抄 B 商 量 、 筐 果 更 麻 類 了 。 / 刈 時 娠 sala 本 世 骨 28 B 
2 全品 引 唱 串 沼 恒 言 可 田 天 | 


こじ れる | * 関係 が こじ れる relationship goes sour / 美 系 殿 化 、 美 系 食 奈 化 / 慎 
恒 量 可 中 


* 風邪 が こじ れる one's cold gets worse / 感冒 加重 / 村 フ | 見 I 
こだわ る | be particular about / 拘 泥 /〒』 選 cfF * ご と だ わり 
懲り る | こり る ) learn a lesson / 因 訪 路 辻 苦 拓 不 敢 再 裳 工 、 無 前 感 后 / 知 ロ | 


179 2 今回 だ め だ っ た ら 、 ま た 挑戦 する まで だ 。 


If it did not work this time, | will just have to try again. 
如果 送 次 不 行 , 大 不了 再 挑 幅 一 次 。 / 品 堅 el 還 羽 叶 本 下 王 居 引 加 コ 単 OlF. 


こま で (の こと ) だ | (一 た だ 、 こ だ け だ ) 
・ 本 当 の と と を 言っ た まで だ 。 謝 る 気 は な い 。 
・ あ な た が 言わ な いな ら 、 本 人 に 尋ね る まで の こと で す 。 


it を 記 い て 本 冥 に な る と 、 彼 は 沖の ほう を 眺め 
な が ら 浜辺 を 歩い た 。 


1 は 六 1 
2 す ぁ し も 
3 は だ か 3 
4 す は だ 

19 LIL 


(0) 生ま が た し く <、 区 米 が 翌朝 まで ; 


1 疾 っ た 

2 及 ん だ %) 

3 叶い た ご 

4 果たし た 
19 口 口 品 


三 テ ュー ス は 。 事実 に 報道 され る も の だ 。 


際 し て 
生ま 3 
ぶ 
至っ て ん 
印 し て 上 


P00 DO = 


19 口 口 口 


(GO 
も 
| じ 


こたえ 


180 1 靴 を 脱い で 裸足 に な る と 、 彼 は 沖の ほう を 眺め な が ら 泌 辺 を 歩 


いた 。 


He took off his shoes and started walking on the beach looking at the ocean. 
脱 了 軽 成 了 光 脚 后 , 他 一 稼 望 着 海面 一 辺 沿 着 海 涙 走 。 
〒 旦 早 内 串 購 ol 本 久 コモ 本 BFFI 符号 BE[ 品 思 Al B 基 2 ト 量 召 避 FI . 


EE 


イメ 
答 


ダ ツ : 
は だ か : 提 * 裸 足 


脱線 ・ 脱出 ・ 脱 退 ぬる の : 脱ぐ 


だ っ し ゅ つ 


は だ し 


おき: 沖洲 提 (8 
は ま : 浜 ・ 浜 辺 


は ま ペ 


181 2 仕事 が 忙し く 、 残 業 が 翌朝 まで 及 ん だ 。 


There was so much work, we worked overtime until the following morning. 
工作 入 忙 , 持 筐 加 班 到 了 第 二天 清 屋 。 / 久 o| HB 時] 福引 | 言語 o ト 刀 四 | 0| 呈 誠 F. 


の 


し 


— 


及ぶ 


_ 迫る | 


貫く 


果たす 


(お よぶ ) extend / 状 到 、 渉 及 / 0| 呈 中 
(せま る ) approach / ① 人 迫 近 、 内 近 ② 陥 隆 困 境 / 語 時 結 中 


(つら ぬく ) * 弾 が 頭 を 中 く bullet goes through the head / 子 弾 錦 窒 脳 袋 / 
寺 堂 0| 可 本 時 紙 叶 


* 主 張 を 中 く sitick to one' s opinion / 堅持 主 緒 / 在 選 言 寺 天 中 


し ゃ ゅ ちょう 


(は た す ) Carry out, achieve / 実現 、 完成 / llEH 


182 4 ニュ ー ス は 、 事実 に 即 し て 報道 され る も の だ 。 
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デス 


News should only be Be on fact. 
新聞 就 記 竣 根 据 事 実 振 道 。 / 千 へ 所 久作 名 人 放 足 丘 可 記 OlF. 


「 (⑱ N に 好 し て | (=N に 沿っ て /N を も と に ) 


* 長 年 教え て きた 経験 に 取 し て 、 教材 を 開発 し ます 。 


を が ね ん お し けい けん そく 


Ni に 即 し た Nz2 (= Ni に 沿っ た Ns / Ni を も と に し た N2) 


*「 即 ] は 「 則 」 と も 書く (法律 や 規定 な ど に つい て 言う 場合 ) 
・ 規 定 に 則 し た 税率 で 計算 する 。 


き て い 


1 いね 
レン cr 
3 な か な え 
4 た ば 


⑯) 計 ws、 その 件 に つい て 合意 し た 。 


#『 大 方 に 
2 大 柄 に 
3 大 幅 で 
4 大 筋 で 


動か し た ほう が いい 。 


する 
< 
し な い 
し た 


や OO DO 一 


(8) 生育 ち 、 稲 が 穂 を 実ら せ 、 収 穫 の 時 期 を 迎え た 。 


け 
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ご 
い 
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スポ ー ツ を 。_ _ まで も 、 歩 ぐ て な ど し て 体 を 


20 LL 


ん 
LE3 
と 


= 


ー テ 
cc 


WCO 
I Na 
も 
じ 


| の 


ご 
し 


= プ 


rr 
A 


183 3 菌 が 育ち 、 稲 が 穂 を 実ら せ 、 収 穫 の 時 期 を 迎え た 。 


The young rice plant has matured and is covered with grains of rice. It is now 
ready for harvest. 

芽 苗 藤 大 了 , 稲子 希 穂 了 , 迎 来 了 収 菊 的 季 病 。 

呂 香 0| 鹿 人 | 田 フ ト | 和 狼 呈 喫 O| 圭 結 a Al2| 言 時 | 訓 


茜 | な え : 苗 


な え 


いな び か り 


頒 いね : 稲 いな : 稲 光 


穂 ほ :・ 租 
犠 カク : 収穫 


184 4 両 党 は 、 そ の 件 に つい て 大 筋 で 合意 し た 。 


The two parties reached a general agreement on the matter. 
机 党 就 那 條 事情 大 致 送 成 了 共 拓 。 / 叶 紀 豆 コ ol| 呈 引 名 叶 習 引 訓 叶 、 


大 筋 | ( ぉ ぉ すじ ) outline / 大 致 、 梗 概 / 本 慎 


大 方 | ( ぉ ぉ ヵ た ) ( 三 ① ほ と ん ど ② お そら く 、 た ぶん ) 


大 柄 な | ( ぉ ぉ が ら な ) big / ① 骨 架 大 、 大 頑 共 ② 大 花 弘 / 号 守 0| 計 る 小柄 な 


大 幅 な | ( ぉ お は ば な ) large, drastic / 大 幅 度 / 記 香 l 


185 3 スポ ー ツ を し な いま で も 、 歩 く な ど し て 体 を 動か し た ほう が いい 。 


Even if you do not play any sports, you should at least do something like walking. 


就 算 不 以 事 体育 返 区 , 最 好 走 一 走 活 欧 一 下 身体 。 
全 去 四 ス | SH 計 中 中 妊 呈 和 | 纏 和 号 号 言 和 | 己 240| 等 呈 . 


V な いま で も | (=V し な い が 、 し か し ) * V は 極端 な 例 
・ そ ん な 生活 を 続け て いた ら 、 死 な な いま で も 病気 に な り ま す よ 。 
・ 料 理 し ろ と は 言わ な いま で も 、 皿 洗い くら い 手 伝っ て ほし い 。 


りょう り い 


で OO DD 一 や の DO 一 


選 の DO 一 


そ が た 
さ が た 
が た 
す が た 


か ら ま っ て 
TT 4 

ひっ か け て 
あま な だが っ で 


に 足る 
きら い が あ る 
まい 

と いっ た ら な い 


0) 遇 は 還っ て 務 い で 、 棟 い 姿 を さら し た らし い 。 


21 CC 


| 富士 山 は 、 静 岡 県 と 山梨 県 に ーー 


21LILLI 


この くら い の 簡 単 な 計 算 な ら 、 電 卓 を 使う 


こたえ 


186 4 昨夜 は 酔っ て 騰 い で 、 醒 い 姿 を さら し た らし い 。 


Apparently, ! got drunk and misbehaved last night. 
昨晩 喝 酔 了 大 盾 , 叫 悦 妃 恋 百 出 。 / | 明記 天下 田 言 O] 人 | , 中 2| 斉 填 足 合 言 呈 l 2 久 召 F「. 


醒 | み に く 


姿 | シ : 姿勢 す が た : 


酔 | スイ : 麻酔 よう : 酔う ・ 酔 っ 払い 
駿 | ソウ : 時 斉 ・ 馬 重 ・ 村 る 々 しい ・ 物 騒 な 


さわ る: 騒ぐ ・ 腹 き ・ 騒 が し い 


(- い ) : 醒 い 
み に く 


す が た 


187 4 富士 山 は 、 静 岡 県 と 山梨 県 に また が っ て いま す 。 


Mt. Fuji spans the Shizuoka and Yamanashi prefecture border 
富士 山 横 踏 静 図 具 和 山梨 具 。 / 凍え | 諸 Al ベラ | 習 征 ok ロト k+l 誠 Ol 娠 計 別 合 品 F「. 


| また が る 
| か ら ま る 


ご くぐる 


引っ か ける 


span / 横 叶 、 閑 / 娠 中 * 馬 に また が る 
get tangled / 狂 鐵 、 名 狂 / 引 引 中 
go under / 知 店 、 通 店 / 叫 齋 は フト FI 

(ひっ か ける ) hang / 捧 上 、 披 上 / 召 ロ | 


188 3 この くら い の 簡 単 な 計 算 な ら 、 電 卓 を 使う まで も な い 。 


There is no need to use a calculator for such simple arithmetic. 
如果 是 送 色 筒 単 的 辻 算 , 就 用 不着 寺 算 机 了 。 
0| 刀 呈 引 婦 叶 詩 下 人 HOI 回 刑 付 フ | 量 針 号 壮 玩 丘 悦 F「. 


V る まで も な い | ( 三 V る 必要 が な い ) 


・ 言 うま で も な く 、 日 本 は 法治 国家 だ 。 


が 
ん ・* こ の 表 を 見 れ ば 、 結 果 は 説明 する まで も な いで し ょ う 。 
ほ 
う 
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B ん だ い 


(189) 私 は 焦げ 臭い に お いで 火災 に 気付 き 、 慌て て 外 に 


出 た 。 
\ \ (GO ) 
OS に 
ク 2 が ん も 
じ 
かき の 
4 ひえ ん 
22 昌 ロロ 
0 - れ は 簡単 そう に 見 える けれ ど 、 や っ て 


みる と な か な か で きか いい 。 


1 い s ® 

DE ご 
い 

うさ) 

< 


22 CL 


⑥ 人 ョ が セー ル と 知っ て いた ら 中 日 買わ な か っ た 
、 損 を し て し まっ た 。 


に あっ て 


も の を 
と も な る と 
tT 


= 


ん 
ぼ 
う 


や の DO 一 


22 [LIL 


て がき 


189 1 私 は 焦げ 臭い に お いで 火災 に 気付 き 、 慌 て て 外 に 出 た 。 
Inoticed the smell of something burning, then saw the fire and hurried outside. 


因 刃 同 到 了 焦 笛 味 , 我 意 辺 到 失火 了 , 慌 忙 距 到 外面 。 
記 早 村 フト 時 記 細 伸 呈 局 列 時 営 0| 天 祭 言 可 周忌 豆 財 没 中 . 


焦 | ショ ウ : 焦点 


あせ る) : 集 る ご に ける がり): 焦げ る ・ 集 げ 茶 ・ 集 が す 
臭 | シュ ウ : 無臭 ・ 異 臭 くさ しい : 臭 い ・ 生 臭い 

に お - う / い ) : 臭い 

火 | サイ : 火災 ・ 炎 謀 ・ 炎 天 ・ 天 災 


松 | あわ (てる) : 慌て る あわ (に - た だ し い ) : 慌ただしい 


cd 幼 


190 1 これ は 簡単 そう に 見 える けれ ど 、 い ざ や っ て みる と 、 な か な か で 
き な い 。 


It looks easy but you will have a hard time doing when you try. 


六 條 晶 然 着 上 去 筒 単 , 一 旦 要 仙 , 編 浴 仙 好 。 
0|2 号 ?FEHSI 叶 0| 中 0| ズ let , 合 秘 宮 本 足 加 若 計 暫 ] 習 FT . 


いざ * い ざこ し て みる と ( 三 思 いき っ て こし て みる と ) 

か つて | once/ 曽 健 / a 選 o| ※「 か っ て 」 と も 言う 

ずばり | speak frankly / 一 所 道 破 、 直 載 了 当 / 〈 串 記 名 ら 足 中 足 合 〉 
| まさ し く | surely / 的 秦 、 正 昨 / 時 相 紋 


zo (9 


きのう 


191 2 今日 が セー ル と 知っ て いた ら 昨 日 買わ な か っ た も の を 、 損 を し 


て し まっ た ,。 
Had | known that there was going to be a sale today, | would not have bought it 
| §) yesterday. | paid too much. 
早 知道 今 天 大 減 俗 。 昨 天 我 就 不実 了 , 真 是 史 三 了 。 
mm る 合 0| 人 中 0| 中 捉 区 汎 羽 叶 本 91 到 人 IA| 器 呈 天主 … 大 問 量 足 誠 . 
ん [こも の を | (= この に ) * 結 果 に 対す る 不満 を 表す 
ほぼ けっ か た い ふ まん あら わ 
つ * 思 っ て いる こと を 言え ば いい も の を 、 な ぜ い つ も 彼 は 黙っ て いる の だ ろう 。 
い だ 
工事 中 だ と わか っ て いれ は ば 斑 回 し た も の を 。 
な し う か い 
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5 ん だ い 


人 障 か に 揺 れる ろう そく の は 、 心 を 穏やか に し て 
くれ る 。 


69 
1 さ 2 6 
2 も だ が g 
3 が 
や 
23 | 


人 その 記事 は 事実 に 基づい た も の で は な い の で 、 
信頼 に 


1 徹し な い (⑳⑯) 
2 し な 
3 値 し な い 
4 称し な い 
23 品 ロロ 
人 合 の 確認 を も っ て 契約 が 成立 し た 
MUSE の 
2 に 足る 
ぁ 
3 も の と する に 
4 も の で も な い う 
23 
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VIRT Gl @%) 


え 


ご た A | 


192 2 静か に 揺れ る ろう そく の 災 は 、 心 を 種 や か に し て くれ る 。 


The flame of the slowly burning candle soothes my soul. 
静 静 揺 援 的 購 興 火 冶 , 辻 人 内 心平 静 。/ ネ 号 a 引 桂 言 可 記 医 量 9 量 甘 色 中 呈 号 習 豆 き | 引 在 「. 


揺 | ヨウ : 動揺 する 


どう よう 


人 ゆめ (- れ る /- ら ぐ /- さぶ る ) : 揺れ る ‘ 揺らぐ < 揺さぶる 


炎 | エン : 炎症 ほ の お : 炎 
各 | お だ に ゃ か ) : 穏やか な 


爽 | さわ に ゃ か : 爽やか な 


193 3 その 記事 は 事実 に 基づい た も の で は な い の で 、 信 頼 に 値 し な い 。 


Sn (る 


The article is not based on the truth, so it is not trustworthy. 
六 拓 道 不 是 基 后 事 写 的 , 不 値 得 相 倍 。 
Q| 2|AI 世 Al 食 l 忌 思 填 刀 如 o ト フフ | 味 呈 ol| 人 恒 圭 フト | フト 誤 F ト . 


値する | ( ぁ た いす る ) be worth / 偵 得 、 有 .… 伏 値 / 2 ト 秘 ト FI 


徹する | (て っ する ) devote oneself solely to / 賀 初 、 初 底 / 包 叶 sC ト 


要する | (よぅ する ) require / 需要 / 習 忌 忌 村 ロ | 


称す る | (し ょ ぅ する ) call, claim / 称 、 優 称 / 計 計 中 


194 3 入金 の 確認 を も っ て 契約 が 成立 し た も の と する 。 
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The contract will be considered fulfilled upon confirmation of payment. 
碑 込 了 付 款 之 時 , 合 釣 正式 生 私 。 / 本 言 o| 土 el 思 選 豆 旬 剤 SFO| 紀 司 司 包 選 品 呈 FI. 


こも の と し て | ( 三 こ と みな し て ) 


* 中 級 修了 と 同等 の 能力 が ある も の と し て 、 上 級 ク ラス 受講 を 許可 する 。 


ちゆ ゅ うき ゅ うし ゅ うり よう ea pate roc omniomaeT ns じゅ こう き ょ 


こも の と する | (=~ と 決め る ) 


む だ ん ちゅ うし 


・ 無 断 駐車 を し た 場合 、 六 金 2 万 円 を 払う も の と する 。 


ES TE 


か ん じゃ 
か ん し ゃ 
し ん じゃ 
が ん じゃ 


た oO MN 一 


むむ OO MN = 
旗 箕 本 議 


あげ くに 
の すえ に 
か きり に 
が ゆえ に 


た oOo DO 一 


) も こ を を れず 、 


97) あの 頃 は 若い 


0 甘 所 と その 関係 者 は 、 診 療 上 知り 得 た 吉 者 の 衝 害 


24 
を 高く 持 と う 。 

24 口 
、 無 茶 を そし た も の だ 。 

24 Cl 


Cd 合 


Sn (© 


こたえ 


195 1 医師 と その 関係 者 は 、 診 療 上 知り 得 得 た 患者 の 秘密 を 守る べき だ 。 


| The doctor and his staff should keep the secrets 7 their patient's examinations 
confidential. 

医 生 及 相 革 人 躍 記 和 保 守 在 治 導 中 鞭 得 的 患者 的 秘密 。 

引 AHSI コ 嘆 弄 Al 記 丸 在 持 叫 営 2 選 妊 式 引 | 選対 和 | 齋 OF 封 F「 


GO 
| 診 | シン: 誰 断 ・ 診 杏 ・ 診 療 ・ 待 誰 みて の : 診 る 
| も | 園 カン : 
| 税 ヒ : 衝 書 ・ 秘 密 ・ 神 科 
| 寄 | ミツ : 四 度 ・ 政 集 す る ・ 過 密 ・ 精 密 な 


196 4 初心 を 忘れ ず 、 志 を 高く 持 と う 。 

し ょ し ん わす ニー ろ さ し た か も 

Remember how you felt when you started and stay motivated. 
I 勿 忘 初心 、 赤 在 千里 。 / 季 付 号 88| 悟 エ 突 言 年 | フト IA 


(I | 志 | と と る さい ) one's will / 志向 、 志 原 / 実 
| (⑯) 縁 | えん ) chance, destiny / 倫 分 、 甘 系 / el 
川 ご 。| 富 | weal/ 時 時 次 源 / 早 

| | 技 |p&) skil, technique / 技能 、 本 入 2] 


ー テ 


197 4 あの 頃 は 若い が ゆえ に 、 無 茶 を し た も の だ 。 
(CTY3 若かっ た が ゆえ に / 若 さ ( の ) ゆ え ( に ) 


| did a lot of dumb things when | was young. 
那 時 候 因 刃 太 年 経 . オ 会 乱 来 。 / 丸 叫 記 天 号 時 ll 早 司 圭 当 言 製 史 叶 


| 《 文 ) が ゆえ に | | N( の ) ゆ え ( に / の ) | * 原 因 ・ 理 由 を 表す 


り ゆう あら ねむ 
* 彼 は 有名 人 ゆえ の 條 自由 由 さ か ら 逃 げ ば たく な っ た 。 


| う 。 ・ 貧 還 と 無知 ゆえ に 死ん で いく 子供 た ちがい る 。 


せん こん 
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上 馬 て 購入 し た レモ ン 果 汁 へ ヘ り の 酸っぱ い 


ジュ ー ス は 、 私 の 元気 の 源 で す 。 


ぼく じゅ う 


(6 ) 


6 
2 ガッ じ ぃ ふう も 
3 じ 
3 か じゅ う 
4 か じ る 
25 LL 
人 沙 外 旅行 に 行く な ら 、 私 が お 世話 に な っ て 


いる 旅行 会 社 を 紹介 し ます よ 。 


の 
2 一 頃 和 
3 年 頃 
4 先頃 

25[ 
子供 は 目 を 覚ます 、 朗 親 を 呼ん た 。 
1 
3 な ら ん 
4 と ころ を ぅ 


25 | | 


198 3 通販 で 購入 し た レモ ン 果 汁 入り の 酸 つ ば ぱい ジュ ー ス は 、 私 の 元 


か じゅ うい 


気 の 源 で す 。 


みな も と 
The sour lemon juice | bought by mail order is where | get my power from. 
在 岡上 拘 的 加 有 桁 概 果 汁 的 酸 谷 料 、 是 我 精力 的 源泉 。 
時 人 赴 ロ HIA] 〒 避 千 本 星 寺谷 0| 言 1? ト 人 |9kg| 栓 へ 人 久幸 中 中 . 


コウ : 購入 する ・ 購 読 する 

ジュ ウ : 果汁 ・ 時 汗 し る : 汗 
サン : 酸素 ・ 酸性 ・ 本 酸化 す cy : 酸 い ・ 酸 っ ぱい 
墨 | ボク : 墨汁 すみ : 時 


199 1 海外 旅行 に 行く な ら 、 私 が 日 頃 お 世話 に な っ て いる 旅行 会 社 を 


紹介 し ます よ 。 : | 


lf you are going on an overseas trip, | will introduce you to the agent who always 
takes care of me. 

如果 要 出 国旅 行 , 我 可以 把 一 真 英 照 我 的 旅行 社 介 紹 倫 八 。 

玉串 村 習 叶 ?ICH 四 山 フ ト 習 全 正当 言 紀 所 | 型 選 人 [ 言 全 2 穫 合 口 


日 頃 | (ひご ろ ) alwayS / 平時 、 平 常 / 習 全 

| 一 頃 | ぃ と る ) once, at one time / ① 曽 有一 時 ② 前 上 日 子 / 娠 思 
年 頃 | (と し ころ ) age (of / for something) / 多年 来 / 許 習 2| 
[先頃 | さき こぅ ) ( 王 こ の 間 ) * 硬 い 表現 


200 2 子供 は 目 を 覚ます や 否や 、 母 親 を 呼ん だ 。 
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(CT3 目 を 覚ます な り / 目 を 覚ます が 早い か / 目 を 覚まし た と た ん 


The child called his mom as soon as he woke up. 
徐 子 剛一 脆 眼 就 忠 怒 旭 。 / okol 挟 笠 ol 贅 人 HI ロ II 名 中 言 量 弄 ヒ 「, 


V る や (否や ) | (=V る と すぐ に /V た と た ん ) 
* 終了 の ペル が 鳴る や 否や 、 学 生 た ち は 机 の 上 を 片付け 始め た 。 
・ 広 告 を 出す や 天 や 、 注文 が 殺到 し た 。 


こう こく だ 


も ん だ い 


(0 馬 要 と 供給 の バラ ンス が 崩れ る と 株 価 が 変動 する 。 


1 こわ れる 
2 〈 ず れる に 
3 や ぶれ る も 
4 は ずれ る 
26 CC 
円 高 で の は 、 輸 出産 業 だ 。 
1 去り に ふれ る 
2 散 謝 を 上 げ る 2 
3 息 を 引き 取る = 
4 月 が 立つ 
26[ [1 
) その 人 は 、 問 言葉 を 残し て 死ん だ 。 
YS 
2 日 
めい た ん 
3 RS 人 
4 だ ら け う 


26 IL 


a (る 


こたえ 


201 2 需要 と 供給 の バラ ンス が 崩れ る と 株 価 が 変動 する 。 
し. よ La くず と 人 へ, 
Stock prices fluctuate as the balance between supply and demand changes. 
如果 需 求 和 供 欠 失 衡 , 股 伯 就 会 変 一 。 / 全 忌 gl 言 引 骨 避 フト 早口 本 ネネ フラ ト 軸 等 填 「 
ジュ : 需要 ・ 必 需 品 


じゅ よう ひつ じゅ ひん 


ホウ : 崩壊 する くず C れ る / る ): 崩れ る ・ 崩 す * 雪 骨 
が が 246 義生 を 


カイ : 破壊 する ・ 崩壊 する こわ (れる /- す ) : 壊れ る ・ 壊す 


GO 
2 


cd 
EN 


202 2 円 高 で 悲鳴 を 上 げ る の は 、 輸 出産 業 だ 。 


The export industry suffers most when the yen is stron9. 
由 手 日 元 井 値 面 叫 苦 不 送 的 是 出口 記 由 。 / 本 難 HI 因 号 堂 可 記 包 宮 牟 香 人 本 ol . 


悲鳴 を 上 げ る | (ひい を ぁ り る ) scream for help / 叫 苦 不 送 、 惨 叫 / 引田 富 和 号 叶 
怒り に 触れ る | (いか り に ふれ る ) offend / 激怒 、 触 門 / 紅 2| 引 
息 を 引き 取る | (いき を ひき と る ) pass away / 咽 気 、 断 気 / 舎 富 所 呈 


角 が 立つ | (か と が た っ ) create bitter feelings / 
悦 医 有 楼 角 、 不 岡 滑 / 足 フト H 叶 


きす わな D/ 


203 3 その 人 は 、 謎 めい た 言葉 を 残し て 死ん だ 。 (GT3 謎 だ ら け の 


The man died and left a mysterious message. 
那 條 人 留 下 了 層 囲 重 重 的 括 后 就 死 了 。 


コ 外周 呈 條 條 列 久 対 習 ol 恒夫 企 呪 講 呈 回 和夫 中 F「. 
ご | N め く | seemtobeN,haveanairofN/ 有 N 的 気 息 / トス lct 
mm 
* だ いぶ 春めい て きま し た ね 。 


は る 


区 < あの 役 填 さん の 生酒 ぶり は 秘 用 めい て いま す 。 
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も ん だ い 


0) 語 謝 に は 絹 と 木綿 が あり 、 絹 の ほう が 舌触り が 
滑ら か だ 。 


や の DO 一 


な ま ら か 
な め ら か 
や わら か 
お お ら か 


(SP ) 


Cd 負 


27 


9 会 話 は 大 丈夫 で す が 、 書 く の は 、 ひら が な 
が 書け る 程度 で す 。 


や の DD 一 


SNET 
CE CN 
さす が に 


NZ 


27 LC 


(9 入 々 の コン サー ト は 、3 月 6 日 の 北海 首 


全国 20 ヵ所 で 行い ます 。 


や OO DO 一 


を 先駆 け て 
を 先立っ て 
を 皮切り に 
を めで っ て 


27[ 


| 


sal 


um (0) 


こたえ 。 


204 2 豆腐 に は 絹 と 木綿 が あり 、 絹 の ほう が 舌触り が 滑ら か だ 。 
4 ぬ た め 
There are two kinds of tofu: one called kinu and the other called momen. Kinu has 
a smoother texture. 
豆腐 分 訪 倫 豆腐 和 木 欄 豆 腐 , 及 豆 腐 口 感 嫌 滑 。 
Go 宇 早 中 所 在 時 早計 品 言 守 早 フト 多 0] 二手 時 等 0| 居 引 如 奏 0| 早 習 F. 
層 | 腐 | フ : 豆 腐 ・ 鷹 敗 す る くさ (て る): 腐る 
も | 絹 きぬ : 旨 
大 | し た ! 埋 
消 | カツ : 円 滑 な すべ (る ): 滑 る な め ( ら か ): 滑 ら か な 
えん か つ すべ な め 


205 1 


会 話 は 大 丈夫 で す が 、 書 く の は 、 か ろう じ て ひ ら が な が 書け る 程 
度 で す 。 

lcan manage conversation but can barely write hiragana. 

会 括 没 有 同 題 。 但 在 写 的 方 面 . 只 是 勉強 会 写 平島 名 。 

誠 怪 所 民 私 合 口 ヒ HG 入 挟 2 豆 條 介 る | る | ウト 時 普 計 丘 名 FI. 


か ろう じ て | barely / 勉 鈴 強 強 、 好 容易 オ / ? ト Alal 
ひょっと し て | ( 三 も し か し て ) 


さす が ① true to one' s reputation ② even / 真 不 蛋 是 、 名 副 其 容 / 斗 9 (①ql 


盆 0|L 習 圭 村 豆 ② 守 刀 丘 引 ) 


ー 体 (いっ た い ) * 強い 疑問 を 表す * これ は 一 体 何だ ? 


206 3 我々 の コン サー ト は 、3 月 6 日 の 北海 道 を 皮切り に 、 全国 


20 ヵ所 で 行い ます 。 

Our tour starts in Hokkaido on March 6th, and we will be performing in 20 loca- 
tions all over Japan. 

我 人 的 演唱 会 以 3 月 6 号 的 北海 道 那 協 久 起点, 要 在 全国 20 人 地方 挙行 。 

時 品 言 | 吾 人 所 3 久 6 中 引 天 ラ ト 0| 王 時 人 | 計ら 足 10 告 革 20 2H 全 dl] 型 刑 乱 FH. 


N を 皮切り に (し て ) || N を 皮切り と し て | ( 三 N か ら 始ま っ て ) 


* そ の 商品 の 成功 を 皮切り に 、 次 々 と ヒッ ト 商品 が 生ま れ た 。 


し ょ う ひ ん せい こう 


N に 先駆 け て (=N よ り 早く ) 
* 他社 に 先駆 け て 、 新 商品 を 次 々 に 発表 する 。 


た しゃ さき が 
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5 ん だ い 


6 隊 活 動 て 成功 する た め に 、 性 格 や 適正 を 自己 分 析 
し て みた 。 


うた 第 A 
TR RA Rn 
Th RE 
4 ちゅ うし ょ く 


28 CC 


⑳ この 会 場 は 、 約 2 キ 人 で きま す 。 
1 収集 


2 収穫 (⑯) 
3 収 条 = 
4 了 傘 


28 LC 


0 記 は 初め て の お 菓子 作り で 、 服 も 旋 も 欠 
な っ で \ た 。 
らい 
ご と く ん 
まみ れ に 3 
が ち に 


た 0 DO 一 


28 


133 


4 ( あ 


こたえ 


207 2 就職 活動 で 成功 する た め に 、 性 格 や 適正 を 自己 分 析 し て みた 。 


し ゅ うし ょ く 
| tried analyzing my personality and aptitude in order to improve my chances of 


detting a job. 

六 了 能 順 利 朱 到 工作 、 直 着 自我 分 析 了 性 格 及 逝 皮 性 。 

判 到 妊 告 叫 付 計 下 2| 居 玉 財 紀 放 悟 詩人 名 号 丸 フ | 是 付 避 呈 約 叶 . 

就 | シュ ウ : 就職 する ・ 就任 す る ・ 就 業 す る つ (<): 就 く 
し ゅ うし ょ く し ゅ うに ん し ゅ うき ぎょ う に ) 

功 | コウ : 成功 する ・ 功 績 

選 コ : 自己 

析 | セキ : 分 析 す る 


208 4 この 会 場 は 、 約 2 千 人 収容 で きま す 。 


This hall accommodates approximately 2000 people. 
六 條 会 協 大 釣 能 容 釣 2 千 人 。 / ol 居 居 己 df 2 娠 軸 全 宮 針 釣 谷 品 . 


収容 する | (し ゅ ぅ ょ ぅ する ) accommodate / 容 納 、 収容 / 全 有 CI 
収集 する | (し ゅ うし ゅ うす る ) collect / 収集 / 生計 ロ | 

収穫 する | (し ゅ うか < くす る ) harvest/ 収 狭 ( 家 作 物 ) / ( 千 苔 生計) 條 半 H 
収納 する | (し ゅ ぅ の ぅ する ) put away / 収納 / 企 旨 計 ロ 


きす わな i 


209 3 娘 は 初め て の お 菓子 作り で 、 服 も 顔 も 粉 ま みれ に な っ て いた 。 
(3 粉 だ ら け に 


My daughter was covered in flour when she tried baking for the first time. 


因 六 是 第 一 次 箇 点心 、 女 ルル 的 衣服 和 受 上 全都 是 面 粉 。 
玉 刀 午 合 ら 足 芽 旬 言 中正 と 相 本 笑 下記 召 呈 連 フ ト 早 早 品 |Z ト 本 0| 以 避 F. 


N ま みれ | * ほ と こり 、 泥 な ど 嫌 な も の が た くさ ん 付い て いる 様子 


Ui SL @) 


* 汗 まみ れ に な っ て 庭 の 草刈 り を し た 。 ほん 
に am に わ くき か 本 あみ れ 
* 初老 の 男性 が 血まみれ で 倒れ て いた 。 
お 82 KS6 各 ここ た お 
すわ な NY) 
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も ん だ い 


0) 「 振 り 込め 詐欺 」 防止 運動 が 実施 され た 。 


5330 ご こめ 
2 ば ほり ご め ぬ 6 
9 本章 の ら 
4 へ りこ め 
29[ 
6 中込 用 紙 は 1 階 の カウ ゥ ンター に あり ます 
の で 、 ご 利用 くだ さい 。 
1 つなぎ 合わ せ て ( 
2 備え 付け て = 
3 付け 加え て 
4 引き 取っ て 
29 
父親 は 息子 を 帰国 させ る 、 来 日 し た 。 
1 べき 
2 べき な く ® 
3 べく ん 
4 べく な く < う 


も 
じ 


る 


210 1 「 振 り 込め 詐欺 ] 防止 運動 が 実施 され た 。 


They starled a campaign to reduce bank transfer scams. 
実施 了 防 止 “ 江 款 誕 喘 " 的 行 功 。 / 「 名言 A レ |」 避 和 | 巴 富 0| 佑 人 | 名 羽 叶 . 


振 | シン : 振動 ・ 振 興 


- : 振る ・ 振 り 仮名 振り向く ・ 振 る 舞う ・ 振 り 込 


__$ 
詐 | サ : 誠 大 
ギ 


: 詐欺 あざ さむ (< く ) : 欺く 


施 | シ : 実施 する 2 施設 . 施行 する ほど こ (3) : 施す 


211 2 申込 用 紙 は 1 階 の カウ ンタ ー に 備え 付け て あり ます の で 、 と 利 


し 


— 


用 くだ さい 。 
Application forms are available at the first-floor counter. Please feel free to pick 
one UP. 


申 適 表 常 箇 在 一 楼 的 柏台 邊 適 使用 。 
人 媒 宮 人 | 詞 1 き 引 テト 中 月 | 和 引 誠 ら 中 9| 号 違 相 則 避 , 


備え 付け る |( そ な ぇ っ つけ る) provide、 be available / 各 功 、 没 臣 、 装 各 / 〒B|slCI 


つなぎ 合わ せる | (っ な き ぁ わせ る ) tie together, paste together / 排 接 、 融合 、 接 在 一 起 / g1 


習 引 上 


付け 加え る | (つけ < ゎ ぇ る ) add / 附 加 、 漂 加 、 増 加 / 多量 0lFH 


引き 取る (ひき と る ) receive, collect / 収 回 、 令 回 、 取 回 / | 時 中 


212 3 父親 は 息子 を 帰国 させ る べく 、 来 日 し た 。 
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The father came to Japan to take his son home with him. 
父 奈 入 了 辻 人 ル 子 回 国 、 来 到 了 日 本 。 / OH| 己 0 ト 言 時 和 芋 人 | エエ 時 中 就 時. 


V る べく | ( 三 V る た め に ) 


* 希望 の 大 学 に 合格 す (る ) べ く 、 毎 日 受験 勉 強 に 励ん で いる 。 


ち じ ゅ けん べ ん き ょ う 


V る べく も な い (=V る と と は で き な い ノ V る 可能 性 は な い ) 


* 今 の 収 入 で は 、 マ ンション の 購入 な ど 望 お べく も な い 。 
いま しゅう にゅ う こう に ゅ う の ぞ 


0) ま 生 た ち は 楽譜 を 見 な が ら 、 合唱 の 練習 を 時 命 に 
繰 リ 返 し だ 。 


る se > (SP) 
生計 の に 
2 が も 
と > じ 
3 の か 54 ま 9 
し Yu 
30 ロ ロロ 
人 0) 和 改 は 成功 の 元 。 物事 を に 考え よう よ 。 
4 マダ タス 
2 スムーズ め 
9 チッ ご 
4 メリ ッ ト 
30 
(9 た の 理 門 を 生か す に は 、 貴 社 ほか に は 
あり ませ ん 。 
U8 
ぶ 
2 。 に お いて 4 
3 る NACT う 
4 に いれ て 


30 LL 


こたえ 


213 3 学生 た ち は 楽 譜 を 見 な が ら 、 合 唱 の 練習 を 懸命 に 繰り 返し た 。 


が っ し ょ う 。 れん し ゃ う 
The students practiced their singing over and over looking at the sheet music. 
学生 仙一 辺 看 示 道 , 一 稼 排 命 地 反 條 希 羽 合 唱 
司 対 号 呈 村 幸 9 合計 村 中 量 品 可 | 習 信 引 時 号 訓 . 


本 【 軒 ショ ウ : 食 唱 と な (える: 唱え る 
も 半 2: 半 
じ 懸 ケン ー 生 懸命 ・ 懸命 ・ 懸 連 

繰 | く る) : 繰り 返す 


214 1 失敗 は 成功 の 元 。 物事 を プラ ス に 考え よう よ 。 


Failure is the origin of success. Let's think of things in positive terms. 
失敗 妃 成 功 之 母 。 要 和 概 地 思 考 。 / 登頂 記 如き 引 9] 加 中 , 外 量 呈 豆 居 誠 己 足 氏 オ る | . 


プラ ス | plus / 箇 概 、 正 面 、 正 能 量 / ミユ マイ ナス 
| スムーズ | smooth / 光 滑 、 平 原 、 流 朝 / 人 主計 

| アッ プ | up.increase / 提 高 、 提 井 / 選 人 S ダ ウン 

メリ ッ ト | merit, benefit / 佐 勢 、 好 知 、 有 利之 邊 / き 居 


215 1 大 学 の 専門 を 生か す に は 、 貴 社 を お いて ほか に は あり ませ ん 。 


Your company is the only one where | can make use of my knowledge. 
唯 有 融 公 司 オ 能 辻 我 大 学 所 学 的 存 弟 有用 武之 地 。 


| 味 千 a 守 早 滞 侍 司 フ |ol 挟 九 局 久 可 l 挟 結局 雪谷 叶 . 
| | N を お いて へ ~ (な い ) | (==N の ほか に は ~ な い ) 


ん * と の 機会 を お いて 、 政権 交代 は な い だ ろ う 。 


せい けん こう たい 


に « こん な 大 事 な 仕 事 を 任せ られ る の は 、 彼 を お いて ほか に は いな い 。 
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(216) 体調 が 悪かっ た の で 、 近 所 の 医者 に 診 て も ら っ た 。 一人 
DK で に 


G9 
1 VT 
(0 光明 年 、 教 育 の 仕事 に 携わっ て きた 。 の 
人 呈 S め ある 詞 2 た ず さ わ っ て 
2 1 | 較 
人 が 、 何 も する 気 に な れ な い 。 一 
1 だ る て て 2 に ぷく て 
1 ロロ ロ 6 
こ 
お 酒 を 飲む こと は 、 体 に 悪い と は 言え な い 。 適 量 Dn 
な らむ しろ 体 に よい と も 言わ れる 。 一 人 の 
1 一 挙 に 2 一 概 に 


2LILII 


その 歌 は いつ も ラジ オ か ら 流 れ て いた の で 、 覚 える 
統 え て し まっ た 。 で 


る NC 2 と も な る と 
1 5 
日 本 の お 土産 な ら 、 矯 や 風呂 敷 や 浴衣 で し ょ う 。 。 峰 
© 3 
か 2 で は EE 
2 


。 も ん だ い イイ 


1222 稲光 の 後に 、 プ ロブ ロ と いう 音 が し た 。 一 人 の 


1 いな び か り 2 か る な り 
(3 め ) 
は 3 1 
8 (8 敗 ば か り し て 、 自 信 を 姜 失 し た 。 
1 も し つ 0 
4[ | 
好き な スポ ー ツ は 特に な い の で す が 、 言え ば 水泳 
で て す 。 人 ⑩ 
1 まさ し < 2 し いて 
に 
8 (225) あお 、 試 験 の 日 が 。 あせ る な あぁ 。 一 ⑳ 
1 及 ん で いる 2 迫っ て いる 
4[ 
(226] 彼 の あな た に 対す る 優し さ は 、 愛 =~@ 


1 と いっ た と ころ だ ろう 2 で な く て な ん だ ろう 


(2271 あれ で も 歌 字 で すか 。 声 。 音程 、 ひど すぎ 
る 。 っ 人 W 


1 と いい と いい 2 で あれ で あれ 


3) 作る と 層 炒 果 で すか ら 、 塗 ち 着 いて 作業 し まし ょ う 。 人 @ 
1 あせ る 2 こげ る 


so (0 
9 チャ ン ピ ォ オン に 試合 を 挑む 。-⑳ 8 


1 は ば む 2 い ど お む 
6[ 
(20] 彼 は 、 小説 家 だ け あっ て 、 物 事 を よく 知っ て いる 。 
っ 人 ⑳ 
1 さす が 2 か ろう じ て 
snrn ( め 
' こ 
(8) 神明 品 は 原材料 に 大 変 いま す 。 =@ の 
1 こだわ っ て 2 守 炒 て 
6[ | 
「232 隣人 の 車 に 傷 を つけ て し まっ た 。 弁償 せ ず に は の 
ー 人 ゆめ 
あな 2 お か な い 
5 ロロ ロロ 靖 誠 
0 輸 イレ ター ネッ ト の お か げ で 、 家 に 仕事 が で きる 。 | 倒 
っ の @ う 
1 いな が ら 2io な と tt 
6 
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も ん だ い 
9 mht、 を き の キ を 優し < 揚 っ た 。ー 
1 ね ざっ た 2 に ぎっ た 
(GS ) 
GD 7 
D 0 simizem を 和 て いま す 。 っ ® 
(tT 2 えて 
CEE 
] (236) あっ て 、 北 海道 の 牧場 で 働く こと が で きま し た 。 
ー 人 
「 1 富 2 緑 
eS tN 
i 
9 その ヶ年 は 、 ゲ ー ム と 現実 を 、 事 件 を 起こ し た よ 
ぅ だ 。 一 
| 1 合併 し 2 混同 し 
8LILIL 
| 9 ホク ッ ー は 、 ネ い 身構え た 。 人 
(つう 1 と きた ら A oC LL I 
ぶ 7[LILII 
B 人 は ミュージ シャ ン に な る 上 京 し た 。 人 @ 
ご 
: 家 X うく 
8 
142 


240] 梅雨 入り か と 思う と 愛 鬱 だ 。 一 人 


1 ゆい いつ 2 ゆう うつ 
9 ロロ 8 
作業 済 の 傘 保 状 が 来 た 。 -⑯ じ 
本 Pt ee を て じ な る 
10 LIL 


その 件 に つい て は 、 早期 解決 に 向け て 、 対応 が 重 


要 だ 。 ー⑩ 
1 すみ や か な の あさ や か が 
9LLHH 2 
ご 
⑳ 家 が 狭く て 衣類 の に 困っ て いる 。 一 い 
1 収容 2 収納 
10 口 ロ ロロ 


[244 昔 刈 り で 汗 に な っ た 。 一 仙 


1 すさ くめ 2 まみ れ | 
| 
ん 
う 


1 まで も な い 2 まで の こと だ 


10 


も ん だ い 。 / 
(246] の 机 は 頑丈 だ 。 一 @⑧ 
ES 9 
催 11HHH 
じ の タキ は ちく < し か だ っ た 。ー 
1 きち 2 きょう 
| 4⑫② 回 国 因 
(248) 瘍 か と 思っ て 、 ほお を みた 。 
し ae 5 お た っ て 
| 
| 92 1 ロロ ロ 
| 0 を は 会 話 が 苦手 な の で 、 い つも 聞き 役 に し まう 。 
ーW 
の) ET 
1 値 し て A 
6 は 学校 か ら や や 遊び に 行っ て し まっ た 。 
ー め 
®§) 1 帰る 2 帰っ た 本 
11 
上 
ん 
ほぼ 
う 
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だ い し ゅ う 


Week3/ 第 3 周 / 誠 3 在 


(ふく し ゅ う ) 
J 


@ 6 日 目 ま で 終わ っ た ら 、 正 解 
の 数 を 数 えて 記入 し まし ょ 
の 。 

@ 正解 の 少な い 分 野 が あっ た 
ら 、 も う 一 度 や っ て か ら 7 日 
目 に 進み まし ょ う 。 

@ 7 日 目 は 復習 で す 。 終 わっ た 
ら 正 解 の 数 を 記入 し て 、 学 習 
の 効果 を 確認 し まし ょ う 。 


2 
くし ゅ う ) 


^ 6 日 目 


* At the end of the first six days, count the 
number of questions that were correct. 


1 
目 
2 
回 
回 
目 


* Ifthere is a section where you got only a few 
questions correct, please do it over before 
moving on to the seventh day, 


< 


The seventh day js for reviewing. When you 
are finished, 公 In the number of the correct 
answers to see how you have improved. 7 日 目 


学 学 到 第 6 天 時 、 特 回 答 正和 的 題 数 j 流 下 来 (ふく し ゅ う ) 


正 秦 率 往 低 的 部 分 , 重 新 再 仙一 遍 以 司 再 学 尺 
第 7 天 的 内 容 。 
第 7 天 訪 太 当 。 仙 完 后 将 回 答 正 奏 的 題 数 所 30 問 1 1 問 
尺 下 来 . 秦 込 学 選 到 果 。 
当 列 | 相対 諦 選曲 企 言 l| 2| 呈 信人 | 
dt. ni SS 30 問 11 問 
=i 旭 号 量 0 フ ト 見 ら 加 EIAI 主軸 娠 
| 7 習 列 時 名 MF . 
ご 号 童 折口 村 . 叶 ロ T 乱 詩 刀 結 符 言 
紀信 ] 言 居 中 百人 IF 、 30 問 11 問 


前 の ペー ジ の 答え 246 1 247 2 248 1 249 2 250 1 


1 てこ 6 日 目 


テ 


« 


・ 


し 


・ 

中 
SR 

| 


し 
FR 


cd 細 9 


Sn() 


U! 絹 ざさ! 0) 


の こと ば を 、 漢 字 を ひら が な に 直し て 、 
正しい も の を 選択 肢 か ら 選 びな さい 。 


Choose the correct word from the multiple options after converting the underlined 
kanji word into hiragana. 

格 部 分 的 況 字 変成 優 名 , 人 逃 項 中 逃 振 正 秦 的 。 

引 早計 千尋 記 違 叶 フト HI 呈 馬 午 , 時 号 列 語 人 [詩人 工 号 人 . 


の と ころ に 何 を 入れ た ら よ いか 。 いち ば 
ん 適当 な も の を 選択 肢 か ら ー つ 選び な さい 。 


What is the right word to fit in the underlined space? Choose one correct Word out of 
the multiple options. 
中 詞 流 填 入 仕 久 ? 人 逃 項 中 逃 振 最 愉 当 的 。 


| 早 維 言 語ら 可 番 呈 |. フト 旭 呈 土 久 登 計 叶 直人] 村民 号 AI. 


の と ころ に 何 を 入れ た ら よ いか 。 いち ば 
ん 適当 な も の を 選択 肢 か ら ー つ 選び な さい 。 


What is the right word to fit in the underlined space? Choose one correct word out of 
{the multiple options. 

中 方 流 填 入 仕 久 ? 信 逃 項 中 輝 採 最 愉 当 的 。 

ーー | 早 紋 周 詞 可 書写 |. フト 計 待避 告 涼 登 付 中 習 旬 慎 呈 号 AlI 忌 , 


| 9 際 た に と に 、 あの 花花 博 は 婚 血 届 を 出し た 
翌日 に 離婚 し た そう 3 だ 。 


1 は な ゆめ で 


2 は な お め 0 
3 は な の め 
4 は な よめ 
1 口 
) so が 集まっ て 、 環 境 問題 に お ける 


意見 交換 を し た 。 


1 主任 
2 首脳 
3 重役 
4 代理 


sn( る る 


1 


6 A 「 ) ちの 会 社 大 丈夫 か な 。」 
B「 か な り 危 な いら し いよ 。 この 先 、 ど うな る 


0 
ぶ 
ぼ 
う 


a 
の EN) 
3 も の を 

4 も の か 1 


UI SL @) 


こ た え の 4 


251 4 称 い た こと に 、 あ の 花 辺 花 婚 は 婚 如 届 を 出し た 翌日 に 離婚 し た 
そう だ 。 


| am shocked to hear that that couple got divorced the day after they registered 


their marriage. 
信人 除 昼 的 是 、 嘱 那 対 新郎 新 娘 在 和希 婚 登 串 的 第 二天 就 高 妨 了 。 


G2 
EN 音信 久 滞 計 名 刀 井村 久野 時 時 呈 結 0 0| 計 衣笠 C「、 
も 

じ 


よめ : 嫁 
むこ : 婚 ・ 花 婚 

イン : 婚 召 届 

リ : 離婚 する ・ 離 了 時 する は な に れる / す ): 離れ る ・ 離 す 


ES 


252 2 各国 の 首脳 が 集まっ て 、 環 境 問 題 に お ける 意見 交換 を し た 。 


し we の 3 


か ん きょう も ん だ い 
CT 代表 


だ いひ ょ う 
Heads of state gathered and exchanged views on environmental issues. 
各国 首 胸 衆 在 一 起 , 就 束 境 回 題 交 換 了 意見 。 
| 号 5| 條 中 フト 忠 0| 詩 足 天 Ol 401 中 計 喜 音量 誠 「. 


首脳 | (し ゅ の ぅ ) head of a state / 首 胸 / 人 中 
主任 | (Cc4) chief / 主任 / 邊 

重役 | (be ぅ ゃ <) executive / 董事 / 和 引 
代理 | を いり ) representative / 代理 / 本 避 


253 2 A「 う ちの 会 社 大 丈夫 か な 。」 
B「 か な り 危 な いら し いよ 。 この 先 、 ど うな る と と や ら ・…] 
A: "| wonder if our company is going to be alright?” B: “lt looks like things are Dret- 
ty bad. We never know what might happen.… 
A : " 我 人 公司 不要 緊 叩 。" B : " 好 像 視 大 平 蛇 。 也 不 知道 以 后 会 門 色 欄 .“ 
A 「 宇 a 誠人 | 居 替 呈 外 」B「 列 相 習 邊 信吾 0|. 慎 S 曲 ロ ] 財 | 軒 選 | …」 
この や ら || こも の や ら | | ここ と や ら | (モン マ か が わからない ) 
< 書類 を どこ へ し まっ た の や ら 、 見 つか ら な い 。 


ショ ッ ク で 何 を し た らい い の や ら 、 わ か ら な い 。 
な に 


148 


も ん だ い 第 3 週 


| 9 は 衝 け 者 で る 射 カ が な いか ら 、 この 仕事 は 飲 き た 。 
休憩 し た い 。 


a ES 
工 ま 作 の 1 
2 な ら け も の B 
3 な さけ も の 
4 だ ら け も の 
2 口 


0 め は 危険 を 感じ る と 、 自 分 の 身 を 守 ろ うと する 


が 働く 。 
1 理性 () 
2 思考 お 
3 感情 
4 本 能 


2LILIHI 


⑧) 人 の 表 に は 、 使 い 十 し た 表現 や メロ ディ ー 
新 し さや 航 力 的 な 表現 は 見 つか ら な い 。 
こそ すれ 
こそ あれ ん 
は お ろか 5 
で すら 


た の DD 一 


こたえ 


254 1 私 は 意 け 者 で 忍 対 力 が な いか ら 、 と の 仕事 は 飽き た 。 休憩 し た い 。 


1am lazy and have no patience, so | am bored with this job. | want to take a break. 
我 是 條 人 剛 人 , 没有 忍耐 力 , 所 以 迄 介 工 作 己 筆 干 類 了 , 想 休息 。 
出 記 列 選 言 刻 0| 豆 eltH 司 ol 堆 フ | 味 呈 ol 0| 久 己 殖 庵 中 . 褐 区 信貴. 


タイ : 怠慢 な お こ た (- る ) : 怠る な ま (- け る ) : 怠け る ・ 怠け 者 
に バシ 忍耐 


ホウ : 飽和 あ (- き る ) : 飽き る 


人 ほう わ 


ケイ : 休憩 する 


きゅう けい 


Lo) 
8 
} 


避 l6 


和 


6 


255 4 動物 は 危険 を 感じ る と 、 自 分 の 身 を 守 ろ うと する 本 能 が 働く 。 


ほん の う 
Animals sense danger and try to protect themselves by instinct. 
基 物 一 旦 感 党 到 危 際 、 要 保 抗 自己 的 本 能 就 会 友近 作用 。 
号 量 号 別居 号 三 列 加入 Alg| 号 号 邊 店 村 是 結 0| 滞 人 gl. 


本 能 | (ほん の ぅ ) instinct / 本 能 / 時 司 
理性 | ( り せ ぃ ) reason, senses / 理性 / ol 
思考 | (し こう) thought / 思考 / 人 


SN (る 


感情 | ゅ ん じょう) emotion, feeling / 感情 / 召 如 


256 2 彼 の 歌 に は 、 使 い 古 し た 表現 や メロ ディ ー こ と そ あ れ 、 新 し さや 

| 魅力 的 な 表現 は 見 つか ら な い 。 

| His songs use hackneyed expressions and melodies, with no fascinating expres- 
sions or anything new to be found. 
他 的 歌 只 有 俗 論 的 表 送 和 旋 律 , 擬 不 到 任 何 新 意 或 者 功 人 的 地方 。 
ココ 9| 生 可 所 時 号 冬 儲 店 型 呈 | 記 入植, 狼 理 号 司 可 相 到 | 挟 社 急 列 叶 本 鈴谷 上. 

| N こ そ あ れ | (==N は ある けれ ど ) 

・ 以 前 の 生活 は 苦労 と そ あれ 、 楽 し み も 喜び も な か っ た 。 

N / V こ そ す れ … な い | (ニー けれ ど 、 絶 対 … な い ) 

* 厳 し く 指導 され た が 、 上 司 に は 感謝 と そ す れ 、 恨 みな ど 全 く な い 。 


VIR SL 0) 
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上 に 勧め られ て 、 電 執 の 小型 旭 り 機 を 購入 
(県 だ る 


も と め ら れ て ーー 
か ら め ら れ て 
すす め ら れ て 
いさ め ら れ て 


や oO DO = 
で 信 


3 LC 


⑧ 下 合 生活 も いい が 、 半々 都会 の 生活 が 
恋し く な る 。 


1 の どか な (⑳⑯) 
05 


2 は な や か 婦 
3 お ご そ か な 3 
4 し な や か な 

3 回 


⑧ A 「 ゃ の 本 に な っ て いる 柿 は 食べ な いん て で すか 。」 
BT「 色 きれ い だ け ど 、 渋 《 く て 食べ られ な い 


の 。」 () 
6 
う 


で の mM = 
f 
中 


の 


こたえ 。 ノ 


257 3 店 員 に 勧め られ て 、 充電 式 の 小型 基 刈 り 機 を 購入 し た 。 


(G) 


で 絆 


lbought a small rechargeable lawn mower because the shopkeeper recommended it. 
在 店 史 的 推 礁 下 , 軟 了 充 申 式 的 小型 前 草 机 。 
習 負 0| 習 引 人 | 書 社 人 g| 全 居 入口 社 2| フ | 刈 量 子 外 訓 FF 


カジ 3 勧誘 する ・ 勧 千 すす (- め る ) : 勧め る ・ 勧め 


勧 
充 | ジュ ウ : 充実 する ・ 補 充 す る ・ 充 電 する 
芝 


し ば : 芝生 ・ 芝 居 ・ 


し ば ふ し ば い 


刈 | か (る ) : 刈る 


258 2 田舎 生活 も いい が 、 時 々 華やか な 都会 の 生活 が 恋し く な る 。 


と (る 


lenjoy country life but sometimes miss the glamorous city life, 
穴 村 的 生活 是 不 箸 , 但 有 時 也 会 想念 繁 年 的 都市 生活 。 
和書 食 鞭 正 圭 え 回 味 叶 品 千本 各 丘 選 | 畔 圭 0| ユ ョ 避 別 刃 . 


華やか な | (は な や か な ) glamorous / 年 古 、 繁 御 / 居 避 娠 


の どか な | peaceful / 悠 囚 、 呈 静 / 娠 2 ト 旦 生 


厳か な | ( ぉ と そ か な ) solemn / 庄 末 、 坦 琵 / 避 令 中 


し な や か な | supple, flexible / 柔 交 、 柔 和 、 代 美 / 時 避 記 0| 汎 選 村 早 下 司 呈 品 9 


259 3 A 「 あ の 木 に な っ て いる 柿 は 食べ な いん で す が 。」 


mm 
ん 
ほ 
a | 
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B「 色 こそ きれ い だ け ど 、 渋 く て 食べ られ な い の 。] 


A: "Are you not going to eat the persimmons growing on that tree?" B: “The color 
looks pretty, but it is too sour to eat.” 

A : “ 不 路 那 千 在 村上 的 柿 子 喝 ? "BB : “顔色 看 上 去 描 好 看 的 , 但 是 太 混 了 路 不了 。" 

A 「 入 財 早 | 廊 遷 召 号 本 緒 叶 品 7 B「 慎 急 箸 中, 鋼 0] 人 | 本 宇 企 堆 叶 加 」 


N こそ ~ が …| ( 王 N は 確か に こ が …) *N を 強調 


きょう ちょ う 


* こ の りん ご 、 見 た 目 と て 悪し が 味 は いい 。 
* あの 店 の 品物 は 値段 こそ 安い が 、 すぐ 壊れ る も の も ある 。 


し な も の 


箱 が 必要 で す 。 


1 
2 
3 
4 


きじ ゅ う ひ ん 
SI 
きち ょ う ひ ん 
SA 


(ee) 


Cd 


4 


⑧ 中 キキ < ん は 、 ロ ネプ ラジ ル 人 の と し て 


1 
2 
3 
4 


従わ れ て いる 
養 わ れ て いる 
負わ れ て いる 
菜 わ れ て いる 


4 


) A 「 ぁ 、 こ れ 机 絡 に し て っ て 言わ れ て た ん だ っ た 


B 「 わ か っ だ る 


R OO DO = 


聞く 
聞か な い 
聞い た 
聞か な か っ た 


A 


4 


LIL 
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| 


a 放 吉 


こたえ 


260 3 真珠 等 の 宝石 や 貴重 品 の 発送 に は 、 特殊 な 封筒 又は 箱 が 必要 で す 。 


You 0 a special 8 or box to ship Hi like 人 or other precious stones. 
珍 珠 之 炎 的 宝石 或 山 重 物品 , 寄 送 時 吉 要 用 特殊 的 倍 封 或 倉 子 。 
乱 本 号 相 中 人 対 ol 居 衝 番号 豊 舎 叫 挟 生 企 針 号 早 | 付 玉 フト 習 号 何 | ロ . 


キ : 貴重 な < 貴族 と うと C い ) : 貴 い 


シュ : 真珠 
シュ : 特殊 な 
と く しゅ 


また : 又 ・ 又 は 


GR 


261 4 田中 さん は 、 日 系 ブラ ジル 人 の 母 と し て 慕 わ れ て いる 。 


Japanese Brazilians love Tanaka-San as if she Ma thelr mother. 


田中 女士 , 作 和 日 系 巴 西 人 的 母 款 被 大 家 和 敬 爺 。 
EHL| ラ 和己 昼 2 中 相知 6lg| OH 中 呈 | 早 本 言語 財 エ 和 叶 . 


慕う | (し た ぅ ) love, admire / 愛 齋 、 共 仰 / 時 中 

| 従う | (し た が うぅ ) follow obey / 服 入 、 捧 照 / 叶 豆 叶 

| 養う | cw し な うぅ ) bring Up. support / 姜 育 、 拓 大 / 時 時 IF 

| 負う | ゅ ぅ ) < 責任 を 負う take responsibility / 承 担 豆 任 / 鹿 引 言 IF 
* 傷 を 負う suffer a wound / 負 科 / 介 計 丁目 


SN (る 
k 


262 4 A 「 あ 、 こ れ 内 緒 に し て っ て 言わ れ て た ん だ っ た 。 聞 か な か っ た 


と と に し て 。』」 
| B「 わ か っ た 。」 
A: "Oh, this was supposed to be a secret. Pretend like you never heard it" B: Okay. 
Ph A : " 咽 、 他 逆流 要 保 密 的 。 依 就 当 仕 人 也 没 思 到 叩 "B : "知道 了 。" 
ん AT ol, 0 | 思 呈 如 司 可 コ 慌 所 中 . 芸 X| 司 呈 妊 足 剖 利 」 B「 習 旭 01」 


ぼ  [ こ た こ と に する || てこ たこ と に な る | * 事 実 と 反対 


* 今 | 今日 は 見 な か っ た と と に し て や る か ら 、 今後 は そん な と と と を する ん じゃ な い ぞ 。 
・ 役 は 大 学 を 卒 業 し た こと に な っ て いる が 、 実 際 は 中退 し た らし い 。 
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や か ん 
けっ か ん 
し か ん 
し っ か ん 


Po の DO = 


育っ た か ら わ が まま だ 。 


は な は だ 
20c2 を お ma 
か わる が わる 
まち まち 


や の DD 一 


乗る 前 か ら 用 意 し て お きま し ょ う 。 


nT RA 
待た せる こと の な いよ うに 
待た せん が た め に 
待た せる べから ず 


や の DO 一 


6 昌平 さん は 、 一 人 っ チチ で 画 親 に 


(9 條 村 器 系 の 疾 意 に は 、 高 年 圧 や 不 整 族 など が ある 。 


(Sc ) 


6 
も 
じ 


5LILILI 


5 


パス に 乗っ て か ら 小銭 を 探し て 人 を 


5[ | 


ら 


中 
| 沿 


263 4 


計 


循環 器 系 の 疾患 に は 、 高 血圧 や 不整脈 な ど が ある 。 

じゅ ん か ん き けい し っ が ん こう けつ あつ ふ せい みゃく 

High blood pressure and arrhythmia are examples of cardiovascular related ilnesses. 
循 下 器 官 疾病 中 有 高 血 庄 、 豚 律 不 斉 等 。 / 在 媒 2| 列 号 入 苫 | エ 割 叶 0| 早 娠 胃 言 0| 久 F. 


264 2 


し 


* マ 


の) | 血 ジュ ン : 循 翼 

8 | 系 | ケイ : 系 統 ・ 体 系 ・ 理 系 ・ 文 系 

も | 疾 | シッ: 疾 用 疾病 

じ 朋 ミ ャ ク : 碑 ・ 碑 " 出 脈 ・ 六 販 ・ 人 馬 


田中 さん は 、 一 人 っ 子 で 両親 に ちや ほや され て 育っ た か ら わ が 
まま だ 。 


Tanaka-san is self-centered because he is an only child and was doted on by his 
parents when he was young. 

田中 是 独 生子 、 被 父母 江 愛 所以 入 任 性 。 

ロラ ト 刈 記 甘利 O+] 早足 周 0| HAI| 千 和 | 叶 | | 列 2| 叶 星 0| 贅 名 中 0IFT. 


| ちや ほや する | dote on / 光 愛 、 素 承 / | き lsHH ( 三 甘やかす ) 
甚だ (は な は だ ) greatly / 委 、 間 常 / 付 引 


代わ る 代わ る | ゆ ゎ る が ゎ る ) one after another / 総 流 、 役 換 / 豆 呈 呈 
まち まち different / 紛 短 、 形 形 色色 / フト | 人 


265 2 


バス に 乗っ て か ら 小 銭 を 探し て 人 を 待た を る こと の な いよ うに 、 
の こ に ま 

乗る 前 か ら 用 意 し て お きま し ょ う 。 

When riding the bus, be sure to have your change ready before you get on SO you 
do not keep people waiting while looking for it afterward. 


遺 不要 乗 上 公共 汽 年 后 再 拘 填 敏 、 辻 其他 乗客 等 。 靖 在 乗 単 之 前 准 利 好 。 
団 大 言 時 剤 9 等 祝 言 笛 エ エ AI 習 言 IFI 中 2 引 所 販 0| 鈴 足 時 , 本 | 刀 早 四 金 引 年 人 IFH、 


| V る こと の な いよ う ( に ) 


dimes 0) 


を 


4 
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災害 が 起き て か ら 慌 て る と と の な いよ うに 、 日 頃 か ら 準備 し て お こう 。 


じゅ ん ぜ 


事件 に 巻き 込ま れる こと の な いよ う 、 交友 関係 に 注意 し よう 。 


か ん けい 


1 ん だ い 


6 MG 小さい 頃 、 仁 憎 れ て テレ ビ の 時 代 処 に 中 


0 だ だ 
1 し た われ て 1 
2 あこ が れ て も 
3 さそ われ て 
4 さら われ て 
6[I[I| 
(9 」) やく 李 気 回族 の が 見 えて きた 。 
1 びな だ 
2 すき ま ( 
3 ほとり ご 
4 きざし の 
6[[H 


区 いっ か 会 お うと 言っ て いた の に 、 旧友 と は 
Gb 7 どら 


1 会 っ た が 最後 
2 会 わん ば か り ん 
3 会 わ ず じ まい 5 
4 会 うま で の こと 


6 EC 


ーー 
cc 


た 


266 2 太郎 は 小さ い 頃 、 侍 に 憧れ て テレ ビ の 時 代 劇 に 夢中 で し た 。 


When Taro was young, he was enamored with samurai and captivated by period 
dramas on TV. 
太郎 小 時 候 非常 向 往 武 士 , 看 申 禄 里 的 時 代 民 看 得 入 迷 。 
時 足 詞 | 氷 語 叫 , 材 早 相 0 時 告 妊 太 人 久司 H| 笠 名 革 Ol| 販 寺 訓 避 |. 
ロウ : 太郎 / 次 郎 グ 一 郎 (男性 の 名 前 ) 
た る ろう じ ろう いち ろう だ ん せい な まえ 

さむ らい : 侍 

きむ お らい 
あこ が (- れ る) : 憧れ る 
し た (うぅ) : 慕う 


潤 隊 | 較 | 還 | 


267 4 よう や く 景 気 回 復 の 兆し が 見 えて きた 。 


158 


か い ふく 
We are finally starting to see some signs of economic recovery. 
秩 子 看 到 了 景 気 眉 信 的 征 兆 。 / 豆 Clol 2| 到 号 引 玉 乱 0| 呂 | 約 中 . 


兆し | ( き さ い ) some signs / 征 兆 、 先 兆 / 到 居 

| 日 な た | (ひな た ) Sunny place / 朝 阻 的 地方 、 向 阻 超 / 時 
すき 間 | (すき ま ) opening / 鑑 隙 、 周 暇 / 言 4 

| ほとり | beside, by / 巡 、 畔 / 己 入 


3 いつ か 会 お うと 言っ て いた の に 、 旧友 と は 会 わ ず じ まい で し た 。 


We talked about meeting up someday, but | was ultimately unable to meet my old friend. 
池 好 再見 面 的 、 但 和 才 朋友 袋 究 述 是 没有 重 逢 。 
紀 簡 フト ILI ス IT 各 下 名 , 6 呑 〒 記 叶 中 | 里 中 台 置 約 叶 . 
V ず じまい | * 結 局 V し な いで 終わ る 
* 最近 忙 し く て 、 借 り た 本 を 読ま ず じ まい で 図書 館 に 返す こと が 多い 。 
きい きん いそ が か ほん よ と し ょ か ん か え お お 
* と りあ え ず 使っ て いた 食器 を 使い 続け て 、 新 し い の は 買わ ず じ まい で す 。 
つか し ょ っ を つか つづ あたら ュー ニー 


も ん だ い 


(0) HDD と は 、 成 気 式 の 記 翌 装置 の こと で 、 且 大 な 
情報 を 収納 する 倉庫 の よう な も の で ある 。 


1 じん だ い @ 
oS 8 
3 
4 か ん だ い 

7 LILH 


(270) 訂 間 が 映 画 だ っ 大 が らら 和 は ちょ うと 。 


1 申し 分 な か っ た 
の 物足りな か っ た () 
3 何 気 な か っ た ご 
4 情け な か っ た 

7[ 再 ! 画 | 較 

人 m の を リト に 公園 を 散歩 し た 。 
1 誘わ れる や ら CC 
2 誘わ れる べく に 
)] 

3 誘わ れず と も ん 
4 誘わ れる まま う 


7 LIL 品 


ごたえ 


269 2 HDD と は 、 磁 気 式 の 記憶 装置 の こと で 、 膨 大 な 情報 を 収納 する 


270 2 


® 


い 


倉庫 の よう な も の で ある 。 


An HDD is a magnetic storage unit, which is like warehouse that can receive a 
massive amount of information. 

所 週 HDD、 就 是 磁 埋 式 的 所 乙 装 皿 , 就 好 像 可以 容 策 大 量 倍 島 的 念 庫 一 梓 。 

HDD 所 2| 付 21 鶴丸 呈 , 財 叶 千 入 品 量 企 可 引 記 婦 エ 中 傘 呈 20I 、 


し ゅ う の う 


磯 | ジ : 磁 石 ・ ・ 磁 気 


じ し ゃ く じ 


脱 ボウ : 膨張 する ・ 膨 大 な ふく (ee/hs) : 胎 らむ ・ 膨 れる 


ぼう ちょ う ぼう だ い 


倉 | ソウ : 信 庫 くら : 鎌倉 (地名 
見 


カン : 寛大 な ・ 寛 容 な 


評判 が いい 映画 だ っ た が 、 私 に は ちょ っ と 物足りな か っ た 。 

ょ い た も の た 

lt was a very well-received movie but was a bit disappointing for me. 

晶 然 是 運 仏 坊 高 的 峰 影 , 但 我 感 党 有 点 欠 鉄 。 / 習 居 | 箸 呈 財 遷 別 和 IS + き t 妹 所 季 言 相 音 計 . 


物足りな い | (も の た りな い ) disappointing, not enough / 感 到 有 点 欠 鉄 、 不 鼻 十 全 十 美 / 


音 圭 叶 


申し 分 な い | (& ぅ し x ん な い ) satisfactory / 欠 銭 、 鉄 点 / 特選 遇 | 


| 何気ない | (な に け な い ) offhand / 若 売 其 事 、 玩 意 / 婁 信久 | 
情け な い | な さけ な い ) miserable / 元 情 、 悲惨 / 娠 人 HE 


271 4 梅 の 香り に 誘わ れる まま 公園 を 散歩 し た 。 
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Enticed by the ML of plum blossoms, | went for a walk through the park. 
迎 着 梅 花 的 香味 在 公 囲 里 対 庭 散歩 。 / ロト 5| 災 フ loll ol 性 司 A 挟 叶 品 如 畠 呈 付 穫 齋 F 


V ら れる まま (に ) へ ~ | (=V さ れる 通り に ~) * 自 分 の 意志 で は な く 


* 祖 母 は 親 に 言わ れる まま に 結婚 し た 。 


か が 年 は 導い 人 癌 に 誘わ れる まま に 行動 を 共に し て いた 。 


V ず と も ~ 症 ( 三 V な く て も っ ) 


・ 聞 か ず と も 、 言 わ ず と も 、 お 互い に 気持 ち は 理解 し 合え た 。 


も ん だ い 


2 nv 同年 の 記念 式典 の 後 、 名 状 教 投 に よる 講義 
も 行わ れる 。 


1 めい ぼ 6 
の OM も 
3 90N0 だ 
4 めい よ 
8 | 
人 - の 業 を 飲む と 、 す ぐに 痛み が 中 
1 冷や か し ます 
二村 ® 
3 案じ ます ご 
4 和らぎ ます こ 
8 
( ゎぁ の 女子 高生 の 術 に は 化粧 品 お 菓子 


いっ ぱい 入っ て いる が 、 教 科 書 や ノー ト は 見 当たら の 
な い 。 

だ の だ の 
こそ ノ こ そ 5 
な りな り 

だ に が だ に ド 3 


や OO MN = 


こたえ 


272 4 創立 百 周年 の 記念 式典 の 後 、 名 誉 教授 に よる 講義 も 行わ れる 。 


そう りつ ひゃく し ゅ う ね めい よ きょう じゅ 
Following the oe anniversary of foundation ceremony, there will be a lec- 
ture by an emeritus professor. 
| 印 立 一 百 周年 包 念 似 式 之 后 、 名 誉 教 授 述 会 仙 間 授 。 
千 刀 100 回 2| 加 人 享 , 軸 O 豆 全 | す 引 丘 守 . 


(Sc ) 
ジジ 間 | ソウ : 人 人 食す る ・ 人 8 填 ・ 独 的 な 
じ 巻 | ヨ : 名 誉 

典 テン 正利 て ん 古典 原典 式典 

潤 | ポ : 名簿 


273 4 この 薬 を 飲む と 、 す ぐに 痛み が 和らぎ ます よ 。 
の いた や わ 
This medicine will soon ease the pain. 
路 下 徹 和 礁 己 上 能 敏 解 療 痛 。/ ol 叶 号 可 選 本 召 0[ 昔 0| 守秘 召 叶 . 


⑯) | 和らぐ | bg<) ease / 変 務 和 、 媛 和 / 器 加 中 
| 冷や か す | ひぃ ゃ か す ) tease / 汐 沖 、 大 笑 / 生 可 中 (= から か う ) 
1 
cc 


励ま す | (は g ま す ) encourage / 鼓 励 、 激 励 / 3 本 sl 


し 


ピス 


| 案じ る | ( ゅ ん じ る ) worry about / 担 心 / 4 詩 計 叶 , 店 衣 財 


274 1 あの 女子 高生 の 移 に は 化粧 品 だ の お 菓子 だ の いっ ぱい 入っ て い 


じ ょ し 
る が 、 教 科 書 や ノー ト は 見 当たら な い 。 
| That high school girl's bag is full of hings like makeup and sweets, but | do not see any 
textbooks or notebooks. / 那 條 高 中 女 生 的 包 里 都 是 化 履 品 唄 、 吉 食 只 、 都 看 不 到 教 科 志和 本 子 。 / 
| 入 | 札 相 本 2 ト 軒 中 挟 中 倍音 0| 串 己 2| 違 外 本 貴 フ トト 号 言 0| &01 人 | , 喜 直 付記 丘 替 Oo ト 時 フト 説 叶 。 
ふ 


の [a だ の b だ の | (= ニ こと か こと か ) * 否 定 的 な 気持 ち が 多い 
ほぼ ・ 役 女 は 、 宏 い だ の 、 疲 れ た だ の 言い 訳し て 出かけ た が ら な い 。 
a の や ら b の や ら | ( ニ ~ の か ~ の か ) * ど ちら か わか ら な い 
・ 料理 が お いし 過ぎ て 太る と 言わ れ 、 喜ん で いい の や ら 悪 い の や ら わか ら な い 。 
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_ も ん だ い 


や の DO 一 や OO DO = 


や OO MN = 


6 お 会 は も ちろ ん ほし いけ れ と 、 
な ん と か な る 。 


。 手動 で 発電 可能 で す 。 


無用 
無能 
無断 
無知 


な いか ら 
古 ぐ で も 
な か っ た ら 
な い の で 


| 化 半 記 村 や 農薬 を 控え 、 土 壌 の 生産 効率 を 維 特 する 
| 農法 を 有機 栽培 と 言う 。 


(の) 


6 
も 
じ 


9 CE 


9 この ラジ オ は 、 カ ー の と き 電 池 が な く て も ご 配 


9 


な か っ た で 、 


275 3 化学 肥料 や 農薬 を 控え 、 土 壌 の 生産 効率 を 維持 する 農法 を 有機 


ひ りょう の う や く ひか じょう せい さん こう りつ い U の う ほう ゆう 
栽培 と 言う 。 
The method of not using chemical fertilizers and agricultural chemicals and pre- 
~ serving the productivity of the soil is called organic farming. 
で う 減少 化学 肥料 和 安 次, 保持 土壌 生 密 将 率 的 家 耕 方 式 称 之 有 机 幸 培 。 
ED 店 a 吐 叶 呈 付 2 ト エ , 革 a| 骨 人 喜 滞 号 生 る [に 告 全 滞 2| 天上 寺 F「、 
も ’ 
ヒヒ: 肥料 
イ : 維持 する 


サイ : 栽培 する 
バイ : 栽培 する 


EE 


276 1 と の ラジ オ は 、 万 一 の と き 電 池 が な く て も 心配 無用 。 = 手動 で 


ゆ どう は つ で ん 
可能 で す 。 
「 No need to worry about batteries、This radio has a manual generator. 
六 衝 収 音 机 、 万 一 昌 池 没 赴 了 也 不用 担 心 。 能 夏 手 功 凡 皿 。 
NA 0| 可 I 記 叶 久 引 妊 早 入鹿 フト 方 0 中 対 対 ol 型 品 玖 号 . 企 埋 ら 旦 時 付 2 ト 語 替 | 
ご | 無用 | wxs) ( 三 ① 必 要 な い ② 役 に 立た な い ) 
い 


| 無能 な | ( ぉ の うな ) incompetent / 元 能 / 早計 寺 信 有 能 な 
無断 | ( ぉ を ん ) without permission / 拉 自 、 自 作 主張 / 早 中 


無知 な | ( ぉ ちな ) ignorant / 元 知 / 早計 


277 3 お 金 は も ちろ ん ほし いけ れ ど 、 な か っ た ら な か っ た で 、 な ん と か 
な る 。 
Of course | want money, but | will be able to get by if ldo not have any. 


穫 当 然 是 想 有 的 。 但 是 没有 也 就 没有 , 皿 会 有 才 法 的 。 
号 呈 量 叶 黄 台 銘 和 l 叶 」 缶 享 加 誤 守 印 己 0] 四 世 思 ト 


て た ら て で … | (ニー て も …) *~ を 強調 


きょう ちょ う 
* 仕 事 を する の に 、 時 間 は あっ た ほう が いい が 、 な か っ た ら な か っ た で な ん と 
か な る も の だ 。 


* 庭 が あっ た ら あ っ た で 手入れ が 大 変 だ 。 


て い た い へ ん 


We @%) 


164 


も ん だ い 


や の MN 一 P00 DO = 


た oo MN 一 


9 k は 非常 に 


RE Nk 
よこ あみ 
お 9 
お う も う 


落ち 着き が ある 
勘 が いい 
思い や り が ある 
愛想 が いい 


0) 大 全 業 も 中 小 企業 も この 不明 気 に 
の 方 策 を 考え て いる 。 


生き 残ら な い 
生き 残ら ず 
生き 残っ た 
生き 残ら ん 


0 大 関 は 今 場所 優 欠 な 成績 を あげ 、 横 綱 に 昇進 し た 。 


10 日 


か ち 。 の で は つる (0 


10 HH 


が た め 


10 EC 


(SP ) 


6 
も 
じ 


NN 
ff 
、 AI 


278 1 大 関 は 今 場所 優秀 な 成績 を あげ 、 横 綱 に 昇進 し た 。 


The Ozeki performed very well this NR (の の now been promoted to a 


Yokozuna. 
大 茨 在 六 人 本 季 取 得 了 人 昇 的 成 貧 晋作 妨 横 多 。 


(3) 忌避 刊 | 詞 0| 還 2|9A] 近 牟 年 人 人生 呈 村 品 丸 財 中 含 本 訓 F「. 
6 

も 

じ 


シュ ウ : 優秀 な ・ 秀 才 
つ な : 綱 ・ 横 綱 


よこ づな 


= 


和孝 | ショ ウ : 昇進 する ・ 上 昇 する の ぽ (る ): 昇 る 
綱 モウ : 通信 網 あみ あみ 


279 2 妻 は 非常 に 勤 が いい か ら 、 う そ は つけ な い 。 
0 よ か ん 
My wife is quick to pick up on things so | can never put anything over on her. 
妻子 的 感 党 入 肛 敏 , 没 法 撤 徹 。 / OH 忌 HEHS| 到 村 0| 過 写 口外 , 2 列 早宮 党 企 節 針 . 


_ 勤 が いい (か ん が いい ) be quick to pick up on things / 感 党 邊 敏 、 理 解 力 強 / 由 衣 F| 


(か の 
| の | 落ち 着き が ある | (お ち つ きか が あぁ る) Calm / 江 れ 着 / 智 対 き IF 
i 紀 
い 


思い や り が ある | (お も いや り が あぁ る ) thoughtful / 有 同 情 心 / 中 本 2 釣 四 
愛想 が いい | ( ぁ い そ が いい ) cheerful / 和 適 可 某 / 量 可 信 0| 奮 ロ 


>) 
© 
© 
た 


大 企業 も 中 小 企業 も この 不景気 に 生き 残ら ん が た め の 方 策 を 


だ い き きょう ちゆ ゅ うし ょ う き ぎょ う ふ けい きき い 
考え て いる 。 
か ん が 


All businesses big and small are searching for ways to survive in this poor eco- 
nomic climate. 


不 途 昨 大 企 並 迷 是 小 企 素 了 能 在 六 ブ 不景気 下 生存 下 去 都 在 考慮 相 成 対策 。 
印 2| 四 中 守 全 2| 加 王 0| 量 妊 2|ol| 谷 0[ 生 2| 汰 針 時 利 宣 信人 48 以 . 
ん | V ん が た め に |] *V な いん が た め に (=V る た め に ノ V よ うと し て ) 
つ ・* 同 僚 を 助け ん が た め に 、 彼 は 犠牲 に な っ た 。 
り ょ よ た 


| * 遊 ぶ 金 を 手 に 入れ ん が た め に 、 男 は タク シー 運転 手 を 刺し た 。 


ん そん し ゅ き 


166 
| 


も ん だ い 


| 6 還 寺 の 車 学 が 還っ た 乗客 に 殴ら れ て 怪 夕 を する と 


いう 事件 が あっ た 。 
1 ほめ られ て (6 
2 な で られ て も 
3 ど な ら れ て 
4 せま られ て 
11 略 
9 を 使わ な いで 処理 する トイ レ が 開発 
され て いる そう だ 。 
1 間接 的 な 
2 定期 的 な = 
3 平均 的 な 
4 画 期 的 な 
ik 目 国 | 圏 | 


6 年 は 取り た く な い 。 話 の 途中 で 何 を 話し て いた か 


忘れ る " 

a 
1] 

ey 8 

3 が ち だ う 

4 し か な い 


し こら な 


| 281 2 電車 の 車掌 が 酔っ た 乗客 に 殴ら れ て 怪我 を する と いう 事件 が 
| あっ た 。 


There was an incident where a drunk passenger on a train assaulted the conductor. 


っ 受 生 了 申 年 乗 和 中 本 酒 乗客 殴打 致 傍 的 事件 。 
で ② 娠 広司 | , 笠 千 会計 計 本 gtol CH Ala10| A 
GD 
も に ショ ウ : 車掌 
じ 殴 | な ぐ る) : 殴る 


怪 | カイ : 人 怪獣 あや C い ) : 人 怪しい * 怪 我 


か いじ ゅ う 


訟 | ホウ : 褒美 ほ に ゅ る ) : 褒め る 


ほう 


282 4 水 を 使わ な いで 処理 する 画 期 的 な トイ レ が 開発 され て いる そう だ 。 
lt seems that a revolutionary toilet that uses no water is being developed. 


据 聞 不用 水 就 可 外 理 的 著 時 代 的 彫 所 正在 被 弁 彼 。 
呈 呈 材 号 引 | 品 和 村 己 到 2| 知 避 媒 信久 9| 2| 購 司 01 FI 娠 FI. 


2 画 期 的 な | か っ き て き な ) revolutionary / 基 時 代 的 / 廊 2| 到 el 

ご 間接 的 な | か ん せっ て き な ) indirect / 同 接 的 / 怪 計 al 直接 的 な 
定期 的 な | (て いき て き な ) regular / 定期 的 / [el 人々 不定 期 の 
平均 的 な | (へ いき ん て き な ) average / 平均 的 / 習 喜 el 


ーー 


し 


283 2 年 は 取り た く な い 。 話 の 途中 で 何 を 話し て いた か 忘れ る 始末 だ 。 


| do not want to get old. | end up forgetting what | was talking about in the middle 
of a conversation. 


真 不 想 変 考 。 刀 着 聞 着 括 邊 然 会 祥 豆 在 聞 仕 公 。 
は 0 時 本 2| 促 . 軒 引 挟 丘 夫 | 早 居 言 書 邊 知多 万 | 具 0] 国司 己 谷 誠 0IFT, 
ぶ が 。 [V る 始末 だ | (一 V る の は 困っ た 状況 だ ) 
*・ あ の 学生 は 宿題 を た め 込 ん だ 上 、 な くし て 再 配布 を 願い 出る 始末 だ 。 
が くせ い し ぬく だ い こ きい は い ふ アロ 


スー で 


つ < 近頃 の 社員 は 何 を 考え て いる の か 、 遅 刻 し て きた くせ に 早退 し た いと 言い 
| だ 


| 168 


も ん だ い 


9) 人 類 の 巣 穴 は 軟らか い 主 壌 に つく らち れる こと が 


多い 。 
久代 村人 9 に 
ha も 
: じ 
3 と ひょう 
4 どじ だ 3 3 
12 LIL 
9 その 導 人 事件 の 犯人 は 、 死刑 だ ろう 。 
1 与え な い 
2 免れ な い ) 
3 損なわ な い こ 
4 促さ な い 3 
12 LC 


(せま の あま り に も 常識 の な い 発 言 に 、 誰 も が 菩 笑 を 


oO 


か ね な か っ た 
ん 
E3 
う 


1 

2 な いで も な か っ た 
3 得 な か っ な た 

4 っ ぱな し だ っ た 


こたえ 


284 4 鳥類 の 巣 穴 は 軟らか い 土 壌 に つく られ る こと が 多い 。 


(の ) 


ED 
も 
じ 


(な DA2 


Birds nests are often made on soft grand. 
島 美 的 巣 通 常 都 搭 在 縮 松 浴 的 土壌 上 。 


到 早 5| 語 和 | 早 己 本 呈 中 1 天 Ol 叫 斉 01 和 | 嬉 2 区 


天 唱 ら 


巣 | す 


MA あな : 穴 
壌 | ジョ ウ : 土壌 


ど じょう 


僚 | ヒョウ : 土 便 


ど ひょう 


285 2 その 殺人 事件 の 犯人 は 、 死 刑 を 免れ を い だ ろ う 。 


The murderer will certainly get the death sentence. 


那 不 奈 人 事件 的 犯人 成 爽 元 法 免除 死刑 。/ コ 等 相 AH418| 四 司 宮 


免れ る 


与え る 


損なう 


促す 


(まぬがれ る ) escape, aVOid / 免 、 避 免 / islcl ※「 ま ぬか れる 」 と も 言う 
(あたえ る ) provide / 筑 / 企 叶 

( そ と な う ) spoil / 損 珠 、 伏 害 / 早 條 中 

(うな が す ) urge / 催促 、 促 使 / 利和 震 引 叶 


286 3 社長 の あま り に も 常識 の な い 発言 に 、 誰 も が 苦笑 を 茜 じ 得 な 
か っ た 。 
The absurd statement from the president made everyone frown. 


所 到 社 医 店 千 鉄 逐 常 拓 的 朋 唐 、 所 有人 都 禁 不 住 苦 括 。 
Al 人 引 日 早 け 呈 付 角 的 挟 時 gg] 〒 エ レフト 谷 受 呈 時 言 村 | 甘 勲 CI, 


ぶ 


ん 
ほ 
つ 


170 


N を 禁じ 得 な い | ( 三 ど うし て も N し て し まう ) * 硬 い 表 現 


ひょう けん 


* 急 に 解雇 され た 外国 人 労働 者 に 同情 を 禁 じ 得 な い 。 


\ こ くし ん る うど うし ゃ 記し じょう 


* 格 差 社会 に 対し て 怒り を 禁 じ 得 な い 。 


いか 


人 [ 居 語 局 土 企 釣 時 人 0IF. 


も ん だ い 


人 信吉 パス ポー ト で 入国 し よう と し た 男 が 束 捕 され た 。 


家宅 人 
2 ぎ せ い 6 
3 ぎ ぞ う お 
4 き ぜ い 
13 
| デザ ー ト は 、 季 節 の フル ー ツ を 使っ た 
| di 
1 ひそ か に %) 
2 Led 
は た い 
3 ふん だ ん に 
人 4 (る の 2 に 
13 [Il 
6 まま に べから ず 、 と 書い て あり ます よ 。 
1 入る 
2 入ら な い 
3 入り & 
4 入っ て う 
13 | 


こたえ 


287 3 偽造 バス ポー ト で 入国 し よう と し た 男 が 逮捕 され た 。 
ぎ そう Na まし) 

A man who tried to get into the country with a fake passport was arrested. 

想 用 合造 照 入境 的 男 人 被 示 捕 了 。 / 選 至 9| 妃 ら 呈 避 ヨ 相本 崖 結 外 フト 刑 王 司 避 F| . 


球 | タイ : 逮捕 する 


(I 偽 | ギ : 偽造 する に せ : 偽 物 
6 

も 

じ 


288 3 デザ ー ト は 、 季 節 の フル ー ツ を ふん だ ん に 使っ た ケー キ で す 。 


Dessert is a cake made with plenty of seasonal fruit. 
管 后 胡 点 , 是 用 了 大 量 応 季 水 果 的 蛋 灯 。 / 口 妹 臣 挟 省 玉 地 錠 千早 | 人 [宮中 列 0| ヨ 可 中 F| . 


ふん だ ん に | plentiful abundant / 有 入 多 的 様子 / 午 量 引 別記 足 合 


まれ な rare / 室 見 、 少 有 / 足 
は る か な | distant, far away / 遥 近 、 比 得 多久 人 ( 三 ず っ と ) 


の 密か な | (ひそ か ヵ か な) secret/ 暗中 、 伺 倫 / 己 思 中 
4 
い 


289 1 芝生 に 入る べから ず 、 と 書い て あり ます よ 。 


lt says to keep off of the grass. 
写 着 明 , 不 聞 送 草 坪 。 / oll 言 9]2Z| 早足 刈 齋 別 Q]E . 


| V る べから ず || V る べから さる N | ( 三 V る べき で は な い プ V て は いけ な い ) 
<「 ゴ ミ 捨 て る べから ず ] と 書い た 立て 札 の そば は 、 ゴミ だ ら け だ っ た 。 


ぶ 
* 結 婚 式 の スピ ー チ で 使う べから ざる 言葉 を 使っ て し まっ た 。 
う 


も ん だ い 


人 8) ちの 福祉 政策 は 矛盾 に 満ち て いる 。 


b よじ か ん 
2 む じ ゅ ん 6 
Ye も 
3 じゅ ん 3 
4 て じゅ ん 
14 LC 
291 の 爆弾 事件 の 犯人 が 捕まっ た 。 
1 一 連 
2 ® 
3 一帯 で 
4 一 面 
14 LIL 
6 Me で 撮ら れ た 映像 は 、 残酷 すず て 堪え 


な いも の だ っ た と いう 。 


み 。 系 る に な 

こ E31 
3 見 ず に う 
4 見 ん が 


14 CC 


こたえ 


290 2 あの 福祉 政策 は 矛盾 に 満ち て いる 。 


This welfare policy is full of inconsistencies. 
那 條 社会 福利 政策 充満 了 矛 盾 。 / コ 号 ス | 詩 補 呈 豆 在 ら 呈 フト 告 邊 F「. 


( 谷 ) 問 ち 要 

8 | 策 | サク : 対 策 ・ 方 策 ・ 策 ・ 政 策 
も | 巴 ム : 巴 盾 ほ と : 双 

じ | 盾 | ジュ ン : 矛盾 た て : 拓 


291 1 一 連 の 爆弾 事件 の 犯人 が 捕まっ た 。 
いち れん ば く だ ん じ けん は ん に ん つか 
A suspect in the series of bombings has been caught. 
ー 信 串 爆 事 件 的 犯人 被 授 捕 了 。 / 所 習 al 苦 慎 A 人 zi9| 財 elol 秘 殖 本 中 . 


VN 一 連 | (いち れん 4) a series of / 一 系 列 、 一 達 串 / 包 販 
KS ーー 様 に | (いち ょ うに ) 〈uniformly, evenly) /< 全 都 差 不 多 的 欄 子 ) /( 刀 早 縛 人 0| 牙 赤 0| 久 紋 王 足 谷 
に 
し 
い 


一 帯 | いったい) all around the area / 那 附 近 全都 是 / コ 早 豆 笠 早 


一 面 | (いち ゅ ん ) one side, one aspect, everywhere / ① 全 面 、 満 、 一 片 ② 兄 一 方 面 / ( 人 
量 引 ) 包 可 


292 2 戦地 で 撮ら れ た 映像 は 、 残酷 すぎ て 見 る に 堪え な いも の だ っ た 
どい うう 。 


He said the scenes in the video taken during the war were too cruel to watch. 


在 哉 電 拍 撮 的 影像 , 真 是 惨 不忍 購 。 
信 弄 |9IA]| 列 台 暫 公 己 各 2 入 香 一 品 フ |9l| 千早 人 認 挟 0| 包 区 紋 針 . 


N に 増え る | V る に 場 え る | (= へ 価値 が ある ) 
は ・ 表 人 が 摘 い た に し て は 穫 賞 に 増え る 絵 だ 。 
N に 堪え な い | V る に 堪え な い | (= ニ こ できない) 


・ 近 くに 座っ た 人 た ちの 会 話 は 、 恥 ず か し く て 聞く に 堪え な い 内 容 だ っ た 。 
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| の 法廷 の 修 聴 差 を 求め る 人 々 が 裁判 所 の 前 に 列 
1 を 作っ た 。 


1 ほう ちょ う a 
RIED で 
きも すけ ちゅ う 
4 こう ちょ う 
15[ 
9 - 2 手作り の クッ キー は 、 味 が し て お いし い 。 
1 質素 な 
2 素朴 な (⑫) 
3 簡素 な 
4 素直 な 
15 LILILI 
205 + な タ 、 受 付 は 終了 させ て いた だ きま す 。 
1 を お きま し て ! 
3 を も ち ま し て ん 
4 を か り まし て う 


293 2 この 法廷 の 傍聴 券 を 求め る 人 々 が 裁判 所 の 前 前 に 列 を 作っ た 。 
People lined up in front of the courthouse to get tickets to enter the courtroom. 


希望 能 在 送 條 法 庭 上 欧 叫 的 人 在 法院 前 排 超 了 区 伯 。 
ol 回 引 叶 玉 村営 〒 引 相 世 人 [ 可 言 0| 列 半 全 S| 尉 91 人 | 音 呈 本 呈 羽 叶 . 


に | テイ : 法廷 
も 
じ 


こたえ  / 
| 
| 


ほう て い 


傍 | ボウ: 億 聴 か た わ C5) : 傍ら 
裁 | サイ : 裁判 ・ 坊 締 ・ 制 栽 ・ 体 ・ 
トーゴ 
目 


きい ば ん きい ほう せい さい 。 て いさ きい どく さい 


モウ : 盲点 ・ 盲 目的 な ・ 盲 腸 


も うてん も うち ょ う 


294 2 この 手作り の クッ キー は 、 素 朴 な 味 が し て お いし い 。 


These homemade cookies are simple and tasty. 
六 和 手工 仙 的 佐 干 , 味道 原 朴 , 入 好 史 。 / ol 企 天 叶 訪 詞 全 時 逢 9LO| LA] LSE ト 、 


| 素朴 な | (< ほ < な ) simple / 朴 素 、 原 朴 / 全 肖 二 
質素 な | (し っ そ な ) frugal / 朴 素 、 位 朴 / 召 全 寺 
ご 簡素 な | ゅ ん そ な ) plain / 倫 朴 、 身 単 朴 素 / 村人 六 
素直 な | ( す な ぉ な ) gentle / 坦 率 、 三 率 / 多 金 叶 


295 3 た だ 今 を も ち ま し て 、 受 付 は 終了 させ て いた だ きま す 。 


The deadline has passed so we are Closing the reception desk. 
到 現 在 叉 止 、 策 東 愛理 。 / 和 | 言 ら 呈 局 全 記 傘 避 中 穫 全 ロビ | . 


| N を も ち ま し て | N を も っ て | (==N で /N に よっ て ) 
ぶ <12 月 10 日 を も ち ま し て 、 義 店 させ て いた だ く こ と と に な り ま し た 。 
ん ・ 居 眠り 運転 の 怖 さ を 、 私 は 身 を も っ て 体験 し まし た 。 
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ひな ん 
そう な ん 
へ き な ん 


に の 


や の DO 一 


(ee ) 


0 を ** た め に 、 毎 日 1 キロ 泳い で いる 。 


1 備え る 
2 携え る 
3 接する 
4 保つ 


16 


早 | 臨 | 


人 ⑳ ss 、 す べ て を 記憶 する こと は で きか \ 
に ちがい な い 。 


が 早い か 
4 に 
か ら す る 
まで も な く 


Po DO = 


16 [| 


\ 


こたえ 


296 1 洪水 で 堤防 が 崩れ た 場合 、 ど こ へ 避難 し ます が か 。 
こう ずい い いい の ん 
Where should we evacuate to if the levee breaks during a flood? 
防 洪 堤 埼 場 的 活 , 流 去 嘱 里 避 慌 ? / 香寺 中 利紀 0| 早口 麗 言 お 早 , Q] 口 叶 本 避 替 口外 ? 


ES 湊 | コウ : 洪水 
堤 テイ : 堤防 
訂 | ヒ : 避難 する さ (- ゅ る) : 避け る 
茜 | ソウ : 遭難 する ・ 遺 遇 する あて う ): 遭う 


297 4 若 さ を 保つ た め に 、 毎 日 1 キロ 泳い で いる 。 


lswim one kilometer every day in order to stay youn9. 
汽 了 保持 年 経 , 毎 天 渡 1 公 里 。 / 居 号 号室 え |s 必 | 絢 司 諸 本選 1 習 呈 本 胃 世 選 CI. 


保つ | (た ぉ っ ) keep / 保持 、 維持 / 叶え ス | ョ t ト 上 


| ee 備え る | ( そ な ぇ る ) prepare for / 准 各 、 装 置 / 信和 キロ 
ご 携え る | (た ず さ ぇ る ) carry / 携帯 、 億 同 / 斉 呈 引 中 
接する | せっ する ) come into contact with / 接触 、 接 血 / 避 計 


298 2 忘れ る こと な [63 ca すべ て を 記憶 する こと は で き な い に ちがい 


な い 。 


苔 定 叙 不 到 不 忘 面 且 全 都 記 住 。 / 思 玉 宙 0o| 品 号 2 言 2| 相 全 所 事 号 4 操 品 叶 . 


ltis impossible to memorize all of this without forgetting any of it. 
| | 


ぶ V る こと な し に こない | ( 三 V な けれ ば ーー ない) 


* 誰 か に 迷惑 を か ける と と な し に 、 人 は 生き られ な い 。 
う *・ 何 事 も 、 努 力 す る こと な し に 上 達 は あり 得 な い 。 
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も ん だ い 


9) 症 声 街 の 抽選 会 て 当たっ た 鉢植 え を 、 天 井 か ら 
ぶら 下げ て みた 。 


て ん せい (©) 
由 
じ 


か も い 
AEE 
し きい 


や の DD 一 


17 LILLI 


9) 角 が 園 の 政治 は 、「 情 け な い 」 の 一 言 に 3 
仕え る 


省みる ( ) 
し 
い 


尽き る 
嘆く 


選 の DO 一 


17 LIL 


0 その 同 狼 生 の こと は 、 名 前 顔 も 思い 出せ 
ませ ん 。 


1 

2 を か わき り に 
に 本 沈 
遊ぼ が 償 に 


は お ちろ が ® 
ぶ 
ん 
ぼ 
う 


kr 仙 男 ( 天 呈 


299 3 商店 街 の 抽選 会 で 当たっ た 鉢植 え を 、 天 井 か らぶ ら 下 げ て みた 。 


(SP) 
6 
も 
じ 


て ん て ん じょう 
| hung the potted plant that | won in a lottery at a local shopping district from the 
ceiling. 
我 把 在 商店 街 的 抽 半 会 上 抽 中 的 盆栽 志 着 吊 在 了 天花 板 上 。 
谷 局 フト | 李 娠 居 9 弓 智 居 局 量 号 笠 O| 串 司 9 旧居 F「. 


抽 | チュ ウ : 抽象 的 な ・ 抽 選 


ちゅ う せ ん 


鉢 | ハチ : 鉢 ・ 植 木 殺 ・ 鉢 植え 


うえ き ば ち は ち う 


井 | ショ ウ : 天 井 い : 井 戸 


敷 | し <) : 敷く ・ 敷 地 ・ 敷 居 


ーー し し き ち し き い し きき ん 


300 3 我が国 の 政治 は 、「 情 け な い 」 の 一 言 に 尽き る 。 


“Shameful" would be the one word | would use to describe the state of this coun- 
try's politics. 

我国 的 政治 , 只 能 用 "悲惨 " 一 伸 週 来 概括 。 

平 品 LlaS| 始 秘 挟 , 封 ロ FEI 呈 時 中 加 「 填 人 slcH」 エ 時 OI 冒 佳 全 誤 FI. 


尽き る | つき る ) be used up, be exhausted / 尽 、 到 玉 、 容 尽 / 一 時 9| 廊 ロ 
仕え る | つか ぇ る ) work for, serve / 服 侍 、 侍 替 / 計 フ | 中 


省みる | (か えり みる ) look back / 反省 、 自 回 / 言 0| 記 品 Fl ( 三 反省 する ) 


嘆く | (な け <) grieve / 収 息 、 感 中 / 寺 時 II 


301 1 その 同級 生 の こと は 、 名 前 は お ろか 顔 も 思い 出せ ませ ん 。 
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| cannot even remember that boy 's face, let alone his name. 
那 條 同学 、 別 聞 名 字 了 , 達 藤 相 都 想 不 起 来 了 。 
コ 唇 言 娘 引 販 品 0| 言 写 齋 加 習 言 丘 補 オ 0| は | 壁 合 FT. 


Ni は お ろか Nz も | (Ni どこ ろか Nz も ) * 硬 い 表現 


ひょう げん 


・ そ この 犬 た ち は 、 餅 は お ろか 水 も 与え られ て いな か っ た 。 
< 最近 の 大 学生 の 中 に は 、 褒 論文 は お ろか レボ ー ト の 書き 方 も 知ら な い 者 が い 


CN うん ぶん 
る 。 


| 0 < ん さん 芋 労 を か け て きた 償い に 、 これから は 
婦 学 行事 る と ど と 款 ララ うた 。 


WN (⑳ 
2 お ぎ な い も 
じ 
3 まあ がい) 
4 た だ よい 
18 LILILI 
(6) 沈 礁 は 、 何 も を 残し て いな い 。 
1 ま は ず 
2 手がかり 2 
3 手当 て 
ーー い 
4 ごろ 
18LILILI 
6 中 の 暖か さ 、 今 日 の 察 いこ と と いっ た ら 
CM 
1 に と りか え を 
2 に いれ か え ん 
3 に お きか え 5 
4 に ひき か え 
18 | 


ーー 
cc 


た え 


302 1 さん ざん 苦労 を か け て きた 償い に 、 これ か ら は 親孝行 する と 
誓っ た 。 


To make up for all the trouble | caused my parents, | swore to be a good child to 
them from then on. 


(2) 作 涼 対 父母 退 辛 付 出 的 倍 逐 , 哲 以 此 要 孝 順 他 休 。 
89 号外 登 人 | 妥 申 紋 ら 評 , 9! ら 評 所 杏 呈 12CI で 恒 伸 率 | 
も 0 シー 
じ 償 | ショ ウ : 弁償 する ・ 補 償 つぐ な うぅ) : 償う ・ 償 い 
| 孝 | コウ : 孝行 
| 圭 | ちか - う ) : 的 う 
賭 | ワイ : 賭 略 ・ 贈 収 同 まかなう ): 賭 う 
ーー ディ わい ぞう し ゅ うわ い ま か な 
303 2 泥棒 は 、 何 も 手がかり を 残し て いな い 。 
E ~ こ 
The thief did not leave any clues. 
小 倫 没有 留 下 任 何 銭 索 。 / 丘 写 刀 OH 早 刀 丘 串 人 量 財 2| 和 | 名 約 叶 . 
(4 めい 手がかり | て か が かり ) clues / 袋 索 / 紀 計 
シノ | 手 は ず | (<) plan / 程 序 、 歩 尿 / を 
手当 て | (て ぁ < て) medical treatment / 社 貼 、 治 導 / 下 B| , 企 号 , 誠 広 
し | 手頃 な | (て と る な ) reasonable / 合造 / 記 久 和 


304 4 昨日 の 暖か さ に ひき が え 、 今 日 の 寒い こと と いっ た ら な い 。 


lt is so cold today compared to yesterday. 
昨 天 那 色 暖 和 , 与 之 相反 、 今 天 都 快 閑 死 了 。 / q] 刊 引 可 笑 怪 Ol 時 足 言 己 香 フ | コス | 局 F「. 
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N に ひき か え | (=N に 比べ て ) * 硬 い 表現 


ひょう げん 


・ 愛 想 の いい 奥さん に ひき か え 、 ご 主人 は 無愛想 だ 。 
・ こ の 町 に ひき が か え 、 隣 町 は な ん て 便利 な の だ ろう 。 


も ん だ い 


0 矯 六 は 損害 賠償 を 請求 する 放 訟 を 起こ し た 。 


人生 HDS 
2 KK し よう 6 
3 ば いし ょ う 了 
科 人 当 に よ 
19 LIL 日 
0) 地震 の 彩 響 で 道路 が 切 財 され 、 復 旧 の 
1 め と が 立た な い 
2 つじ つま が 合わ な い (⑯) 
3 すじ が 通ら な い ご 
4 願い が か な わな い 
19 HILL 
6 あの 先生 は 教え 方 、 面 倒 見 も いい 。 


1 も 1 は まで: も な く 

2 も さる こと な が ら 
3 は の みな ら ず コ 
4 で は ある まい し う 


19 | 


こたえ  / 


305 3 彼女 は 損害 賠償 を 請求 する 訴訟 を 起こ し た 。 


She filed a 1 kg payment for damages. 
好 提 出 了 要 路 位 損 失 的 近 稚 適 求 。 / ユ 日 三 企 避 時 付 号 8 る | 世 條 人 き 言 抽 選 叉 叶 . 


> [ 量 | バ イ : 購 償 
請 | セイ : 請求 する ・ 請 求 書 ・ 申 請 す る ・ 要 請 す る 
1 ソ : 訴 訟 うっ た て ぇ る ) : 訴え る 


306 1 地震 の 影響 で 道路 が 切断 され 、 復 旧 の めど が 立た な い 。 


Roads were OM in the earthquake 5 itis not yet OWN how long it will 
take to reconstruct them. 
由 手 地震 的 影 史 道路 被 切 断 , 没有 尽 食 的 庄 目 。 

丸 民 a 翌 井 ら 足 中 中 | 至 下 中 01 号 慎 引 娠 go| 中 0I ズ | 叶 モ ビ |. 


めど が 立つ | ゅ と が た っ ) be in sight / 有 眉 目 / 計時 ol 村 中 


2 = 
に つじ つま が 合う | っ つじ っ ま が ぁ ぅ ) be consistent with / 合 平 肥 編 / 時 司 | 只 C 


筋 が 通る (すじ が と お る ) make sense / 合 平 道理 / 正中 9l 固 


願い が か な う | ( ぉ が いかが か な うぅ ) dream comes true, Wish comes true / 実現 原 望 / 全 久 
ol 如 刑 司 中 


307 2 あの 先生 は 教え 方 も さる こと な が ら 、 面 倒 見 も いい 。 
(3 教え 方 は 言う まで も な く ノ 教え 方 の みな ら ず 


That teacher is not only good at teaching, he is Very supportive. 
那 條 老 謝 的 教学 方 法 就 不用 交 了 , 述 特別 照 願 人 。 
丸 付 村 中 弓 フト 評 和 選 過当 号 量 量 0| ガ ロロ 9 府 足 人 本 金 FI 


N+ も さる こと な が ら Nz | (= Ni も そう だ が Ns は も っ と ) * 硬 い 表 現 
・ あ の 医者 は 、 腕 も さる こと な が ら 経 営 が うま い 。 


けい えい 


* この 店 は 、 品 前 えも さる こと な が ら 、 店 員 の 対応 が いい の で 気に入っ つて い 


て ん いん た いおう 
る 。 
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や OO DO 一 


や OO NO 一 


や OO DO 一 


あわ 
あら 
あま 
あ だ 


極め て 
若干 


を も と に 
を と わ ず 
を めで ぐり 
まま 本 


《) ビー ル の 宣伝 に は 、 泡 や 忠 の 湯 き を 表現 する 視覚 的 
要素 が 欠か せな い 。 


20 


6 後 が その チー ム に 移籍 する 可能 性 は 、 低い 。 


(GO ) 


(褒め 
も 
じ 


20 LL 


(310 用 周 の 近 、 彼 は 自分 の や リ 方 を 押し 通 
に た 


20 


こたえ 
308 1 ビー ル の 宣伝 に は 、 泡 や 喉 の 湯 き を 表現 する 視覚 的 要素 が 欠か 
| せな い 。 


ll Visual elements such as foam or thirsty people are essential components in beer 
| 4 commercialS. 


むう 宣仁 酒 的 時 師 、 表現 渦流 及 路 吐 湯 的 禄 常 要素 不可 少 。 
89 明科 a 対 入 中 豆 番 奉 春 呈 下 百 叶 人 2461 豆 人 フト 時 天 キネ フト 8 . 
も セン : 坪 伝 する ・ 宣 言 する ・ 宣 教師 

じ せん で ん せん げん せん きよ ょ し 


ホウ : 発泡 スチ ロー ル あわ : 泡 
か わ (<) : ( 喉 が ) 湯 く 
ン " 神 填 王 梓 する 無視 する ・ 和 税 ・ 鶴野 ・ 視 


ど 』 


に 回 


きつ 


309 1 彼 が その チー ム に 移籍 する 可能 性 は 、 極 め て 低い 。 


There is very little possibility of him to be traded to that team. 
他 特 到 其他 唄 的 可能 性 概 低 。 / コト コ 軒 己 中 0| 広 司 ト 号 名 名 号 引 叶 叶 . 


極め て | ( き ゎ ゅ て ) very / 松 其 、 半 常 / 呈 本 
| 若干 | (じゃ っ か 4) alittle / 若干 、 一 小 / ejzt 
< 一 切 こ な い | (いっ ょ ぃ - な い ) ( 三 全然 こない ) 
し ぜん ぜん 


| 大 げ さ な |( ぉ おぉ げ さ な ) exaggerated / 奇 紗 、 容 大 / 共販 


デ 


310 4 周囲 の 批判 を よそ に 、 彼 は 自分 の や り 方 を 押し 通し た 。 


Despite the criticism from others, he did it his way. 
他 不 管 周 団 人 的 批 麟 、 始 箕 堅 持 自己 的 信 法 。 


| | 斑 選 8| | 桂 富 0[ 巡 天 村 | 品 エ コモ 人 人 Il 避 田 写 企 敷 FI . 
4 N を よそ に ( 三 N を 気 に し な いで 〆N に 関係 な く ) 
か 
ぼ 
つ 


・ 親 の 心配 を よそ に 、 娘 は 留学 を 決め て し まっ た 。 
< 節電 と いう スロ ー ガ ン を よそ に 、 街 の イル ミネ ーション は 今年 も 派手 だ っ 


せっ で ん ピス 


た 。 
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| OD 合 の 和 の 細 肥 を 、 品 祭 で 観察 し て みよ う 。 


や の MN 一 
へ 
(Mw 


21 EC 


9 中 高 年 に な っ た ら 、 塩 分 の 摂取 は ほう が 
VA Wo eg 


滅ん た だ 
控え た 
緩め た 


や の DD 一 


a 回国 回 


6 ちの 時 の 女性 は 、 ど な た で すか 。 


21L IL IL 


(G) 


9 
も 
じ 


表 え た ( め 
ed 
い 


こたえ 


311 3 植物 の 茎 の 細胞 を 、 顕微 鏡 で 観察 し て みよ う 。 


Let's look at the cells of a plant stem with a microscope. 
半 我 術 用品 微 鏡 況 察 植物 茎 的 舞 胞 屯 。 / 公言 引 査 フ | 剤 正 言 百 品 き 己 呈 周 百 相 中 . 


GS 


Cd 笛 


ls 


送 周 二 | 遇 
M 


: 茎 


くき 


ホウ : 細胞 


きい ぼう 
の 


けん ぴ きょう 


微妙 な ・ 微 笑 ・ 微 量 


び みょう び し ょ う び ぴ りょう 


312 3 中 高 年 に な っ た ら 、 塩 分 の 摂取 は 控え た ほう が いい で し ょ う 。 
Itis better for people of middle or advanced age to cut back on their salt intake. 
到 了 中 考 年 、 最 好 控 制 祝 分 的 撮 取 量 。 / 夫 祝 加 き 0| 本 加 販 量 引 財 氷 記 付 フ ト 挟 習 0| 秦 負 交 . 


uC 


控え る 


(ひか える ) cut back (reduce the amount) / 控 制 、 王制 / 付 フ ト ヒ 


(お と ろ え る ) decline / 衰退 、 衰 弱 / 公 還 計 F 


(ほろ ぶ ) Collapse / 減少 / 叶 引 FI 
(ゆる め る ) Ioosen / 放 松 、 放 艇 、 憐 念 / 品 計 slFH 


313 2 あの 黒 ず く め の 女 性 は 、 ど な た で すか 。 


Who js that woman dressed in black? 
究 一 身 黒 衣 的 那 條 女 人 是 進 ? / 豆 早 召 呈 信 衝 己 豆 t 名 己 久 人 呈 , エエ 〒 引 口外 ? 
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N ず くめ | ( 三 N ば か り ) 


* 占い が 当たっ て 、 今日 は 嬉し いと と ずく め だ っ た 。 


N ぐ る み | (=N 全 部 ) 


* こ の 町 で は 、 町 ぐる み で 認知 症 の ケア に 取り 組ん で いる 。 


も ん だ い 


た の 0 の DO 一 


た oO DD = 


1 
2 
3 
4 


| 0 人 は や っ て いる 風邪 の 特徴 的 な 症状 は 下痢 と 
吐き 気 で す 。 


CO た IE 
て cn で 会 
RS 
CKBEITT 


束縛 され た 
規制 され た 
制限 され た 
拘束 され た 


は A 
i oie 
を こめ て 
に も る まし て 


や) 

6 
も 
じ 


22 


0 全 湖 で スバ イ と 関連 われ 、3 日 間 も 


22 [中 


6 の レス トラ ン の 料理 は 味 も いい が 、 そ れ 
見 た 目 が 食欲 を そそ る 。 


221 II 


こたえ 


314 4 今 、 は や っ て いる 風邪 の 特徴 的 な 症状 は 下痢 と 吐き 気 で す 。 


と く ちょ う て き 
The typical symptoms of the cold now spreading around include diarrhea and nausea. 
目前 流行 的 感冒 症状 的 特 征 是 腹 潟 和 中 吐 。 
| 召 常 理 引 所 召 2|| 号 居 矯 gl 知 付 呈 名 AH 〒 呈 大名 IFF. 


も 
じ 


徴 | チョ ウ : 特徴 ・ 象 徴 ・ 徴 収 する 
症 | ショ ウ : 凍 江 後遺 間 時 上 
洲 リ : 下痢 

吐 | は で る の: 吐く ・ 吐 き 気 


315 4 空港 で スパ イ と 間違わ れ 、3 日 間 も 拘束 され た 。 
た ld 4 こう そく 
| was kept in custody for three days as | was mistaken for a spy at the airport. 
在 机 協 被 千 当 成 同 層 , 葛 被 敵 了 三 天 。/ 召 人 対人 本 0| 呈 豆 gl 叶 OF 3 所 Hol 了 〒 告 中居 ct . 


拘束 する | (こう そ < す る ) keep in custody / 拘束 、 限 制 / 〒 合 引 F 
| 東 縛 す る | そ < な < する ) restrain、restrict / 東 紅 / 告 財 stt 
規制 する | (きも いす る ) regulate / 規定 、 限 制 / 天 s ビ 

制限 する | ug ん する ) control, restrict / 限 制 / 天 寺 中 


co 人 


316 4 あの レス トラ ン の 料理 は 味 も ちい い が 、 そ れ に も まし て 見 た 目 が 
食欲 を そそ る 。 


し ょ く よく 

The food at that restaurant tastes good, but the presentation really whets one's 
appetite. 

那 家 航 傘 葉 的 味道 好 、 不 寺坂 菜 的 外 濁 更 加 透 受 食欲 。 

丸 本 所 詩 可 忌 可 万 遇 正午 IL , 政 ヒ レト 呈 フ | 佑 写 0| 夫 詞 F「 . 


N に も まし て | (==N も ~ だ が それ 以上 に へ ~) * 硬 い 表現 


・* 結 婚 が 決ま っ て か ら 、 彼 女 は 以前 に も まし て 美しく な っ た 。 
・ こ の ジム は 、 設 備 の 良さ に も まし て スタ ッ フ の 質 が いい 。 


ome 
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人 0 晶 党 の 類 わ し さか ら 苑 れ 、 泊 を 臣 わ すてき な 須 囲 所 
の ホテ ル で 余 容 の ある 時 間 を 過ごし た 。 


まあ ぎら 役 も ぜ 


の た か ら 、 仕 方 が な い 。 


wm 
玉 
沈 


1 
2 わずらわし さ 
3 うる わし ゃ 
4 い ど ね しさ 
23 LL] 
(318) 、 面 接 で 落ち た 。 う まく 返答 で き な か っ た 


23 


0 不 京 厨 昌 な 学生 は 、 ノ ー ト を 取ら な い ば か りか 
教 料 書 。 持っ て いな い 。 


の み 
すら 
だ り 
で も 


や の MN 一 


こたえ 


317 2 日 常 の 類 わ し さか ら 離 れ 、 海 を 臨 お すてき な 究 囲 気 の ホ テル で 
ーー わ ず ら 上 
余裕 の ある 時 間 を 過ごし た 。 
| got away from my hectic life and spent some time relaxing at a nice beachside hotel. 
A 近 高 日 常 的 幼 挑 , 在 竹 海 的 天 境 伏 雅 的 酒店 里 度 計 了 悠 未 的 時 光 。 
6 人 Hs| 内 替 9 人 | 因 0I し | BI ビワ ト 中 ol 因 | 時 2|| 全 司 IA1 0 富 包 人 l 慎 写 品 世 中 
も は う ) : 類 う ・ 類 わし い 
じ | 臨 | リン : 臨 時 ・ 臨 海 の ぞ ( ぉ ゃ ) : 臨む 
ピー りん じ りん か い の ぞ 
雰 | フン : 雰囲気 
= ふん Ph き E 
傘 」 ユウ i 祭 裕 = 裕福 な 
318 1 案の定 、 で 落ち た 。 うま く 返 答 で き な か っ た の だ か ら 、 人 { 
つん br う めん せっ お へ ん と う し か た 
が な い 。 
Sure enough, | failed the interview. | was not able to answer their questions, so it 
/ 人 ぬい is only natural. 
CN の) 不 出所 料 、 面 直 没 辻 。 恩 没 能 祖 好 地 回 答 出来 , 返 了 没 法 。 
< 中 付 叶 旦 四 翌 ol|A] 置 0] 烈 F. 答 印 陸 富 明 怪 己 中外 91 列  . 
ス トー 
い 案の定 | ( ぁ ん の じょう ) sure enough. as expected / 不 出所 料 、 果 然 / 信久 
依然 | (いぜん ) as ~ as ever / 依然 / 91 旭 
断然 | (だ ん せん) definitely / 断然 / 時 @ 
突如 | (と っ じ ょ ) suddenly / 突然 / 年 
319 2 不 真 面目 な 学生 は 、 ノ ー ト を 取ら な い ば か りか 教科 書 す ら 持つ 
ふ ま じ め が く せい を きょう か し ょ も 
て いな い 。 
The bad students do not take notes on lectures, and do not even have their textbooks. 
不 謎 真 的 学生 不 付 不 志 筆 記入 宮 本 都 不 享 。 
信久 IA| 宇 宮 圭 相 呈 呈 正 時 記入 | 器 富 豊中 oF 口 村 豆 避 村 到 入 玉 区 | 納 針 . 
ぶ ー = 
ん N (で ) すら | ( 三 N( で ) も /N (で ) さ え ) 
は * 母 は あま り の ショ ッ ク に 、 立ち 上 が る こと すら で き な か っ た 。 
た あ 


192 


< 弟 は 高校 生 な の に 、 小 学生 で すら 知っ て いる 漢字 が 書け な い 。 


し ょ う が く せい 


人 9) 年 トレ ー ニ ング に 励む 彼 の 鍛え られ た 筋 内 は 、 
彫刻 の よう に 美しい 。 


1 と と の えら れ た 6 
2 きた えら れ た も 
3 た た えら れ た “ 
4 こさ えら れ た 

24 EC 

(321 EE さと 3 ば か り い な いで 、 も っ と 

前 向き に 考え よう 。 
1 打ち 切っ て ( 
2 追い 出し て こ 
3 振り 返っ て 
4 投げ 出し て 

24 LC 


(人 を 人 が 避 校 で て 投 業 を する と あっ て 、 そ の 教室 は 


生徒 や 先生 で が つた 。 
ANS ® 
2 あふ れん ば か り に ん 
3 あふ れ っ ぱ な し に う 
4 あふ ぶ ふれ て や まな く < く 


24[ 


~~ 
< 


320 2 毎日 トレ ー ニ ング に 励む 彼 の 鍛え られ た 筋肉 は 、 彫 刻 の よう に 


322 


か 
| 信 
つ 
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に コ し い 。 


うつ く 

His daily training has resulted in him having muscles as beautiful as a statue. 
他 毎 天 忠 持 刻 苦 好 符 , 鍛 炊 出 的 肌 肉 像 離 刻 的 一 梓 美 也 。 

ofa 巨 相 ol 選 こ 豆 エ 引 引 王 ユ 9| 叶 届 司 記号 ネズ ト 逢 習 0[ 言 避 . 


レイ : 激励 奨励 は げ (- ぉ /- ま す ) : 励 お ・ 励 ます 


きた ( ぇ る ) : 鍛え る 
キン : 筋肉 ・ 腹 筋 ・ 背 筋 すじ : 筋 


きん に く ふっ きん は いき ん 


還 団 革 和 き 


チョ ウ : 彫刻 ほ (る ) : 彫る 


過去 の 失敗 を 振り 返っ て ば か り い な いで 、 も っ と 前 向き に 考え 
よう 。 
Stop thinking about past failures and think more positively. 


不要 光 回 願 辻 去 的 失敗 , 皮 竣 更 息 概 地 朝 前 看 。 
寸 及 8| 名 弄 言 恒 言 OH 申 和 | 叶 財 エ 香 円 き 生 ら 呈 代 オ る は 。 


振り 返る | (ふり か ぇ る ) look back / 回 共 看 、 回 原 / 貞和 of 品 ト ( 王 振り向く) 


打ち 切る | ( ぅ ち き る ) discontinue / 停止 、 策 束 / 千村 


追い 出す | ( ぉ ぃ た す ) chase away / 赴 出 、 収 赴 / 選 Hc 


2 


投げ 出す | な けた す ) * か ば ん を 投げ 出す throw the bag on / 把 包 拓 出 去 / 2 過当 財 避 IFI 


* 試 合 を 投げ 出す give up in the middle of the game / 放 弁 比 審 / 
人 特 語 至 2 中 


有名 人 が 母校 で 授業 を する と あっ て 、 そ の 教室 は 生徒 や 先生 で 
あふ れん ば か り に な っ た 。 


The class was overflowing with students and teachers who had come to listen to a 
famous graduate talk. 

因 訪 名 人 在 母校 授 加 , 那 同 教室 里 的 学生 和 老 謝 都 快 折 不 下 了 。 

川田 e10| 豆 豆 9|A] 寺 習 引 品 2 外 コ 喜多 豆 慎 対 量 征 付 媒 引 言 呈 回 列 2 娠 蒸 叶 、 


V ん ば か り | *V 遷 ん ば か り ( 三 V し そう な ぐら い の 様 子 ) 


・ ホ ー ム ステ イ 先 の お 母さん は 、 こ ぼれ ん ば か り の 笑顔 で 迎え て くれ た 。 
・ 注 技 が 終わ る と 、 割 れん ば か り の 拍手 が 起こ っ た 。 


や の DO 一 


ひろ う 
ひろ 
は ろう 
は ろ 


の クレ ジッ トカ ー ド は 、 カード 会 社 の 6 
ら な けれ ば 発行 され ませ ん 。 


(9) 大統領 大 美 が ダン ス を 披露 する と 、 葉 大 な 拍手 と 
歓声 が 上 が っ た 。 


Cd 旧 


25 [LC 


25 | 


1 審査 
2 検査 に 
3 授 査 
4 調 栓 
25[ 
(9 彼 は 周囲 の 反対 を も の と も 、 目 的 を 達成 
し た 。 
すず 。 直 定 衣 ® 
2 ん 
3 まで に 3 
4 た め に 


sul 


ume 8) 


324 1 


323 1 大 統領 夫 麦 が タダ ンス を 披 軒 する と 、 盛 大 な 拍手 と 歓声 が 上 が っ た 。 

だ い り ょ > さい て せい だ い 人 い 
There was loud applause when the President and his wife started to dance. 
喜 銃 夫 刀 展 示 了 舞 次 」 晒 起 了 熱 烈 的 掌 声 和 区 呼 声 。 

| 名 時 翌 早計 フト 可 言 札 豆 村 公司 本件 中 司 計 0| 日 受 FH. 

| (AG) 5 : ・ 統 計 ・ 統 ) 

トウ : 精 負 ・ 人 ・ 攻 -・ 革 ・ 村 1 する 
| も 映 ヒ する 
| じ | 器 | セイ : 盛 大 な ジョ ウ : 繁 盛 する 


さか (ん ) : 盛ん な さか (- る ) : 燃え 盛る ・ 盛り 
も (る ) : 盛る ・ 盛 り 上 が る 


| 歓 | カン : 欲 迎 する ・ 秋声 


か ん せい 


クレ ジッ トカ ー ド は 、 カ ー ド 会 社 の 審査 に 通ら な けれ ば 発行 さ 
れ ま せん 。 


No card will be issued unless you pass the screening process by the credit card 
company. 

如果 没有 通 辻 玉 公 司 的 車 査 , 信 用 相 不 会 被 肥 行 。 

信 避 引 三 王 本 AFS| 多久 時 里 辻 | 名 台本 則 居 品名 谷 叶 . 


審査 | (し ん さ ) screening / 車 査 / 名 久 


検査 | ( ゅ ん さ ) exam / 栓 査 / 人 


325 1 


捜査 | た ぅ s) investigation / 捜査 / ん 
調査 | (ちょ うさ ) survey / 週 査 / 人 | 


彼 は 周囲 の 反対 を も の と も せ ず に 、 目 的 を 達成 し た 。 


He accomplished his goal despite the objections from others. 
他 不 願 周 国人 的 反対 実現 了 目 杯 。 / コモ 科 別 可 叶 HHol 0 叶 天 村 | 悟 号 呈 富 昼 台 敦 中 、 


N を も の と も せ ず (に ) | ( 三 N を 問題 に し な いで ) 


・ 我 々 の 船 は 、 嵐 を も の と も せ ず に 進ん だ 。 
*A 社 は 不況 を も の と も せ ず に 、 順 調 に 業績 を 上 げ て いる 。 


きょう せき 


も ん だ い 


9 北海 道 か ら 沖 縄 に 至る 太平 洋 沿岸 の 広い 範囲 で 
津波 が 観測 され た 。 


† わた る 6 
2 お た る ビ 
3 あたる 
4 いた る 

26 [I 

3) エエ 社 中 を 募集 し て いま す 。 経 験 の は 問い 
ませ た 
1 あり な き 692 
2 あり な い < 
い 

3 ある な き 
4 ある な し 

26 |] 


9) 子供 は テレ ビ か ら 逆 こえ て くる 言葉 を 、 聞 いた 


ER 
1 SE (⑱ 
8 が 
2 から & 
3 そば か ら う 
4 うち か ら 


26 EC 


こたえ 。 ンプ 


326 4 北海 道 か ら 沖縄 に 至る 太平 洋 沿岸 の 広い 範囲 で 津波 が 観測 され た 。 
ほっ か い どう お き な わ いた た い へ い よう えん が ん ひろ は ん い つ を ぁみ か ん そく 
A tunami was detected on the Pacific shore, from Hokkaido all the way to Okinawa. 


| 人 北海 道 到 沖縄 的 太平 洋治 岸 的 /「 大 区 域 葉 園内 , 油 測 到 了 海路 。 
詞 ラ 10| 呈 9 人] 中 HgHOI 0| 豆 挟 名 習 Fellg| 同 呈 細 居 名 蛋 折 0| 叶 答 司 以 F. 


縄 | な わ : 縄 ・ 沖 縄 (地名 ) 

に 3 シ : 至 急 いた る) : 至る 
男 | ハン : 範囲 ・ 規 範 ・ 模 範 
津 | つ : 津波 


327 4 正社員 を 募集 し て いま す 。 経験 の ある な し は 問い ませ ん 。 


Full-time staff wanted. Experience not necessary. 
| 正在 招 正式 過 工 。 不 疹 是 否 有 筆 玲 。 
| 召 久 刷 号 中 笠 引 区 麗 谷 中 . 妊娠 ol 史華 昼 世 量 入 名 谷 |. 


| (A 「 あ る な し | が 

| の ある な し | whether there are any - or not / 有 元 / 千早 ( 三 有無 ) 
ご 
い 


ネ 良 し 和 悪 し right or wrong / 好 抹 / 秦 エ 口演 

* 菩 し 悪し good or bad / 善悪 / sl (三善 悪 ) ありさ い 
ネ 白黒 black and white. right or wrong / 黒白 斉明 し 

| * 損得 profit and loss/ 得失 / 会 号 

* 新 旧 old and new / 新旧 / 4 テ きわ な ソ 


| し ん きゅう 


328 3 子供 は テレ ビ か ら 聞 こえ て くる 言葉 を 、 開 いた そば か ら 覚 えて 
| | KS の 

| ( Children pick up words from TV without even noticing. 
| $§, 際 子 叫 申 祝 里 的 活 , 呆 着 暫 着 就 迄 住 了 。 

| OlOo| 記 久本 | 詩人 Ad 号 司 史 王 辿 営 言 選 知久 名 刷 計 . 

V そ ば か ら | ( 三 V る と すぐ に ) 
| 鞭  ・ こ の 子 は 危な いと 注意 し て いる そば か ら 転 ん で いる 。 


ゆう い 


| * 息 子 は 片付け た そば か ら 散 ら か し て いく 。 


198 


も ん だ い 


(9) ちの 監督 は 大 胆 か つ 填 重 に チー ム を 率い て いる 。 


1 し ん ちょ う 
2 ちん ちょ う A 
3 し ん ちゅ う でき 
4 ちん ちゅ う 
27 LL 
0) 険 する 際 に 、 日 本 天 、 世界 史 を 選択 し て 
RD 
1 等 登る は 6 
2 し か も 
3 な お さら 
4 ゆえ に 
27 CC 


|) 律 で 使用 を 茶 じ られ て いる 薬 を 使う な ど 、 医師 に 
ある 行為 だ 。 


2E な る & 
さき が た だ たい う 
本 


こたえ 


329 1 あの 監督 は 大 胆 か つ 慎 重 に チー ム を 率い て いる 。 


That coach is leading the team boldly but prudently. 
那 條 教条 大 胆 面 且 慎重 地 率 領 着 区 伯 。 / 谷 結 豆 印 時 計 エ 正和 信夫 中 骨 呈 中 査 計 エ FI. 


監 | カン : 監督 ・ 監 視 す る 
痺 | トク : 監督 
腸 


か ん と く 
タン : 大 胆 な 
慎 | シン : 慎重 な つつ し て 6) : 慎む 


330 1 受験 する 際 に 、 日 本 史 、 も し く は 世界 史 を 選択 し て くだ さい 。 


On the entrance exam, please choose either Japanese history or world history. 
考 直 的 時 候 、 適 逸 拝 日 本 史 或 者 世界 史 。 
名 詩 人 l 社 同時 思 久里 Al, 下記 央 刑 A 量 祭 明 避 季 刈 品 . 


し か も | besides / 耐 且 / 四 〒 


| CS も し く は | either- or - / 或 者 / きき ( 三 ある い は ) 
| さこ 
い 


な お さら | allthe more / 更 加 、 越 / 呈 忠 


ゆえ に | therefore / 所 以 / 加 足 ol (一 し た が っ て ) 


331 1 法律 で 使用 を 禁じ られ て いる 薬 を 使う な ど 、 医 師 に ある まじ き 


ほう りつ し きん 
行為 だ 。 
Using drugs that are prohibited by law is improper behavior for a doctor. 
使用 法律 上 吉 禁 的 欧 物 之 美 的 , 是 作 妨 医 生 不能 被 容 交 的 行 及 。 
ご 田 言 中 Al 号 0| 言 A 還 中 呈 色 所 号 , 引 AI 呈 付 選 史 言 全 羽 王 型 居 中 
7Q⑪ 


IN に ある まじ き Nz | Ni と し て ある まじ き N2 
ぼ (= Ni に あっ て は いけ な い Nz) * N2 全 行為 ・ 態 度 ・ 発 言 な ど 
* 大 臣 に ある まじ き 発言 が 世界 中 に 流れ た 。 


・ 成 人 式 で 酒 を 飲ん で 暴れ る な ん て 、 社会 人 と し て ある まじ き 行 為 だ 。 


唯一 掃除 が 苦手 だ 。 


1 ゆい いち 
2 
3 IDUUN つ 
4 ゆう いち 


8 迫 知 し た 者 は 来 権 し た も の と ; 


1 みな す 
2 み だ す 

3 と が め る 
4 と ど め る 


極 ま り 
限り 
皮切り 
至り 


た の DO 一 


0) k 生 の 研 完 が 評価 され 、 感激 の 


9 生 は 炊 事 も 洗濯 も 才 縫 も 文 名 の つけ よう が な い が 、 


(の ) 


3 
も 
じ 


28[ 


と (』 (⑳ 


28 LIL 


で す 。 


28LILILI 


と た え ノンノ 


332 3 母 は 炊事 も 洗濯 も 裁縫 も 文句 の つけ よう が な い が 、 唯 一 掃除 が 
い せん た い ゆい いつ 

苦手 だ 。 

My mother is very good at cooking, doing laundry, and sewing, but is bad at cleaning. 


母 款 不 侯 是 仙 仮 述 是 洗 衣 娠 菅 都 元 可 挑 列 。 唯 一 不 善 長 的 就 是 打 担 世 生 。 
gi ロモ 誠人 Al 呈 刈 時 挟 列 晴 丘 昔 谷 語 還 フ ト 避 ^I 富津 娠 全 言 健 史 叶 FI 


イ : 炊事 た C<) : 炊く 

ホウ : 裁縫 ぬう ) : 縫う ・ 縫 い 物 
ク : 句 ・ 交 名 ・ 和 計上 信和 

ユイ : 唯一 *「 ゆ いつ 」 と も 言う 


店 際 医 
| 


333 1 遅刻 し た 者 は 径 権 し た も の と みな す 。 


Those who arrive late will be considered to have given up their right to vote. 
Illl 退 到 就 算 借 枚 。 / 和 l テ ト 填 AI 村 2| 惜 赴 人 ト 習 己 呈 六条 寺 上 上. 


みな す | consider, regard as / 看 作 、 当 作 、 算 作 / ?! 玉 alFI 
| 乱す | (な) throw out of order, disturb / 挑 乱 、 弄 乱 / dl 習 引 叶 
と が め る | blame. reproach / 素 進 、 挑 、 紹 回 / 誠 叶 FT 
留め る | と と ぁ る ) stop, put an end to, keep / 留 下 、 停 下 / 回 替 ロ 


sg (る 


334 4 長年 の 研究 が 評価 され 、 感 激 の 至り で す 。 KR3 感激 の 極み 


けん きゅう か ん げき 
lam very grateful that the research | have ‘heen working on for so many years has 
been appreciated. 


| 人 年 的 研究 箇 愛 好 二 感激 之 至 。 / 紀生 ere| 格 マ フト 習 2 ト 量 叶 o ト 詩 49| 当 逢 名 
| て 替 グ |[N の 至り | | N の 極み | (= 非常 に N だ ) DP 

| の * こ の よう な 賞 を 頂き 、 光 栄 の 至り で す 。 

| ぼ 加計 し て 彼 を 救え な か っ た と は 商人 の 社 み で す 。 


つう で ん きわ 。 


UI 


ll 202 


6 千寿 合 世 界 一 を 議 る 国 は どこ で し ょ 3 う 。 


お と る 
(GO ) 
の 6 
3 も 
4 い ば る に 
29 | || 
so を こなす の が 精 一 杯 で 、 な か な か 
新しい こと に 挑戦 で き な い 。 
1 コン トロ ー ル () 
2 ルー ル Tw 
い 
3 ルル マ 
4 アポ ミ ング 
29 品 ロロ 


人 信じ て いた 人 に 裏切ら れ た 人 が 人 間 不 信 に な る と 
いう の は 、 想像 に 。 
か た く な い 
ぶ 
か た い ー 
た えな い う 
た える 


や の MN 一 


29 


と だ え シシ 


335 3 平均 寿命 世界 一 を 誇る 国 は どこ で し ょ う 。 
へ い きん じゅ みょう せ か い いち ほこ くに 
Which country has the longest life expectancy? 


以 平均 寿命 全 世 界 第 一 入 中 徴 的 国家 是 路 里 。 
| 習 記 全 加 誠 下 1 色 言 則 書 中 し Hal 詞 01F| 所 5. 


本 ) 半 ジ ュ : 才 の 
| も | 詳 ] コ : 誇 随 す る ほこ る): 誇 る ・ 誇 り 
じ | 懇 レ ツ : 作 大 お と て る 劣る 
縛 | バク : 東 縛 する し ば て る) : 縛る 


336 3 毎日 の ノル マ を こなす の が 精 一 杯 で 、 な か な か 新しい こと に 失 


戦 で き な い 。 
| Im so busy with trying to reach my daily quota that | cannot try anything new. 
AA 妨 了 完成 毎 天 的 普 色 指 酸 巳 旭 尽 全力 , 邊 准 再 挑 可 新 的 事情 。 
NM 暫 堆 時 才 生 計 避 る ワ | フト エ 人 [0I「 , 香 対 習 刈 呈 号 240l| 正 居 富 明寺 叶 . 
ノル マ quota / 導 各 指 株 、 定額 / 居 叶 層 
I い コン トロ ー ル | control / 管 控 、 控 制 、 操 控 / 妊 呈 時 
| ルー ル rule / 規則 、 規 定 / 〒 
| タイ ミン グ | timing / 時 机 、 曇 宜 / 時 ol 思 


337 1 信じ て いた 人 に 裏切ら れ た 人 が 人 間 不 信 に な る と いう の は 、 想 
像 に 難く な い 。 


| 1 someone not being able to trust anyone after being let down by 
someone they trusted. 

被 相 借 的 人 背 救 辻 之 后 不 再 相 億 任 何人 , 六 不 準 想 象 。 

品 回 AI 中 9 是 介 号 土 外 言 o| Il? ト 旦 人 lo| 中 記 包 急 せき 2| 1 習 | 営 F「. 


| に て に 難く な い | (一 簡 単に で きる ) *「 起 像 に 難く な い 」 が よく 使わ れる 
| う ・ 突 然 の 不幸 に 見 舞 わ れ て 、 彼 女 が どん な に 困 喉 し た か は 想像 に 難く な い 。 
想像 に 難く な い 
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も ん だ い 


⑧ その 広告 は 苦 だ し い 詩 随 や 商品 の 紛らわしい 名 称 
を 是正 すべ きだ 。 


人 も と 僕 の 意見 は 同じ よう に 聞こ える が 、 ち ょ っ と 
が 違う 。 

シナ リオ 

gg ガンズ 

ウン レー イン 3 

ヒン ト 


Po DO 一 


1 あわ た だ し い GD 
2 は な は だ し い も 
3 お び が ただ し い 「 
4 は ら た だ し い 

30 LC 


sn( あ ) 


30 


0 =ー ン の 返済 が 不能 と な り 、 土 地 と 建物 の 売却 を 
余儀 な 4_ 。 


させ た 
な っ た 
きだ た 
民放 


Po の DO 一 


30 [_」 


こたえ ププ 


338 2 その 広告 は 甚だ し い 誇 張 や 商品 の 紛らわしい 名 称 を 是正 すべ きだ 。 


The Na sgeiatets and confusing name of the product in this advertise- 
ment should be changed. 

那 條 告 , 友和 玉 更 正直 分 的 傘 球 及 容易 混 浦 的 商品 名 移 。 

コ ユ 色 計 寺谷 寺 付知 名 列 谷 司 フ | 装 定 選 富 Al 婦 引 OF 填 F 


(sp ) 
| 凌 | は な は に だ た だ し いり: 甚だ ・ 甚 だ し い 
| も 拘 フ 69 紛失 する ま ぎ に れる / ら ゎ し い : 紛れ る ・ 紛 ら わ し い 


| 称 | ショ ウ : 称す る ・ 名 称 ・ 対 称 
是 | せ : 是正 する 


339 2 君 と 僕 の 意見 は 同じ よう に 聞こ える が 、 ち ょ っ と ニュ アン ス が 
違う 。 
lt sounds like you and | have the same opinion, but the nuances are different. 


作 的 意見 叫 上 去 和 我 的 差 不 多 , 但 是 感 党 上 有 点 不同 。 
中 中 し IS| 記号 社 急 久 入 居 結局 lt, 林 言 主計 フト 中 号 F「 


ニュ アン ス | nuance / 感 党 、 前 味 / 計時 < 
シナ リオ | scenario / 則 本 、 脚 本 / 外相 選 

フレ ー ズ | phrase / 短 造 、 短 句 / 〒 ( 名 ) 

ヒン ト | hint/ 提 示 、 暗 示 、 由 秋 / 生 


と (6 


340 3 ロー ン の 返済 が 不能 と な り 、 土 地 と 建物 の 売却 を 余儀 な くさ れ た 。 
| was unable to pay back my loan, so | had to sell my land and my building. 
元 法 衝 貸 款 了 , 不得 巳 変 素 土地 和 房 子 。 
県 引 慎 叶 0| 暑 フ ト 呈 可 人 | 呈 和 IS 妊 量 引 可 219| 9] 斬 本 誤 F. 

N を 余儀 な くさ れる | ( 王 ( ほ か に 方 法 が な く )、N と いう 状 況 に な る ) 

ll ん ・ メ ン バ ー が 事件 を 起こ と し た た め 、 グル ー プ は 解散 を 余儀 な くさ れ た 。 


| 到 。 ・ 糧 の 才 擬 で 和 折 を 人 測 な くさ れ た 
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(341) 住民 は 市 に 対し て 、 若 情 を 話 え た 。 …⑳ 


1 と な えた 2 うっ た えた 
(GO の ) 
賠 
9 や 機 徹 は 、 京 校 を 息 る と 、 大 き 人 事故 に つなが る 。⑳ 8B 
† お さだ る る ・ 交 作 る 
2 中 
(343) 言っ た 僕 の 言葉 が 、 友 人 を 傷つけ た らし い 。 一 人 の 
1 申し 訳 な く 2 何気なく 
1 ロロ ロ (⑳) 
be 
0) 寺 多 は 、 現 在 、 二 で 最高 速度 80 キロ に され 回 
て いる 。 一 人 の 
1 折 束 2 規制 
2HHH 
0 ちの な し い 衝 誠 を 読む と 、 浜 を =@ 
1 余儀 分 くさ れる 2 茜 じ 得 な い る 
1 | ぶ 
(0) た 2 よ ) な 方 に お 目 に か か れ て 、 光栄 の で す 。 | 展 
っ 5 
1 至り 2 限り 
2 


、、 も だ い  / 


(347) 姉 の 料理 も お いし い が 、 や は り 号 の 料理 に は 劣る 。 っ 


1 お ちる 2 お と る 
は 3 
P (348) この 二 つ の 言葉 に は 微妙 な 意味 の 違い が ある 。 一 ⑨ 
RRL ED の が 2 RI の 
4[ 
(349) 友人 の に 満ち た 手紙 に 、 涙 が こぼれ た 。 = 
1 思い や り 2 愛想 
692 3[ 中 
い 5) 末 へ の ご 協力 を お 願い いた し ます 。 人 @⑳ 
1 技 柱 2 審査 
4 
(351) 彼ら は 吹雪 、 救助 に 向かっ た 。 一 
] を も の と も せ ず に 。 2 の そば か ら 
3 


⑬ 


バイ ク は 渋滞 RA a A as 
i 2 を も っ て 


世界 の あちこち で 今 も 紛争 が 起き て いる 。 っ 


1 と うそ う 2 を 3 
(GP) 
5 Ne 
6 も 
3) 人 の 借金 は 膨大 分 額 に 彫 れ 上 が っ た 。 = の ⑳ じ 
も で れおな | 2 は れ あ が らち た 
6[ II 
9 際 所 に は 、 省 エネ を ポス ター が た くさ ん 貼ら れ 
7 の っ 人 
1 従う 2 促す 
spn 
に 
8) の 失敗 は 明らか だ っ た が 、 だ れ か ら も こと ば 
な か っ た 。 ー 人 ゆあ 
1 と が め ら れる 2 み だ さ れる 
6 
3) ちの 9* ま は 、 潜 、 ひ ら が な も 書け な い 。 人 の 
1 で すら 2 は お ろか 
、 ぷ ぶ 
6) 彼 は 補記 し て きた 上 に 、 居 眠り を 始め る ーー@ 内 
う 
1 始末 だ 2 極み だ 
6 
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も ん だ い 。 


(359 秀 日 同じ 物 で は 飲 き る で し ょ う 。 一 人 


1 あき る 2 つき る 
G9 
8 7 | 
も 0 x 所 か ら 意味 を 理解 する 。ー⑳ 
1 ぶん みゃく 2 ぶん ば 
8 LIL 
6 を い 可 は おち を が な く 、 暮らし を し て いま し た 。 
っ 人 ⑳ 
1 質素 な 2 素直 な 
() EE 
ビ 
6 伝え られ た 情報 の み で 物事 の を 判 前 する の は 、 危 
険 だ 。 っ 
1 良き 悪し 2 良し 悪し トー 
6 が し いい 店 は 、 前 の 店 表 厳し い 。ー@ 
の 1 に も まし て 2 を お いて 
| 7 [ [ 
| ぶ 
0) ok は デ テッ ィ ン 着地 も いい 。 っ ⑨ 


1 る さ あこ と な か が らい を に ひき か え 


(365) さっ きか ら 怪 し い 人 が うろ うろ し て いる 。 一 ⑳ 


還る 6 四 の a A 
9 ロロ ロ (SO) 
' (366) 陰 ず か し く て 、 穴 が あっ た ら 入 り た い 気持 ち だ 。 … 人 び じ 
1 あぁ な 2 わな 
10 
5 役 は 。。。= きっ て いる だ け だ る うと 思っ て いた が 、 本 当 


に 事態 は 深刻 だ っ た 。 一 @ 


1 天 げ き に 2 は る か に 
9 ロロ ロロ 
ご 


3 j 椅 な どの 秋 害 に 、 日 頃 か ら 生 活 に 必要 な も の を GG 
まとめ て お きま し ょ う 。 一 ⑳ 
1 携え て 2 備え て 
10[ 中 
8) 滞 相補 転 を する な ん て 、 豆 宮 に 行為 だ 。 一 @⑨ 
1 ある まじ き 2 べから ざる 
9LILILI 


め 裕福 に 見 えな い 客 に 対し て 、 その 店 員 は 近寄る な と 
ば か り の 冷た い 能 度 だ っ た 。 一 人 
1 言 お う 2 言わ ん 
em 10 


[ ロ 
0 OO DOO ⑳1 211 


王 


⑳ も は や り ス トラ は 避け られ な い だ ろ う 。 一 人 び 


1 ゆけ られ な い 2 さけ られ な い 
回 居 ] 
0 馬 叶 多 還 を 運行 し ます 。 一 人 ざ 
1 じん じ 2 りん じ 
12 LIL] 


この 寺 は 質素 だ が 、 雰囲気 が 感じ られ る 。 ご 
お を が 2 お ろ そ か な 


1 


ここ で は よく < 使わ れる を 丸ごと 暗記 する 学習 方 
法 を 提供 し て いま す 。 一 身 
1 フレ ー ズ ウ の” ー レ 


12 LC 
⑳ 子供 た ち は き れい に 掃除 汚す 。 っ 
1 ECL 


だ い し ゅ う 


Week 4/ 第 4 周 / 弄 4 衝 


@ 6 日 目 ま で 終わ っ た ら 、 正解 
の 数 を 数 えて 記入 し まし ょ 
う 。 


@ 正解 の 少な い 分 野 が あっ た 
ね. も う 一 度 や っ て で がら 7 日 
目 に 進み ま し よう 。 


@ 7 日 目 は 復習 で す 。 終 わっ た 
ら 正解 の 数 を 記入 し て 、 学 習 
の 効果 を 確認 し まし ょ う 。 


*Atthe end of the first six days, count the 
number of questions that were correct. 

* If there Is a section where you got only a few 
questions correct, please do it over before 
moving on to the seventh day. 

* The seventh day is for reviewing. When you 
are finished, fill in the number of the correct 
anSwers to see how you have improved. 


学 到 第 6 天 時 、 格 回 答 正 秦 的 題 数 記 条 下 来 。 
正答 率 較 低 的 部 分 、 重 新 再 途 一 遍 以 后 再 学 ココ 
第 7 天 的 内 容 。 

第 7 天 夕 外 。 條 完 后 特 回 答 正 秦 的 題 数 
景 下 来 、 秦 入学 選 数 果 。 

6 所 蛋 四 | ロ I| 便 時 全量 lO1 フ | 号 習 Al 
中 

召 結 キト 人 呈 呈 0 ト 加計 軸 
謙 9l 7 鍵 列 言 習 AI . 

7 鍵 列 記号 合 必 | . PL 笠 誠司 時 
和 , 守谷 宮西 結 圭 el 寺 上 f. 


s 


を 


s 


を 
座 


を 


ゃ 


前 の ペー ジ の 答え S12 0 2 


7 日 目 
(ふく し ゅ う ) 


7 日 目 
(ふく し ゅ う ) 


12 間 


7 日 目 
(ふく し め ゅ う ) 


sal 


の こと ば を 、 漢 字 を ひら が な に 直し て 、 


* か ん 

正しい も の を 選択 肢 か ら 選 びな さい 。 

Choose the correct word from the multiple options after converting the underlined 
kanji Word into hiragana. 

特 部 分 的 況 字 変 成 優 名 , 入 逃 項 中 逃 拝 正 秦 的 。 

_ 引 早 富 詩 入選 知 要 フト HI 呈 工 講 , 時 量 2 久 呈 付 ヒ ト 習 ll 人 | 呈 号 AI . 


の と ころ に 何 を 入れ た ら よ いか 。 いち ば 
ん 適当 な も の を 選択 肢 か ら ー つ 選び な さい 。 


What is the right word to fit in the underlined space? Choose one correct word out of 
the multiple options. 
中 記 篤 填 入 仕 人 ? 人 逃 項 中 輝 採 最 愉 当 的 。 


ーー | 早紀 語 己 可 竹 呈 2. フト 計 対 結 邊 久 呈 計器 習 | 付 引け 華 号 人 I 豆 . 


の と ころ に 何 を 入れ た ら よ いか 。 いち ば 
ん 適当 な も の を 選択 肢 か ら ー つ 選び な さい 。 


What is the right word to fit in the underlined space? Choose one correct word out of 
the multiple options. 
__ 中 記 竣 填 入 仕 公 ? 信 逃 項 中 逃 拝 最 愉 当 的 。 


早 維 言 記 ら 可 竹中. フト 記号 言 2 言 計 村 誠人 | 相馬 号 人 AI. 


9 多 に 條 っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


な ら っ て 

めぐ っ て ーー 
と も な っ て 
し た が っ て 


た oo DD 一 
Cd 較 


@ 一 度 の 失敗 くら いで 、 く よく よ する な 。 


Ed 
むろ ん 
な お さら 
た か が 


と (⑳ 


や OO DD 一 


1HLHLI 


(378) や っ と 帰れ る か と 、 急 ぎの 仕事 が 入っ て 
し ま っ た 。 


田 


(に あま た で 
きわ ん ば か り に 
っ た が 最後 
Ne 


¢ 


dma eg) 


Rw NO 一 
契 


還 


こたえ  / 


376 1 例 に 人 箇 っ て 文 を 完成 させ な さい 。 


| Complete the sentence using the following example as a guide. 
| 貴島 照 例 子 完成 句 子 。 / ololl 李 品 呈 符 登 品 人 AIAIE . 


條 | ホウ : 模 伯 す る な ら (に う ): 偽 う 


(2) = 

I 准 | ジュ ン : 巡査 めぐ (る ) : 巡 る 

| 02 伴 | ハン : 同伴 する パン : 伴奏 と も な て うぅ ) : 伴う 
| 従 | ジュ ウ : 従業 員 ・ 従 事 す る し た が うぅ) : 従う 
|| 


いち 
Itis only just one mistake, do not worry about it. 
只 是 一 次 失敗 曽 巳 、 不 要 六 色 岡山 不 朱 的 。 / エ 寺下 名 瓦 圭 計 丘 号 中 号 量 朋 千 | ロ lg . 


lI VN た か が | itis only / 充 其 量 不 辻 、 頂 多 不 辻 /2 千 
| 
ご 


「 | 377 4 た か が 一 度 の 失敗 くら いで 、 く よく よ す る な 。 


( 


っ の まし て | tosay nothing of, not to mention, beyond that / 何 況 、 況 且 / 引 呈 相 
むろ ん | ofcourse / 不用 競 、 母 庫 忌 疑 / 書評 (一 も ちろ ん ) 
| し な お さら | allthe more / 越 餅 、 更 加 / 2>| (= ます ます ) 


| | 378 4 や っ と 帰れ る か と 思い き や 、 急 ぎの 仕事 が 入っ て し まっ た 。 


| Just when | thought | would be able to go home, | was sent some work that | had 
| to do right away. 


| 周一 想 付 王 能 回 家 了 , 又 来 了 款 手 的 工作 。 
條 人 la| フト 詩 本 FI エ 食う 「 避 日 中 , 笑 時 中 語 填 販 0| 言 逐 「、 
|| 記 | (の) と 思い き や | (ニー( か ) と 思っ た けれ ど ) 
| ん & * 問 題 は 解決 し た か と 思い き や 、 また 新た な 問題 が 見 つか っ た 。 
う * 電 車 に 問 に 合っ て 一 安心 と 思い き や 、 信 号 故 障 で 電車 は な か な か 動か な 


| で と あん し ん お も 
川 か っ た 。 


| =- 


2 共 の 内 弁当 に は 、 書物 、 揚げ 物 、 漬け 物 な どい ろ ん な 
| お か ず が 詰まっ て いる 。 


ね も の に 
に も の 
ひも の 
いも の 


た 0 の MN 一 
cd 較 


2LILILI 


(8) と 憧れ て いた 先 募 に 自分 の 思い を し た 。 
報知 


6 ⑨ 
告知 ご 
交 い 


や の MN = 


2LILH 


1 伝 和 は 欠 が ある の で 今日 は 欠席 する TF 


NL 
も の ん 
DENA 5 


Po MN 一 


こたえ ノ 


379 2 幕の内 弁当 に は 、 煮物 、 揚げ 物 、 漬 け 物 な どい ろ ん な お か ず が 詰 
まっ て いる 。 


In addition to rice, Japanese makunouchi-bento contain boiled vegetables, deep- 
7 fried food, pickles and other ingredients. 
で う 食 仮 里 装 漬 了 地 菜 、 油 食 品 、 成 菜 等 各 衝 菜 邊 。 
[補足 平和 正人 l 時 ol| 王 百 , 早宮 , 百 避 号 可 0 本 中 和 社 0| 結 記 F. 


6 
の 幕 | マク : 幕 ・ 幕 の 内 弁当 


煮 | に ( ぇ る / る ): 煮え る ・ 煮 る ・ 煮 物 
揚 | あ に ける ): 揚げ る ・ 揚 げ 物 


六 | つ 9 る ): 漬け る ・ 漬け 物 


380 4 ずっ と 憧れ て いた 先輩 に 自分 の 思い を 告白 し た 。 


こく は く 
After admiring my superior for a long time, | finally told him how | really feel. 
対 着 傾 心 巳 久 的 前 非 表 白 了 自己 的 心 声 。 / 剤 舎 守る I ア 以 多 選対 dol2 HI 相 呈 呈 馬 昌 贅 FI . 


告白 する | に < は < する ) confess, admit / 表 白 、 告 白 / 明和 


ED 予告 する | ょ ょ < する ) notify beforehand, warn / 預 告 、 事 先 通知 / ol エト cl 


ニー ジン 
| 告知 する | (< くち する ) notify announce / 告知 、 通 振 / tal 
* 癌 を 告知 する notify someone that they have cancer / 碑 診 力 癌 症 / 
0 避 語 sl 


381 4 彼 は 熱 が ある の で 今日 は 欠席 する と の こと で す 。 


He has a fever today so he will be absent. 
過 迎 他 今 天 肥 焼 了 , 所 以 没 来 。 / コモ 販 0| 0] 人 | 足早 豆 娠 付 圭 FI ア 侍 F| . 


こと の こと だ | (= こと いう こと だ ) 伝言 など 
ぶ ・ 連 絡 が あっ て 、15 分 ほど 遅れ る と の こと だ 。 
ほ 。 | こと の N| (= こと いう N) 

つ <15 分 ほど 遅れ る と の 連絡 が あっ た 。 
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9 フィ シャ ッ を 届 に 着 た せい か 、 体 が 

か ゆく て た ま ら な い 。 

ぴた り と ( 

か が さ ね て ご 
い 


ly 
は 所 


や oO DO 一 


6 地 は 作文 を 消し 、 な か な か で き あ が ら な 
いよ うだ 。 


書い て は 
ぶ 
ん 
E3 
う 


1 

2 書い た り 
3 書く し 

4 書き が て ら 


ri 


こたえ 


382 3 よう や く 暑 さも 峠 を 越し た よう だ 。 


| It seems that the hottest part of the season has passed. 
| 最 的 的 時 候 似 平 父 千 辻 去 了 。 / 己 FIQ] 中 中 王 逢 番 2 対 9l24 娠 中 、 


| (全員 9: 世 
| 拓 ” | 岬 みき き : 岬 

| も aa キュ ウ 砂丘 呈 度 お か お か 
「 じ 7 蔽 奉 : 潤 


383 4 ワイ シャ ツ を 肌 に 直 に 着 た せい か 、 体 が か めく て た ま ら な い 。 


Due to wearing my dress shirt directly on top of my skin, | am getting so itchy that I 
| cannot stand it. 

| 不知 道 是 不 是 因 妨 貼 身 究 了 鶴 艇 的 儀 故 身上 浅 得 礼 。 

凡夫 時 QH 仏 9 B[ 足 避 呈 中 | , 呈 0| フト 相本 妊 言 本 誤 F. 


直 に | (じかに ) directy, first-hand, in person / 直接 、 忌 上 / | 晶 
| ぴたり と | ①tightly ② precisely / 緊 貼 、 正 好 / 可 叶 
重ね る |( か さ ね る ) pile up, stack on top of / 重 血 、 反 量 、 屋 次 / 妊 l ロ 
| や け に | awfully, fightfully / 非常 、 特 別 / 時 人 | 


| 384 1 娘 は 作文 を 書い て は 消し 、 な か な か で き あ が ら な いよ うだ 。 


My daughter is having trouble finishing her essay because she keeps writing and 


| rewriting it. 
| 女 作 作文 一 写 就 擦 , 好 像 窟 色 也 完 成 不了 。 
昼 豆 條 呈 冨 | 箸 | 千 エ , 香 知 習 社名 本 | 品詞 久 召 F「. 


が * 繰 り 返 し て いる 様子 を 表す 
人 ん 彼女 は さっ きか ら パ ッ グ か ら 携 帯 を 出し て は し まい 、 落 ち 着 か な い 様 子 だ 。 
| つ ・ 正 朋 は 食っ ちゃ 寝 、 食 っ ちゃ 寝 し て いた 。( 一 食っ て は 寝 こ ) 


ll 22o 


0 大 替 の 機 符 者 が 出 た 、 その 悲 稀 な 航空 機 肌 洲 事 到 
は 、 記 憶 に 新しい 。 


1 で WW めく 
2 すい らく < 
3 た ぷち < 
4 つい らく 


人 に 山 が と て も きれ い に 見 えま し た 。 


1_ 2 
2 SC 
3 ば け て 
4 ぶれ て 


(G⑤) 


的 
も 
じ 


Gs 
い 


4 CC 


4 


1 A 「 何 て すか 、 この 成績 は 。 ちゃ ん と 勉強 し て いる 
ん で すか 。」 
B「 の あり CAN 


する 
た MY 導 
し な い 


や OO DO 一 


し て いな い 4 


こたえ 


| 385 4 大 勢 の 犠牲 者 が 出 た 、 そ の 悲惨 な 航空 機 墜落 事故 は 、 記 憶 に 新しい 。 
い いし ゃ こ つい 5 く こ た 

We still remember the disastrous plane crash that killed many people. 

| 造成 大 量 条 牧 者 的 那 次 悲惨 的 机 牙 落 事故 依然 豆 狗 新 。 


層 居 仙 フト 中 定 コ 入閣 才 き 2| 本 時 人 で [9 人 
| (3) 
| 
も 
じ 


セイ : 犠牲 


サン : 悲惨 な み じ - め ) : 惨め な 
ツイ : 墜落 する 


オク : 記憶 する 


注 員 齋 形 | 貴 


| 386 1 夕日 に 映え て 山 が と て も きれ い に 見 えま し た 。 


The mountain looked very pretty against the evening sky, 
夕 阻 映 守 下 的 山 品 得 格 外 漂 高 。 / 付 fol| 出入 0o] Afol ol 笠 0[ 言 財 放 品 吹 合 ロロ 


| /N 映え る | ux える ) look attractive / 遇 、 映 了 /( dob Hl 
| eg 
忌 


に じ お | run, spread / 塗 入 、 流 入 / 田邊 
| ぼけ る | be hazy, be faded / 模 物 、 送 棚 、 肥 皆 / 寺 絢 計 ズ | ロ | 
| ぶれ る | be out of focus / 掛 功 、 揺 晃 / 言 言 本 


( 


| 387 2 A「 何 で すか 、 こ の 成績 は 。 ちゃ ん と 勉強 し て いる ん で すか 。」 
| B「 し て いる つも り で す が …。] 


A: "What is with these grades? Have you been studying properly?" B: "Well | 
thought | was.…" / A : “ 仕 色 ? 六 和 成 全 。 作 有 没 有 好 好 学 ?”B : " 我 是 想 好好 学 的 … / 
A「 習 口外 , ol 名 誠 選 . 矯 村 吾 き 早 村 沢 豆 召 口 外 る 。 B る 以 ヒ 区 依 オ 理 IFFGE…」 


| ん こつ も り だ が … || こつ も り だ っ た が …| * 意 志 と 事実 が 違う 
川 ほぼ * 若 いつ も り 、 元気 な つも り だ っ た が 、 年 に は 勝て な か っ た 。 
| つ < 冗談 の つも り だ っ た の に 門 ら せ た 。 


じょう だ ん お こ 
V た つも り で | ( 三 V た こと に し て ) 
* 買 っ た つも り で 貯金 する 。 
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KJ 山 で 熊 に 吉 わ れ そ うに な っ た 。 


お そ わ れ そう 
う ば われ そう = 
さそ われ そう 
か ば われ そう 


た 0 DO 一 
Cd 罰 


9 ホ ち ゃ ん の 笑顔 を 見 て いる と 、 が 6 
1 励む 
2 和む 2 
3 優れ る に 
4 打 た れる 


5 


@ お を さん 、 希 望 に 添え な いと は 言い に く < 
か っ た 。 


の 手前 K う 
ぶ 
人 
う 


の そば か ら 
本 あり を 
を も の と も せ ず 


で OO DO 一 


5 


ーー 
< 


| r 


た え 


388 1 山 で 熊 に 襲わ れ そ うに な っ た 。 
| was almost attacked by a bear in the mountains. 

| 在 山上 差 点 被 熊 攻 吉 。 / 4 召 9l2 合 叶 圭 型 誤 叶 . 
| GN | 襲 シュ ウ : 諾 撃 す る お そう ): 襲 う 

| g 奪 | ダ ツ : 略奪 する うば こう): 奪う 

誘 | ユウ : 勧請 する ・ 誘 導 す る ・ 誘 惑 す る さそ (うぅ): 誘う 
か ん ゆう ゆう どう ゆう わく き そ 

NL 

| 

| 

| 389 2 赤ちゃん の 笑顔 を 見 て いる と 、 心 が 和む お 。 

川 あか が ここ な ご 

| Seeing a baby's smiling face warms my heart. 

| 看 到 小 蛋 ルル 的 笑 容 , 心 就 平静 下 来 了 。 / o|219| 叶 記 所 叶 早 呈 エ 兄 ら 加 中 呈 0| 呈 逢 紅 上 . 
| VN 和む (な ども ) calm down, be softened / 平静 、 温 和 、 銀 和 / 思 弘 IF 
sO, 励む (は げ む ) strive, endeavor / 辛 勤 、 勤 勉 、 刻 苦 / 妨 入 

優れ る | すぐ れる ) surpass, excel / 出色 、 卓 越 、 伏 秀 / 時 ol に kc 
し 心 が 打 た れる | (と ころ が う た れる ) ( 三 感動 する ) 

| 
| 
| 390 1 お 客 さ ん の 手前 、 希 望 に 添え な いと は 言い に く か っ た 。 
| て まえ 


I lt was difficult to tell the customer that | would not be able to meet their wishes. 
在 客 戸 面前 入 付 逆 出 元 法 満足 爺 的 要求 。 


「 5| HO] , 罰 寺 和 還 呈 胡 短信 負 ビ I 紀和 Ioll 0 村 多 中. 

| N の 手前 || V た 手前 | * 立 場 や その 状 況 で は 

|] ん ・ 学 入 た ちの 手前 、 救 師 が で き な い と は 言え な い 。 

ほぼ < 簡単 に で きる と 言っ た 手前 、 手 本 を 見 せな いわ け に は いか な か っ た 。 


| 224 


た wo DO 一 


や の DO 一 


けっ か ん 
けっ そん 
けつ ぼう 
まお 本 


人 9) 区 和 し た 家 が 欠陥 住宅 だ と 知っ た 明 間 、 我が家 の 
輝く 未来 は 大 け 散っ た 。 


(の ) 


6889 
も 
じ 


9 jw ゲー ム に 府 中 し すぎ て 、 勉 強 が g 
な っ て いる 。 


か すか 
緩やか 
大 ま か 
お ろ そ か 


6 LIL 


) A 「 素 萌 な ヴァ イオ リン れ ね 。 ちょ っ と 弾い て 


や の DD 一 


a 


B「 今 、 練 習 中 だ か ら 、 また 今度 ね 。」 


みせ て 

みて て 

半 ミ え で 

聞か れ て 6 


LILH 


トー 0) 


こたえ 


391 1 購入 し た 家 が 欠陥 住宅 だ と 知っ た 瞬間 、 
け 散 っ 7 


When the house | bought turned out to be defective, the bright future of my family 
was shattered. 


G の 得 知 了 的 房子 是 回 題 建 筑 的 一 剥 那 、 我 人 家 的 光輝 未来 瞬 同 破砕 。 
8 〒e!St 居 0| 妊 天 本 四 0|a el を て 、 早 避 天 引 水 ロ l 村 記 四 丈 中 
Bi1 に ロ 
じ 陥 | カン : 欠陥 

瞬 シュ ン : 瞬間 ・ 一 瞬 

ゴリ し ゅ ん か ん 。。 いっ し ゅ ん 

輝 | か が や (<) : 輝く 

~~ か が や 

| くだ で ける た く ) : 砕け る ・ 砕 く 

くだ くだ 


392 4 最近 ゲー ム に 熱中 し すぎ て 、 勉 強 が お ろ そ か に な っ て いる 。 
Lately, | have been so engrossed in games that | have been neglecting my studies. 
最近 蓄 落 玩 得 太 投 入学 松 尼 了 。/ 天 , 玉 加 9 口 早 習 千 各 時 司 ], 召 早 言 全 畜 る | 相 エ 別 . 


_ か すか な | faint, dim / 微弱 、 模 棚 、 腰 脱 / 01 習 英 叶 
緩やか な | ( ゅ る ゃ か な ) loose, slack / 張 和 、 多 物 、 究 大 / 叶 叶 寺 
大 ま か な | (お ぉ おぉ ま か な ) general, rough / 粗 枝 大 叶 、 豆 弓 虎 虎 、 草 率 / 品 圭 


⑯ お ろ そ か な | negligent, careless / 訪 急 、 己 虎 、 草 率 、 尼 大 / 全音 中 
し 


し 


= 


393 1 A「 素 敵 な ヴァ イオ リン ね 。 ちょ っ と 弾い て みせ て 。」 
B「 今 、 練 習 中 だ か ら 、 ま た 今度 ね 。」 


れん し 
(CTY3 弾い て みて 弾い て 聞か せ て 


A: "That is a lovely violin. Play something for me." B: “| am practicing now, so 
maybe later.” / A : " 真 是 台 漂 高 的 小 提 琴 。 作 演 奏 欠 我 所 所 叩 。" B : "現在 述 在 短刀 明 段 
我 下 次 拉 欠 作 叫 。" / A 「 因 る | H ト 0| 呈 局 叫 品 . 至言 剤 呈 伸 豆 」B 「 和 | 言 加 谷 和仁 ol 品 下 , 叶 言 号 」 


V て みせ る 
・ 今 度 こ そ 日 TE RN に 合格 し て みせ る 。 
・ そ の 調理 器具 、 ど や っ て 使う の 2 ちょ っ と や っ て みせ て 。 
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(394) これ くら い の 楽 みな ら 、 し ば らく 漂 自 剤 に 浸し て 
お け ば 落ち る で し ょ う )。 


> か (2) 
| (人 議 yr A 
A も 
きた 6 
作 、- 刀 が も で 
【 人 国 | 圏 | 男 | 
5 役 は キャ ン ブ ル に 、 会 社 を クビ に な っ た 。 
が SC て 
2 は ば まっ て (⑯) 
3 うつ 光 ご 
1 
4 そま っ て 
交 症 国 回 


0) 所 多 の 3 ヶ 月 予報 に よる と 、 関東 地方 の 気温 は 

平年 だ そう で す 。 

めく ん 
まみ れ ぅ 
な み 


の DD 一 


7[LILI 


~~ 
< 


394 3 これ くら い の 染 みな ら 、 し ば らく 漂白 剤 に 浸し て お け ば 落ち る 


‘で し 直 う © 
This sort of stain will probably come out if you leave it in bleach for a while. 


如果 就 六 点 汚 垢 、 在 漂白 剤 里 泡 一 会 ル 就 能 控 。 
0| 刀 呈 2| 廊 早 0 村田 娠 Al 冬 細 利 ol 周 フ ト 年 加 誤 01 習 天沼 中 FI. 


染 | セン : 伝染 ・ 汚 染 ・ 感 染 す る し に ぁ る / み ) : 染み る ・ 染み 


そ (- ま る /- め る ) : 染まる ・ 染め る 


| 漂 | ヒョウ : 漂 自 す る た だ よ て うぅ) : 漂う 


浸 | ひ た に すず : 浸す つ ( ゅ る) : 浸け る 


受 | シン : 侵入 ・ 侵 略 お か すず: 侵す 


し ん に ゅ う し 


395 2 彼 は ギャ ン ブ ル に は まっ て 、 会社 を ク ピ に な つた 。 


A 
soe 
い 
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He got addicted to gambling and was fired from his job. 
他 対 賭博 上 了 癒 , 被 公司 弄 除 了 。 / コ 記 所 時 9 冒 列 対 , 到 人 OHA] 避 選 尺 「. 


は まる | get addicted to / 陥 逃 、 控 入 、 上 癒 / ( 怒 忌 天 | ) 時 中 


(夢中 に な る ノ 熱 中 する ) 


偏る | ゅ た ょ る ) lean to one side, be partial / 偽 願 、 不 公平 / 秘 学 秘 叶 


尽き る | っ きる ) be used up, be exhausted / 只 限 考 、 数 … 最 … / Q| 加 240| FlaIFI 
染まる | そま る ) be dyed, be stained / 活 染 、 染 上 / 量 合 叶 


396 4 気象 庁 の 3 ヶ月 予報 に よる と 、 関 東 地方 の 気温 は 平年 並み だ そ 


う ち ほう 


う で す 。 
According to the three month forecast by the Meteorological Agency, tempera- 
tures will be normal for this time of year around the Kanto area. 


根 据 気 象 庁 3 條 月 的 預 撮 、 美 未 地区 的 気温 与 往年 一 欄 。 
フ | 付 入 引 3 省 久 | 中 中 ol 中 号 加 , 半 告 和 時 引 2| 呈 品 習 器 | 居 王 本 谷中 


N 並み | (一 N と ほとん ど 同 じ ) 
・ 彼 の テニ ス の 腕前 は プロ 並み で す 。 
・ お 金持ち に な ら な く て も いい が 、 人 並み の 生活 が で きる くら い の 給 料 は 向 


し い 。 


(397) この 二 つ の 国 を 隔て て いる 垣根 を 取り 払う こと に 
貢献 し た い 。 


1 ひだ て て いる GD 
し GO 2 も 
3 CN 
4 ほ だ て て いる 

8 HL 


0 まさ ん が いい 大 学 に 受かっ て 、 ご 両親 は 
お 表 び が でしょ う 。 


a 
いか に 
も ろ に 
ひたすら 


se(⑳) 


で や の DO 一 


8 CC 


9) 何 度 も 落ち て いま す が 、 今 度 今度 は 面接 
試験 に 受かっ て みせ ます 。 


CTT 

か 
だ 。 2 避 倒 & 
Nt う 
el 


こ だ え シン 


397 3 この 二 つ の 国 を 隔て て いる 垣根 を 取り 払う こと に 責 献 し た い 。 
ふた に へ だ て 
| would like to devote myself to removing obstacles between the two countries. 


我 想 刃 消除 隔 在 本 国 同 的 壁 馬 信 出 策 献 。 
ol 呈 け 人 HO| 言 フト 吉本 所 谷 引 舎 矯 罰 引 挟 錠 O| き 居 銘 F . 


A) | 開 | カク: 隔週 へ だ て な s/ て る ) : 隅 た る ・ 隅 て る 
も 理 | か き : 垣 ・ 堀 根 
じ 頁 | コウ : 貢献 する 

献 ) ケン : 文献 コン : 献立 


398 1 息子 さん が いい 大 学 に 受かっ つて 、 ご 両親 は さぞ お 喜び で し ょ う 。 


lam sure his parents are very happy that their son got accepted to college. 
ル 子 考 上 了 入 好 的 大 学 、 想 必 作 妨 父 母 一 定 入 高 ※。 
O[ 三 紀 0| 番 呈 味 結 中 旦 人 ] , 早足 紀 宮 o} ト 季 フ | 時 人 麗 和 尽 , 


さぞ *※ 強 調 を 表す ( 三 さ ぞ か し ) 
| いか に however much / 如何 、 窟 公 欄 / O[ 早 司 
も ろ に | completely / 全面 、 迎 面 、 到 邊 不 / 叶 和 | 


| ひたすら | eamest, intent / 只 管 、 一味 地 、 一 介 効 人 地 / 忌 呈 和 | 


at 


399 1 何 度 も 落ち て いま す が 、 今 度 と いう 今度 は 面接 試験 に 受かっ て 
みせ ます 。 


| have failed many times, but this time | am going to pass the interview examina- 
tion for Sure. 

量 然 失敗 了 好 次 . 但 我 送 次 一 定 会 通 店 面 直 的 。 

ll か 思 軸 別 0|H 婁 9] 肌 谷 ロロ FT , 0| 軸 ollok 時 呈 加 和 人 | 習 ol| 名 用 引 中 0| 列 合 口 叶 。 


| 全 IN と いう N| (= ほとん ど 金 部 の N ノ N こ そ ) *N を 強調 


きょう ちょ う 


| う ・ 彼 は 自分 の 部 屋 の 壁 と いう 壁 に 好き な 芸能 人 の ボス ター を 貼っ て いる 。 
' ・ 今 日 と いう 今日 は 借金 を 払っ て も らい ます よ 。( 一 今日 と そ 、 今日 は 絶対 に ) 


きょう 


⑯ 


230 


も ん だ い 


大 蜂 日 に 、 百 ハ つの 鐘 を 聞き な が ら 、 年 を 越し ます 。 


1 すず 
2 か ね 6 
3 こと も 
4 つづ み ロ 
9LILIL] 
0 時 入 は 目 が 、 夜 中 の 3 時 まで 眠れ な か っ た 。 
1 か すん で 
2 さえ て  ) 
3 か さん で こ 
4 むせ て い 


9[ 


⑩ A 「 も うこ の 店 に は 二度と 来 な いよ 。」 
B「 そ うだ ね 、 高 い の に まず く て 、 お まけ に 店 員 が 


無 朋 直 J」 
ぶ 
ん 
ぼ 
う 


始末 だ 

OS 
に 難く な い 
で な く て な ん だ ろう a 


Po MN = 


こたえ 


400 2 大 障 日 に 、 百 八 つ の 鐘 を 聞き な が ら 、 年 を 越し ます 。 
* く ゃ っ に 
On New Year's Eve, | greet the New Year while listening to the 108 gongs of the 


| temple bell. 
| 除 夕 夜 , 一 辺 思 着 一 百 霊 八 下 外 声 。 一 稼 迎 接 新年 的 到来 。 
久富 コ 号 中 108 田 引 娠 全 本 言 言 ら ロ 伸一 言 暴 0| 替 IFI . 


I (AG) 
| W。 軸 か ね 刈り 人 
| や 図 7 漠 
| 殖 と: 
| 鼓 | コ : 太 鼓 つづ ぁみ : 鼓 


| 


401 2 昨夜 は 目 が さえ て 、 夜 中 の 3 時 まで 眠れ な か っ た 。 


Last night, | was so wide awake, | was unable to sleep until 3:00 in the morning. 
昨晩 起 公 也 睡 不着 、 到 半 夜 三 点 オ 睡 。 / 0] 烈 時 避 笠 ol el 名 震 時 符 3 Al 旭 | 愉 言 中 和 F「. 


さえ る | * 目 が さえ る be wide-awake / 薄 不 着 、 往 清 醒 / 社 o| ロロ 

か すむ | become misty, become hazy / 腰 脱 、 暗 淡 / 強引 2| 品 ol 叶 

か さむ | pile up / 増 多 、 増 加 / ( 量 財 ol ) 告 中 

むせ る | be choked by something, choke on something / 叶 、 吟 / 久司 結局 中 


(る 


402 2 A「 も うこ の 店 に は 二度と 来 な いよ 。]」 
|| B「 そ うだ ね 、 高 い の に まず く て 、 お まけ に 店 員 が 無愛想 と き て 
いる 。」 


A: "| will not ever come back to this store again.” B: "Me either. The food is bad 
even though it is expensive and the staff are unfriendly." / A: " 我 再 也 不 会 来 送 家 店 了 。 
B : " 是 咽 、 又 貴 又 礁 、 面 且 那 店 員 的 恋 度 述 那 色差 。”/ A 「QI 天 , | フ loll 挟 司 田口 A| 選 2| 
| 喫 営 20E 」B「 コ 引 , 召 呈 | 欠 加 人 喘 呈 缶 エ , 2 レト 始 折 0| 日 早 人 ほえ | 時 土 印 丘 0F」 

I う こと くる と || こと き て は || こと き て いる | *~ を 強調 


きょう ちょ う 


| ・ ス ポーツ も 勉強 も で き て ハン サム と くる と / と き て は 、 も て る わけ だ 。 
* 安 く て お いし いと き て いる か ら 、 ご の 店 は 並ば な いと 入れ な い 。 
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いさ と 


ち 庶 じ ょ 
CY 
SA 
人 * た も よ 


や の DD 一 


掃除 や 洗濯 な どの 家事 を し て いま す 。 


も っ ぱら 
や だ 財 と 
と どり わけ 
も ろ に 


や OO MN 一 


若い 人 た ちの 姿 が 目立つ よう に な っ た 。 


と ばかり) に 
と みえ て 
と も な し に 
と 佐 \ い いえ 


Po MN 一 


⑳) キョ は 忙 し < く て で き な い の で 、 休 日 は 


(0 迷 科 活動 の 時期 、 リ クル ー ト スー ツ の 


(ep) 


Cd 全 


Se(⑳) 


こたえ ノ 


403 2 恩師 に 宛て た 少年 の 遺書 は ノー ト に 鉛筆 で 書か れ て いた 。 
The young boy 's farewell jettar was addressed to his teacher and written in his 
notebook in pencil. 
少年 留 欠 恩 席 的 退 志 用 知 第 写 在 了 本 子 上 。 
ES 号外 慎吾 時 全 中 2| 常人 記 丘 丘 9l 名 習 足 対局 居 選 FI. 
8 | 央 | オン : 思 ・ 思 恵 ・ 思 
pg 欄 、 四 あ て: 宛て る ・ 宛 名 ・ 宛 和 
道 | イ : 遺族 ・ 遺 書 ュ イ : : 遺言 ま 「 い どん] と も 読む 
鉛 | エン : 鉛筆 な まり : 銘 
404 1 平日 は 忙し く て で き な い の で 、 休 日 は も っ ぱら 掃除 や 洗濯 な ど 


の 家事 を し て いま す 。 


Since lam too busy on weekdays to do them, | devote my weekends to doing 
house chores like cleaning and laundry. 

平時 太 忙 仔 不 了 , 所 以 休息 天 在 家 光 仙 打 担 洗 衣服 之 美 的 家 色 。 

選 包 中 MA| 時 品 外 , 和 昭 号 笠 全 | 則 可 言 居 叶 当 叶 8 世 紋 谷 ロト . 


も っ ぱら | wholly / 吉 心 致 志 、 吉 中 、 光 是 / 史 呈 | 


や た ら と | indiscriminately / 辻 度 地 、 不 考慮 后 果 不 岳 制 地 / 滞 杯 志 o| 中 0| 


と り わ け | above all, especially / 格 外 、 特 別 / 号 3l ( 三 特に ) 


も ろ に | completely / 全面 、 迎 面 / 詩 本 選 豆 


405 2 就職 活動 の 時 期 と を えて 、 リ クル ー ト スー ツ の 若い 人 た ちの 次 


し ゅ うし ょ く か つ どう 
が 目立つ よう に な っ た 。 


It looks like it is job hunting season; young people in job-interview suits are more 
and more visible. 

就 恥 活 効 時 期 褒 近 , 随 逢 可 見 身 究 求 駅 西 装 的 年 経 人 的 身 影 。 

刊 到 持 豆 可 人 |2IEIA] , 可 ヨ 早 丘 召 守 本 乙 台 人 AI 胃 言 中 足 合 0| 下 I| 困 有 司 見 叶 。 


て と みえ る | ( 三 て こよ うだ ) 
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* 弟 は 性 し いと みえ て 、 最 近 ちっ と も 顔 を 出さ な い 。 
“Sh し い 職場 に 行く の を 嫌がっ て いた 友人 が 最近 は 文句 を 言わ な 
\。 い 。 どう や ら 気 に 入っ た と みえ る 。 


た oO DO = た oO DO 一 


た oO MN = 


つぼ み 
つば め 
I 


RS 


気 苦 労 し な が ら 
気兼ね れ し な が ら 
気 を 引き な が ら 
所 


を 利 か せな が ら 


Oo 


に は あたら な い 
と いっ た ら な い 
を 禁じ 得 な い 

と み ら れ て いる 


11 


マン ショ ン の 下 の 階 の 人 に 暮らす の は 
嫌 だ か ら 、 一軒家 に 引っ 越し た い 。 


11 


| ⑳) - の 換気 記 は 、 先 端 技術 を 駆使 し 、 械 の 部 分 を 改 衣 
| し て 騒音 を 小さ くし た 。 


(82 ) 


(0 分 回 の 火山 の 噴火 は 、 先 の 大 地震 の 影響 に よる も の 


ご 
い 


こたえ ノ / 


406 4 この 換気 扇 は 、 先 端 技術 を 駆使 し 、 翼 の 部 分 を 改良 し て 駐 音 を 
小さ くし た 。 
Using advanced technology and improved blades, this ventilation fan has de- 


CreaSed noise. 
と ) 徹 介 排 敗 選 来 用 了 先 述 技 木 , 扇 翼 部 分 勾 辻 改良 減 小 了 品 音 。 


8 0| 剖 天 フ | 王 召 叶 2| 舗 号 A トト 0d 呈 | 早 量 号 2 全 呈 便 故 ロ . 

わ 扇 | セン : 扇風機 ・ 扇 子 換気 扇 
喘 | タン : 先端 ・ 極 端 な ・ 途 端 に は し : 端 は : 半 端 な ・ 中 途 半 敵 な 
駆 | ク : 弁 便 する ・ 又 除 す る か Cue): 駆け る ・ 駆 け 足 ・ 先 肥 け て 
翼 | つば さ : 相 


407 2 マン ショ ン の 下 の 階 の 人 に 気兼ね し な が ら 暮 ら す の は 嫌 だ か ら 
一 軒 家 に 引っ 越し た い 。 
| do not want to be a bother to the people living on the floor beneath me in my apartment 


building so | would like to move into a stand-alone house. / 対 央 一 辺 原 及 楼 下 的 人 一 辺 生活 , 所 以 
搬 逃 了 アー 株 式 住宅 。 / 0[ 可 盾 0 四谷 AI 計 2| 介 婦 語 私 可 人 人 [24 呈 人 ら 口外 時 結 本 胃 ら 足 OAI 区 人 FI、 


気兼ね する |( き が ね する ) hesitance, fear of bothering someone / 原 慮 、 原 及 / 付記 号 委 E 
気 苦労 (きぐ ろう ) Worry, anxiety / 操 廊 / 相 号 妃 似 
気 を 引く |( き を ひ <) attract someone's attention / 直 探 、 透 使 / 圭 記 富 音 叶 
気 を 利 か せる | き を きか る ) * 気 が 利く 


be considerate of one's surroundings or peoples' feelings and act 
accordingly / 刃 別 人 着想 、 想 得 周到 / ( 入村 9 相生 9 言 丘 号 ) 人 放言 多 F 


の 火山 の 噴火 は 、 先 の 大 地震 の 影響 に に る も の と み ら れ て 


lt appears that the volcanic eruption this time was caused by the earthquake that 
occurred recently. 

六 次 火山 吐 骨 被 込 訪 是 受 到 団 オ 地 震 的 影 遇 。 

0I 田 入 付 苦 時 台 0| 人 引 印 和 AISIS| 8 語 9l 引 填 久 選 中 号 居 FI . 


こと み ら れ る | ( 三 こ と 思わ れる < と 考え られ る ) 
* そ の 交渉 は 難 ほしい 局 面 に 達し た と み ら れ る 。 


た っ 


・ そ れ ら の 事件 は 同一 犯 に よる も の と み ら れ て いる 。. 


どう いつ は ん 
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も ん だ い 


| ⑩) きき 類 に よる 審査 、 選 考 に 通っ た 者 に 、 美学 金 を 支給 
し ます 。 借り 終え た ら 返 還 し な けれ ば な り ま せん 。 


1 べ ん た きゃ や く < a 
の 2 RIERS も 
3 へ ん せん じ 
首 人 で き る ⑩ 

12 | 


⑳) 困 。 て いる 人 を 助け た つも りな の に 、 余計 な 
と 言わ れ て し まっ た 。 


1 いや が ら せ () 
2 お せっ か い こ 
い 
3 お っ ちょ こち ょ い 
4 せっ か ち 
12 I 
0⑪ 自信 の キ に 負え な い 、 す ぐ 誰 か を 頼 ろ う 


を 99 まま (が いい 。 

と みる と 
ふ 

と みえ て ん 

EE う 

と 思い き や 


や OO DO 一 


409 2 書類 に よる 審査 、 選 考 に 通っ た 者 に 、 奨学 金 を 支給 し ます 。 借り 


(G の ) 


ct 


終え た ら 返 還 し な けれ ば な り ま せん 。 

へ ん か ん 
Those who have passed the document screening and selection process will be pro- 
vided with student loans. Once you are finished borrowing, you must repay them. 
欠 通 辻 了 資料 十 査 及 逃 抜 的 人 , 支 付 半 学 金 。 借 完 以 后 必須 ! 衣 巡 。 
財 穫 9 8l 寺 包 A・ 娠 習 富 明 悟 填 和久 中 符 笛 言 号 和 | 計 桂 品 ヒ 「 、 時 要 主 O 世 財 午 引 0ioF 守口 F「 


審 


CG 


A ei ht 


敵 し ょ う が く きん し ょ うれ い 


ョ ウ : 奨学 金 ・ 奨励 する 


いで 


[本 | カン : 返還 する ・ 選 元 す る 


か ん げん 


却 | キャ ク : 返却 する 


へ ん きゃ く 


410 2 困っ て いる 人 を 助け た つも りな の に 、 款 計 な お せっ か いと 言わ 


SA (9 


れ て し まっ ただ 。 


| thought | was helping someone in need, only to be told that my help was not needed. 


本 来 是 想 帯 助 有 困 誰 的 人 的 , 却 被 池 是 里 操 心 。 
媒 妊 | 叫 居 Al 胃 言 丘 沿 I エ 信人 [ 訓 印 , 谷本 羽 挟 娠 0| 可 双 暫 呈 全 叶 . 


お せっ か い meddlesome, interfering / 多 管 林 事 / 補記 
| 嫌がらせ | (いや が ら せ ) pestering, harassment / 金 人 不快 、 惹 人 生気 / 選 呈 怪 
| お っ ちょ こち ょ い | careless person / 不 稔 重 、 置 失 鬼 、 当 大 喰 / 畠 習 ol 
| せっ か ち | hasty, impatient / 急性 子 、 急 蝶 / 計 革 


411 1 自分 の 手 に 負え な いと みる と 、 す ぐ 誰 か を 頼 ろ うと する の は よ 
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く な い 。 
It is not good to start dependind on others as soon as you think you cannot do 


something yourself. 
一 党 得 是 小手 山芋 的 事情 就 要 儲 別人 六 和 仙 法 不 好 。 
Alol2| 久 罰 写 0I 避 エ 四 ,[ 呈 午 ゼ フト 言 引 | al 本 包 呈 科 和 | 品 叶 . 


こと みる と | (=~ と わか る と ) 


* 健 康 に いい と みる と 必ず 試し た く な る 。 
* 彼 は 形勢 が 不利 だ と みる と 、 態度 が 一 変 する 。 


| - の 町 は 鉄鋼 業 と 共に 成 聞 し 、 繁栄 し 、 そ し て 褒 


また 
1 せい じゅ く < 6 
の LR EB 
さき EN 
4 RS 
13 1 
@) インフルエンザ に か か り 、 高 熱 で 意識 が 
き た 。 
1 も うる うと し て 609 
2 RT 
3 陸 が な なっ て 
本 。 が 2 の が 三 な っ そ て 
13 
⑳) - の まま も は 本 物 偽物 わか ら な い 。 
1 る 
2 だ の だ だ の ミ 
Se es に 
4 な り リブ なり う 
13 ロロ 


| 


412 1 この 町 は 鉄鋼 業 と 共に 成熟 し 、 繁 栄 し 、 そ し て 衰退 し た 。 


Along with the steel industry, this city grew, prospered, and fell into decline. 
六 條 城 市 同 制 鉄 並 共同 成熟 、 繁 薬 。 最 袋 共同 没落 。 
0| ロ [ 富 号 知 加 芽 替 列 公告 引 区 田舎 引 エ , コロ エ 伸 還 事 FF. 


も | 熱 | ジュ ク : 成 熟す る ・ 未 熟 な 
じ | 役 | ハン: 繁栄 する ・ 繁 盛 する ・ 頻 繁 な 


表 | スイ : 老衰 ・ 衰 退 す る お と ろ ( ぇ る ): 衰え る 


ろう すい 


413 1 イン フル エン ザ に か か り 、 高 熱 で 意識 が も うろ うと し て きた 。 


Due to a high fever after catching influenza, my mind has become cloudy. 
得 了 流 感 肥 着 高 焼 、 意 奴 洒 滞 模 細 。 / SI 香 詩 9 ト ol 娠 本 工 販 | 引 2lO| 号 書 引 烈 F. 


(A も うろ う | < も うろ うと する become hazy, become indistinct / 模 彰 不 清 、 臣 葉 泊 
の 況 / 呈 中 
ー ュ ーー 
ご 
い 


ぼう ぜん | < ぼう ぜん と する be dumbfounded, be dazed / 篤 果 、 須 慢 / oletol 軸 軸 六 
は か な い | fleeting, short-lived / 脆弱 元 常 、 隼 不 住 、 虚 包 / 因 避 
うつ ろ な | vacant, empty / 空洞 空虚 / 思 知 


414 1 と の 宝石 は 本 物 と も 偽物 と も わか ら な い 。 


に せ 


lcannot tell if this precious stone is real or fake. 
六 固 宝石 不知 道 是 真 是 優 。 / 0| 豆 討 避 丸 贅 IX| フト Zl| 品 号 憩 FF 


a と も b と も | * 判 定 や 結果 が 出せ な い 
・ 医 療 の 進歩 が 人 類 に と っ て いい と も 悪い と も 言い 難い 。 
・ こ の 画家 の 絵 は 価 値 が ある と も な いと も 素人 に は わか ら な い 。 
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0 引 は 光 の 届 折 に よる 発色 の 現象 で 、 日 本 で は 赤 、 


要 、 黄 、 緑 、 青 、 藍 、 此 の 7 色 と 考え られ て いる 。 


や の MN 一 


や の DO 一 


や OO MN 一 


に じ 
4 
み じ 
きも 


重んじ て 
準じ そ 
案じ て 
興じ て 


⑳ A「 財 られ まし た 。」 
B | 一度 ぐら いで 諦め な いで 何 度 も お 願い すれ ば 、 
引き 受け て も ら え な い 


の 
始末 だ 

も の で も な い 
で は すま な い 


0 搬 條 は 二 要 と 供給 に 調節 され る 。 


14 1 


と 思う よ 。] 


14 


(2 ) 


9 
も 
じ 


Sn (る 


回 | 男 | 


415 1 虹 は 光 の 屈折 に よる 発色 の 現象 で 、 日 本 で は 赤 、 椅 、 黄 、 緑 
青 、 監 、 紫 の 7 色 と 考 えら れ て いる 。 


Rainbows are phenomenons that occur when light is refracted, and in Japan, there 
are said to be seven colors: red, orange, yellow, green, blue, indigo and purple. 


(GP) 彩 尋 因 光 的 折 射 記 生 顔色 . 在 日 本 被 公 六 有 赤 、 格 、 黄 、 録 、 青 、 監 、 紫 七 入 。 
| 6 時 | 学 | 書 居 9l 和民 人 府中 氏 呈 0 人 記 坦 本 媒 , 中 娠 , 季 呈 , 征 圭 , 引 外 中 本 
| も a| 7 凡 ら 号 人 821aH で 9E. 
| し Ct 
| 虹 | に じ : 虹 
屈 | クツ : 退屈 な ・ 理 屈 ・ 居 折 
| 藍 | あい : 藍 
柴 | シ : 肖 外線 むら きき: 系 


416 2 物価 は 需要 と 供給 に 準じ て 調節 され る 。 
ぶっ か じゅ よう きょう きゅう じゅ ん ちょ う せつ 
The price of goods is adjusted according to supply and demand. 
物 伏 是 以 需 求 号 供 欠 刃 基 准 変 一 的 。 / 量 フ トモ 企 品 引 如 結 ol 中村 天羽 哲 叶 . 


 ) 準じ る | (be ん る ) follow, conform / 依 照 、 比 照 、 以 … 妨 基準 / を 引 ビ | 
< 


重んじ る | ( ぉ も ん じ る ) honor respect / 重視 、 注 重 、 尊重 / 告 s| 2| ロ | 
案じ る | あん じ る ) ( 三 心 配 する ) 
興じ る | き ょ ぅ じ る ) amuse oneself / 感 ※ 趣 、 感 到 高 ※ / 侍 | 昼 slCI 


ーー 


| し 


417 3 A「 断 られ まし た 。]」 

B「 一 度 ぐら いで 諦め な いで 何 度 も お 願い すれ ば 、 引 き 受 け て 
も ら え な いも の で も な いと 思う よ 。」 

A:"l was turned down.” B: "| think that, if you keep trying instead of giving up after 
just one try, they may accept." / A : “ 被 拒 交 了 。" B : "オー 次 耐 巳 不要 放 春 , 多 要 求人 次 
不 会 不 被 接 受 的 。" / A 「 選 呈 悪 谷口 ヒ F .」B 「 田 夫 台 エフ |sI| 連 エ 上 田 olgIE 早野 填 回 , 避 
Oo} 季 | 壁 列記 証言 ロロ 信介 前 豆 」 

V な い ( も の ) で も な い | *V る 可能 性 が ある 

* こ の 仕事 は 今日 中 に で き な い も の で も な い 。 


・ 走れ ば 電 束 に 問 に 合わ な いで も な い . 


Of ロ の 水 泌 れ の 原因 は 汚れ と 老 配 化 で す 。 


Pwo DO 一 


1 
2 
3 
4 


1 
2 
3 
4 


@) & チ は 、 を 夜 
し て いて 困っ た も の だ 。 


みず だ れ 
みず われ 
みず も れ 
みず が れ 


さき 
は り 
めど 
けり 


に だ の / に だ の 
に や ら / に や ら 
と あれ / と あれ 
と いわ ず / と いわ ず 


15 


(OO 令 の 時 期 は 、 道 の 掃除 を し て も 落ち 葉 が 次 か ら 
次 か ら 落 ち て くる の で _ 


が が いい 。 


15 EC 


EN 


(82 ) 


rt 


| = アァ 
| こ 


> 


418 3 排水 口 の 水 漏れ の 原因 は 汚れ と 才 朽 化 で す 。 
は いす いこ う 。 ずる 7 ん いん よ ご ろう きゅう か 
The cause of water leaks in drain pipes is dirt and wear. 
排水 口 漏水 的 原因 是 汚 垢 和 老化 。 / 明 キ 〒9 〒 全 留 l 名 足 販 半 呈 享 慎 可 叶 . 


排 ハイ : 排除 する ・ 排 水 す る 

も に る /- れ る /- ら す ) : 漏 る ・ 漏 れる ・ 漏 ら す 
キュ ウ : 老朽 化 くに ちる ): 朽 ちる 

スイ : 垂直 た (- れ る ) : 垂れ る 


9) 


N 


親 


培 | 洒 


419 1 今 の 時 期 は 、 道 の 掃除 を し て も 落ち 葉 が 次 か ら 次 か ら 落ち て く 
る の で きり が な い 。 


| | Around this time, no matter how much you clean the streets, there is just no end to 
| ( the falling leaves. / 現在 間 時 項 , 再 写 色 清 担 大 街 樹 叶 述 是 不断 地 控 下 来 。 / ヌメ 言 人 2| 記 
6 


人 時 本 中 明 0| 麗人 思 O] 自 外 司 0| 届 中 . 
| きり | < きり が な い endless, no end to something / 元 止 境 、 波 完 没 了 / 吾 o| ct 
旨 い * き り が いい good place to leave off / 愉 到 好 邊 、 告 一 段落 / 理 紀 2|o 堂 時 | 
[は り | resiience, wilLpower / 恋 、 効 道 、 有 力 / 時 引 , 和 き 引 * は り が ある * は り が な い 


めど | * め ど が 立つ having hope (that something will turn out well) / 有 眉 目 、 有 筐 索 
= / 号 下 フト 対 叶 


けり | * け り が つく be settled, be brought to an end / 敬 了 断 、 事 情 有 着 落 / 妊 避 0| 中 


420 4 皿 子 は 、 昼 と いわ ず 夜 と いわ ず 、 一 日 中 ゲー ム を し て いて 困っ た 


| も の だ 。 
| | My son is in a rut; he plays games day in and day out. 
くう ル 子 不 管 白 天 黒 夜 , 一 整 天 都 在 玩 渡 基 , 真山 心 。 

| | } 号 号 細 叶 量 フ H ス | 品 エ , 引 早 知良 剤 加 富村 エ 沢 91 久 記 慎 引 凸 . 
| 人 IN と いわ ず N。 と いわ ず (Ni と N2 の 区 別 な く ) 

| ほぼ < 男性 と いわ ず 、 女 性 と いわ ず 、 仕 事 の スト レス を 感じ て いる 人 は 多い 。 
| つ a か ん ひと お お 
| * そ の 店 は 休 日 と いわ すず 平 日 と いわ ず 常 に 混ん で いる 。 

YR 
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8) 屯 宜 織 に つい て 首相 は 「 国 際 秩 序 を 橘 る が す 


痛 威 だ ] と 述べ た 。 


1 MR 
2 ^ 台 局 線 ま 
3 が 24020 は 
4 rE 


@) いい 化粧 氷 を 使っ た ら 、 肌 が 


(GO ) 


689 
も 
じ 


16 LIL 


し ま っ た 。 
1 し びれ て 
2 こじ れ て ( 
3 か ぶれ て こ 
い 
4 し お れ て 
16 口 口 ロ 
(8 主語 の アァ イデア 商品 が 売れ て いる そう で す 。 


売れ に 


Rw mn 一 
tf gt gf 


dm 0) 


こたえ 


421 2 過激 組織 に つい て 首相 は 「 国 際 秩 序 を 揺るが す 意 威 だ 」 と 述べ た 。 
か 7 痢 や LS し ゅ しょう こく きい 名 う も ょ ゆ きょう い の 
Concerning radical organizations, the Prime Minister said, “They are a threat that 
could shift international order." 


| 甘 千 激 送 旬 然 , 首相 称 送 是 * 功 揺 国 了 秩 序 的 威 脇 " 。 
避 記 至 和 ol 可 太 寺本 * 号 利 殆 材 時 恒 吾 己 王 選 習 ' | 串 世 口 敷 ビ . 


| (GS ) 
| ざ 次 称 : 桂 
| 容 | キョ ウ : 脅迫 する 


きょう は く 


お び や (かす : 脅かす お どす : 脅す お ど かす): 脅かす 
イ : 威 力 ・ 権 威 ・ 脅 威 ・ 猛 威 ・ 威 張る 


い り ょ く けん い きよ う い い 


回 


422 3 新しい 化粧 水 を 使っ た ら 、 肌 が か ぶれ て し まっ た 。 


When | tried using a new face lotion, my skin broke out in a rash. 
用 了 新 的 化 牧水 之 后 , 皮 腔 起 疹 子 了 。 / 則 呈 是 居合 企 言 人 [ 登 碗 口 , 本 早 l| 販 寺 0| 似 誠 FT. 


ol 82I 


* ロ ッ ク に か ぶれ る be over-influenced by rock, be a poseur / 中 了 押 
湊 朱 的 毒 、 対 揺 湊 朱 着 迷 / 号 台 引 Ql 紀 二 言 過 o ト 量 結 上 


し びれ る | * 足 が し びれ る leg feels numb, feel pins and needles in one's leg / 
脚 送 麻 / 時 0| 誠 可 中 


こじ れる | get complicated / ① 別 拘 、 抗 ② 算 奈 化 、 惑 化 / 恒 言 可 ロ 
し お れる | * 花 が し お れる aflower droops / 花 ル 義 了 、 花 条 洞 夫 / 圧 0| 久 告 と 


| ⑲) 「 か ぶれ る | る | geta rash, be influenced / ① 起 炎症 、 起 斑 ② 投 家 干 、 着 迷 、 中毒 / 悟 早 ol| 習 千 
ご 


し 


= プ 


423 1 主婦 の アイ デア 商品 が 売れ に 売れ て いる そう で す 。 
® ょ う 
The product that the housewife thought up seems to be sellindg incredibly well. 
叫 聞 主婦 概念 商品 非常 物 筑 。 / 下 早 OHOICI9] 公知 Q| 悟 2 フト 結局 記 習 可 ユエ FI 習 中 FI 


| V に V て | (= よく V て ) 


志 。* 考 え に 考 えて 出し た 結論 で す 。 
N に N を 重ね て | (= 次 々 と V て ) 
うろ ・ こ の 製品 は 研究 に 研究 を 重ね て 開発 し た 。 


けん き ぁ う けん きゅう か さ 


Ni や Nz| (Ni か Ns ぐら い ) *N== 数 量 


すう りょう 


* 2 年 や 3 年 練習 し た っ て うま く は な ら な い 。 
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| (0 ゆで 狗 は 水 か ら で は な く (沸騰 し た お 湯 に 入れ る と 
簡単 に 作れ る そう で す 。 


ぼっ と う ーー 


1 ED 

2 ふっ ち う も 
うつ を じ 

3 6 

4 の 


(9 その 案 に つい て の アン ケー ト を 取っ た ら 、 
反対 意見 が 多かっ た 。 


1 断然 的 に 
2 極端 的 に で 
3 猛烈 的 に 

4 圧倒 的 に 


17 EL 


(8 A 「 先 墓 、 こ ん な 美味 し いも の 、 生 まれ て 初め て 


食べ まし た 。」 
B「 僕 に 、 こ ん な の は 普通 だ よ 。」 () 
mm 
1 ひき か え の 
2 言わ せれ ば は 
3 で すら 
2 な ある 多い いも 7PF ロ 


ご だ た え 。 が 


424 2 ゆで 卵 は 水 か がら で は な く 沸騰 し た お 湯 に 入れ る と 簡単 に 作れ る 
そう で す 。 


| hear that it is easy to make boiled eggs if you start by putting them in boiling 
| s water instead of water from the sink. 

に 据 競 煮 白 環 邊 的 医 不 是 放 入 冷水 里 弄 始 煮 。 放 在 深澤 的 熱 水 里 就 能 向 単 働 到 。 

9 衝 往 奉 時 0| OIL 詰所 時 記 ら g ?!EHa 時 年 條 名 千 中 

も 

じ | 膳 トウ : 沸騰 する ・ 高 勝 する 

没 | ボツ : 没頭 する ・ 没 収 する ・ 沈 没 する 


対 | トウ : 検 対す る ・ 計 論 ・ 計 議 
| 開 | トウ : 間 争 ・ 戦 間 ・ 礁 開 す る ・ 健 開 す る 


425 4 その 案 に つい て の アン ケー ト を 取っ た ら 、 圧 倒 的 に 反対 意見 が 
多かっ た 。 


When a survey concerning that iSsue was conducted, the number of people op- 
posing it was overwhelming. 

有 著 返 介 方 案 化 了 週 査 后 . 反対 意見 占 圧倒 性 多数 。 

コ elzloll 引 叶 列 計量 庵 幅 中 , 近 呈 誠 己 足 時 引 妊 | 記 就 . 


cn ( あ 


圧倒 的 な | ( ぁ っ と ぅ て き な ) overwhelming / 圧倒 性 、 多 対 / 叶 足 広 ら 足 
断然 | (だ ん せん) resolutely / 断然 、 多 決 、 多 対 / 中 e1 ヨ 
極端 な | ( き ょ < た ん な ) extreme / 板 端 / 三 目 入 @l 

| | 猛烈 な | (も ぅ れつ っ な ) drastic, intense / 猛烈 、 激 烈 / 副 習 召 


426 2 A「 先 輩 、 こ ん な 美味 し いも の 、 生 まれ て 初め て 食べ まし た 。」 
B「 僕 に 言わ せれ ば 、 こ ん な の は 普通 だ よ 。」 


A: “Sempai, | have never eaten anything this good in my life.” B: "To me, this is just 


average.” 
A : "前 輩 , 込 久 好 路 的 赤西 , 我 有 生 以 来 第 一 次 路 到 。" B : " 要 我 池 的 医 , 送 禄 一 般 。" 
A 「 人 ll , 0| 雷 刈 9 は 所 2 台中 作 刊 言 本 沢谷 中 叶 .」B「 購 フト 品 フ |ol 挟 , 0| 局 久 号 足早 010 ト 」 


N に 言わ せれ ば || N か ら 言 わせ れ ば | ( 三 N の 意見 で は ) 
* 専 門 家 に 言わ せれ ば 、 それ は あり 得 な いこ と で は な いら し い 。 


せん も ん か 


*80 歳 の 人 か ら 言 わせ れ ば 50 歳 な ん て まだ まだ 若い 。 


| 248 


| も ん だ い 


| (0) # 間 線 多 開業 50 周 年 記 信人 幣 が 発行 され る 。 
| それ の 取り 扱い 金融 機関 を 調べ る 。 


1 と りあ つか い 6 
2 と り は か らい 8 
3 RG 
Mc 入 

18 


6) 遇 適 し の 悪い この 交差 点 で は 、 特 に 安全 運転 を 


Oo 


1 心得 まし ょ う 
る 夫人 計 まじ よう 
9 起用 まし よう 
4 こだわ り ま し ょ う 
18 
@) は 駅 に 近けれ ば 近い 、 う ちの 場合 、 そ れ 


以上 に 間取り が 問題 だ 。 


の は お ろか 
6 
う 


の も さる こと な が ら 
と いえ ども 
に 越し た こと は な い が 


Po DO 一 


su (9 


こたえ | ノ 


427 1 新幹線 鉄道 開業 50 周 年 記念 貨幣 が 発行 され る 。 それ の 取り 扱い 


(G) 
ED 
も 
じ 


て つ どう か 
金融 機関 を 調べ る 。 
きん ゆう き か ん し ら 
Fiftieth-anniversary of the establishing of the Shinkansen Railway commemorative 
coins are going to be issued. | am going to look for banking institutions that carry them. 


新 干 銭 鉄路 弄 並 50 周年 包 念 市 即 格 遂 行 。 査 一 下 負 鎖 送 衝 包 念 市 的 金融 机 格 。 
祭 針 付 居所 2| 析 50 生 2| 回 李 記 フト 時 幸司 FI . コス 号 刊 吾 村 言 号 フ | 半 富 営 0[ 呈 FI 


カン : 新幹線 ・ 幹 部 みき : 幹 


し ん か ん せん 


Me bd 


あつ か (- ぅ ) : 扱う - 取り 扱う 


a 


ユウ : 金融 ・ 融 資す る 


きん ゆう ゆう し 


428 2 見 通し の 悪い この 交差 点 で は 、 特 に 安全 運転 を 心がけ ま し ょ う 。 


Be sure to be particularly careful around ee with 0 visibility. 
能見 度 不 好 的 十字 路 口 、 要 特別 留意 安全 行 年 。 
笠 避 0| 内 | 緒 号 豆 衝 知人 J 記 , 時 el 私 富村 | 常 引 圭 AIFI. 


心がけ る | (こと る が ける ) keep in mind / 留意 、 注 意 、 放 在 心 上 / 滞 可 sHrI 


心得 る | に ころ ぇ る ) be aware of / 理解 、 令 会 、 憧 得 / 叶 名 


志す | に と る さ す ) aim to, aspire to / 立志 / 笑 全 モロ 


こだわ る | be particular about / 拘 泥 、 考 究 、 対 … 精 益 求 精 / エ 9 選 品 


429 4 家 は 駅 に 近けれ ば 近い に 越し た こと は な い が 、 う ちの 場合 、 そ れ 


以上 に 間取り が 問題 だ 。 
lt would be nice to have a house that was close to the station, but for me, the 
arrangement of the rooms is more important. 


時 況 家 是 搬 得 高 年 呈 越 近 越 好 , 人 
社 号 樹 o| フト 平 可 フト 圭 企 呈 午 玉 本 , 千 避 引 刀 錠 所 , コ 品 F 紀明 秘 ト 時 誠 ヒ | 


て に 越し た こと は な い | ( 三 も ちろ ん この ほう が いい ) 


・ お 金 は ある に 越し た こと は な い が 、 も っ と 大 事 な こ と も ある だ ろう 。 
・ レ ポー ト の 提出 は 早けれ は 早い に 越し た と と は な い 。 


た oO DO = た 0 DO 一 


た の MN 一 


じゅ うけ い 
ちゅ うけ い 
じゅ けい 
ちゅ けい 


な だ め よ う 
いた わろ う 
か ば お う 

し つけ は よう 


(彼女 は 自分 て 習う ーーー 
教え る よう に な っ た 。 


な が ら に 
だ 直人 
と 相まって 
に と ど ま ら ず 


XE も 習っ 


| (0) 学外 の 衝立 選挙 の 投票 所 の 様子 を テレ ビ で 中 継 し て 
いた 。 


GS 


8 
も 
じ 


19 


⑳) その 保育 士 は 、 潤 きわ めい て いる 赤ちゃん を 
な ん と か 8 


St (9 


た こと を 


19 


430 2 海外 の 独立 選挙 の 投票 所 の 様子 を テレ ビ で 中 継 し て いた 。 


どく "りつ せん き ちゅ 3 う 9 い 
The status of polling ee of overseas independent elections were being 
broadcasted on TV. 
由 祝 中 特 播 了 国 外 独 立 逸 挙 的 投票 現 協 的 欄 子 。 
古 引 | 号 習 付 219l 早 簡 全 足 谷 号 , 四 可 3l 人 ] 知 赴 siz 史記 FT . 


| 閉 キ ョ : 選 掌 ・ ご 基 に 

し 。 団 ヒ ョ ウ : 馬 投票 ・ 作 
継 | ケイ : 中 維 ・ 生 中 継 ・ た つて で る: 受け 継ぐ 
刑 | ケイ : 利 事 ・ 刑 肌 ・ 死 刑 ・ 朋 者 


431 1 その 保育 士 は 、 泣 きわ めい て いる 赤ちゃん を な ん と か な だ め よ 
うと し た 。 


The nursery teacher tried to somehow soothe the crying baby. 
/ 人 AA 那 條 保育 士 送 法要 安 挑 那 條 吐 吐 大 突 的 玉子 。 
| の コ 呈 呈 久世 , DI〒 語 選 所 0 レ | 言 0] 界 記 同 可 相 ユ %F「、 
ご な だ め る | soothe, calm / 安 抵 、 使 平静 / 語 可 中 
い いた わる | be considerate / 英作 、 慰 、 物 芝 / 入居 | 叶 引 上 
か ば う | protect, cover for / 祖 反 、 席 所 、 保 所 / 時 中 al 
し つけ る | discipline, train / 管 教 、 培 非 、 晶 徐 / Q 8| 軸 選 営 呈 O 引 中 


( 


432 4 彼女 は 自分 で 習う に と ど ま ら ず 、 人 に も 習っ た こと を 教え る よ 


|| うに な っ た 。 
| | Not only does she learn things on her own, she also teaches what she has learned 
| くう to others. 
| 好 不 似 似 是 自己 学 , 也 弁 始 教 別人 地学 到 的 未 西 。 
か コロ べ 呈 時 宣 王 村 コ 和 | 闘 , ロ 言 AI 骨 弄 王 明生 久 呈 フト 玉 和音 人 汎 思 本 届 叶 . 

| “ N に と ど ま ら ず || V る に と ど ま ら ず | (ニン だ け で な く ) 

| つ < 言葉 の 乱れ は 若者 に と ど ま ら ず 、 年 配 の 人 た ちの 間 に も 広まっ て いる 。 
旧 こと ば み だ わか ゃ の ね ん ば ぱい ひと あい だ ひろ 


* 彼 は お 金 に 困り 、 友人 か ら 借 り る に と ど ま ら ず 、 金融 業者 か ら も 借り る よう 
司 な づ た 。 


| 252 


) お A に は 脂肪 と 類 分 の 弘 収 を 抑え る 効果 が ある 。 


た oO DO 一 


た くわ える 
ぐさ.0 
くわ える 
お SM を 


(G) 


8 
6 


20 


@) 彼女 は 起 を 買お うと し て 迷っ た あげ く 、 
結局 買わ ず に 帰っ て し まっ た 。 


1 
2 
3 
4 


さだ た さ 6 
し ぶし ぶ 
(で ば 
Ek 


20 


se(⑳ 


(⑧ A 「 だ たれ 物 を お 届け し まし ょ うか 。」 


BY は 


0 MN 一 


TR 


当たり ませ ん 


及び ませ ん 
足り ませ ん 
至り ませ ん 


。 次 回 まで 置い て お い 


20[ | 


こたえ 


433 4 お 茶 に は 脂肪 と 糖分 の 吸収 を 抑え る 効果 が ある 。 


Tea helps suppress the absorption of fats and SugarSs. 
来 有 可 押 制 脂肪 及 糖分 吸収 的 奴 果 。 / 宗 引 己 和書 寺 尽 量 引 音 企 言 引 刊 叶 記 喜 寺 フト FT 


8 剛 シ 晴 ぁ wo: 所 
肪 | ボウ : 脂肪 

抑 | ヨク : 抑制 する ・ 抑 圧する お さて ぇ る ) : 抑え る 

蓄 | チク : 区 積 する ・ 貯 著 た くわ て ぇ s) : 蓄え る 


cd 


434 1 彼女 は 靴 を 買お うと し て さん ざん 迷っ た あげ く 、 結 局 買 わ ず に 
帰っ て し まっ た 。 


After being thoroughly confused while trying to shop for shoes, she ultimately 


/ 人 AA gave up and went home. / 好 入 想 自 秋 子 , 考 虚 来 考慮 去 最 后 述 是 仕 人 都 没 実 就 回 去 了 。 / 
の コロ 所 竹早 人 la 号外 是 付 el 妊 填 , 妊 叶 人 I ス | 忌 土 レト 時 尺 叶 . 
ニー 
ご さん ざん | * さ ん さん 注意 され る be thoroughly warmed / 祖 地 芝 告 過 A| 邊 量 中 叶 
い し ぶし ぶ | * し ぶし ぶ 認 め る concede / 勉 勉強 張 込 可 91 ス 必 人 Ilal 


| ほど ほど | moderate / 合 授 、 通 当 、 愉 如 其 分 / 到 呈 | 


* ほどほど に する do in moderation, be moderate in doing / 通 可 両 止 、 
逝 度 即 可 / 刀 正 列 填 中 


くよくよ | 。 く よく よ す る worry / 同 同 不 率 、 了 台 手 必 、 選 心 悼 蛋 / 相 呈 呈 時 宣 叶 


435 2 A「 忘 れ 物 を お 必 け し まし ょ う が 。] 
BB 「 い え < それ に は 及び ませ ん 。 次 回 まで 置い て お いて くだ さい 。 」 
A: “Shall | send you your ost item?” B: “No, there is no need. Please just hold on 
to it until the next time | visit you." / A : " 我 妖 作 把 忘 走 的 赤西 送 去 叩 。 BB : " 不 不 , 没 那 
人 急用, 前 替 我 保存 到 下 次 我 再 去 厨 乱 的 時 候 。 / A「 因 号 量 召 登 号 由 己 冒 旭 品 .」B 「OHHIS , 
ぶ コ 習 習 品 外 ス | 測 合 口 FF. 中 言 O| 人 味 四 | 申 9] 相 則 呈 .」 
ん 
ほぼ 
っ 


V に は 及ば な い | (=V する 必要 は な い ) 

・ メ ー ル や 電話 で 連絡 すれ ば いい 。 会 うに は 及ば な い 。 

N に は 及ば な い | (= N の レベ ル に 達し な い ) 

・ あ の 店 に は 及ば な い が 、 こ の 店 も ずい ぶん 客 が 増え た 。 


| @) は 部 長 の 自慢 の お 嬢 さん が 腕 を 振る っ て 凝っ た 


料理 を 作っ て くれ る そう で す 。 


や の MN 一 


1 
2 
3 
4 


た の 0 の MN = 


ね っ た 
うけ た まわ っ た 
こっ た 


だ 0 お っ 


この バタ ー は 、 値 上 げ し な いと 
実は 量 が 減ら され て いる 。 


見 せつ け て 
見 せ か け て 
見 あわ せ て 
見 せ び ら か し て 


きり が な い 
越し た こと は な い 
な いも の で も な い 
SEAN 


21 


いる が 、 


21 


0 に を に 3 し た いと か 、 あれ を ああ し た いと か 、 
欲 を 言え ば けど 、 この 家 は 結構 気に入っ て 
MX あず 。 


21 


ct 


sal 


(SP) 


| NN 
9) 


( 


い 


®⑧) 
ぶ 

ん 
ぼ 
う 


256 


に 


こえ 


436 3 今日 は 部 長 の 自慢 の お 嬢 さん が 腕 を 振る っ て 凝っ た 料理 を 作っ 


て くれ る そう で す 。 
Today, my manager's beloved daughter is going to show us her skill at making 


elaborate cuisine. 
叫 凶 今 天 部 長 的 愛 女 格 大 展 身 手 訪 我 人 制作 精 致 的 料理 。 
史 合 号 早 嬉 絡 引 針 慎 gl 村上 中 0| 舎 刈 言 則 尋 引 | き 言 | 号 可 早 叶 言 9] 企 エ 桂 口 F|. 


介 マン : 自慢 する ・ 慢 人 性 ・ 意 慢 な 


嬢 | ジョ ウ : お 嬢 さん 


凝 ギョ ウ : 凝縮 する こる) : 凝る 
奉 | ホウ : 奉仕 た て まつ (る) : 奉る 


437 2 この パタ ー は 、 値 上 プ げ し な いと 見 せ か け て いる が 、 実 は 量 が 減ら 


され て いる 。 
This butter seems like its price has not been increased, but they have actually 


decreased its size. 
六 人 黄 油 看 起 来 是 没 流 傘 、 但 密 承 上 量 減少 了 。 
ol 細田 己 , フト 六 言 @! 人 き | 層 宮 軸 誠 泊 中 0] 和 lg , 人 | 信 豆 守 0| 和音 012lct . 


| 見 せ か ける | (みせ か ける ) feign, pretend / 表面 上 、 依 装置 充 / コ 本 丈 齋 婦 平 村 呈 0| ロ 


見 せつ ける | みせ っ ける ) display, flaunt / 松 界 、 兄 援 、 故 意 曲 示 / 民 早 本 中 0IEI 


見 合わ せる |( み ぁ ゎ せる ) (① exchange glances, ② postpone / ① 互 相対 着 、 対照 ② 推 


近 、 延 艶 、 作 時 / 中 尋 ト 


| 見 せ び ら か す | (みせ びら か す ) show of / 和 志 、 天 静 / 慎 Alatcl 


438 1 こと を こと うし た いと か 、 あ れ を ああ し た いと か 、 欲 を 言え ば きり 


が な いけ ど 、 こ の 家 は 結構 気に入っ て いま す 。 


There is no end to the list of things | would like to change, but | am really fond of 
this house. / 六 里 想 送料 , 那 里 想 那 梓 , 時 然 要求 是 提 不 完 的 但 是 送 介 房 子 我 述 是 挫 豆 
的 。 / 2| 言 0| 選 | 引 芯 名詞 フト , コ 妊 和民 | 評 舎 CF 記 フ ト , 号 信 号 出 軸 昔 0| 束 放 Xlgt, ol 
祝 号 全 結 引 相対 旨 中 FI . 


(= V ば 終わ り が な い ) 
* 彼 に 対す る 不満 は 数 えれ ば きり が な い ( 三 数 えら れ な い ほ ど 多 い )。 
*A「 も っ と いい カメ ラ も ご ざい ます ] 

B「 い え 、 上 を 見 れ ば きり が な い の で 、 これ に し て お きま す 。」 


| 還 生 の 邪魔 に な ら ず 、 視 界 の 妨げ に も な ら な い 
記 う な 傘 を 発明 た だい 。 


さま た げ ーー 
た いら げ 
あら げ 

や わら げ 


や の DO 一 
で 上 還 


22 LL 


倒産 し て し まっ た 。 


1 尽く し た (⑳) 
い 


2 組ん だ 
3 加え た 
4 結ん だ 


22 必 | 司 回 


441 ヶ ※ 、 先 日 の 調査 結果 の 報告 を し ます 。 


ポ な が な に (W) 
る は る で お き ぶ 
)] 
3 は さる こと な が ら ん 
E3 
う 


4 じゃ ある まい し 


22 II 唱 


| こたえ 


| 439 1 通行 の 邪魔 に な ら ず 、 視 界 の 妨げ に も な ら な いよ うな 傘 を 発明 
| し た い 。 
| want to invent an umbrella that will not be a hindrance to people passing by or 


て block one's field of vision. 
で つの 想 受 明 一 竹 不 会 了 更 骨 行 且 不 会 陣 半 祝 代 的 人 


8 号 習 | 慎司 | 品 エ エ , 人 lOFS| 避 蛋 正 本 | 営 早 信 富 財 困 村人 8F「、 
じ ジャ: な ・ 押 所 な * 風 用 

魔 | マ : 悪魔 

妨 | ボウ : 妨害 する さま た に ける) : 妨げ る 

傘 | か さ : 欠 ・ 日 傘 


440 1 会 社 を 存続 させ る た め に 、 あ ら ゆ る 手 を 尽く し た が 、 倒 産 し て し 


そん ぞ く 


まっ た 。 
|| We tried everything we could to keep our company afloat, but it ended up going under. 
汽 了 半 公 司 能 存 活 下 去 , 想 尽 了 一 切 か 法 , 可 近 是 倒 団 了 。 
居 A[ 言 短 土 旬 ヲ | フ | 恒 避 対 挟 , 足 号 企 言 負 和 IE , 正信 中 団 就 F. 
ご 手 を 尽く す | (て を っ くす ) try every possible means / 千 方 百 辻 、 想 尽 か か 法 / 足 詞 本 叶 呈 ヒ H る IF 
い | 手 を 組む | < を < ぉ ) join forces / ① 合 作 、 協 作 ② 手 挽 手 / 居 引 中 


手 を 加え る | (て を < ゎ ぇ る ) revise / 修 改 、 加 工 / フ | き alCI 
手 を 結ぶ | (て を ぉ す ぶ ) join hands (with) / 携 手合 作 、 隊 手 / 二 回 営 明 叶 


441 2 冗談 は さて お き 、 先 日 の 調査 結果 の 報告 を し ます 。 
Jokes aside, | would like to report the finding of the investigation from the other day. 
玩 笑 就 不 電 了 . 我 来 拓 告 一 下 上 次 的 週 査 待 果 。 


| 結 選 コ g[ 午 エ , 九 選 al 天久 妊 葉 言 中 エ き [ 秘 合 | . 
| ン IN は さて お き | * 話 題 を 変え る 時 に 使う 

| 光 。。 それ ほ き て お き 、 例 の 件 は どう な り まし た か 。 
ぼ [Nn は どう あれ | (= N は どう で も ) 


う 
* 結 果 は どう あれ 、 力 は 出し 切っ た 。 
* 何 で あれ (= 何で も )、 だ れ で あれ (だ れ で も )、 ど こ で あれ (= どこ で も ) 
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の この 担架 は 底 の 部 分 に 摩擦 と ショ ッ ク を 和らげ る 
工夫 が 施さ れ て お り 、 人 を 安全 に 搬送 で きる 。 


1 る に 
の 52260 も 
3 まっ さい じ 
4 まる ブラ 
23 | 
⑳) ドラ マ を 途中 か ら 見 た の で 、 話 の が よく 


わか ら な か っ た 。 


= ® 
2 筋 と 
3 根 
4 種 
23 | 
(0) 無理 に よ 品 の は や め た ほう が いい で す よ 。 
Hi RE 
2 る 
3 めく 4 
4 が る 
23 [| | 


こたえ 


442 4 この 担架 は 底 の 部 分 に 摩擦 と ショ ッ ク を 和らげ る 工夫 が 施さ れ 
て お り 、 人 を 安全 に 搬送 で きる 。 
This stretcher is equipped with a deyice on the bottom that reduces friction and 


に shock so you can safely transport people. 
で ② 六 和 担架 的 底部 在 緩 和 摩 擦 及 沖 市 方 面 非常 者 究 、 能 安全 地 拾 送 人 。 


6 0| 時 記号 Bl 早 量 引 中 幸司 千 合 叶 計 違 人 約 剤 召 可 司 01 0] , 人 | 四 言 9 鹿足 時 全 中. 
も カ : 架空 の ・ 担 架 
じ か くう た ん か 
マ : 摩擦 


ルン 人 摩擦 す (- る /- れ る ) : 擦る ・ 擦れ る ・ 靴 擦 れ 
ハン : 搬送 する ・ 運 搬 する 


藻 | 落 [ 賜 浴 


443 2 ドラ マ を 途中 か ら 見 た の で 、 話 の 筋 が よく わか ら な か っ た 。 
| started watching the TV show in the middle, so | do not really know the plot. 


六 人 申 視 出 放 了 ー 半 オ 尋 始 看 的 , 摘 不 憧 故事 的 主 銭 。 
選 ロ [ 計 正夫 早 軒 笛 フ | 思 呈 ol| , OI0 レ |8| 侍 思 本 時 司 | 店 填 ネネ 堆 み 中 . 


| 筋 | すじ ) fiber/ 主 銭 、 主 旨 / 名 
| ご 


* 話 の 筋 Plot / 故事 的 主 仁 、 間 笑 的 奈 理 / olo レ | 5| 仁 2 選 
い * 足 の 筋 leg muscle / 懇 上 的 筋 / 連中 己 号 
* 筋 が し \ い have an aptitude / 素 原 好 、 可 週 教 、 有 前 途 / 全 司 0 2 


* 血筋 lineage, blood relative / ① 血 豚 、 血管 ② 血 張 、 血 銃 / 選 計 


444 2 無理 に 上 品 ぶ る の は や め た ほう が いい で す よ 。 


lt would be best to do away with the needless putting on of airs. 
打 肺 股 充 脱 子 的 事情 逐 是 不 区 六 好 。 / 早 避 引 2| エ 盆 叶 利和 詞 包 呈 コ 呈 モ 習 0| 等 o ト Eg . 


| こぶ る | (=~ ふ り を する ) 


か * あの 子 は 先生 や 親 の 前 で は いし \ 子 ぶ が っ て いる 。 
に と びる | * ~ の 様相 を 帯び る take on an aspect of ~/ 帯 有 - 梓 子 、 帯 有 - 感 党 / 
う 


t i4E ct 


・ あ の ダン サー は 13 歳 だ そう で す が 、 ず いぶ ん 大 人 び て い ま すね 。 
・ 母 は 古び た 写真 を 大 事 そ うに 持っ て いる 。 
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も ん だ い 


(0 簿 供 を 担 て 人 た ちの 粋 な 姿 、 笛 や 太鼓 に 合わ せ て 
好 み に 踊る 機械 仕掛 け の 人 形 が お も し ろか っ た 。 


WR 
2 0 も 
3 し ゅ ん コ 
4 じゅ ん 
24[ 中 
(0 付 業 務 は 、 の お 客 様 へ の し っ か り し た 

対応 が 要求 され ます 。 

1 不当 (《 
2 不備 こ 
3 不意 が 
4 不通 


241 1 


⑳ A 「 半 労 を か け て ご めん な さい 。」 
B「 い や 、 こ ん な の 茸 労 | 
1 に は お よ ば な い 
2 で も 何で も な い ん 
3 に 越し た こと は な い 軸 
4 と いう た ちら 婦 いい 


24 日 


ー テ 
< 


445 1 神 奥 を 担ぐ 人 た ちの 数 な 姿 、 笛 や 太鼓 に 合わ せ て 巧み に 踊る 機 


械 仕掛 け の 人 形 が お も し ろか っ た 。 


The sight of people lively carrying the omikoshi, along with the mechanical dolls 
dancing along to the sound of flutes and drums was fascinating. / 抱 着 神 奥 的 人 休 州 
気 的 身 影 , 配合 着 笛 声 及 太鼓 声 下 巧 地 跳 着 舞 的 机 械 建 建 太 有 意思 了 。 / ロ | ヨ ん | ( 計 91 ) 言 李 
選 村 冒 号 枯 因 和 | 足 谷 , 局 司 本 号 | 叶 相 語 叶 2| 香 科 所 2|2| 愉 和 Il 翌 正 剤 ロ 誠 以 FI. 


粋 | スイ : 純粋 な いき : 粋 な 


テキ : 汽笛 ・ 警 笛 ふえ : 笛 


き て き けい て き さざえ 


せい 


負 
| コウ : 精巧 な ・ 巧 妙 な た くめ : 巧 みな 
持 


か (- か る た ける ): 掛か る ・ 掛 ける 掛軸 < 仕掛 け 


446 3 受付 業務 は 、 不 意 の お 客 様 へ の し っ か り し た 対応 が 要求 され ます 。 


Sn(《9 


kN 
People who work in reception need to deal with unexpected customers firmly, 
接待 的 工作 要求 能 視 好 地 対応 不 速 之 客 。 

玉 入 了 〒 回 早 記 量 人 l 企 品 gl 呈 古 包 号 堆 王 印 富 0| 避 〒 習 F. 


不意 | ふい * 不 意 に unexpectedly / 突如 其 来 、 意 想 不 到 / 量 人 | 引 


不当 な | ふと ぅ な ) unreasonable, unfair / 不正 当 、 不 合理 、 不 当 / 早 呈 叶 


不備 | ふ ゞ ) incomplete, unsatisfactory / 不 完 各 、 不 周到 / 衝 量 引 英生 01 和 || 器 


不通 | ふっ ぅ )′ interruption, stoppage / 不通 、 不 隊 系 、 断 郊 / 是 叶 


447 2 A 「 苦 労 を か け て ご めん な さい 。」 


B「 い や 、 こ ん な の 苦労 で も る 何で も な いよ 。」 
な ん 
A: “Sorry for any trouble | have caused." B: “Oh, it is no trouble at all." 
A : " 邊 作 受 困 了 , 対 不 起 。" B: “没有 没有 , 六 送 不 上 仕 色 受 累 的 。" 
A 「 則 同 人 l 東 財 ロ leFal 号 .」 B「OFL| , | 習 エ 作 中 OH 早 列 正 HHlOH 」 


| 

| ぶ 

| ん 
ほぼ 
っ 
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~ も 何で も な い | こも 何と も な い | (= 全然 こない ) 


・ こ ん な 軸 、 す ご くも 何と も な いよ 、 雷 国 に 比べ た ら 。 
虫歯 が ある と 言わ れ た が 、 痛 くも 何と も な い 。 


も ん だ い 


(0) 叶 煙 が 肺 に 竹 え る 形 響 に つい て 話 を 開い た 。 


Tu 
2 は ゆい (Sc ) 
| 6 
3 の 2 も 
4 きも ] 
25[ | 
⑳) 彼 は 大 会 社 の 社長 だ が 、 誰 と で も 話す と て も 
な 人 だ 。 
1 気がかり (⑫) 
2 気まぐれ 
3 気まま が 
4 気 さ < 
25[ | 
@) A「 後 女 に ふら れ ちゃ っ た 。」 
B「 も の は 考え だ よ 。 運命 の 人 じゃ 
な か っ た ん だ よ 、 き っ と 。] (W) 
1 よう ん 
2 も の 5 
人 
2 2 


448 2 喫煙 が 肺 に 与え る 影響 に つい て 話 を 聞い た 。 
っ え , な はい に いき ょ 
| We listened to a talk about the influences of tobacco smoke on the lungs. 
| 呆 了 有 甘 吸 畑 対 肺 部 導 生 影 史 的 活 。 / 斉 Go| 列 ol| 相 秘 所 当 符 | 辻村 olo2| 呈 言 以 F「. 


| 9 肺 | ハイ : 肺 

| パラ / 影 | エイ : 影 響 ・ 撮 影 か げ : 人 影 

| も 剛 !* ョ ウ : 反 堆 ひび (<) : 響く ・ 響 き 
し 研 ヵ 用 潤 時 


449 4 彼 は 大 会 社 の 社長 だ が 、 誰 と で も 話す と て も 気さく な 人 だ 。 
He is the company president, but he is friendly to whomever he talks to. 


他 時 是 大 公司 的 社長 , 但 不 六 和 進 況 必 都 補 坦 率 。 
コモ 言 誠人 Hl 外 社 0|x| 叶 , 和 〒〒 針 丘 時 富 け 和 〒 忌 0 ト 衝 本 旦 避 万 外 絡 ol 上 f. 


気がかり な | ( き が か りな ) anxious, worrisome / 多 慮 、 神 筆 原 / 豆 多 alel 


気まぐれ な | (きま < れ な ) whimsical, prone to (sudden) changes in mood / 反 算 元 常 、 変 
| 化 多 端 / 澤 紀 へ 本 号 


気まま な | (きま まな) rambunctious, freewheeling / 随 便 、 任 性 / 相 合 呈 品 夫 


(RA 気さく な |( き を さ < な ) friendly, open-hearted / 爽快 、 爽 朗 、 坦 率 / 引 呈 名 呈 
< 
い 


450 1 A「 彼 女 に ふら れ ち ゃ っ た 。」 
B「 も の は 考え よう だ よ 。 運命 の 人 じゃ な か っ た ん だ よ 、 き っ と 。」 
A: "My girlfriend dumped me.” B: “lt all depends on how you see things. Surely she 
just was not the one for you.” 
A : “ 被 女 朋友 用 了 。” B : “ 境 由 心 生 , 好 育 定 不 是 那 條 命中 注 定 的 人 。" 
A 「 コ ロ 詩 角 穫 0 田 就 H .」 B「 選 亡 伴 人 1 る | 言 olok . 中 軸 誠 1 外語 ol 0HH 以 加 210E, OHIE 」 
V よ う | ( 三 V の 様子 プ V の や り 方 ) 
* 久 し ぶり に 田舎 に 帰り 、 駅 前 の 変わ り よ うに 驚い た 。 
ひさ いな か か え えき まえ か お どろ 
* 孫 が 可愛 し \ の は わか る が 、 父 の 可愛 が り よう は 普通 で は な い 。 
ha か わい CE ふっ 


(3) 化 財 に 指定 され て いる 部 宅 で 将棋 の 世紀 の 対戦 
が 行わ れ た 。 


し た < (69) 
で い だ も 
せん た く 
ぜいたく 


た の oO の MN 一 


26 LL] 


| れ は 以前 、 医 療 関係 の 仕事 に いま し た 。 


従っ て 
費やし て 
営ん で 
携わっ て 


た oO MN 一 
sal 


26[ 


| @) を 章 や 疾 、 声 な ど を 出さ な いこ と を 男性 

は テレ ビ の イシ タビ ュー に 答え て くれ た 。 

届 宏 人 ® 
前 提 に ん 
も の と も せ ず 5 
余儀 な くさ れ て 


た の oO MN 一 
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こたえ ノノ 


451 2 文化 財 に 指定 され て いる 邸宅 で 将棋 の 世紀 の 対戦 が 行わ れ た 。 
The shogi match of the century was held at this residence, which has been desig- 


nated a cultural asset. 
在 被 指定 涼 文化 病 諾 的 宅 邸 内 挙行 了 世界 角 日 本 象 根 的 対局 。 


(CY 呈 詩 天 呈 和 L 笠 司 汎 王 広 軸 ol| 村 健 215| 因 フ | 還 習 0| 販 庵 F. 
a イ : 恥 宅 
も 
じ 


| 
上 
タク : 選択 肢 ・ 選 択 する 


ん た く し せん た く 


北 隠 | 
+ + 
に 


英語 


452 4 私 は 以前 、 医 療 関係 の 仕事 に 携わっ て いま し た 。 


| was once employed at a medical Bleed pt 
我 以 前 以 事 辻 医 尊 相 甘 的 工作 。 / 中 挟 0| 入 | , 包 量 媒 外 本 外 ol| 書 AI 就 合 ロ ロ . 


| が 携わる | (た ず さ ゎ る ) be involved in, take part in / 参加 、 参 司 、 人事 / 知 Aa ョ tc 
NV 


Po 従う | (し た が ぅ ) obey, follow / 眼 随 、 服 尺 、 接 照 / 可 呈 | 
2 費やす | つい ゃ す ) spend / 花 柄 、 消 耗 / lsct 
し 営む | ( ぃ と な ぉ ) conduct, hold, engage in / 筆 牙 、 以 事 / 紅 計 ロ 


453 2 名 前 や 顔 、 声 な ど を 出さ な いこ と を 前 提 に 男性 は テレ ビ の イン 
タビ ュー に 答え て くれ た 。 
| | The man was interviewed under the conditions of not revealing his name, face, or voice. 
(WW 在 不 公布 姓名 、 相 、 声 音 的 前 提 奈 件 下 、 那 條 男 人 接 受 了 目視 来訪 。 
0I 言 寺 販 言 , 号 全 本 言語 | 品 選 2 言 如 利 豆 紀 名 己 留 品 | 付加 早 ol 号 ネ み 中 . 
ん |N を 前 提 に (し て ) | N を 前 提 と し て | (=N を 条件 で ) 
ほぼ <「 結 科 を 前 提 に 付き 合っ て くれ ませ ん か .」 


・ 今 後 も 当社 の 製品 を ご 愛用 いた だ く こ と を 前 提 と し て 、 お 値引き 致し ます 。 
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も ん だ い 


(⑳) 革 交 が あり ます 。「 荒 い ] は 「 柱 い ] と 訂正 し 
て 再度 提出 し て くだ さい 。 


あら いい G9 


1 ED 
2 れ ね らい も 
あさ じ 
3 ズ らい 
4 あわ い 
27[ | 
() を の レベ ル は 中 級 か も し れ な い が 、 上 級 


クラ ス を 受け て みよ う と 思っ て いる 。 
あえ て 
も は や 
まさ か 
さす が 


se( る ) 


や OO MN 一 


27| 


(0) 現在 の 閣 路 状況 を 、 将 来 の 都市 計画 を 

進め る 。 
さて お き ん 
さる こと な が ら 
皮切り に 


や OO MN 一 


27 LL 


こたえ 


454 1 変換 ミス が あり ます 。 「 荒 い ] は 「 粗 い 」 と 訂正 し て 再度 提出 し 
て くだ さい 。 


| There is a typo here. Please rewrite the word “arai" using the correct kanji and 
resubmit it. 


| (C3) 有 切 換 穫 民 , 将 把 “荒い " 改 成 "粗い" 后 再 提 交 。 
も 
じ 


= 


言 和田 圭 選 時 フト 8 人 樹 ヒ 荒い“ 記 粗い 「 呈 婦 召 中村 FIAI 矯 符 引 人 宮 久 史 . 


ソ : 粗大 ゴミ ・ 粗 品 あら ( い ) : 粗い 

テイ : 訂正 する ・ 改 訂 

テイ : 提案 する ・ 提出 する ・ 前 提 ・ 提 供する ・ 提 携 する ・ 提 示す る 
ね ら (- う ) : 狙う ・ 狙い 


a 


455 1 私 の レベ ル は 中 級 か も し れ な い が 、 あ えて 上 級 ク ラス を 受け て 
みよ うと 思っ て いる 。 


My level may be intermediate, but | am thinking about going ahead and trying to 
ON take an advance level class. 
| の ) 我 的 水平 可能 只 不 辻 是 中 伏 。 但 玉 昨 想 挑 上 一 下 高 叙 的 如 程 。 

ニン 可 加 叶 言 負 | 品 呈 Il 中 , 所 早 司 村主 言 眉 人 全 罰 詰 時 0[ 品 本 工 入 針 . 

ご 

い 


あえ て | purposely, deliberately / 敢 手 、 硬 要 / 記 早 本 of4 
「 も は や | already / 巳 経 / ol 枯 王 
まさ か | surely (not), can(not) be / 備 道 、 人 会 / 公 


さす が | as one would expect, befitting of someone / 真 不 蛋 、 到底 是 / 二 @ 


どう ろ じ 
Future city planning will be based upon the current road conditions. 
| 立 足 干 現有 的 道路 状況 推 逃 未来 的 城市 寸 亡 。 


| 畠 列 丘 評 付 圭 号 馬 SFSfdH , 可 可 a 正和 | 書記 呈 季 l き tf . 
| N を 踏ま えて | ( 三 N を も と に し て ) 

| ・ 調 査 結果 を 踏ま えて 今後 の 方 針 を 立て る 。 

| ぼ  、 社 員 の 意見 を 踏ま えて 労働 条件 を 改善 する 。 


| | つ で た ーーー 43 で うじ ょ うけ た 


| 456 1 現在 の 道路 状況 を 踏ま えて 、 将 来 の 都市 計画 を 進め る 。 
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| (a57) 砂漠 の 緑化 協力 隊 に 応募 し た ら 、 奇 刀 に も 旧友 と 
再会 し た 


1 さま < 68 
人 RE 
3 さば < 
4 さも < 


Cd 全 


28 


| (458) 工事 は 最初 少し 滞っ た が 、 その 後 は と 進み 、 
| 予定 通り 完成 する 見 込み だ 。 


着 々 
延々 
続々 
長 々 


cu (⑳ 


た の oO DO 一 


28 


(8) 全社 を 辞め た の を 水泳 を 始め た 。 


1 経て 

3 機 に ん 
ほ 

4 兼ね て う 


28 


457 3 砂 着 の 緑化 協力 隊 に 応募 し た ら 、 礎 過 に も 旧友 と 再会 し た 。 


When | joined a desert tree planting volunteer group, | miraculously reunited with 
an old friend of mine there. 

申 壮 加入 了 沙 漠 無 洲 化 的 支援 鈴 、 世 届 性 地 己 昔 日 好 友 重 逢 了 。 

外相 gl 皇 計 習 引 Clol| 写 品 就 貴 中 , フ | 早計 下 丘 9 知 〒 計 到 誠 訓 I . 


(GO) 

SG | 漠 | パク: 砂漠 ・ 湾 交 

も [ 隊 タイ : 除 ・ 兵 隊 ・ 軍 隊 ・ 了 上 
本 | キ : 人 き 乾 ・ 奉 履 な ・ 宇 
務 | グ ウ : 境遇 ・ 待 遇 ・ 礎 過 


458 1 工事 は 最初 少し 滞 っ た が 、 そ の 後 は 着 を と 進み 、 予 定 通 り 完成 
する 見 込み だ 。 


Construction was delayed a little at first, but after that, it proceeded steadily and 


TN we foresee that it will be completed on schedule. 
の 施工 弁 始 生 微 腕 拉 了 , 但 后 来 送 展 地 福 大 利 , 選 入 能 在 寺 誠 内 完成 。 
ニン 叶 村 所 刊 斉 9 妄 0| 籍 加 紋 | 中 , コ 享 挟 諸 詩 乱 利 司 0] , 9 翌 印 呈 詩 計 錠 O 対 OH . 
= 
い 着 々 | ぁゃ < ちゃ <) steadily / 答 歩 目 順 利 / 本 埋 避 中 
延々 | ほえ ん ぇ ん ) on and on, endlessly / 逢 錦 不 第 、 持 征 不 断 / 合羽 0| 0|01 ス IF 
続々 | (を < そ <) successively, one after another / 源 源 不断 、 随 防 街 、 一 人 接着 一 人 / 91 司 ol 


(な が な が ) Very Iong, drawn-out / 冗長 / 九 告 司 呈 


| 長 々 | 


459 3 会 社 を 酵 め た の を 補 に 水泳 を 始め た 。 


lused quitting my job as an impetus to start swimming. 


借 着 辞 駅 的 机 会 、 


弁 始 涼 泳 了 。 / 到 人 [ 言 コ 記 包 号 外 フ 2| 豆 全 罰 憲人 l 人 [ 訓 FI. 


Q' 張 さめ 0) 


N を 機 に 


N を 境 に 


|N を 経て | 


(= N を 機会 と し て ) 


* 引 っ 越し を 機 に 家具 を 新しく する 。 


(=N 以降 ) 


・ オ リン ピッ ク を 境 に 経済 が 急 成 長 し た 。 


きゅう せ 


* N 王 時 、 場 所 、 過 程 、 経 験 な ど 


*20 年 の 歳 月 を 経て を 経て 再会 する 。 
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岳 い うつ > 


や OO DO 一 


462 有 1 


や の DO 一 


ao 4 
ずく 
じゅ く 
し あき 


か れ 〆 か れ 
なり デ な りり 
5 用 Dc の 


ども と も 


ーー 


全国 問 の な り ま す 。 
1 一 斉 
2 一 連 
3 一 律 
4 一 帯 


あの 会 社 は 倒産 し た だ ろ 


29 


⑥⑧ イト で 琶 叶 師 と し て 益 開 し て いる 。 今日 は 速 さ ・ 
時 間 ・ 下 離 の 計算 を 教え た 。 


う 。 


LIL 


回 
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こたえ 


460 3 バイ ト で 事 講 師 と し て 奮闘 し て いる 。 今日 は 速 さ ・ 時 間 ・ 
の 計算 を 教え た 。 


| work hard in my part-time job as a cram school teacher. Today, | taught how to 
ン calculate speed, time, and distance. 
| (CN) 作 汽 社 当 班 的 教 訪 在 努 力 叙 兼 取 。 今 天 教 了 速 度 、 時 同 、 距 高 的 斗 算 方 式 。 
ED OF 時 HI0| 臣 量 千 包 婦人 宮 対 是 早 引 エ 上. 足 紳 豆 合 丘 , 人 | マト , ガ 本 a 九 付 呈 フト 避 亡 叶 . 
も 
じ 


塾 | ジュ ク : 塾 
審 | フン : 興奮 する ・ 奮 闘 す る 
| 電 | ジ ク : 軸 ・ 継 電 ・ 横 邊 ・ 掛 け 納 
461 3 送料 は 商品 が 5 千 円 以上 は 無料 、5 千 円 以下 は 全国 一 律 千 円 
と な り ま す 。 


Shipping is free for products over 5,000 yen and 1.000 yen for products under 
SN 5,000 yen shipped anywhere in the country. 
A 販 満 五 陸 日 元 以上 免 返 本 。 五 千 以 下 的 全国 返 間 伏 一 信 一 千 日 元 。 
ニン 富 宮 所 付 香 01 5 娠 史 0| 誰 馬 早 豆 , 5 利 qll 記 香 革 久 言 刻 己 呈 社 ol 本. 
Te 
い 


ー 律 | ( ぃ ぉ り っ ) evenly, uniformly / 一 律 、 銃 鐵 / 妄言 


一 斎 に | (いっ せい に ) simultaneously / 一 斉 、 同 時 / 紀 天 和 


一 連 の | (いち れん の ) sequential, a series of ~ / 一 串 、 一 達 串 / 記 召 引 


一 帯 | (いっ た ぃ ) region, whole place / 一 帯 、 一 整 片 / 当 呈 


462 1 遅かれ 早かれ あの 会 社 は 倒産 し た だ ろう 。 


That company was bound to go bankrupt sooner or later. 
那 條 公司 早 点 晩 点 玉 是 倒 団 了 。 / 受 串 町 豆 避 提 委 フト 私 誠人 [ 下谷 応 言 旭 0IF、 


Ai か れ Az か れ | ( 三 Ai」 く て も Az く て も と に か く ) * Ai と Az は 反対 認 
ぶ * 多 か れ 少 な か れ 誰 で も そう いう 経験 は ある は ず だ 。 
ん お お すぐ だ れ けい けん 
は “良かれ 悪し か れ 了 は 親 に 似る も の だ 。 
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も ん だ い 


灯 証 セン ター て ヤギ を 見 た が 、 や は り 自 然 の 渓谷 
を 跳ね て いる の を 見 た いも の だ 。 


G9 

1 は ね て ピュ 

2 すれ ね て も 

3 か ね て 
4 こね て 
30 [| 
(464 諾 まあ に な っ て 、 新 企画 が 進ま な い 。 

1 ハー ド | 

2 ネッ ク ( 

3 ドラ ウマ の 

い 
4 ヨネ | 

30 画 | 
(9 ょ その お 宅 の こと は 、 う ち で は 朝食 は 

女 日 家族 全員 で 食べ ます 。 | 
1 前 提 と し て | 

)] 

2 いざ 知ら ず 
3 お ろか ら | 
4 どど ま ら ず | 


30 LL 


463 1 家畜 セン ター で ヤギ を 見 た が 、 や は り 自 然 の 渓谷 を 跳ね て いる 
の を 見 た いも の だ 。 


lsaw some goats at a livestock center, but | would rather see them bouncing 
ご around in a valley In nature. 
で の 在家 畜 中 心 赴 到 了 山 羊 但 是 迷 是 希 望 能 看 到 八 在 大 自然 的 渓谷 中 就 史 的 粒子 。 
フト 竹 凡 回 9 人 ] 加 全 早 役 L 叶 , 引 和 | 91g| 列 圭 同書 o1 包 品 世 汎 所 足 谷 量 史 銘 ト . 


チク : 改 計 ・ 家 ・ 玄 産 ・ 畜 . 入 

ケイ : 渓谷 

と (- ぶ ) : 跳ぶ ・ 縄跳び は (- ね る ) : 跳ね る 

ケン : 兼用 ・ 兼 業 か (ね る ) : ね る ・ 気兼ね する 


けん よ けん W. 


ERA 


RT 


464 2 予算 が ネッ ク に な っ て 、 新 企画 が 進ま な い 。 
The budget has become a bottleneck, so the new plan is moving ahead. 
預 算 変成 了 肩 障 、 新 辻 基 没有 送 展 。 / 人 HO| 始 9H2 司 O| , 人 | 2| 居 | 居 知 司 和 | 品詞 |. 


ネッ ク | * ネ ッ ク に な る become a bottleneck / 過 和 到 瓶 厩 、 変 成 障 得 / 社 oH フ ト 避 上 
( ハー ド な | hard / 若 刻 、 九 共 / ol 選 写 

ep トラ ウマ | trauma / 心理 明 影 、 身 心 促 傍 / 貴樹 

い コネ connections, network / |] 路 、 美 系 / @ ュ 寺 刈 


( 


465 2 よそ の お 宅 の とこ と は いざ 知ら ず 、 う ち で は 朝食 は 毎日 家族 全 


まい に ち く ぜん いん 
| で 食べ ます 。 
l do not know what other families do, but at our house, we eat breakfast together 
every day. 
別人 家 窟 色 欄 不知 道 , 我 休 家 早坂 毎 天 都 是 全 家人 一 起 蛇 的 。 
か FI 言 知人 [ 局 宮 品 号 天 中 , 千 避 知人 A] モ 0 ト 娠 人 知人 Al 王 本 恨 フト 答 0| 習 別 記 FF. 


ん [IN は いさ 知ら ず |[N な らい ざ 知 ら ず | (= N の 場合 は 知ら な い が ) 
つ ・ 外 国 は いき 知ら ず 、 日 本 で は これ は 普通 の と と だ 。 


が いと く 
・10 生 前 な らい き 知ら 、 今 、 携 帯電 話 を 持っ て いな い 人 は 少な 
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6 半 計 の 作成 を 専門 家 に 依頼 する 。 の 


1 の 生ん EG 
(GO ) 
1 ロロ Vg 
| 9 計 キ に 沿 攻 車 の サイ レン が 座り 手 い た 。 っ し 
「 + 災 胃 寺 2 な り ひ び い た 
の 円 
その 選挙 で は 、 有利 だ と 言わ れ て いた 人 が 落選 し 
て し まっ た 。 つ 人 @ 
1 猛烈 2 断然 
nnn (⑳) 
回 
(3) Rit は 、 忠 者 本 人 に 韻 て ある こと を する 医者 が 多 | 回 
いら し い 。 =@ 
1 告知 2 告白 
回 属 
子供 た ち は 今 、 シ ー ル に 夢中 で 家 の 家 具 家具 に 
シー ル を 貼っ て いる 。 っ 
自記 REND 
中 悦 | 屋 | 宝 


UMTS ) 


⑦ ms 、 言 わな いこ と に し た 。 …⑳ 
1 言え ば きり が な い の で 2 きき うに 留まら ず 


2[ | 


_。 も ん だ い ご 


め 第 は 無邪気 な 顔 で 眠っ て いる 。 一 人 ⑳ 
1 お じゃ き 2 お や き 


MG) 3 ロロ ロ 


に @) 地 燃 め な 負け 方 を し て し まっ た 。 の 


1 みじめ な み いじ めか 
4 | ] 
⑳) LN か ら 昌 が か すん で 、 文 字 が 見 える 。 一 ⑳ 
| 1 に じん で 2 し お れ て 
[ 3 ロロ ロ 
ご 
15 まま ッ が と ころ で 休み まし ょ う 。 一 
| US 4 
4[ 男 | 園 | 園 
| 結婚 し て か ら う まく いっ て いる 彼 は 最近 まっ す 
| ぐ 家 に 帰る 。 一 
CG A 4 
| 応 3[ 中 
ん 100 円 200 円 安く な る か ら っ て 、 わざ わざ 店 ま 
う で 買い に 行く 気 に は な ら な い 。 一 仙 
4 EC 


(478] タク シー の 運転 手 は 強盗 に 命 ま で 奪わ れ た 。 一 人 


1 お そ わ れ た 2 うば われ た 
5 
(2 不 補 な 共 物 を 見 っ けた の て 駅 員 に 知ら せ た 。-⑳ 
1] ふ そ ん な る 
6 | 
叔父 の 会 社 は 借金 が 、 倒 差し て し まっ た 。 一 ⑳ 
+ か すみ 2 か さ み 
5[] 
0 折 代 は すべ て 整っ た 。 天 候 だ けが だ 。 この 
1 気まぐれ 2 気がかり 
DY 
欲し いけ ど 高 いか ら 、 や め て いた けど 、 今 日 こそ 
買お うと 思う 。 一 人 ⑳ 
1 買い か け て は 2 買っ た と 思い さや 
5[ | 
いつ で も 相談 に 乗る と 手前 、 ど ん な に 忙し く て も 


断れ な い 。 一 仙 
1 言う 2 きっ た 


Mo ペ - ジ の き 1 1 OO ⑰>: 


Sn (⑳ 


も ん だ い 。 


胡 を 金色 に 楽 め た 若者 が 老人 に 席 を 議 っ た 。 … 人 
1 し め た 2 そめ た 


| ⑳ 7 ロロ ロ 


8 6 信田 の まな 叩 を 巡る 。 一 @ 


1 めぐ る 2 まわ る 
8LILI 
いじ め ら れ て いた 彼女 を 者 は 誰 も いな か っ た 。 
っ 人 
| 1 な だ め る 2 か ば 3 
) 7LILILI 
に 1 
いり A 「 徹 5、 列 れ た ん だ っ て 。」 
B「_ ll-® 
1 さす が 2 まさ か 
8 LIL 
人 e に て も 言い た く な いこ と は ある だ ろう 。 一 の 


1 多かれ 少な か れ 2。 多 て は 少 補 交 で ば 


7LL 


8 


1 0) 上 で は 建 け 散っ た 。 …⑨ 
1 や けち っ た 2 くだ けち っ た 


| 生 人 池村 の よ うに き て も な く 歩 く 。 一 @ 


に 


い 


dma 8) 


1 さま よう 2 た だ よう 
10[ | 
PTA の 役員 を 誰 も や り た く な いと いう の で 、 私 
が 引き 受け た 。 っ ⑳ 
1 し ぶし ぶ 2 くよくよ 
9[ 中 
(493) その ネッ トス ー パ ー は 、 取 り 扱 い 商 品 を 値上げ し 
7 本 0) 
OR 補 杉 に 2。 一 斉 に 
10 」 
(494) 久しぶり に 会 っ た 知人 の に 驚い た 。 一 人 
1 老け 並み 2 老け よう 
9 
496] あの 事件 その 子 は ロ が きけ な く な っ た 。 人 ⑳ 
1 を 境 に 2 を 機 に 
10 


前 の ペー ジ の きき 2 O12 O22 O11 @2 


(496) 年 々 体 の 衰え を 感じ る 。 一 人 


1 お と る ろ る え 2 お び え 
11[ CC 
、 2 傘 に セミ が GE まっ て いる 。 一 の 
JAN 2 みき 
12[ | 
長年 の 歳 月 を 完成 し た 橋 が 、 先 日 の 地震 で 崩壊 し 
て し まっ た 。 一 
識 ) 4 2 
11 | 


(499) え ス し ぶり に 会 っ た 彼 は 、 どこ か 遠く を 見 て いる よう な 
目 を RNS ニー 


1 は か な い タ 。 る な 
12 口 品 ロロ 
これ まで の 報告 内 容 を 、 今後 の 方 針 を 話し 合い ま 
し ょ う 。 一 人 ゆ 
1 踏ま えて 2 と ど ま ら ず 
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Materials / 資料 / 入 忌 


MLLAALKKLKALLUKALKAMLIKLXUKMKIARADKAKARRRXAKAIRXKXAKXAKRAKNRIARIIRBI 


漢字 リス ト 


Kanji List 
波 字 表 
召 [ 号 号 


いよ と て よど すす て すす て すす すす て すす すす て すす て て て TTC 


99 詞 別 語 芸 リ スト 


Vocabulary List Arranged by Parts of Speech 
各 周 美 週 江 表 
普 AI 0] 弄 号 号 


文型 ・ 文 法 項目 リス ト 


Sentence Patterns, Grammar List 
句 型 ・ 前 法 表 


居 ・ 時 引 計 号 号 


還 


Pen の の SO の で の の さく の る の さ の る で の の で の の の で る る の の の の の の さく ぐ の の の で の の の る な る の ゃ の の ぐる の の で の で の ooocoeeeeeooaepo 


前 の ペー ジ の 答え 496 1 3497 2 3498 1 3499 2 5soo 1 
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漢字 リス ト 


* [こたえ の ペー ジ の [」 


This shows the kanji introduced in the answer | | 


"答案 " 項 中 “ 


「 叶 」 列 0II 引 
数 字 は 問題 番号 で す 。 


を 


と Kanji List / 況 字 表 / 乱 和 号 号 


で 紹介 し て いる 漢字 を 総 画数 ご と に 示し て いま す 。 


"内 的 況 字 披 筆 画 忌 数 排列 。 
人 ] 全 2 錠 乱 和 言 知 居 條 畠 呈 け 針 時 区 


These numbers are the number of the each question. 
数 字 是 向 題 供 号 。 
会 赴 王 星 利 田 杏 中 HIF. 


2 画 
40 
174 : 


の 
画 a 


— 
nn の 
© の 


174 : 
207 : 


RAY 8 


S88 
凶 1e2 : 
刈 257 : 


井 299 _ 


5 画 


SNF 


洋 思 計 麻 中 詩音 部 二 基 還 の 


198 劣 sss 
207 : M s76 
284 | 朽 a18 
290 「 扱 427 
332 : 刑 430 
382 


却 


| スス 


| 肝 


7 画 


へ 
の 
へ 


等 凌 固 等 幸明 黄 
8 


共 王 肝 串 課 纏 天宮 


s02 沿 
320 | 史 
335 : 普 
376 : 火 


か く すう 


史 査 口 . 


4 抽 
25 泡 
34 茎 
55 抜 
64 

67 

73 

82 
141 : 


147 : 


簡 選 当番 恒 際 本 避 理 次 


江 細 破 葵 苗 話 頻 


arranged by the number of strokes. 


168 
177 
186 
189 
210 
251 
254 
266 
290 


に に 本 


革 茎 さ 
園 


青 叫 疾 向 


洪 296 : 
308 
011 
326 


※ 准 藻 吸 学 庄 只 員 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 


只 
Ny 
に ) 


痢 


kh 
CO MN mM 
Nn ©O EO 


と 
N39 な も ets ek, ak 
SCS  @ ら ヽ っ の 
= or © 


260 
260 _ 
脈 2es : 
疾 263 
「 含 269 | 
| 栽 。 275: 
僚 284 
症 s14 
338 _ 
338 : 
376 : 
376 : 
391 : 
394 
397 : 
403 
406 
412 : 


ざ マ 
ディ 


こき 
本 


6 


| 


NN 
KU 


126 : 


加計 呼 芝 画 革 補導 時 半 洗 放水 詳 清 押 間 前 普 胡 さ 


177 : 
180 : 


まま ドキ ゴキ キト キト トド 


に 


園 


186 : 


70 : 


抽 滞 居 黄 癌 宮 李 半 選 


議 


~, 
ン 
ン 


v 
4 


| 
| 
1 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
| 
上 
き 
| 
1 
| 


ct 
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叶 融 


葵 導 藻 寺 


移 媒 先 弄 剖 商 居 喰 環 通 若 避 炎 中 本 午 柄 海 


Ry 
ロコ > 


河 纏 混 岬 洪 藻 * 
況 帯 語 
園 


駄 156 
人 
酸 
たき 
需 
褒 
| 抄 
磁 269 
| 鈴 
綱 
綱 
首 
疾 
徴 


漬 379 
態 sa : 


て 2 
底 琴 薄 
た と 
oo © 
の の 


党 間 記章 記 吉 


= 
> 


8 
RE 


201 : 
204 : 


275 = 
278 : 
278 
296 : 
302 : 
314 : 


388 
388 : 
394 : 


ーー 
張 


1 
| 
| 
| 
| 
き 


a 
立っ 
| 
CO 


nn nn 2 0 の 
on Mm ら N = 


132 : 
177 : 
192 = 

18 画 
254 : 
269 : 


AE 


N 
© 
園 


pa 記 別 語 華 リ 
oo 詞 別 語 葉 I ス アス Vocabulary List Arranged by Parts of Speech 
ひん し べつ 1 い 


ーー 各 周 美 週 江 表 / 苦 A[ Q] 居 号 号 


*「 こ た え 」 の ペー ジ で 紹介 し て いる 語 萌 を 品詞 ご と に 示し て いま す 。 
This shows the vocabulary shown in the answers. 
“答案” 頂 中 介 色 的 週 江 抽 週 美 排列 。 
「 避 時 」 列 0I|ol 和 ] 全 列 習 0] 居 言 苦 A[ 財 中 HEFHI エ %! 合 ロビ . 


* 数 字 は 問題 番号 で す 。 
These numbers are the number of each question. 
数 字 是 同 題 敵 号 。 
佐久 三星 利 四 塾 本. 

F : か さむ 401 : さえ る 401 
有職 | か すむ 401 : し お れる 422 
本 ーーーーー ニ ーー 1 395 | 慕う 261 
値 する 193 | 合併 する 130 従う 261, 452 
与え る 285 | か ば う 431 | し じ つ け る 431 
歩む 74 | か ぶれ る 422 し びれ る 422 
あり ふれ る 157 i か ら ま る 187 収 穫 す る 208 
案じ る 273, 416 : 気兼ね する 407 | 収集 する 208 
いた わる 431 | 規制 する 315 収納 する 208 
営む 74.452 | 興 じ る 416 | 収容 する 208 
打ち 切る 321 | 共 存する 130 | 準 じ る 416 
打ち 込む 133 くぐる 187 | 称す る 193 
促す 285 | 抗議 する 26 優れ る 389 
追い 込む 133 | 拘束 する 315 | 廃れ る 157 
追い 出す 321 告知 する 380 制限 する 315 
負う 261 : 告白 する 380 | 接する 297 
人 る 23 | 心得 る 428 | 迫る 181 
お ど お ど する 151 心 が ける 428 攻め る 80 
衰え る 312 志 す 428 添え る 17 
重んじ る 416 こじ れる 178.422 | 束縛 する 315 
及ぶ 181 | こだわ る 178. 428 | 損なう 285 
省 みる 300 意 り る 178 備え 付け る 211 
重ね る 383 | 混同 する 130 | 備え る 297 


eo 


"ドド ドド mm や Reason 


Cd 鯉 9 


Sn( あ ) 


286 


染まる 395 
対抗 する 26 
耐え る 80 
携 える 297 
携 わる 452 
保つ 297 
ちや ほや する 264 
調 和 す る 130 
費やす 23, 452 : 
仕え る 300 
尽き る 300.395 : 
付け 加え る 211 
つなぎ 合わ せる 211 : 
つね る 163 | 
つま む 163 
買 く 181 
連ね る 17 
抵抗 する 26 
徹する 193 
と が め る 333 
滞る 2 
留め る 333 
取り 組む 35 
取り 混ぜ る 35 
取り 戻す 35 
取り 寄せ る 35 
嘆く 300 
投げ 出す 321 
和む 389 
な だ め る 431 
に ぎわ う 157 


RE 


74 : 


: ね ば 


| に じ む 386 : 乱す 333 
| ね た む 71 乱れ る 23 
| ね だ る 71 | みな す 333 
粘る 71 お し る 163 
| 練る 71 : お むせ る 401 
| 映え る 386 めく る 163 
。 は か どる 157 養う 261 
励ま す 273 和らぐ 273 
励む 389 緩め る 312 
弾む 74 | 要する 193 
果たす 181 | 予告 する 380 
は まる 395 割り 込む 133 
反抗 する 26 _ 
控え る 312 イ 形 容 詞 
引き 取る 211 ; /-adjective 
| 引っ か ける 187 イ 形 容 週 / イ 習 号外 
| 0 で 2 あっけない 50 
1 2 321 | 危う い 68 
ぶれ る 386 著 し い 8 
| 鈴 / で | お っ か な い 50 
| ほけ る まで 3 
| 器 | すがすがしい 2 
紛れ る 80 素早 い 68 
二 RR Te 
また が る 97 13 や 
E : た や すい 68 
1 タタ | 乏しい 41 
| 見せかけ る 437 全 け な い Sa 
見 せつ ける 437 | 全 気 な い コ 
| 見 せ び ら か す 437 : な れ な れ し い の 


鈍い 139 
は か な い 68, 413 

は な ば な し い 2 
紛らわしい 8 
みす ぼら し い 41 
みっ と も な い 50 : 
むなしい 41 
目覚 まし い 8 : 
申し 分 な い 270 ; 
物足りな い 270 : 
も ろ い 139 : 
類 わし い 8 
ナ 和 形容詞 

Na-adjective 


ナ 形 容 週 / ナ 習 号 久 


鮮やか な 148 : 
圧倒 的 な 425 : 
っ と う て き 

あや ふ や な 160 : 
陰気 な 145 : 
うつ ろ な 413 
大 柄 な 184 : 
お お が ら 

大 げ さ な 309 : 
大 幅 な 184 : 


病 な 145 
お く び ぴ びょう 
厳 か な 258 : 
お ご そ 


画 期 的 な 282 
か っ き て き 

間接 的 な 282 : 
か ん せつ て き : 
簡素 な 294 : 


: 気がかり な 
「 気さく な 
| 面 な 
| 気まぐれ な 
「 気まま な 


極 端 な 


| きょく た ん 


: 清らか な 
: きよ 


質素 な 


: し っ そ 


し と や か な 
し な や か な 
健やか な 


| 素直 な 


: すなお 


| 速やか な 
| 素朴 な 


: そ ぼく 


: 大 胆 な 


? だ いた ん 


: 定期 的 な 


: て いき て き 


| 手頃 な 


て ご ろ 


| 和やか な 
| 滑ら か な 
: の どか な 
j ハー ド な 
| 華やか な 
| は る か な 
| 密か な 

: 不当 な 


大 ま か な 145.392 
: 平均 的 な 


ふ と う 


: へ いき ん て き 


: まれ な 


| 無知 な 
お ろ そ か な 175.,392 : 
か すか な 160.392 : 無能 な 
| 押 な 


: 緩やか な 
ゆる 


theeesess coorsisamsaosesta tootanastns snes nia 


449 「 副詞 
449 § Adverb / 各 過半 
160 
449 あえ て 166, 455 
449 : あら か じ め 29 
425 ; 案の定 318 
175 : いか に 77, 398 
294 いか に も 77 
148 いさ 190 
258 依然 318 
148 : 一概 に こない 136 
294 ; ー 様 に 291 
160 : 一 挙 に 136 
294 | 一 向 に こない 136 
145 : 一 切 ~ な い 309 
282 | ご 必 に 136 
303 : 一 斉 に 461 
175 一 体 205 
175 | 延々 458 
258 が っ くり 53 
464 ; が っ し り 5 
258 か つて 190 
288 : か ね て より 29 
288 仮に 1 
446 : か ろう じ て 205 
282 | 代わ る 代わ る 264 
288 きっ か り 5 
276 きっ ぱり 5 
276 極め て 309 
425 : ぐっ た り 53 
148, 392 : くよくよ 434 
: と っ て り 53 


eo 


cn (る ⑳ 


287 


と と ど とく 59 ひょっと し て 205 : 一帯 291. 461 
さす が 205.455 不意 に 29 意図 32 
さぞ 398 ふん だ ん に 288 嫌がらせ 410 
さん ざん 434 ぼう ぜん 413 意欲 32 
強い て 166 | ぽつぽつ 151 生ま れつ き 83 
直 に 383 : ほど ほど 434 緑 196 
し ぶし ぶ 434 前 も っ て 29 大 方 184 
着 千 309 まさ か 455 大筋 184 
し ょ っ ちゅ う 59 まさしく 190 行い 127 
ずばり 190 まし て 59.377 お 世辞 62 
すん な り 5 まち まち 264 おせっかい 410 
続々 458 丸々 151 おっちょこちょい 410 
た か が 377 おろ ん 377 | 顔つき 86 
だ ぶ だ ぶ 44 | も うろ う 413 体つき 86 
断然 318, 425 も っ ぱら 404 感情 255 
着 々 458 も は や 166.455 | 効き 目 169 
つく づく 44 も ろ に 11.398.404 「 気 苦労 407 
て っ きり 53 やけに 11.383 兆し 267 
どう に か 77 やたら 166 きり 419 
どう や ら 77 : や た ら と 404 茎 47 
と っ さ に 1 愚痴 62 
突如 318 名 語 | ケー ス 89 
と り わ け 404 | Noun/ 名 周 / 思 人 : けり 419 
な お さら 330.377 | 検査 324 
長 々 4ge RIT 214 コー ス RR 
何と ぞ 142 | あ @ な し ご を 縛 196 
何より 142 : 理由 コネ 464 
何 な り と 142 | 専 地 32 | コン トロ ー ル 336 
基 だ 264 ! 邊 291 「 先頃 199 
ひたすら 59.398 っ きえ 169 
び た り と 383 | 思考 255 
び ち び ち 44 | 5 衝 の が 1 47 


手当 て 
手がかり 
手 は ず 
手振り 


取り 扱い 
取り 締まり 
取り 調べ 


somatseteaseaaatsonasstoniseteansc sas 


303 本能 
303 : 
303 : 


464 : 


56 3 


446 
446 : 


Idiomatic expression 
| 慣用 法 表現 / 吉 琴 習 


127 


めど 419 
メリ ッ ト 214 
催 し 169 
も よ お 
用 127 
: 理性 255 
: ルー ル 336 
: 技 196 
わざ 
ミ 立つ 続 詞 


3 Conjunction / 接 千 週 / 和合 Al 


339 し か も 330 


446 : 


: もしくは 330 
: ゆえ に 330 
: 慣用 表現 


か ん よう ひょう げん 


| 愛想 が いい 279 
| 怒り に 触れ る 202 
| 息 を 引き 取る 202 
| 落ち 着き が ある 279 
| 思い や り が ある 279 
154 | 
154 : 


: か ん 


角 が 立つ 202 

勘 が いい 279 
| 気 に か ける 65 
| 気 に 食わ な い 65 
| で に 凍る 95 
| 気 に 留 め る 65 
| 気 を 利 か せる 407 
| 気 を 引く 407 


| 心 が 打 た れる 389 


と (る 


289 


て 
| 願い が か な う 
| 悲鳴 を 上 げ る 
| 耳 を 疑う 


3 みみ 。 うた が 


| 耳 を 傾け る 


みみ か た む 


440 : 耳 を 浴 ま す 38 
306 : 耳 を ふさ ぐ 38 
202 めど が 立つ 306 
38 _ 
38 _ 


「 Pe 
文型 の 文法 項目 リ ス ト ノ Sentence Patterns, Grammar List 
ほう こう も < の 


ママ 旬 型 ・ 租 法 表 / 呈 習 足 販 計 号 号 号 


orienietadeisinoiaatetssseiesmcaniranenansomaaannasas css aeanatnenes pia asses csc” 


ぶん けい ぶん 


・「 こ た え 」 の ペー ジ で 紹介 し て いる 文型 や 文法 項目 を あい うえ お 順に 示 


し て いま す 。 


These sentence patterns and itemized grammar points shown in the answers are in 


Japanese A-|-U-E O order. 


答案" 京 中 介 知 的 句 型 、 租 法 技 照 あ いう え お 的 順序 排列 。 
太守 列 0I 大 ll 人 AH 全 2s 多 詞 足 習 OIL 足 軸 千 号 号 あい うえ お を ご @ 豆 時 出 区 谷口 F「 


・ 数 字 は 問題 番号 で す 。 


だ い ば ん ご う 


These numbers are the number for each question. 


数 字 是 同 題 敵 号 。 
生玉 挟 足 天 田 主 品 品 ヒ | . 


あ 


N1 あっ て の Nz 

N (の ) い か ん (だ ) 
N (の ) いか ん に よる 
A いこ と 極まりない 


か 

N か た が た 

N/V が て ら 

《 文 ) が ゆえ に 

~ か ら あ る 

N か ら 言 わせ れ ば 
~ か ら す る 

Ai か れ A2 か れ 
Na (な こと ) 極まりない 
Na 極まる 

N ぐる み 

N こそ あれ 

N こそ て が … 

N/V こそ すれ … な い 
こと と て 

< と と や ら 


CYSRSR29255PGR2SSRCRRYSSOSYROSSSs 


36 
18 
18 
39 


12 
12 


24 
426 
24 
462 
39 
39 
313 
256 
259 
256 
87 
253 


さき 

| N じゃ ある まい し 
| N ずく め 

| V ず じまい 

| V ず と も < 

| V ず に は お か な い 
| V ず に は すま な い 
| N (で ) す ら 

| V そば か ら 
197 _ 

た 

V な が 

| こ た こ と に する 

| こ た こ と に な る 

: V た つも り で 
た 

| V た と ころ で 

| へ ~ だ に 
a だ の b だ の 

| た ら こ で … 

| N た り と も … な い 
| Ni た る (N2) 


72 


291 


292 


Vi つ Vz つ 
こつ も り だ が … 

と つも り だ っ た が … 

N1 で あれ N2 で あれ 
N1 で あろ うと N2 で あろ うと 
V て か ら と いう も の 

N で な く て な ん だ ろう 
Vi て は V2 

N で は ある まい し 

V て みせ る 

V て や まな い 

N と 相まって 

N と あっ て 

< こと あれ ば 

N1 と いい N2 と いい 

N と いう N 

こと いう と ころ だ 

(この / こと )N と いう も の 
こと いえ ども 

こと いっ た と ころ だ 

と と いっ た ら あ り は し な い 
~ (と い ) っ た ら あ りゃ し な い 
< と いっ た ら な い 

N1 と いわ ず N2 と いわ ず 
て と 言わ ん ば か り に 

へ ~ (か ) と 思い き や 

N と きた ら 

< とき て いる 

て と き て は 

< と くる と 

N1 と し て ある まじ き N2 
~ と の N 


emmnーーーーーーーー…… 


54 
387 
387 
128 
128 

90 
134 
384 

81 
393 

60 


27 : 


63 
63 
137 
399 
66 
90 
84 
66 
42 
42 
42 
420 
146 
378 
45 
402 
402 
402 
331 
381 


: こと の こと だ 381 


| こと は 78 
| こと は いえ 69 
| こと ば か り に 146 
て と みえ る 405 
: て と み ら れ る 408 
こと みる と 411 
| N1 と も あろ う (N2) 72 
: a と も b と も 414 
こと も な る と 158 
| こと も な れ ば 158 
な 

_V な いで は すま な い 173 
| V な い (も の ) で も な い 161. 417 
§ V な いま で も 185 
: V/N な が ら (に / の ) 149 
| V な が ら に し て 149 
| N な くし て は 152 
|N な し に は 152 
N 並み 396 
「N な らい さ 知 ら ず 465 
| N な ら で は (の ) 。 167 
| N な り と (も) 51 
何で あれ 128 
: 何で あろ うと 128 
| N に あっ て 155 
: N1 に ある まじ き N2 331 
へ ~ に 至っ て (は / も ) 140 
: て に 至る 140 
| こ に 至る まで 140 
| N に 言わ せれ ば 426 


N に 限っ た と と で は な い 
N に 限る 

ー に 難く な い 

て に 越し た こと と は な い 
N に 先駆 け て 
N に し て 

Ni に 即 し た N2 
N に 即 し て 

N に 堪え な い 

N に 堪え る 
V に V て 

N に と ど ま ら ず 
V に は 及ば な い 
N に は 及ば な い 
N に ひき か え 

N に も まし て 

N に N を 重ね て 
N の 至り 

N の か た わら 

N の きら い が あ る 
N の 極み 

Ni の ご と き N2 
N の と と く V 

N の 提 

へ ~ の や ら 

a の や ら b の や ら 


は 

N は いさ 知ら ず 
N1 は お ろか N2 も 
V ば きり が な い 
N は さて お き 


465 
301 
438 
441 


|. 和 
| V ら れる まま (に ) ~ 

| V る か た わら 

| V る が 早い か 

| V る きら い が あ る 

| V る こと な し に こない 
| V る こと の な いよ う (に ) 
| V る 始末 だ 

| V る と あっ て 


| N は どう あれ 


| と まで (の こと ) だ 

| N ま みれ 

「N め く 

|N1 も さる こと な が ら N2 
| こも 何で も な い 

| こも 何と も な い 

| こも の と し て 

| こも の と する 

| こも の や ら 

こも の を 


や 

| N1 や N2 

_N (の )@ え (に / の ) 
| V よ う 

| V よ うに も … 

上 V よ うに も V られ な い 


に コ 


294 


V る と も な く 

V る と も な し に 
V る に (は ) 当たら な い 
V る に 堪え な い 
V る に 堪え る 

V る に 足り な い 
V る に 足る 

V る に と ど ま ら ず 
V る に も … 

V る べから さる N 
V る べから ず 

V る べく 

V る べく も な い 
V る まで も な い 
V る や (否や ) 


わ 


N を お いて ~ (な い ) 
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